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志羅山遺跡第46・ 66・ 74次発掘調査報告書

―関遊水地事業関連遺跡発掘調査



本県には縄文時代の遺跡をはじめとする数多 くの埋蔵文化財包蔵地があり、

平成11年 3月 現在、10178カ 所に及ぶ遺跡が確認 されてお ります。これら先

人の残 した文化遺産を保存 し、後世に伝えて行 くことは、県民に課られた責

務であります。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、地域開発にともな

う社会資本の充実も重要な施策であります。

このような埋蔵文化財の保護・保存と開発 との調和 も今日的課題であり、

岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創立以来、岩手県教育委員

会の指導と調整のもとに、開発事業によって止むを得ず消滅する遺跡の緊急

発掘調査を行い、記録保存する措置をとってまい りました。

本報告書は一関遊水地事業に係わる太田川堤防建設工事及び国道 4号線改

修工事に関連 して、平成 7年度、 9年度、10年度に実施 した平泉町志羅山遺

跡の調査結果をまとめたものであります。

発掘調査では奥州藤原氏の時代の建物跡や井戸、道路跡などと、それに伴

うかわらけ、陶磁器などが多数発見され、貴重な資料を提供することができ

ました。中でも鴛肴文の施された轡は他に事例が少なく注目されます。

この報告書が広 く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財に対する

理解の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご援助・ご協

力を賜 りました建設省東北工事局岩手工事事務所・平泉町教育委員会をはじ

めとする関係各位に哀心より謝意を表します。

平成12年 2月

財団法人岩手県文化振興事業団

理事長 船 越 昭 治
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1.本報告書は岩手県西磐井郡平泉町平泉字志羅山32-1他 に所在する志羅山遺跡の第46次、第66次、第74

次発掘調査の成果を収録したものである。

2.本遺跡の調査は、一関遊水地事業に係わる大田川堤防工事、国道 4号線改良工事に伴う事前の発掘調査

である。調査は岩手県教育委員会と建設省東北地方建設局岩手工事事務所との協議を経て、(財 )岩手県

文化振興事業国埋蔵文化財センターが担当した。

3.岩手県遺跡台帳の遺跡番号はN E76-1088、 調査略号は調査次ごとにS Y95-46、 S Y97-66、 S Y98

-74である。

4.調査面積、野外調査期間、室内整理期間、担当者は以下のとおりである。

第46次調査 調査面積 2,102だ

野タト調査期間 平成 7年 8月 7日 ～11月 22日 (8月 9日 ～8月 31日 まで中断)羽柴直人 吉田 理

室内整理期間 平成 7年m月 1日 ～平成 8年 3月 31日       羽柴直人 吉田 理

第66次調査 調査面積 1,891♂

野外調査期間 平成 9年 4月 7日 ～8月 31日      羽柴直人 高橋実央 朝倉雄大

室内整理期間 平成 9年11月 1日 ～平成10年 3月 31日  羽柴直人 高橋実央

第74次調査 調査面積 1,001ド

野外調査期間 平成10年 5月 1日 ～7月 31日      羽柴直人 朝倉雄大

室内整理期間 平成10年 11月 1日 ～平成11年 3月 31日  羽柴直人

調査面積合計 4994ポ

6.本報告書の執筆は羽柴直人が中心に一部を高橋実央がおこなった。高橋の執筆分は文末に名を付 した。

他に執筆を依頼した文章がある。依頼した文章については文頭に執筆者名を付した。

編集は羽柴がおこなった。

7.分析、鑑定、保存処理は以下の方に依頼した。 (順不同、敬称略)

鴛鵞文轡の科学分析      赤沼英男  (岩手県立博物館)

鴛鵞文轡の鑑定        久保智康  (京都国立博物館)

鴛鶯文轡の保存処理      肥塚隆保  (奈良国立文化財研究所)

墨書かわらけの解読      佐藤 信  (東京大学)

馬骨の鑑定          小林和彦  (人戸市縄文学習館)

樹種同定           高橋利彦  (木工舎「ゆい」)

石材鑑定           佐藤二郎  (長内水源工業)

国産陶器、中国産陶磁器の鑑定 人重樫忠郎 (平泉町教育委員会)

口



8.

1号池のかわらけの鑑定

近世墓石の観察

木製品の保存処理

トイレ状土抗の上壌分析

松本建速  (筑波大学博士課程)

千葉和弘  (國学院大学博士前期課程)

新日鉄釜石文化財保存処理センター

株式会社古環境研究所

本報告書の作成にあたっては下記の方々にご指導、ご協力をいただいた。 (順不同、敬称略)

藤島亥治郎 (東京大学名誉教授)、 村越潔 (青森大学)、 飯村均 (福 島県文化センター)、 本田泰貴

(東北陶磁文化館)、 井上喜久男 (愛知県陶磁資料館)、 木村高 (青森県埋文センター)、 半沢紀 (北奥

文化研究会)、 本堂寿一 (北上市立博物館)、 金九義一 (芝浦工業大学)、 斎木秀雄 (鎌倉考古学研究

所)、 本澤慎輔、及川司、千葉信胤、菅原計二、鈴木江利子、茂庭泰正、鹿野里絵 (平泉町教育委員

会)、 中野晴久 (常滑市民俗資料館)、 山本信夫 (太宰府市教育委員会)、 阿部― (前沢町役場)、

及川真紀 (前沢町教育委員会)、 藤沢良祐 (瀬戸市埋蔵文化財センター)、 鈴木徹 (黒石市教育委員

会)、 大坪聖子 (武蔵文化財研究所)、 井上雅孝 (滝沢村役場)、 橋口定志 (豊島区教育委員会)、

榊原滋高 (市浦村教育委員会)、 室野秀文 (盛岡市教育委員会)、 菅原修 (岩手町教育委員会)、

伊藤博幸、佐々木千鶴子、佐藤良和 (水沢市埋蔵文化財調査センター)、 高橋千晶 (水沢市教育委員

会)、 小笠原雅行 (青森県教育委員会)、 田中則和 (仙台市教育委員会)、 五十川仲矢 (京都大学)

関根達人 (東北大学)、 高橋香理 (弘前市教育委員会)、 畠山篤雄 (千厩町役場)、 鈴木寛 (平泉町

大沢)、 工藤清泰 (浪岡町史編纂室)、 菅野澄順、佐々木邦世、破石澄元 (中尊寺)、 小山彦逸 (七

戸町教育委員会)、 西山要― (奈良大学)、 大庭泰時、吉留秀敏、菅浪正人 (福岡市教育委員会)、

相原康二、三浦謙一、鎌田勉、日下和寿 (岩手県立博物館)、 小野正敏 (国立歴史民俗博物館)、

佐々木浩― (八戸市博物館)、 藤田俊雄、宇部貝J保 (八戸市教育委員会)、 工藤雅樹 (福 島大学)、

斎藤邦雄 (柳之御所遺跡調査事務所)、 堀内明博 (京都府埋蔵文化財調査研究センター)、 鎌田精造

(大槌町教育委員会)、 森村健― (堺市埋蔵文化財センター)、 佐藤正彦、熊谷賢 (陸前高田市博物

館)、 堀江格 (福島市振興公社)、 川崎利夫 (う きたむ風上記の丘考古資料館)、 山口博之、高桑登

斎藤建 (山形県埋蔵文化財センター)、 平田禎文 (三春町教育委員会)、 桑原幸則 (佐賀県神埼町教

育委員会)、 西 (前川)佳代 (奈良女子大学博士課程)、 関口慶久 (立正大学大学院)、 島原弘征

(福島大学大学院)、 高杉諭史 (千葉大学大学院 (既卒))、 門島知二 (二戸市教育委員会)

調査成果はこれまでに現地説明会資料や調査略報に発表してきたが、本書の内容がこれらに優先するも

のである。

土層の色調観察は、「新版標準土色帳」 (農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団法人日本色彩

研究所色票監修 1989)を 用いた。

9.

11.本遺跡の調査で得られた一切の資料は岩手県埋蔵文化財センターが保管している。
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第 1章 調査に至る経過

一関遊水地事業は、北上川上流改修の一大プロジェクトとして、岩手県一関市・平泉町地区を決水から守

るため、二線堤方式による遊水地を建設するもので、上流ダム群とともに北上川治水計画の根幹をなすもの

である。遊水地は延長25kmの 地区堤と延長18血の小堤に囲まれた第一遊水地から第三遊水地まであわせて 1,

450haか らなり、洪水調整・市街地等の水害防除および土地の高度利用を目的とするものである。事業は、

昭和48年に工事実施基本計画が決定されたのを受けて昭和53年から本格的な着工のはこびとなった。

この事業に関わる埋蔵文化財包含地の取扱いについては、岩手県教育委員会と建設省東北地方建設局岩手

工事事務所との間で協議がおこなわれた。関連する遺跡は柳之御所跡・泉屋・志羅山の 3遺跡であり、柳之

御所跡は昭和63年度、泉屋遺跡は平成 3年度、志羅山遺跡は平成 4年度から財団法人岩手県文化振興事業団

埋蔵文化財センターの受託事業として調査が開始された。そのうち、本報告書に関連する太田川堤防建設お

よび国道 4号太田橋建設に伴う志羅山遺跡の発掘調査は平成 7年度から行なわれることになり、平成 7年の

8月 7日 から調査を着手した。なお志羅山遺跡は平泉町教育委員会などにより幾度か調査がおこなわれてお

り、一連の調査次数を与えてきた。そこで平泉町教育委員会と埋蔵文化財センターが協議のうえ、平成 7年

度の調査は第46次調査、平成 9年度は第66次調査、平成10年度は第74次調査とすることとした。
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第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節 位置

本遺跡の所在する岩手県西磐井郡平泉町は、県南部に位置し、面積6375kだ 、人口は約9600人の町である。

町のほぼ中央部を北上川が流れ、南は一関市、北は胆沢郡前沢町と衣川村、東は東磐井郡東山町に接する。

志羅山遺跡は平泉町市街地の南東部に位置する、東根1は 旧国道 4号線、南恨1は太田川がその境界になって

いる。本報告書の調査区は、国道 4号線の両脇部部分である。

本遺跡は国土地理院発行の 5万分の 1地形図「一関」 (NJ-54-14-15)、 及び 2万 5千分の 1の地形

図「平泉」 (NJ-54-14-15-3)の 図幅に含まれ、北緯38° 58′ 59〃 、東経141° 7′ 30〃 付近にある。

第 2節 地形

平泉町付近は中央に北上川が南に流れ低地が形成されており、西に奥羽山脈、東に北上高地が広がる。西

岳付近に源を発 し岩手県を維断する北上川は延長約247kmあ り、一関の狐禅寺付近の狭窄部を経て宮城県に
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到 り、追波湾に注いでいる。狐禅寺付近の狭窄部はこの地方で大洪水が起こる要囚の一つとなっている。北

上川は平泉の中心部で氾濫平野の西縁を平泉段丘と接するように流れ、志羅山遺跡の南を流れる太田川と合

流した後東に流れを変える。北上高地西縁がのびてきている氾澁平野の東には北東に東稲山 (標高595,7m)、

東に観音山 (325。 2m)がある。西側に比べて起伏量が大きく主に山地として分類されている。西側は主に

丘陵地に分類され、平泉西方には衣川丘陵が広がる。本遺跡を含む平泉中心部は北上川の西にあり、平泉段

丘の北半に立地する。平泉段丘は北上川によって形成された段丘で、範囲は狭 く氾濫平野との比高もそれほ

ど大きくないが、崖線は明瞭である。今回の調査区は志羅山遺跡の南端に位置し、太田川を挟んで沖積平野

と接 しており平泉遺跡群の南部にあたる。
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第 3章 調査・整理の方法

第 1節 調査の経過

本書で報告するのは志羅山遺跡第46次、第66次、第74次調査についてである。

これ以外に一関遊水地事業の一環の大田川関係工事に伴う遺跡 (泉屋遺跡、志羅山遺跡)の発掘は多年度

にわたっておこなわれている。平成 3年度には泉屋遺跡第 7次調査がおこなわれている。平成 4年 には志羅

山遺跡第14次調査がおこなわれ、平成 5年度には志羅山遺跡第25次調査、泉屋遺跡第10次、第11次調査がお

こなわれている。平成 6年度には泉屋遺跡第13次調査が、平成 7年度には泉屋遺跡第15次調査がおこなわれ

ている。これらの調査の報告書はすでに発刊済みである。(lFl岩手県埋文センター1993泉屋遺跡発掘調査報告書第184集 )、 ⑩

岩手県埋文センター1995志 羅山遺跡第14'25次発掘調査報告書第216集 )、 (働岩手県埋文センター1997泉屋山遺跡第10。 ■,13,15次発掘調査報告

書第Z7集 )。

また、報告書は未刊行であるが、平成 8年度に泉屋遺跡第16次調査がおこなわれている。

志羅山遺跡は平成10年度の第74次調査をもって、太田川関係工事に伴う遺跡発掘は終了した。泉屋遺跡は

平成11年度以降も太田川関係の発掘調査は続けられる予定である。

以下、本報告書に掲載の志羅山遺跡第46次、66次、74次の経過を述べる。

(1)志羅山遺跡第46次調査 (平成 7年度 )

野外調査は平成 7年 8月 7日 から11月 22日 までおこなった。調査面積は2102♂ である。途中8月 9日 から

8月 31日 まで、水沢市白井坂遺跡を支援のため、野外調査を中断した。調査区域は本報告書のA地区と、B

地区の北部、C地区の東側である。A地区では12世紀の道路跡、井戸、近世の屋敷跡が検出された。B地区

では削平が著 しく、遺構の残存度が極端に悪かったが、道路の側溝跡が検出された。C地区では道路側溝と

埋没沢が検出された。埋没沢は埋め立て整地されており、その上から道路側溝が掘 り込まれていた。10月 28

日 (土)に現地説明会をおこなった。

(2)志羅山遺跡第66次調査 (平成 9年度 )

野外調査は平成 9年 4月 7日 から8月 31日 までおこなった。調査面積は1891ぽ である。調査区域はC地区

の西側、D地区、E地区、F地区、G地区、B地区の北側の西側の一部である。この調査区は国道 4号線に

沿った細長 く、幅の狭い調査区が多 く、調査は難儀 した。C地区では埋没沢を埋め立てて作つた池が検出さ

れ、鉄地銅象嵌の轡が出上した。他にこの池からは笹塔婆、墨書かわらけ、馬歯など特異な遺物が出上 して

おり、祭祀的な行為が行われていたと推定される。D地区では埋没沢が検出され、埋め立て整地が行われて

いた。この上には整地層を掘 りぬく形で池が構築されていた。これは13～ 14世紀の遺構と考えられる。他に

多数の掘立柱建物、井戸、土坑が検出されている。また道路側溝と、それに平行する形で板塀跡が検出され

ている。 E、 F地区では埋没沢とその整地層が検出されている。またF地区では道路側溝と道路側溝にぶつ

かる大規模な東西の溝が検出されている。G地区では道路側溝とそれと平行な状態で板塀跡が検出されてい

る。
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(3)志羅山遺跡第 74次調査 (平成 10年度 )

野外調査は平成10年 5月 1日 から7月 31日 までおこなった。調査面積は1001ポ である。調査区域はB地区

である。B地区では道路側溝の跡と道路の両側から掘立柱建物跡、井戸、板塀跡が検出された。7月 18日 (土 )

に現地説明会をおこなった。

(4)室内整理

室内整理は平成 7年度、 9年度、10年度におこなった。

平成 7年度はH月 1日 から3月 29日 まで、担当は羽柴直人、吉田理である。

平成 9年度は11月 4日 から3月 31日 まで、担当は羽柴直人、高橋実央である。

平成10年度は11月 1日 から2月 26日 まで、担当は羽柴直人である。

平成 7年度、 9年度の整理作業は、その年度の出土遺物、検出遺構の整理をおこった。平成10年度はそれ

に加えて、まとめや編集をおこなった。

第 2節 野外調査の方法

(1)グ リッドの設定

グリッドの設定は志羅山遺跡第14次調査の基準に準拠しており、その名称の付 し方も同じである。

グリッドは平面直角座標のX系に沿って設定 しており、大グリッドは 1辺が50m、 小グリッドは大グリッ

ドの各辺を10等分して一辺 5mと している。グリッドの起点 (IAOa)は X=-112945,000m、 Y=2472

0.000mと し、ここから大グリッドは北に向かってローマ数字 (I、 Ⅱ、Ⅲ……)、 東に向かつて大文字の

アルフアベット (A、 B、 C… …)と する。小グリッドは北に向かつて (0、  1、 2… … 9、 0)、 東に向

かって (a、 b、 c… …j)で示 している。グリッドの名称はその南西隅の杭の名称による。基準杭設置は

第46次、第66次調査では第一航業株式会社に、第馳次調査では (株)一測設計株式会社に委託 した。

(2)遺構の名称

遺構の名称は以下のように略号を付した。

建物・・SB  竪穴住居・・SI  井戸・井戸状・・SE

焼土遺構・ 。SX 塀跡・・SA  柱穴 。・P

土坑・ 。SK 溝・・ SD カマ ド、

本報告書では調査次が複数にわたるため、遺構の略号の上に調査次数を付している。遺構の番号は検出順

に算用数字を付していつた。なおこの番号には調査の過程や調査後の検討で遺構になりえないと判断したも

のもあり欠番が生じていることもある。また池跡が2基検出されているが、これは略号付さず、「661号池」、

「662号池」というように呼称している。

(3)粗掘 り 。遺構検出

雑物撤去後にトレンチを設定し遺物の包含状況、遺構の確認面を把握した。調査区の大部分では12世紀の

生活面は残存しておらず、多くは遺構確認面まで重機を用いて表土を除去した。12世紀の遺物を多く包含す

る層は人力によつて表土を除去した。

遺構の確認は表土を除去した面を、ジョレン、両刃鎌で平滑にしプランを確認するようにした。
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(4)遺構 の精査

検出した遺構は土層を観察するベル トを設定 して掘 り下げることを基本とした。井戸の場合は一度に底面

まで 2分法で掘 り下げることは安全上困難であつた。よって上面から可能なかぎり2分法で掘 り下げ、写真

撮影、実測、土層観察をおこない、その後危険と判断した場合は、土層の変化に注意 しながら、断面観察を

行なわず九掘 りした。柱穴は平面で柱痕の確認、他の遺構又は柱穴同士の重複関係を把握することとし、断

面の立ち割 りは基本的におこなわず、そしてその分の余力は建物プランを把握することに注いだ。建物のプ

ランが把握できなければ、個々の柱穴の観察の意味は低 くなると考えたのである。

(5)遺物の取 り上 げ

遺構外の遺物はグリッド毎に取 り上げた。遺構内の遺物は必要と思われる場合、地点とレベルを記録 した。

またそれ以外では可能なかぎり埋上の層位ごとに取 り上げるように努めた。

(6)実測 。写真撮影

平面実測は簡易遣 り方測量で 5mグ リッドをlmに細分 したメッシュを用いておこなった。原則として

1/20の縮尺を用い、必要に応 じて任意の縮尺を用いた。各調査次終了時に遺構確認面の地形測量を、平板を

用いておこなった。等高線は20cm毎に記録 した。

写真撮影は35mlnモ ノクロームとカラースライド各 1台を主に使用 し、 6× 7 cmモ ノクローム 1台 を補助的に

使用した。撮影は埋土堆積状態や遺物の出土状況、遺構の完掘状況などについて行い、各調査次終了時にセ

スナ機により空中写真を撮影した。空撮は東邦航空株式会社に依託 した。

第 3節  室内整理の方法

出土遺物は水洗、注記を行い、必要なものは接合、復元作業を実施 した。これらの作業終了後、報告書登

載遺物を選びだし登録を行なった。各調査次の調査区が入 り組み、調査次を越えて接合する遺物 もあり、調

査次ごとに遺物を区分 していない。

遺物実測は原則として実寸で行った。野外調査で実測した実測図は、必要なものについては第 2原図を作

成 した。その後これらの遺物、遺構の実測図の トレースを行い。種別ごとに観察表と図版を作成 した。

撮影 したフイルムはネガアルバムにベタ焼き写真 と一組にして収納 した。カラースライ ドはスライドファ

イルに撮影順に収納 した。また報告書掲載分の遺物の写真撮影を行い、写真図版を作成 した。

これらの作業の終了後、原稿の執筆を行い、報告書を編集した。

第 4節 本報告書の構成

(1)本報告書は46次、66次、74次の 3次に渡っての調査の記録である。通常であれば調査次ごとに成果

を報告するべきであろう。しかし各調査次の調査区は土地買収の関係などで複雑に入 り組み、同じ調査次で

飛び地などが存在 し、また複数の調査次にまたがる遺構や、調査次を越えて接合する遺物もあ り、調査次ご

との報告は必ずしも適切でないと判断した。また調査区の全長が200m以上にわたり、遺構、遺物を一括 し

て報告するには差し支えがあると考えられる。よって本報告書では、 3次にわたる調査区全体を 7か所に分

けて、各地区毎に遺構、遺物を掲載する形をとる。

調査区はA地区、B地区、C地区、D地区、E地区、F地区、G地区の 7か所である。これらの調査区は
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第 4図 各調査区の位置図
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調査次のまとまり、大グリッドの境界などを加味 して設定 した。

A地区は概ね大グリッドの IB区、ⅡB区 に相当する。北側のB地区との境界は、大グリッドのⅢライン

とする。A地区は、すべて第46次調査区に相当する。「ⅡB区で」などと称 している場合もA地区を指して

いると判断していただきたい。

B地区は概ね大グリッドのⅢB区 に相当する。ただし北限を未調査の東西に走る現道までにしており、大

グリッドのⅣラインより北の部分もわずかに含まれる。「ⅢB区で」などと称 している場合もB地区を指 し

ていると判断していただきたい。B地区の調査は南側の半分以上が第74次調査でおこなわれたが、北側部分

は第46次、第66次調査調査区が含まれる。

C地区は大グリッドⅣA区 とⅣB区の国道 4号線より西の部分が相当する。南境は未調査の東西に走る現

道、北境は調査次の関係上、大グリッドのVラ インよりも4mほ ど北の部分とする。ここが第46次調査の北

限であったためである。このC地区を「ⅣB区西」と称 していることもある。

D地区は主にVB区の国道 4号線西側が相当する。北側は東西に走る現道を境界とするため、大グリッド

のⅣラインより北のVB区 も、一部D地区に含んでいる。本調査区を「VB区西」と称する場合もある。

E地区はⅣB区の国道 4号線の東側である。北側の境界は、概ね大グリッドのVラ インである。このE地

区は「ⅣB区東」と称することもある。

F地区はVB区の国道 4号線の東側である。北側は東西に走る現道を境界とするため、大グリッドのⅣラ

インより北のⅣB区 も、一部F地区に含んでいる。このE地区は「ⅣB区東」と称することもある。

G地区は概ねⅣA、 ⅣB区 に相当する。ただし東西に走る現道より南の、D地区、F地区に含まれるⅣB

区は本地区に含まない。G地区は国道 4号線の両側を一括 して含むことにする。

(2)遺構は種別ごとに各調査区別に掲載した。遺構の所属時期ごとに報告することも考えたが、全ての

遺構の所属時期が明らかではないので機械的に遺構番号順に掲載 した。所属時期については各遺構の文章中

に考えられる可能性を記 した。遺構の縮尺は建物 (SB)、溝 (SD)が 1/100、 竪穴住居 (SI)、 井戸

・井戸状 (SE)、 土坑 (SK)、 焼土遺構 (SX)塀 (SA)が 1/60を 原則とした。各図版にスケール

を付 してある。

(3)遺物は出土遺構ごとの掲載はおこなわず、器種ごとに,ま た可能なかぎり時期別に掲載 した。ただ

し、661号池、662号池出土遺物は、その一括性に意味があると考え、そのかぎりではない。

遺物は概ね時代順に、各調査区ごとに掲載した。A地区の遺物番号は1000番台、B地区の遺物は2000番台、

C地区の遺物は3000番台、D地区の遺物は4000番台、E地区の遺物は5000番 台、F地区の遺物は6000香 台、

G地区の遺物は7000番 台の番号を付 して、区別 しやすいようにした。

遺構からの出土遺物は、遺構の事実記載の文章中にその旨を記載 してある。

遺物実測図の縮尺は、 1/2、 1/3を多 く用いている。同じ種別のものは同一縮尺になるように掲載 し

た。ただし木製品は 1/3を 原則としているが、笹塔婆は1/2の縮尺を用いた。各図版にはスケールを付

してある。また遺物実測図の下に遺物観察表を付 してある。よって文章では個々の遺物についての説明はか

ならずしも言羊細におこなっていない。

(4)遺構写真図版の縮尺は全て任意縮尺である。遺物写真の縮尺は実測図の縮尺と同じにしてある。し

かし一部は掲載の都合上そのかぎりでない。遺物に付 した番号は実測図の番号と共通である。
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第 4章 A地区の遺構・遺物

第 1節 A地区の概観

A地区は本報告書の調査区の最も南の部分である。大グリッドのEA区、ⅡB区が相当する。A地区は全

体力逹6次調査次に調査された。

本調査区の西側には12世紀の道路状遺構が南北に縦貫する。東側の側溝に掘 り返しの重複がみられ、その

たびに路面が狭 くなっている。この側溝の重複はB地区の南半までみられる。道路遺構の東狽1で は12世紀の

井戸が 4基 (46S E 6、 46S E 7、 46S E 8、 46S E 9)検 出されている。これらの井戸に伴う掘立柱建物

が本調査区では検出されていない。おそらくB地区で検出された三間四面の建物 (ZSBl、 74S B 4、 74

SB6)な どがこれらの井戸に伴う建物と推測される。また道路側溝から直交する形で伸びる46 S D14は屋

敷を区画する溝と考えられる。46S K 8は いわゆる トイレ状土坑である。

本調査区の西側に突出する部分では東西に走る大規模な溝46S D 7が検出されている。埋土中に十和田 a

火山灰を含むが、二次的な堆積の結果と考えられる。この大規模な溝は沖積低地に突出する段丘の基部を切

る形で構築されており、区画溝であるとともに、この部分を走る道路の南側狽J溝であると考えられる。対に

なる北側の溝は検出されていないが、下水管工事のために調査できなかった部分に存在 していたと推測され

る。

本調査区では近世の遺構、遺物も多量に検出されている。本調査区の地番は志羅山32番地で、調査以前は

鈴木寛氏 (現平泉町大沢)の屋敷地であった。検出された近世の遺構、遺物は鈴木氏の先祖の営みによるも

のと理解できる。

検出された掘立柱建物の中で46S B l、 46S B 2、 46S B 3、 46S B 4の 4棟が母屋と考えられる。これ

らはSBl→ SB2→ SB3→ SB4の順に変遷したと考えられる。最も古いSBlは 17世紀初頭と推測さ

れる。また遺構としては検出されていないが、掘立柱の母屋に後続する礎石建物の母屋が存在していた。こ

れは昭和41年 に火災によって焼失した建物で、18世紀後半の建築と推測される (詳細は 羽柴1997「岩手県

平泉町における近世掘立柱民家について」 岩手埋文紀要X� に記載)。

まとめると鈴木氏の先祖は17世紀初頭にこの地に屋敷を構え、掘立柱建物の母屋を4回建て、18世紀後半

に礎石建物の母屋に建て替え、その建物が昭和41年 に焼失し、平成 7年に一関遊水地事業の用地買収によっ

て移転 した、ということになる。

屋敷の背面に東西に走る溝46S D 9は、近世屋敷の排水のための溝であり、それに伴う46S K 6は水場、

洗い場といった用途と理解できる。近世以降の井戸である46S E 2、 46S E 3、 46S E 4、 46S E 5は もち

ろん屋敷に伴うものである。

出土遺物は12世紀に所属するものでは、かわらけ、国産陶器、中国産磁器、瓦、砥石、滑石製石鍋がある。

国産陶器の常滑産甕 (1224～ 1227)は同一個体の破片がB地区の質 SE3か ら出土 している。また擬水沼産

陶器の1291～ 1295(同一個体)は袈裟欅文の重で、おそらく四耳壷であったと推測される。滑石製石鍋 (15

04)は外面に煤が付着 しており実際に鍋として使用があったことがわかる。だが突帯が削られており、何か

に転用する意図があった可能性がある。

近世の遺物は上述のように、鈴木氏の先祖の屋敷に伴うもので、多量の遺物が出土している。磁器、陶器、

土製品、石製品、銭、金属製品がある。陶磁器は17世紀初頭の中国産の磁器染付碗 (1601～ 1604)、 16世紀
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末～17世紀初頭の唐津産陶器皿 (1726、 1727)が最古級のものである。

1901～ 1906の墓石は鈴木氏の先祖のものではないが、本調査区の南に近接する志羅山遺跡14次調査区にあ

ったものである。最古は寛延 4年 (1751)の ものである。

第 2節 遺構

1 建物

46S B l(第 5図、写真図版18)

〔位置〕ⅡB7c～ 9c、 7d～ 9d、 8e～ 9eに位置する。

〔重複〕46S K 6、 SK7と重複するが本建物が古い。また46S B 2と プランが重複するが、直接切り合う

柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1260cm、 梁間は672cmと 推定される。面積は約25,7坪である。構

造は上屋柱と下屋柱からなっており、上屋柱と下屋柱では柱穴の掘方の大きさの差が著しい。間仕切りの柱

穴は検出されなかった。使用した柱穴は18個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はE-9° 一Sである。

〔柱問寸法〕桁行では6尺8寸 (約206cm)と 9尺 7寸 (約294cm)、 梁間では8尺3寸 (約251clla)が使用されて

いる。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕大きさから母屋と考えられる。

〔年代〕近世の所属である。他の母屋と考えられる建物の年代観との兼ね合いから近世初頭の所属と考えら

れる。

46S B 2(第 5図、写真図版18)

〔位置〕ⅡB7c、 8c、 7d、 8d、 7e、 8eに位置する。

〔重複〕46S K 6、 SK7と重複するが本建物が古い。また46S K18と プランが重複するが、本建物が新し

い。また46S B lと プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行きは1196cm、 梁間は451cmと 推定される。面積は約16.3坪 である。こ

の面積は想定される下屋部分の面積は含んでいない。下屋柱の柱穴は1個 も検出されなかったが重複する46

SBlのプランから推定して、本建物にも上屋柱に対応する形で下屋柱が存在していたと考えたい。下屋柱

の柱穴は掘り込みが上屋柱の柱穴にくらべて極端に浅かつたため検出されなかったと解釈する。使用した柱

穴は10個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はE-4° 一Sである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 7寸 (約233clll)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕大きさから母屋と考えられる。
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〔年代〕近世の所属と考えられる。本建物より古い46S K18の埋土から古寛永通賓が出上した。古寛永の初

鋳年代は1636年 なので、本建物の建築年代はそれより新しいことになる。また他の母屋と考えられる建物の

年代観との兼ね合いから、17世紀中葉頃の所属と考えられる。

46S B 3(第 6図、写真図版18)

〔位置〕ⅡB6g、 6h、 EB7g、 7hに位置する。

〔重複〕46S B 4、 SB7と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係を判断できない。また46

SE7、 SE8、 SE9と プランが重複するが、柱穴の切り合い関係から、いずれの井戸より本建物が新し

Vヽ 。                                                        ′

〔平面形式〕掘立柱建物である。建物の東側は調査区域外に伸びている。桁行は672cm検出できた。梁間は

490cm分検出された。検出できた部分の面積は約10.0坪である。重複する46S B 3と の比較から本建物も上

屋柱と下屋柱からなる構造の可能性が高い。下屋柱の柱穴は1個 も検出できなかったが、上屋柱の柱穴に比

べて掘込み極端に浅かつたため検出できなかったと解釈したい。建物の全体が検出されたわけではなく、間

取りを判断するのは難しいが一応想定してみた。想定には泉屋遺跡などで検出された近世掘立柱民家の間取

りを参考にする。本建物は東側が上手、西側が下手になると思われる。上手は納戸と座敷といった部屋が存

在すると推定される。また中の部屋は南側と北側で2室に分けられると想定する。下手は土間と想定される。

土間は建物の半分以上の面積を占めると考えられる。使用した柱穴は13個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はE-4° 一Sである。

〔柱問寸法〕桁行の検出された部分では6尺 3寸 (約 191cm)が多用されている。梁間では8尺 1寸 (約245c14)

が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕建物の大きさから母屋と考えられる。

〔年代〕近世の所属である。他の母屋と考えられる建物の年代観との兼ね合いから17世紀後半～18世紀前半

の所属と考えられる。

46S B 4(第 7図、写真図版18)

〔位置〕ⅡB6g、 6h、 ⅡB7f～ h、 ⅡB8f、 8gに位置する。

〔重複〕46S B 4、 SB6、 SB7と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく、前後関係を判断できな

い。また46S E 7、 SE8、 SE9と プランが重複するが直接切合う部分がなく前後関係を判断できないが、

所属時期の推定から本建物が新しいと推定される。

〔平面形式〕掘立柱建物である。建物の東側は調査区域外に伸びている。桁行は1025clla検出できた。梁間は

673ctlと 推定される。検出できた部分の面積は約18.4坪である。上屋柱と下屋柱からなる構造であるが、南

側の下屋柱は検出できなかった柱が多い。これは南側の柱穴の検出面の標高が低かつたためである。

建物の全体が検出されたわけではなく、間取りを判断するのは難しいが一応想定してみた。想定には泉屋

遺跡などで検出された近世掘立柱民家の間取りを参考にする。本建物は東側が上手、西側が下手になると思

われる。上手は納戸と座敷といった部屋が存在すると推定される。また中の部屋は南側と北側で2室に分け

られると想定する。下手は土間と想定される。土間は建物の半分以上の面積を占め、土間には5本の上屋柱

-15-



46S B 3
０
，―

―

１
０

一一

一

ｏ

ｎ

ギ

IB7g

I● .う 1 0.劾  I ●.働   I● .DI

673鬱 2.か

第6図 A地区の建物② (46S B 3)

0               4m

Ｒ

Ｃ

ｍ

ヽ 日
本

ヽ

ド〇］
り
（∞
∞
・∞
）

溺
摯い
》

ｍ

ｏ

ｍ

遅

ゞ

謎
田呉
ぐ

芭
銘

番号 底面の標高価)

P33 217

P27 22.07

47.5

P57 183 2217

P58 2236

P59 蛉_9 21 43

290 2210

P325 539

P148 210 2190

P335

P332 2186

P55 8915

P56 698 2164

門 5 2162

P336 22 19

P72

P73 21.78

P碑 32.4 21 96

P84 219 21 87

P3豹 21 84

P157 211.6 2186

-16-



札 B8f

呵

刹

刺

ョ

ー

劇

¶

引

司

道

十

ロ

ヨ

46S B 5

O
P218

己醤

〇 ◎

「Ы

（『
・∞
）

490(16.2)

"
361(11,9

0                4m

第7図 A地区の建物③ (46S B 4 ・ 5)

番号 案さls 底面の標高

“P26 475 2180

P42 22 14

P28 590 2180

P38 346 2208

P54 125 2223

P87 404 2172

P49 208 2212

P68 2214

412 2158

PよИ 21 92

P138 378 2169

P160 337 2186

21 74

番号 深さ 底面の標高伍)

25,7 21,76

P75
240 21 69

P173 222 21 66

P175 370

P153 21 68

3115

'317
21 49

P178 9ユ

-17-



が立っていたと考えられる。以上のような間取りと考えたい。使用した柱穴は22個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はE-16° 一Sである。

〔柱間寸法〕桁行は6尺 2寸 (約 188cm)を 多用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕建物の大きさから母屋と考えられる。

〔年代〕近世の所属である。他の母屋と考えられる建物の年代観との兼ね合いから18世紀前半～中葉の所属

と考えられる。

46S B 5(第 7図、写真図版18)

〔位置〕ⅡB6e、 6f、 7e、 7fに位置する。

〔重複〕46S E 6と 重複するが本建物が新しい。また46S B 6、 SB7と プランが重複するが、直接切り合

う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は3間の長方形のプランである。梁間は361cm、 桁行は663cllで 、面積

は約7.4坪 である。使用した柱穴は9個である。だがP178は本建物に伴うかどうか不明である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はE-7° 一Nである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 3寸 (約221cm)を 使用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕建物の大きさから付属小屋的な用途が推測される。

〔年代〕不明であるが、近世の所属の可能性が高い。

46S B 6(第 8図、写真図版18)

〔位置〕ΠB8f、 8fに位置する。

〔重複〕46S B 4、 46S B 5、 46S B 7と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明で

ある。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は3間の長方形のプランである。桁行は609cln、 梁間は382cmで、面積

は約7.2坪である。使用した柱穴は9個である。だがP29は本建物に伴うかどうか不明である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はE-4° 一Nである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 7寸 (約203cm)を使用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕建物の大きさから付属小屋的な用途が推測される。母屋と考えられる46S B 3と 建物の軸が

ほぼ共通するため、46S B 3に付属する建物の可能性が考えられる。

〔年代〕近世の所属と考えられる。46S B 3に 付属する建物であるならば17世紀末から18世紀初めの年代が

考えられる。
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46S B 7(第 8図、写真図版18)

〔位置〕コB6f、 7f、 8f、 6g、 7g、 8gに位置する。

〔重複〕P145カM6SE6と重複するが本建物が新しい。また46S B 3、 SB4、 SB5、 SB6と プラン

が重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は4間の長方形のプランである。桁行760cm、 梁間は433cmで、面積は

約10,6坪である。使用した柱穴は8個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はE-3° 一Nである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 3寸 (約 190c14)を 使用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕建物の大きさから付属小屋的な用途が推測される。

〔年代〕近世の所属と考えられる。

46S B 8(第 8図、写真図版18)

〔位置〕ⅡB5e、 6eに位置する。

〔重複〕46S D10と 重複するが、おそらく本建物が古い。また46S B 6と プランが重複するが、直接切り合

う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は3間の長方形のプランである。桁行534cm、 梁間は357cllで 、面積は

約5。 9坪である。使用した柱穴は8個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はE-5° 一Nである。

〔柱間寸法〕5尺 9寸 (約 178cm)を 使用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕建物の大きさから付属小屋的な用途が推測される。

〔年代〕近世の所属と考えられる。

46S B 9(第 8図、写真図版19)

〔位置〕ⅡB4c、 5c、 6c、 4d、 5d、 6dに位置する。

〔重複〕P245カ M6S K13と 重複するが本建物が古い。また本建物のプラン内に46S K 9があるが直接切り

合う部分が無く前後関係は不明である。同時存在の可能性がある。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は3間の長方形のプランである。桁行657cm、 梁間は383cmで、面積は

約7.8坪 である。使用した柱穴は8個である。P187、 P190、 P244、 P245の 底面には石が敷かれている。

〔建物方位〕梁間の軸方向はE-4° 一Nである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 7寸 (約203cm)を 多用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕建物の大きさから付属小屋的な用途が推測される。

〔年代〕近世の所属と考えられる。
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46S B10(第 8図 )

〔位置〕ⅡB5gに位置する。

〔重複〕46S E 3と 重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は2間の長方形のプランである。桁行424cm、 梁間は151cmで 、面積は

約2.0坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はE-8° 一Nである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 (約212cm)を多用している。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕建物の大きさから付属小屋的な用途が推測される。長木を収納する建物の可能性がある。

〔年代〕近世の所属と考えられる。

2 井戸

46S Eと は調査時に番号を付したが近年に廃絶の井戸であり、報告を割愛する。

46S E 2(第 9図、写真図版19)

〔位置〕ⅡB5d、 5eに位置する。

〔重複〕なし。

〔底面、壁〕底面は平坦で、壁は概ね垂直に立ち開口部でやや広がる。

〔埋土〕6層 に分けられる。2層から6層 は人為堆積と考えられる。 1層 は人為堆積、自然堆積の別を判断

できない。

〔出土遺物〕埋土中から17世紀後半代の肥前産磁器碗 (1605)、 17世紀前半の肥前磁器皿 (1621、 1622)、 17世

紀末?の大堀相馬陶器碗 (1764)、 砥石 (1808)が 出土した。それ以外に埋土中から自然木が出土している。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕出土遺物から17世紀末以降の廃絶と理解できる。構築、使用されたのは17世紀代と考えられる。

46S E 3(第 9図、写真図版19)

〔位置〕ⅡB5g、 5hに位置する。

〔重複〕46S B llと 重複するが本井戸が古い。

〔底面、壁〕崩落の危険があり底面まで掘り下げていない。壁は概ね垂直に立ち上がる。

〔埋土〕3層 に分けられる。非常にしまりが無く、木屑などが多量に混入する。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕埋上の状況から新しい時期の遺構と考えられる。近代以降の所属であろうか。
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第9図 A地区の井戸① (46S E 2～ 4)

46S E 2
1 10Y R5/2灰責掲色± 2.5Yy3淡 黄色ロームブロック

がプロック状とまだら状に少量混入
2 10Y R5/2灰 責掲色± 2.5Y8/3淡黄色ロームまだら状

に大多畳混入
3 10Y R4/3に ぶい黄褐色± 25Y8/3淡 黄色ロームまだ

ら状に少量混入
4 10Y R4/1褐 灰色± 10Y R4/6褐 色砂質土ブロック少量

混入
5 10G Y4/1暗 緑仄色± 2.5Y8/3淡 黄色 ローム と10Y

7/2灰色ロームがまだら状に少量混入
1層 は人為堆積か自然堆積か不明。 2～ 5層 は人為堆積

46S E 3
1 10Y R2/2黒褐色± 10Y6/2オ リーブ灰色ロームまだら

状に多量混入 木片・木屑 多量混入、しまりなし
2 10Y6/2オ リーブ灰色ローム 10Y R2/2黒褐色土まだら

状に少畳混入 木屑少量混入、しまりなし、一時に埋めた土
非常に新しい遺構であろう

46S E 4
1 10Y R2/3黒掲色± 5Y7/4浅責色ローム粒多量混入、

焼土粒微量混入
2 2.5Y3/2黒 褐色土 鉄分が表面に浮き出ている。3層 の

変化したもの。
3 25Y3/1黒褐色土

0             2m
‖

A
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46S E 4(第 9図、写真図版19)

〔位置〕ⅡB4gに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦である。壁は開田部に向かつてやや広がりながら立ち上がる。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕近世または近代の所属と考えられる。

46S E 5(第 10図、写真図版20)

〔位置〕ⅡB8eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕崩落のため底面まで掘り下げていない。壁は下半部が崩落のため奥に入り込んでいる。

〔埋土〕調査中に埋土が崩落してしまい、土層断面の観察ができなかった。

〔出土遺物〕埋土の上位から曲物の底板 (1505)が 出土した。

〔年代〕近世または近代の所属と考えられる。

46S E 6(第 10図 、写真図版20)

〔位置〕ⅡB6e、 6fに位置する。

〔重複〕46S B5の柱穴 (P151)、 46S B7の柱穴 (P145)と 重複するが本遺構が古い。また46S D14と 重複

するが本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は皿状を呈する。壁は開きながらやや斜めに立ち、開口部で大きく広がる。

〔埋土〕9層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から須恵器甕片 (1007)が 出上した。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕出土遺物と46S D14と の切り合い関係から、12世紀の所属と考えられる。

46S E 7(第 10図、写真図版20)

〔位置〕ⅡB6h、 7hに位置する。

〔重複〕46S B4の柱穴 (P l13)、 46S B3の柱穴 (P l14)と 重複するが本遺構が古い。また46S K 4と 重複

するが本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕7層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から常滑産陶器壷 (1120～ 1222)、 常滑産奏 (1224、 1225、 1227、 1229、 1233、 1234、

1236、 1242、 1245、 1247、 1248～ 1251、 1255、 1256、 1260、 1267)、 渥美産陶器奏 (1284)、 水沼系と考え

られる姿器系陶器壺 (1291、 1292)、 中国産白磁壺 (1305)、 砥石 (1503)、 滑石製石鍋片 (15M)が出土

した。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。
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第10図 A地区の井戸② (46S E 5～ 7)

46S E 5

(注記なし)

46S E 6
1 10Y R2/3黒褐色± 5Y7/4浅 黄色ロームブロック多量

混入、焼土粒少量混入、酸化鉄分混入
2 10Y R2ん 黒掲色± 5Y7/4浅 黄色ロームプロック多量

混入、75Y6/3オ リーブ黄色ローム (loYy2オ リーブ
灰色ロームが酸化したもの)ブロック多量混入、酸化鉄
分混入

3 10Y R2/1黒色± 10Y6/2オ リーブ灰色ロームブロック
少量混入。

4 5Y2カオリープ黒色± 10Y6カオリーブ灰色ロームブ
ロツク多量混入、北端・筒端に酸化鉄分混入

5 5Y2/2オ リープ黒色土
6 5Y2/1オ リーブ黒色± 5Y7/3浅 黄色砂プロック多量

混入、10Y6/2オ リーブ灰色ロームプロック多量混入、
北側に焼土 (25Y6お 明責褐色)溶け込んでいる

46S E 6

A

△ 46S E 7
1 10Y R3/2黒褐色土 炭化物粒多量混入、焼土粒少量混入

酸化鉄分混入
2 10Y R2/1黒色± 75Y6/3オ リーブ黄色ロームブロック

多量混入、炭化物粒多量混入、焼土溶け込みのため25Y5
μ黄褐色のところもある

3 10Y R2/1黒色± 10Y6/2オ リーブ灰色ロームブロック多
量混入、炭化物粒少量混入。焼土粒微畳混入

4 75Y6/3オ リープ黄色ローム 10Y6/2オ リーブ灰色ロー
ムブロック多量混入、南上部に5Y6/4オ リープ黄色ロー
ム混入、炭化物粒微量混入

5 10Y R2/2黒褐色± 10Y6/2オ リーブ灰色ローム多量混入
(と くに北側)、 炭化物粒少量混入

6 5Y4/1仄色土 (10G Y6/1黒灰色上の酸化したもの)5Y
5/3灰 オリープ色ロームプロック多量混入、2.5Y3/1黒 褐
色上下部に層状に混入

7 10G Y6/1緑灰色砂 水が涌くと7層 は水没

0

辞
猛 B7

2m
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46S E 8

46S E 9

22.400m
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第11図 A地区の井戸③ (46S E 8・ 9)

一 B46SE 8
1 10Y R4/3にぶい黄褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームプロック

少量混入、炭化物粒少量混入 かわらけ片少量出土
2 10Y R4/1褐灰色± 10Y R7/6明 責褐色ロームブロック少量混

入、炭化物多量混入 かわらけ片大多量出土
3 10Y R7/6明 黄褐色ローム (酸化鉄分の混入でまだら状に10Y

R7/8黄 橙色を呈する部分ある) 10Y R4/1褐 灰色土まだら状
に混入

4 10Y R5/1掲 灰色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームまだら状に多量
混入

5 10Y R2/2黒褐色± 10Y R1 71黒 色土縞状に混入、炭化物粒
少量混入

6 10Y R2/2黒褐色± 2.5Y5/2R音 灰責色土縞状に混入
7 25Y5/2暗灰黄色± 10Y R1 7/1黒 色土縞状に少量混入
8 10G Y71明 緑灰色ローム ЮY R4/1褐 灰色土まだら状に少量

混入
9 10G Y7/1明緑灰色ローム 10Y R4/1褐 灰色土と2.5Y5/2暗 灰

黄色土がまだら状に多量混入 中位より完形かわらけが出土
10 10YR2/2黒 褐色± 10Y6/2オ リープ灰色土層状に少量混入、

炭化物粒少量混入 かわらけ片少量混入
11 10YR3/2黒 褐色± 10Y R5ん にぶい責褐色ロームブロック大

多量混入、橙化鉄分混入
12 25Y5″ R旨灰責色± 10Y R7/1灰 白色ロームと10Y6/1灰 色ロ

ームが層状に入り混じる、酸化鉄分混入
13 10Y6/1灰 色土 (酸化のため責色変化している所あり)酸 化

鉄分混入
14 10Y6/1灰 色土 (酸化のため25Y5/1黄 灰色に見えるところも

ある) 7 5G Y7/1明 緑灰色ロームブロック少量混入
全体的に人為堆積と思われる。なお3～ 4 9層 は明らかに埋め戻
した上である。
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46S E 9
1 10Y R3泡 暗褐色± 5Y7/31完黄色ロームプロック微量混入、

炭化物粒多量混入、焼土粒多量混入 かわらけ片多量混入
2 10Y R3//4黒褐色± 5Y73浅責色ローム少量混入、炭化物粒

多量混入、焼土粒多量混入、小石多量混入
3 5Y7額 完責色ローム :λ化物粒少量混入、焼土粒少量混入
4 10Y R3/4暗 褐色± 5Y7/3浅 黄色ロームブロック少量混入、

炭化物粒多量混入、焼土粒多量混入
10Y R3/4暗 掲色± 5Y7/3浅責色ロームブロック多量rFL入 、
炭化物粒多量混入、焼土粒多量混入
10Y R1 7/1黒 色炭化物層
10Y R3/2黒 褐色± 5Y7//3浅黄色ロームブロック少量混入、
炭化物粒多量混入、焼土粒少量混入 かわらけ出土
10Y6/2オ リーブ灰色ローム、10Y R2カ 黒褐色土ブロック多量
混入、10Y5/2オ リーブ灰色砂ブロック多量混入、炭化物粒多
量混入
10Y R2/1黒 色± 10Y6カオリーブ灰色ロームまだら状に少量
混入、炭化物粒微量混入
10Y6/2オ リープ灰色ローム 10Y R2/1黒 色土まだら状に少量
混入
25Y73浅黄色ローム 10Y6/2オ リープ灰色ロームまだら状
に大多量混入
2.5Y73浅 責色ローム 10Y R2/1黒 色土縞状に少畳混入
10Y6/2オ リーブ灰色ローム 10Y R2/1黒 色土縞状に少量混入
10Y R4/1褐 灰色± 10Y6″オリーブ灰色ロームまだら状に少
量混入 曲物片出土
10Y6/2オ リーブ灰色ローム 10Y R4/1褐灰色土縞状に少量混
入 非常にしまり悪い
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〔年代〕出土遺物から12世紀後半の所属と考えられる。

46S E 3(第 11図、写真図版20)

〔位置〕ⅡB7g、 7h、 8g、 8hに位置する。

〔重複〕46S B 4の柱穴 (P57)、 46S B 3の柱穴 (P38、 P54)と重複するが本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はやや開きながら立ち、開口部で開く。

〔埋土〕14層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (1104、 1110、 1112、 1117、 1118、 1120、 1129、 H31、 H34)、

ろくろかわらけ (1145)、 中国産白磁碗 (1301、 1304)が出土した。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕出土遺物から12世紀後半の所属と考えられる。

46S E 9(第 ■図、写真図版21)

〔位置〕ⅡB6g、 7gに位置する。

〔重複〕46S B 3の柱穴 (P138、 P344)と 重複するが本遺構が古い。また46S K 8と 重複するが本遺構が

古い。

〔底面、壁〕底面は皿状を呈する。底辺部は幅が狭く、全体の断面形は漏斗状を呈する。

〔埋土〕15層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (1102、 ■05～■07、 1109、 1114～ 1116、 1121～ 1127、 1132、 11

33、 1135)、 ろくろかわら
')(1142)、

常滑産陶器片口鉢 (1202、 1210)、 常滑産陶器甕 (1226、 1238、 1243、 12

57、 1268、 1270)、 渥美産陶器片口鉢 (1277)が 出土した。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕出土遺物から12世紀後半の所属と考えられる。
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3 土坑

46S K l(第 12図、写真図版21)

〔位置〕ⅡB3dに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

46S K 2(第 12図、写真図版21)

〔位置〕HB4dに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

46S K 3(第 12図、写真図版22)

〔位置〕HB4bに位置する。

〔重複〕なし。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁は斜めに立ち上がる。

〔埋土〕1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

46S K 4(第 12図、写真図版22)

〔位置〕ⅡB6h、 7hに位置する。

〔重複〕46S E 7と 重複するが本遺構が新しい。また46S B 3、 SB4と プランが重複するが、直接重複す

る柱穴がなく前後関係は判断できない。おそらく本遺構が新しい。

〔埋土〕図中の1層は本遺構の埋上ではなく、その上を覆う整地層である。よって埋土は4層に分けられる。

人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕近世または近代以降の所属である。

-27-



46S K l
十

ⅡB4e

1 10Y R3/2黒褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ローム微量混入
10Y Rν l灰色白色ローム微量混入

2 10Y R2/2黒 褐色± 7 5Y R5/6明 褐色土少量混入、炭化物粒
微量混入

46S K 2

器
が

B5e

A―留・
00m

46S K 2
1 10Y R3/2黒褐色上 10Y R7/4に ぶい黄橙色土微量混入

炭化物泣微量混入
2 10Y R2/2黒褐色上 :炭化物微量混入

46S K 4

1 10Y R3/2黒褐色上、砂利、焼土など入り混じり 整地層であ
る

2 
参醤烏文

1黒褐色± 10Y7/2灰 白色ローム多量混入、酸化鉄分

3 10Y4/1仄 色ローム 酸化鉄分少量混入

A◇沐

A二坐・900m
―

B

46S K 3
21.900rn
B―    

― A

斡

B4b
46S K 3

46S K 5A{:::::::;,1

∧
22.100rn

Bフ

ラフ疹珍諺彦珍珍珍珍珍珍
A

Aポ
1 10Y R3/3暗褐色± 25Y7れ 浅責色ロームプロック少量混入、

炭化物粒少量混入

辞
「

B9h

46S K 5
1 5Y3/1オ リーブ黒色± 10Y R3ん暗褐色土ブロック微量混入、

10Y R7/8費 橙色ロームプロック微量混入、炭化物粒少量混入

辞
ぎ

B7h

卜望2.000m 46S K 6
1 10Y R2/1黒色土 :炭化物粒多量混入、腐れ木多量混入
2 5Y3/1オ リーブ黒色± 10G Y6/1緑 灰色ロームブロック多量

混入、炭化物粒多量混入、焼土粒多量混入
3 10Y R3/1黒褐色土 腐れ本多量混入
4越

易誓踏ギ
緑灰色± 5Y4海 灰色砂ブロック少量混入炭化物

0              2m

第12図 A地区の上坑① (46S K l～ 6)

46S K 4
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46S K 5(第 12図、写真図版22)

〔位置〕ΠB7gに位置する。

〔重複〕46S E 9と 重複するが本遺構が新しい。また46S B 3、 SB4と プランが重複するが、直接重複す

る柱穴がなく前後関係は判断できない。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕近世または近代以降の所属である。

46S K 6(第 12図、写真図版22)

〔位置〕ⅡB8d、 9d、 8e、 9eに位置する。

〔重複〕46S B l、 SB2、 46 S Dll、 S D12、 S D13と 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。南側の壁には石組みと杭を打つた痕跡

が、東壁には杭を打つた痕跡がみられる。

〔埋土〕4層 に分けられる。多量の遺物、木屑、木片などを含んでおり、人為的に埋められたものと考えら

れる。

〔出土遺物〕埋土中から須恵器壼片 (1002)が 出土した。また18世紀後半の東北地方在地産と考えられる焼

き締め陶器の情鉢 (1765)、 19世紀代の東北在地産の陶器悟鉢 (1777)、 20世紀代の汽車茶瓶 (1785)、 時

期不明の土人形 (1801)、 羽口 (1802、 1803)、 桶の側板 (1804)、 糸巻きの部品 (1805)、 砥石 (1807、 18

09)、 石鉢 Q812、 1813)が出土している。

〔遺構の性格〕本遺構は独立して構築されたものではなく、溝状遺構である46S D 9と 一体の構造である。

水路であるSD9の途中に作られた洗い場、水場といつた性格の遺構と考えられる。

〔年代〕出土遺物から廃絶は相当近年まで下ると考えられる。だが昭和41年の火災面を覆う土が埋土に入つ

ていないので、この火災以前にすでに廃絶されていたと推測される。構築は46S B l、 46S B 2よ り新しい

ので、18世紀代より後と考えられる。

46S K 7(第 13図、写真図版23)

〔位置〕ⅡB7b、 7c、 7d、 8b、 8c、 8dに位置する。

〔重複〕46S B l、 SB2、 46S D 3、 S D12と 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁は斜めに立ち上がる

〔埋土〕2層 に分けられる。人為的に埋められたものと考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から19世紀代の平清水産?の磁器碗 (1619)、 18世紀代の肥前産磁器皿、18世紀後半～

19世紀初めの肥前磁器皿、19世紀前半代の肥前 ?磁器鉢、19世紀代と考えられる器種不明陶器 (1741)、 陶器

奏 (1743)、 18世紀前半代の瀬戸産悟鉢 (1751)、 18世紀後半の東北地方在地産と考えられる焼き締め陶器の悟

鉢 (1757)、 19世紀代の東北在地産の陶器悟鉢 (1756、 1762、 1764)、 20世紀代の東北在地産と考えられる

陶器信鉢 (1778、 1779)が出土している。

〔遺構の性格〕不明であるが、厩のくぼみの可能性が考えられる。

〔年代〕出土遺物から廃絶は相当近年まで下ると考えられる。だが昭和41年の火災面を覆う土が埋上に入つ
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46S K 7

46S K10

G-  22.700m 巧DttS舌

`3れ

オリープ黒色土
酸化鉄分多量混入

2 10Y3/1オ リーブ黒色土

混入

炭化物粒 炭化物ブロック多量混入、

5Y4カ灰オリーブ色砂プロック少量

46S K 8

Aぎ
ⅡB6d

半

斗
と

B6g 22.200m

46S K 9
1 10Y R4/3にぶい黄褐色± 10Y R6れ にぶい黄橙色ロームブロ

ック少量混入、25Y4カ 暗灰責色土少量混入、炭化物少量混入、
酸化鉄分混入

2 25Y4/2暗灰黄色土 酸化鉄分混入
3 25Y4/1黄灰色ローム しまりなし
4 25Y5/2暗灰黄色砂 2.5Y4/1黄灰色ローム少量混入酸化鉄分

混入

0             2m

46S K 8
1 10Y R2ρ 黒褐色± 10Y5カオリープ灰色ローム粒少量混入、

炭化物粒多量混入、酸化鉄分多量混入 有機質多い。下部より
種出上

2 10Y R2/2黒褐色± 10Y5カオリーブ灰色ロームプロック多量
混入、炭化物粒多量混入

22.000m
A―      

― B

コ
＋

B6h
1 10Y R3/2黒褐色± 10Y R7/4に ぶい黄橙色ロームプロック少
46S K10

量混入、酸化鉄分少量混入

第13図 A地区の土坑② (46S K 7～ 10)

持
ぎ

B8c
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ていないので、この火災以前にすでに廃絶されていたと推測される。構築は46S B l、 46S B 2よ り新しい

ので、18世紀代より後と考えられる。

46S K 8(第 13図 、写真図版23)

〔位置〕ⅡB6fに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面はほぼ平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積である。 1層 は有機質分が多く種子が混入する土である。この1層 の

上を採取して土壌分析を (株)古環境研究所に委託した。 (第 13章 1参照)

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕形状と埋土の状態から、平泉遺跡群で多く検出されている「トイレ状遺構」である。土壌分

析の結果では多量の寄生虫卵が検出されている。種子は八類の他に19種類もの種子が検出された。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。

46S K 9(第 13図、写真図版23)

〔位置〕ⅡB6cに位置する。

〔重複〕46S B 9の プラン内に位置するが直接重複する部分がなく前後関係は不明である。同時存在の可能

性もある。

〔底面、壁〕底面は皿状であり、壁と底面の区別ができない。

〔埋土〕4層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から19世紀代の東北地方在地産と考えられる陶器橘鉢 (1775)が 出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕近世末又は近代の所属である。

46S K10(第 13図、写真図版23)

〔位置〕ⅡB6gに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁は斜めに立つ。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

46S Kll(第 14図、写真図版24)

〔位置〕ⅡB6hに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面はほば平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。
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46S K12

h
K ll

10Y R3/2黒 掲色± 5Y R7/4浅黄色ロームブロック多量混入
酸化鉄分少量混入

46S K13 ∧

46S K13                 -
1 25Y6/2灰 責色土 酸化鉄分混入
2 10Y R5/1褐灰色土  Ю YR1 7/1黒 色土少量混入 木肩が少量

B5d

2 10Y R5/1褐灰色土  Ю YR1 7/1黒 色土少量混入 木肩が少量
混入

3 10Y R1 7/1黒 色土 木屑多量混入
全体 しま りな 眺 2層は泊 料 穐 1団よ人為珈 こ埋めた も

争

IB6e

おS Kl汁
1 25Y8/3浅 黄 色 ロー ム Ю Y R3/2黒 褐 色 土 まだ ら状 に少 這 混

入
2 10Y R3/2黒 褐 色 ±  25Y8/3淡 黄 色 ロー ム まだ ら状 に少 量 混

入
3 10Y R3/2黒 掲 色 ±  25Y8/3淡 責 色 ロー ム まだ ら状 に多 毘 混

入

み層翠ぎ著附 Sご惑淀船 で残縮留土ま
だら状に少量混入

A22.000m _B

ⅡB5e

A46Sn4 +
1 10R Y4/2灰黄褐色± 10Y R4/6褐 色砂質土土粒少量混入
2 10Y R4/1褐灰色± 10YR4/6褐 色砂質土粒多量混入
3 10Y R4/6褐 色砂質土

46S K18

46S K18
1 10Y R5/1褐灰色± 10Y R8/6黄 橙色ロームまだら状に少量混

入
2 10Y R8/6黄橙色ローム 10Y R5/1褐 灰色土まだら状に多量混

入
3 10Y R8/6黄 橙色ローム loY R5/1褐灰色上、10G Y7/1明 緑

灰色ロームまだら状に多量混入

0

Ｂ

４６

１

Ⅱ
十

22.100m
A――― ――-8

46S K14

AttZ・
100m

A一     ―――B

ヤ

46S K15
1 10Y R4/2灰責色褐色± 25Y8/6責 色ロームまだら状に少量混

46S K16    入 人為堆積 ,自 然堆積の別は不明

22.300ra
A―――         ――-3

46S K16
1 10Y R6洛 にぶい黄橙色ローム、25Y7/3浅 黄色ロームまだら

に入り混じり 焼上溶け込んでいる。
2 10Y R3ん 暗褐色± 5Y7/4浅 黄色ロームプロック少量混入、

炭化物粒少量混入、焼土溶け込んでいる、酸化鉄分混入
3 2.5Y73浅黄色ローム 炭化物粒少量混入、焼土溶け込んでい

る

Ｃ

∧

十
・Ｂ

46S K17

ⅡB7

+
平

BOg

2m

1 10Y R4/3に ぶい責褐色± 25Y7洛浅黄色ローム大プロック
大多量混入、炭化物粒少量混入、焼土溶け込んでいる

第14図 A地区の上坑③ (46S Kll～ 18)
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〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕46S K 8の ような「トイレ状遺構」に形状が類似するが、埋上の状況が異なり、「トイレ状

遺構」と断定することはできない。

〔年代〕不明である。トイレ状遺構であれば12世紀の所属の可能性が高い。

46S K12(第 14図、写真図版24)

〔位置〕ⅡB6eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面はほぼ平坦であり、壁はやや斜めに立つ。

〔埋土〕4層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中からろくろかわらけ (H41)が出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、埋土の状況から12世紀に所属する可能性が高い。

46S K13(第 14図、写真図版24)

〔位置〕EB5cに位置する。

〔重複〕46S B 9の柱穴 (P245)と 重複し、本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は平らで、壁は斜めに立つ。

〔埋土〕3層 に分けられる。 1層 と3層 は人為堆積、2層 は自然堆積の可能性が高い。3層 には木屑が多量

に混じる。

〔出土遺物〕埋土中から19世紀前半代と思われる肥前産?磁器碗 (1614)が出上した

〔遺構の性格〕不明であるが、埋土に木屑が多量に混じることから、ごみの廃棄坑の可能性が考えられる。

〔年代〕近世または近代の所属と考えられる。

46S K14(第 14図 、写真図版24)

〔位置〕ⅡB5dに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状であり、壁と底面の区別ができない。壁際に杭が打ち込まれた痕跡がみられる。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

46S K15(第 14図、写真図版25)

〔位置〕ⅡB6d、 6eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状で、壁との区別ができない。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。
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〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

46S K16(第 14図、写真図版25)

〔位置〕ⅡB7dに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面はほぼ平坦であり、壁は不整に立つ。

〔埋土〕3層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

46S K17(第 14図、写真図版25)

〔位置〕ⅡB9fに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はほぼ垂直に立ちあがる。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが埋土の色調、感触から12世紀に所属する可能性が高い。

46S K18(第 14図、写真図版25)

〔位置〕ⅡB8b、 8cに位置する。

〔重複〕46S B 2の柱穴 (P316)と 重複するが、本遺構が古い。また46S B lの プランとも重複するが直

接の切り合いがなく前後関係は不明である。おそらく本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面はやや不整である。壁はほぼ垂直に立ちあがる。底面に木の度が敷いてある。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕底面から須恵器奏片 (1009)と 寛永通賓 (1821)が 出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕出土した寛永通賓は古寛永である。その初鋳年代は1636年 であるので、本遺構の廃絶はそれよりも

新しいことになる。
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4溝

46S D l(第 15図、写真図版26)

〔位置〕HB3d、 4d、 5d、 6d、 7dに位置する。

〔重複〕14次調査のSD4か ら直接つながる溝である。46S D10と 46 S D12と 重複するが本溝が古い。だが

46S D12と 直接重複しない部分は、46S D12と 同時に機能していたと考えられる。また46S D14と 本溝が接

するが前後関係を把握できない。同時存在の可能性が高い。

〔平面形式〕上場の幅、下場の幅が部分によって変化するが、大きくみると、全体にほぼ真っすぐといえる。

底面の傾斜方向は北側が高く、南側が標高が低い。

〔埋土〕3層 に分けられる。全体的に自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から須恵器壺 (1006)、 手づくねかわらけ (1119、 1136)ろ くろかわらけ (1143)、 常滑産

陶器片日鉢 (1203、 1204、 1207～ 1209)、 常滑産陶器三筋壺 (12H、 1212)、 常滑産陶器重 (1213、 1217)、 常滑

産陶器短頸重 (1214)、 常滑産陶器甕 (1232、 1239、 1258、 1264、 1266、 1271)、 渥美産陶器山茶碗 (1276)、 渥

美産陶器甕 (1281、 1282)、 水沼産陶器壼 (1296、 1297)、 中国産白磁碗 (1302)が 出土した。

〔溝の性格〕道路側溝である。道路の東狽1の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

46S D 2(第 15図、写真図版26)

〔位置〕ⅡB3b、 4bに位置する。

〔重複〕46S D 3と 重複するが本溝が新しい。

〔平面形式〕ほぼ真っすぐである。西側の縁に段がつき細い溝状になっている。底面の傾斜方向は北側が高

く、南側が標高が低い。

〔埋土〕3層 に分けられる。全体的に自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕なし。

〔溝の性格〕道路側溝である。道路の西側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

46S D 3(第 15。 16図、写真図版26)

〔位置〕ⅡB3b、 4b、 6b、 7b、 8b、 9bに位置する。

〔重複〕本溝はⅢB区の74S D 6に 直接つながる同一の溝である。46S D 2と 重複するが本溝が古い。また

46S K 7、 46S K18と 重複するが本溝が古い。また46S B 2の 柱穴P319と重複するが本溝が古い。

〔平面形式〕ⅡB4bでいったん調査区外|こ 入り、再びⅡB6b付近で調査区内に延びてくる。一部不整な

部分もあるが、全体的にはほぼ真つすぐといえる。底面の傾斜方向は北側が高く、南側が標高が低い。

〔埋土〕南側では2層 に北側では3層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から須恵器重 (1003)、 手づくねかわらけ (1103、 1108、 1138、 m39)、 常滑産陶器片

口鉢 (1205)、 常滑産陶器甕 (1252～ 1254、 1269、 1273)、 渥美産陶器甕 (1279、 1287)、 平瓦 (1402、
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第15図 A地区の溝① (46S D l・ 2・ 3・ 12)
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1404)が出土 した。

〔溝の性格〕道路側溝である。道路の西側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

46S D 4(第 17図、写真図版26)

〔位置〕ⅡA2g、 3h、 3iに位置する。

〔重複〕46S D 5、 46S D 7と 重複するが本溝が新しい。

〔平面形式〕やや弓なりになっている。底面の傾斜方向は東側より西側が標高が低くなっている。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から小野相馬産の陶器碗片 (1723)が 出土した。

〔溝の性格〕おそらく排水を目的とした溝と考えられる。

〔年代〕出土遺物から18世紀後半以降の所属と考えられる。

46S D 5(第 17図 、写真図版26・ 27)

〔位置〕ⅡA2g、 2hに位置する。

〔重複〕46S D 4、 46S D 7と 重複するが、いずれも本溝が古い。

〔平面形式〕ほぼ真つすぐである。底面の傾斜方向は不明瞭である。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる46S D 7よ り古く、12世紀でも前半～中葉の可能性が高い。

46S D 6(第 18図、写真図版27)

〔位置〕ⅡA3j、 ⅡB3aに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕ほぼ真っすぐであるが東側で幅が広がる。底面の傾斜方向は明瞭でない。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕近世から近代にかけての所属と思われる。

46S D 7(第 17図、写真図版27)

〔位置〕ⅡA2f、 2g、 2hに位置する。

〔重複〕46S D 5と 重複するが本溝が新しい。また46S D 4、 46S D 8と 重複するが本溝が古い。また志羅

山遺跡14次調査のSD3と つながる同上の溝である。

〔平面形式〕ほぼ真つすぐである。底面の傾斜方向は東側が高く、西側が低い。

〔埋土〕6層 に分けられる。2～ 5層が自然堆積した後、再び浚凍し掘り込まれたと考えられる。そこに堆

積したのが 1層 である。 1層 には十和田a火山灰が粒状に混入するが、これは直接火山灰降下時に堆積した
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のではなく、二次的に土とともに堆積したものである。本溝の西側の低地には十和田a火山灰が多量に堆積

している。本溝の構築時にその低地部分も掘り起こされ、溝周辺に掘りおこされた土と火山灰が分布してい

たと考えられる。その火山灰が再堆積したものと考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から須恵器甕 (1008)、 手づくねかわらけ (1101、 H13、 1137、 1140)、 常滑産片口鉢

(1201、 1206)、 渥美産壺 (1278)、 渥美産甕 (1280、 1285)、 九瓦 (1403、 1406)、 平瓦 (1405、 1408)

が出土した。

〔溝の性格〕大規模な溝であり、都市を区画する溝、または道路側溝と考えられる。

〔年代〕出土遺物から12世紀後半の所属と考えられる。

46S D 3(第 17図、写真図版28)

〔位置〕ⅡAlf、 2f、 2g、 2hに位置する。

〔重複〕46S D 7と 重複するが本溝が新しい。

〔平面形式〕やや弓なりになっている。底面の傾斜方向は東側が高く、西側が低い。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

46S D 9(第 18図、写真図版28)

〔位置〕EB8c、 8d、 9d、 8e、 9e、 8f、 9f、 8g、 9g、 8hに位置する。

〔重複〕46S K 6と 接するが同時存在である。また46S B lと 重複するが本溝が新しい。

〔平面形式〕緩やかに蛇行し一部分で膨隆する。膨隆する部分には石敷がある。この部分は洗い場と考えら

れる。本溝と同時存在の46S K 6も 洗い場、水場といつた機能と考えられる。水は西から東に水が流れるよ

っになっている。

〔埋土〕 3箇所で土層を観察したが 1層 から5層 に分けられる。自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中からろくろかわらけ (1144)、 中国産白磁壼 (1307)、 18世紀代の肥前産磁器碗 (1606、

1613)、 18世紀後半～19世紀初の肥前産磁器火入れ (1655)、 18世紀前半の肥前産陶器碗 (1702)、 19世紀

代の東北地方在地産の陶器秦 (1747)、 東北地方在地産と考えられる陶器悟鉢 (1754、 1755、 1763、 1774)

が出上した。

〔溝の性格〕流水をつくり、洗い場とした使用していた。

〔年代〕構築は近世にさかのぼる可能性があるが、廃絶は近代まで下る。

46S D10(第 18図、写真図版28)

〔位置〕ⅡB4e、 5e、 6c、 6d、 6eに位置する。

〔重複〕46S B 8の柱穴P230と 重複するが本溝が新しい。また46S D l、 46S D12と 重複するが本溝が新

しい。

〔平面形式〕L字形の平面形である。底面の傾斜方向は東西部分では西から東、南北部分では北から南に水

が流れるようになっている。西側はなお調査区外に延びる。
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〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から常滑産陶器重 (1216)、 猿投産陶器短頸重 (1289)、 猿投産陶器重 (1290)、 軒丸

瓦 (1401)、 大堀相馬産陶器碗 (1714、 1719)、 18世紀後半の東北地方在地産と考えられる焼き締め陶器橋

鉢 (1766)が 出土した。

〔溝の性格〕不明であるが、46S B 9を 囲む形に位置しており同時存在の可能性も考えられる。

〔年代〕近世の所属である。

46S Dll(第 16図、写真図版28・ 29)

〔位置〕EB8d、 9dに位置する。

〔重複〕B地区の74S D 18に直接つながる同一の溝である。また46S D12、 46S K 6と 重複するが本溝が古

ヤヽ。

〔平面形式〕46 S D12に よって西側の上場が切られているため全体形は不明であるが、ほぼ真つすぐと思わ

れる。底面の傾斜方向は北側が高く、南側が標高が低い。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (Hll)、 常滑産陶器甕 (1231、 1237)が 出土した。

〔溝の性格〕道路狽1溝である。道路の東側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

46S D12(第 15。 16図 、写真図版29)

〔位置〕ⅡB6d、 7d、 8d、 9dに位置する。

〔重複〕ⅢB区の74S D 4に直接つながる同一の溝である。46S D l、 46S Dllと 重複するが本溝が新しい。

だ力�6SDlと 直接重複しない部分は、本溝と同時に機能していたと考えられる。また46S D 9、 46S D10

と重複するが本溝が古い。

〔平面形式〕上場の幅、下場の幅が部分によつて変化するが、大きくみると、全体にほぼ真っすぐといえる。

底面の傾斜方向は北側が高く、南側が標高が低い。

〔埋土〕2層 に分けられる。全体的に自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から須恵器壷 (1005)、 常滑産陶器発 (1261、 1262)、 須恵器系陶器奏 (1298)、 平瓦

(1407)が 出土した。

〔溝の性格〕道路狽J溝である。道路の東側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

46S D13(第 16図、写真図版29)

〔位置〕ⅡB7d、 8d、 9dに位置する。

〔重複〕ⅢB区の74S D 5に 直接つながる同一の溝である。また46S D15、 46S K 6と 重複するが本溝が古

ヤヽ 。

〔平面形式〕全体的にほぼ真つすぐである。底面の傾斜方向は北側が高く、南側が標高が低い。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (1128)が 出土した。
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〔溝の性格〕道路側溝である。道路の東側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

46S D14(第 18図 、写真図版29)

〔位置〕ⅡB6d、 6e、 6f、 7d、 7eに位置する。

〔重複〕46S D lと 接するが前後関係を把握できなかった。同時存在の可能性が高い。また46S E 6と 重複

するが本溝が新しい。また46S B 5と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕ほぼ真っすぐのプランである。底面の傾斜方向は明瞭でない。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から渥美産陶器山茶碗 (1275)が出上した。

〔溝の性格〕道路側溝である46S D lか らほぼ直角に延びており、都市、屋敷を区画する区画溝の可能性が

考えられる。B地区に位置する74S D 3、 74S D 9と 平行関係にあり、関連が考えられる。

〔年代〕道路側溝と同時存在と考えられることから12世紀後半の所属と考えられる。

46S D15(第 16図、写真図版29)

〔位置〕ⅡB7d、 8d、 9dに位置する。

〔重複〕46S D13と 重複するが本溝が新しい。

〔平面形式〕全体的にほぼ真っすぐである。底面の傾斜方向は北側が高く、南側の標高が低い。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から常滑産陶器重 (1215、 1223)、 常滑産陶器 (1263、 1265)が出土した。

〔溝の性格〕道路側溝である46S D13と 重複するが、本溝の長さが3mほ どしかなく、道路側溝になりうる

かどうか判断できない。

〔年代〕12世紀後半の所属の可能性が高い。
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A地区柱穴計測表①

柱穴呑号
深さ

(cln)

底面の標高

(m)
建物番号

46 P l 37.1 21.92

夕P 2 12.7 22.18

クP 3 48.7 21 82

クP 4 133 22.2

クP 5 18.0 22.16

クP 6 17.0 22.18

クP 7 22.30

//P 8 7.9 22 32

//P 9 154 22.09

″P10 11.8 22.15

//P ll 20.0 22.09

//P12 11.8 22.21

//P13 12.4 22.26

クP14 187 22.29
//P15 11.8 22.29

//P16 17.3 22.05

//P17 13.7 22.04

クP18 22.10

クP19 126 22.15

クP20 20.7 22.14

//P21 22.11

クP22 16.5 22.20

″P23 欠番

クP24 11.2 22.19 46S B 7

クP25 19.0 22.15

クP26 47.5 21.81 46S B 4

クP27 30.0 22.07 46S B 3

クP28 59.0 22 81 46S B 4

″P29 22.1 22.98 46S B 6

//P30 22.12

//P31 47.8 21.80 46S B 6
//P32 42.ユ 21.93

//P33 22.2 22,07 46S B 3

″P34 19.7 22.08 46S B 3

″P35 3.1 22.20 46S B 3
//P36 59 5 21.63 46S B 3
//P37 30.9 21.95 46S B 7
//P38 34.4 22.09 46S B 4
//P39 15.5 22 07

″P40 28.1 21.91

クP 41 18.6 21,94 46S B 6
//P42 22.14 46S B 4

夕P43 22.1 22.15

//P44 19.5 22.19

//P45 16.6 22.23

″P46 18.9 22 22

//P 47 40.3 21,99

クP48 217 22.16

クP49 20.8 22.13 46S B 4

クP50 23.3 22.19

クP5ユ 24.3 22,19

″P52 51 3 21 92 46S B 3
//P53 欠番

//P54 12.5 22.23 46S B 4
//P55 89.5 21.5ユ 46S B 3
//P56 69.8 21.64 B 3

柱穴番号 騰
ｍ

底面の標高

(m)
建物番号

46P 57 18.3 22.17 46S B 3

クP58 23.34 46S B 3

クP59 99.9 21.43 46S B 3

クP60 37.1 21 76 生6SB 7
クP 61 10,7 22.19

″P62 20.1 22.20

クP63 22.25

//P64 26.2 22.36

//P65 31.4 22 17

//P66 欠番

″P67 71 22.23

クP68 26.5 22.14 46S B 4
//P69

11.1 21.82

//P70 25.6 21.90

//P71 22.05

″P72 16.3 21 93 46S B 3
//P73 11.5 21,78 46S B 3
//P74 20 4 21.67 46S B 6

夕P75 18.5 21,71 46S B 5
//P 76 14.5 21.80 46S B 7
//P77 23.6 21.82 46S B 6

クP78 39.8 21.63 46S B 6
//P79 17 1 21 79 46S B 7

クP80 8.2 22.07

//P81 17.2 21.92

クP82 10.1 22.0ユ

クP83 32.4 21.96 46S B 3

クP84 21.9 21.87 46S B 3

″P85 18.2 21.88

//P86 21.5 21,86

//P87 40.4 21.73 46S B 4
//P88 17.9 21,89 46S B 7
//P 89 11.0 22.04

//P90 18.8 21,71 46S B 6
//P91 46.6 21.67 46S B 6
//P92 21.0 21.97
//P93 30.2 21,78 B 1

//P94 17.5 21.82

//P95 25.7 21,77 46S B 5
//P96 10.3 21.96

//P97 16.9 21.78

//P98 17.5 21.67 46S B 6
//P99 10.5 22.15

//P100 23 6 21,93

//P101 32 7 21.80 46S B l

夕P102 24.3 21.89

//P103 12.5 22 07 46S B l

クP104 29.2 21.93 46S B 2

クP105 42.4 21 84

クP106 22.19

クP107 13.2 22.15

クP108 22 7 22.09

//P109 143 22.11

クP l10 45.6 21.86 46S B l
//P lll 31.4 21.96 46S B 2
//P l12 41.2 21.58 46S B 4

柱穴番号
深さ

(cln)

底面の標高

(m)
建物呑号

46P 3 12.9 22.10 46S B 3
//P 4 37 9 21.75 46S B 4

″ P 5 欠呑

ク P 6 33.8 21.89

//P 7 22.± 5

ク P 8 50.2 21.94 46S B 2

ク P 9 20 0 22.37

クP120 48.8 21.98 46S B l

クP121 52 4 22.15 46S B l

クP122 51.1 21.96

クP123 欠番

//P124 欠呑

//P125 68.5 21.97 46S B l
//P126 22.45 46S B l
//P127 13.94

//P128 70,2 21.85 46S B l
//P129 24 2 21.99

クP130 21.0 22.01

//P131 29,0 22,0ユ

//P132 13.6 21.99

//P133 12.5 22.36

//P134 37.5 22.15

//P135 79.8 22.45

//P136 34.4 22.18 46S B 2
//P137 148 21.96

//P138 37.3 21.69 46S B 4

ク P 15.6 21,72

//P 2と ,68

//P 95。 1 21.91 46S B 2
//P 23.9 21.61 46S B 7
//P 12.0 21.59

//P 21,71

//P 23 6 21.51 46S B 7

ク P 22.12

//P 22.14

ク P 21.0 21 90 46S B 3

ク P 39.7 23.29

//P 34.2 22 25

ク P 31.5 21.41 46S B 5

ク P 21,75

//P 21.68 46S B 5

ク P 42.6 21.33

ク P 22 2 21.59

クP156 42.8 21.37

クP157 20 6 21.86 46S B 3

クP158 22 09

クP159 22.21 46S B l

クP160 33.7 21 86 46S B 4

″P161 27.4 21,9ユ 46S B l
//P162 25,8 22 10 46S Bユ
//P163 22.19

//P164 20.6 21.50

//P165 21.70

クP166 13.3 21.51

//P167 12 8 21.49

//P168 23,7 21.42
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A地区柱穴計測表②

柱穴番号 癬
⑪

底面の標高

(m)
建物番号

46P169 19.0 21.66

//P 70 14.5 21.97
//P 53.3 21.92

ク P 18.9 21.68

//P 22.2 21.66 46S B 5

ク P 27.0 21.63 46S B 8

ク P 36.5 21.51 46S B 5
//P 19.0 21.78

//P 21.58 46S B 8
//P 21.57 46S B 5

ク P 22.15

//P180 14.2 22.08

//P18ユ 38.0 22.10

クP182 14.8 22.30

//P183 18.9 21.78

″P184 19.0 21.68

″P185 30.0 22.00

//P186 51.9 21,71

クP187 39.4 21.72 46S B 9
//P188 欠番

//P189 欠香

//P190 29.6 21.86 46S B 9
″P191 20,7 21.45 46 S B10

″P192 16.6 21.27
//P193 23.0 21.22

クP194 32.7

ク P 21.33 46S B 10

ク P 37.8 21.30 46S B 10

ク P 21.35

//P 21.27

ク P 11,6 21.36 46S B 10

クP200 26.0 21.35 46S B10
クP201 21.50 46S B 8
//P202 7.3 21.60 46S B 8
//P203 27.0 21.30

″P204 21.58

″P205 21.61

//P206 13.2 21.52 46S B 8
//P207 10.6 21,68

クP208 28.7 21.55

//P209 21.79

″P210 21,70

″P211 25.6 21.51

//P212 20,7 21.56

//P213 33.7 21,46 46S B 8

クP214 24.2 21.52

//P215 22.1 21.51

//P216 13.2 21.69

//P217 21.6 21.64

//P218 27.0 21.59

″P219 11.3 21,71

//P220 18.0 21.72

″P221 20,ユ 21.66

″P222 25,8 21.89

″P223 25,6 21.68

クP224 27.6 21.64

柱穴番号
深さ

(cln)

底面の標高

(m)
建物番号

46P225 14.6 21.84

//P226 19.8 21.70

//P227 19,0 21,70

クP228 31.84

//P229 14.6 21.66

クP230 25.0 21.59 46S B 8
//P231 38.8 21.85

//P232 21.90

クP233 27.1 21,72

//P234 17.2 21.69

クP235 7.5 21 81

クP236 21.5 21.67

クP237 37.0 21.74 46S B 9

クP238 28.3 21.72 46S B 9

″P239 16.0 21.85

//P240 13.8 21,92

//P241 21.93

//P242 15.0 21.72

//P243 42.3 21,77 46S B 9

クP244 40.8 21.62 46S B 9
//P245 21.96 46S B 9

″P246 12.3 21.77 46S B 8
//P247 38.8 21.39

//P248 14.6 21.53

//P249 37.2 21.32

//P250 16.6 21.51

クP251 12.0 21.52

//P252 38.6 21.60

//P2開 12.4 21.60

クP254 6.6 21.62

夕P255 13.5 21,39

″P256 21.28

クP257 欠番

//P258 7.5 21.36

クP259 欠番

クP260 21.55

//P261 21.64

//P262 14.5 21.54

クP263 20.1 21.5ユ

″P264 14.5 21.62

クP265 12.1 21.53

クP266 21.55

クP267 74.0 21.22

//P268 21.48

クP269 49.4 21.52

クP270 21.26

//P271 11.8 21,37

クP272 11,9 21.34

″P273 14.3 21.50

//P274 16.3 21.49

//P275 欠番

//P276 27.5 21.18

//P277 21.21

//P278 12.2 21.26

//P279 29。 2 21.25

//P280 16.9 21.24

柱穴番号 癬
ω

底面の標高

(m)
建物番号

46P28ユ 11.6 21.41

″P282 23.ユ 21 11

//P283 18.0 21.31

//P284 11.2 21,09

//P285 23.1 21.25

クP286 43.0 22.02 46S B 2

クP287 16.9 20.96

//P288 20,98

//P289 11.8 22.36

クP290 22,0 22 24

//P291 10.8 24.61 74S Bl[
//P292 30.3 22.15 74S B21
//P293 22.46

//P294 14.7 22.42 74S B13
//P295 21.5 22.43

クP296 26.0 22.47 74 S B20

//P297 22.60

//P298 22.63 74 S B21

//P299 22.61

//P300 22.52

//P301 22.52

//P302 22.47

クP303 20,3 22.43

//P304 13.6 22.33

クP305 22.54

クP306 19。 2 22.66

クP307 12.7 22.51

クP308 39.9 22.29 74 S B 20

//P309 35。 1 22.32

クP3 22.50

クP3 l 26.5 22.37

//P3 14.8 22.39

″P3 3 21.2 22.22 74 S B13

クP3 4 欠番

″P3 10.2 21,90

クP3 36.2 22.26 46S B 2

クP3 7 13.5 21.50 46S B 5
//P3 24,0 21.69 46S B 5

クP319 41.0 22.15 46S B 2

クP320 21.84 46S B 3
//P32ユ 6.5 22.04

//P322 16.8 20.01 46S B 2
//P323 31.9 21.54

クP324 6.8 22.02 46S Bユ

クP325 52.4 21.66 46S B 3

クP326 22.03 46S B 2
//P327 10.7 22.17 46S Bユ
//P328 26.5 22.18

″P329 16.9 22.40

//P330 35.0 21.83 46S Bユ

クP331 22.19 46S Bユ
//P332 18.6 21.86 46S B 3

クP333 52.2 21,60 46S B 9
//P334 21.92 46S B 4
//P335 22.00 46S B 3
//P336 22.20 46S B 3
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第 3節 出土遺物

1 土師器、須恵器 (第 19図 、写真図版91)

本調査区では古代の遺構は検出されなかったが、古代の上師器、須恵器が少量出上している。多 くは12世

紀、近世の遺構の埋土中から出土している。土ととも流れ込んで埋上に混入したものと考えられる。本調査

区の南の志羅山遺跡14次調査区、また北のC地区では古代の竪穴住居が検出されており、これら周辺から移

動 してきた遺物と考えられる。

現在、12世紀の須恵器系陶器について十分に把握されておらず、また磐井郡での古代須恵器についてもほ

とんど明らかになっていない状況である。よってここで須恵器として示 したものには、12世紀の須恵器系陶

器が含まれている可能性もあることを記 しておく。

土師器は長胴甕の1001が 1片のみ出上 している。日縁部が短 く外反も弱 く、概ね10世紀代 と考えられる。

外面の調整が頚部にまで及ばず、頸部近 くの輪積み痕があらわになっている。内面は横位にナデられている。

胎土には海綿状骨針が混入している。

須恵器は1002～ 1009の 8点 を示 した。他に不掲載の古代の須恵器と考えらる破片力認4片出土 している。

1002の器種は長頸壷の可能性が考えられる。底部にには貼 り付けによる低い高台がある。外面は回転ヘラ

ケズリ、内面にはヘラナデが施されている。断面の胎土は灰色である。

1003は奏の下半部と考えられる。外面はヘラケズリ、内面はヘラナデが施される。断面の胎土は暗赤褐色

を呈し海綿状骨針が混入する。

1004は甕の下半部と考えられる。外面にはヘラケズリが施される。断面の胎土は灰色を呈 しやや軟質であ

る。海綿状骨針が混入する。なおこの破片はⅢB区の74S E 4出 上の破片と接合した。

1005は甕の肩部である。外面のロクロ調整の下にタタキが施されている。内面はロクロ調整である。断面

の胎土は暗灰色である。

1006は大奏の体部破片である。外面にはタタキロが施されるが、下側が目の大きい格子目状のタタキ、上

側は目の小さい格子目状のタタキの2種類のタタキ具が使用されている。内面の下側には青海波のアテ具痕

がみられる。また内面には指紋がべつたりと明瞭についている。断面の胎土は暗赤褐色で硬い感 じがする。

1007は 1006と 同一個体である。外面は2種類の格子目状のタタキが施されている。内面には青海波のアテ

具痕がみられる。断面の胎土は1006と 同一である。

1008は大奏の体部破片である。外面には平行タタキロ、内面には九みを持つ種類を判定できないアテ具痕

がみられる。断面の胎土は暗灰色で海綿状骨針が混入する。

1009は 1006、 1007と 同一個体と推定される大甕である。外面には1006、 1007にみられる目の小さい方の格

子目状タタキが施されている。内面は指によつてナデられている。胎土はlCX16、 1007と 同一である。

以上のように須恵器の胎土はさまざまであり、複数の産地のものが存在すると考えられる。時期について

は伴出遺物も明らかでないので、ここで一つ一つについて考察はできない。概ね 9～ 10世紀のものであろう。
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渾

～

―‐

〃

1004

1001

0                     10cll
1008

番号 種類 器種 出上位置 外面調整 内面調整 色調 その他

1001 と師3 ミ月同零 Ⅱ B5～ 9d表土 ヨコナデヘラケズリ ヘラナデ 橙色

1002 買恵3 士宣 46S K 6坦土 ヘラケズリ ナデ 灰 色 低い高台がつく

llll13 46S D 3埋土 ヘラケズリ ナ デ 暗灰色

19Э4 46P135埋土 ヘラケズリ ナ デ 灰 色

1005 46 S D12坦 土 (71 タタキ ロクロ ロクロ 仄 色

lCll16 甕 46S D l埋上 タタキ・ロクロ 指によるナデ 灰 色 ⅡB5d表 土か らも出土

1007 46S E 6埋土 タタキ ロクロ 暗灰色

46S D71～ 2層 タタキ アテ具 仄 色

1009 46S K18底面 タタキ 指によるナデ 灰色

第19図 A地区の上師器、須恵器
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2 かわらけ (第20～ 21図、写真図版91～ 94)

かわらけの分類は、松本建速氏が平安京の形態分類を基本に柳之御所の資料を加えておこなった方法 (岩

手埋文 1995「柳之御所跡」分冊 3 Xかわらけの形態分類と編年)に従うことにする。下に分類基準を示

す。

手づ くねかわらけ

C類 (口縁部二段なで技法 )

C3類 上段のつまみは弱 くいくらか内湾ぎみ。上段 と下段のなで面はほぼ同じ幅である。日唇部断面形

は丸い。

C4類 上段を強 くつまむ。上段は下段のなで面より幅が狭い。口唇部断面形は丸い。

C5類 日唇部面取 り。日唇部断面形は三角形。

C5′ 類 回唇部面取 り。日唇部断面形 Iユ 三角形だが面取 り部が くびれる。

D類 (口縁部一段なで技法)

D2類 口縁部は直線的に立ち上がる。日唇部断面形は九い。

D3類 口縁部は弱 く内湾気味。口唇部断面形は九い。

D4類 日唇部面取 り。日唇部断面形は三角形。

D4′ 類 D4類に類似。日唇部面取 り後、日縁全体を一度なでる。断面形はほぼ三角形。

ロクロかわらけ

Rd 皿型の大型品

Rb 皿型の小型品 (小型品は皿型とする。)

Rb 碗型

口縁部の形態

0類 口縁部が底部から丸 く立ち上がるもの

1類 口縁部が底部からすぐにほぼまっすぐに立ち上がるもの

2類 口縁部が内湾し、均等の割合で口縁部、底部の二つに二分できるもの。

段の有無と段の数

0 段はなく、表面は滑らかである。

1 段はないが、表面には粗い調整痕がある。

2 段が 2段ある。

3 段が 3段ある。
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4 段が4段ある。

5 段が5段以上ある。

底部の形状

疑似高台がない場合はダッシユ (r)をつける。

疑似再台がある場合はダッシーユ T)をつけない。

以上の要素を合わせてR dOl′ 、 r d10の ように表すと

12世紀|のかわらけは、手づぐねかわらけ41点、ロクロかわらけ4点を図示した。他に1不掲載のかわらけは

15kg出としているむ本調査区ではかわらけが集中して出上した遺構はなく、全体を合わせた出土量も―少ない

といえる。

手づくねかわらけはC34が 3点、C4類は0点、C5類は6点、D2類が1点、D顔が3点―D4類が■点あ

る。

ロクロかわらけは4点 とも―ガヽ型の皿.(■ d― )であ―る。
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ii::::::::::::::i::::::]:::::~:::::::::::::'テ′そそ11

1115

1123

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cm) 面

デ

内
ナ

瓜

の

、
す
億

朴
′く

＞

遺存度
(°/。 )

胎 土 偏 考
口径 底径 器高

46S D 7埋± 1、 2層 布 ? 綱砂多

102 46S E 9埋土 C3 130 布 ? すのこ痕 細砂多

46S D 3埋土 C3 細砂多 風化著しヤ

46S E 8 1層 C4 歪み著 しし

46S E 9埋土 C4 5,7 (32) 布

106 C4 55 細砂少 内面に少量の油煙、歪み著し�

107 37 ヘ ラ 75 細砂少

46S D 3埋土 C4 細砂多

46S E 9埋土 C4 20 細砂多 歪み著 しヤ

46S E 8 C4 60 細砂多 指示み

46S D■ 埋 土 C4 (2.6) 細砂多

46S E 8坦土 C4 布 100 内面に油煙付着

46S D 7 1～ 2層 C5 団 細砂少

46S E 9 1層 154 皮 ? Ю

46S E 9埋土 151 (30) 布 すのこ痕 30

C5 (32) 細砂多

46S E 8 1層 C5 150 細砂多 指凹み

C5 15.6 (25) 細砂多

46S Dl埋土(I B6d) D2 13.2 2.7 細砂多

46S E 8 1層 136 細砂多 中央指凹み

46S E9埋 土 1.5 細砂少

122 1.9 布 ? 細砂多 指頭圧痕散在

123 1.4 細砂多

第20図  A地区のかわらけ①
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R

1136

42

43   44    45

0                     10cal

番号 出 上 位 置 分類
法量 (all) 内面

ナデ

ノト   だヽ

t ttq
遺存度
(%) 胎土 備 考

口径 底径 器高

24 46S E 9埋土 D3 30 粗砂多

D3 布 ? 粗砂多

126 D3 77 30 細砂少

D3 1,7 すのこ痕 100 細砂多 継 ぎ目

128 46S D13埋土 D4 すの こ反 70 細砂多

46S E 8 1層 D4 布 ? 細砂多

46S D13連上 D4 (31) 布 粗砂多

46S E 8埋土 D4 細砂多

E9埋 土 D4 布 80 細砂少 指凹み

D4 布 すのこ痕 細砂多

134 E8埋 土 D4 細砂多

46S E9埋 土 D4 細砂多

136 46S D l埋土 D4 布 ? 細砂多

46S D 7 1～ 2層 D4 135 布 ? 90 細砂多 風化著し▼

46S D 3埋 土 (Ⅱ B8c) D4 細砂多 中央指凹み

46S D 3埋土 D4 (17) 細砂少

40 46S D 7 1～ 2層 D4 (1.6) 布

46S K12埋土 R d04 ロクロ 回転糸コ 粗砂少 右回 り

46S E 9埋土 ロクロ 回転糸坂 粗砂少

46S D l埋土 (2.1) ロクロ 回転糸タ 粗砂多

46S D 9埋 土(I B8c) r d10 1.5 ロクロ 回転糸坂 細砂多 風化著し▼

46S E 8 1層 r d10 ロクロ 回転糸域 粗砂多 右 回 りか

第21図  A地区のかわらけ②
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3 国産陶器 (第22～30図、写真図版94～ 101)

(1)常滑産陶器 (第22～27図 、写真図版94～ 100)

本調査区から出土した常滑産陶器は中野・赤羽生産地編年の 2型式と3型式に相当するものが出土 してい

る。図示したのは片口鉢 9点、三筋壺 2点、広口瓶 ?1点、短頸壼 1点、広口壷 9点、甕51点である。これ

らは破片資料が多く、残された破片からは2型式と3型式に型式分類ができないものも多い。他に不掲載の

常滑産陶器の破片が169片出土している。

1201～ 1209は片口鉢である。底辺部を有するものはいずれもヘラケズリが施されているのが観察できる。

1201は高台部の形状から2型式と考えられる。1204は高台が取れてしまっている。1206～ 1207は 口唇部に面

取 りがなされている。 2型式に相当する。1209は高台の断面形が細長い台形を呈しており3型式に相当する。

厚ばったい感 じのする個体である。1210は 日縁部が凹み渥美産の片口鉢に似るが、胎土から一応常滑産と判

断した。

1211、 1212は三筋重である。1211の三筋文は細い三本の線からなっており、1212は太い単線からなってい

る。1211は最下段の筋である。1212は 中段か下段か判断できない。

1213は体部の立ち上が りが急な器形である。広口瓶と推測される。底辺部に回転ヘラケズリが施されてい

る。1214は短頸重である。外面には自然釉がかかる。

1215～ 1223は広口重である。1215、 1216は 口縁部の断面形態から2型式と思われる。1219は ⅢB区出土の

口縁部破片2217と 同一個体と思われる。同一個体であれば3型式ということになる。1220の外底面には蛇目

状に砂が付着する。

1224～ 1227は甕である。この 3片は胎土、押印から同一個体と考えられる。またB地区の74S E 3か ら、

直接接合はしないが、これと同一個体と考えられる大形の破片が出土している (2235～ 2245)。 この個体は頸

部の立ち上が り角度から3型式に相当する。

1228、 1229の 2破片は同一個体である。また1231～ 1237の 7破片は胎土、押印から同一個体の可能性が高

いと思われる。1238～ 1244の 7破片も同一個体と考えられる。

1245～ 1258は主に46S E 7と 46S D 3か ら出土 しているが押印、胎土から同一個体と考えられる。1265は

頸部～日縁部の形態から3型式に相当する。

1268は接合しないが、胎土と押印からB地区の74S E 3出 上の底部から回縁部まで接合できた甕 (2231)

と同一個体と考えられる。同一個体であれば3型式である。
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第22図  A地区の常滑産陶器①

1212

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色 調 その他

1201 常 滑 片 口鉢 下ヽ～厄46S D 7埋±1～2層 2型式 灰 色 内面摩耗

1202 下ヽ～れ46S E 9 1層 西半 2～ 3型式 灰 色 内底面摩耗、外底面砂付着

1203 任下～麟 46S Dl検出面(Ⅱ B7d) 灰 色 内底面摩耗

1204 下ヽ～返46S D l埋土 灰色 高台部欠損、内面摩耗

1205 下ゝ～お46S D3埋 土(Ⅱ B8c) 灰 色 内底面摩耗、外底面砂付着

1206 口縁 46S D 7 1～ 2層 灰～茶色 口唇部面取りあり

口縁 46S D l埋土 外灰・内自然釉 口唇部面取 りあ り

1208 口緑 46S D l埋土 外灰・内自然釉 日唇部面取りあり

1209 卜下～磨 46S D l検出面 3型式 灰 色 内底面摩耗

口縁 46S E 9 1層西半 不 明 外灰色・内自然釉 常滑か渥美かはっきりしない、おそらく常滑

1211 三筋重 体 下 46S Dl埋 土 (I B5d) 2～ 3型式 茶 色 三本の細い線による文様

体 下 46S Dl埋 土 (I B5d) 3型式 茶色 自然釉 一本の太い線による文様
士霊 体下 46S Dl埋 土 (I B5d) 2～ 3型式 茶色～自然釉 底辺部 に回転ヘ ラケズ リ
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第23図  A地区の常滑産陶器②

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代 など 色調 その他

常滑 短顕壺 日～肩 46S D l検出面 2～ 3型式 外灰～自然釉 内面仄色

1215 一霊 口縁 46S D15埋土 2型式 褐色～自然釉 口縁内面に沈線状のくぽみあり

1216 口縁 46S D10埋土 褐 色

本下ヽ 46S D l埋土 2～ 3型式 灰色

本下～ IB5～ 9d表土 灰 色

1219 体部 ⅡB5～ 9d表土 3型式 外灰色 内 自然釉

1220 本下ヽ 46S E 7坦土 2型式 仄掲色

1221 本下～ 46S E 7埋土 2～ 3型式 灰 色

1222 肩 46S E 7埋土 外自然釉 内赤褐色

1223 本下～ 46S D15埋土 外赤褐色 内面全面に自然釉
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1228

1226

1227

1230

番 号 種 類 器 種 部位 出土位置 年代 など 色調 その他

1224 常 滑 斐 一肩 46S E 7埋上 3型式 茶褐色 46S E 9 1層 か らも出±  1224～ 1227同 一個体

1225 体 上 46S E 7埋土 茶褐色 同一個体片 は74S E 3か らも出土

1226 体 下 46S E 9 1'日 茶掲色

1227 体 下 46S E 7埋士 茶褐色

1228 体 下 ]B区  火災面 赤掲色 28、 29同 一個体

体 下 46S E 7埋 土 2～ 3型式 茶褐色

1230 体 下 ⅡB9d表 上 橙 色

第24図  A地区の常滑産陶器③
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1234

番 号 種類 器種 部位 出上位置 年代 な ど 色調 その他

1231 常滑 奎 体下 16S Dll埋 土 2～ 3型式 灰 色 1231～ 1237同一個体

1232 体下 16S D l埋 土 灰 色

1233 体下 46S E 7埋土 仄 色

1234 体 上

`6SE 7埋
土 外自然平由 内灰色

1235 体下 IB5～ 9d表土 灰色

1236 体下 46S E 7埋土 外 自然メ山 内灰色

1237 水下～ 16S Dll埋 土 灰 色

1238 体上 16S E 9 1層 暗灰色 1238～ 1244同一個体

1239 体 中 46S Dl埋 土 (Ⅱ B5d) 灰色

1240 体下 ⅡB5～ 9d表土 灰 色

1241 体下 IB5-9d表 土 灰色

1242 体 上 46S E 7埋土 灰色

体下 46S E 9 1層 暗灰色

体下 46P55埋土 灰色

第25図  A地区の常滑産陶器④
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番号 種類 器種 部位 出上位置 年代 な ど 色 調 その他

1245 常滑 疑 体 中 46S E 7埋 土 2～ 3型式 暗褐色～赤褐色 1245～ 1258同 一個体

1246 体中 16S D 3埋 土 灰褐色～赤褐色

体下 46S E 7埋 土 灰 白色 ～赤褐色

体 下 16S E 7 1層 暗褐色～赤褐色

1249 体下 16S E 7埋 土 灰白色～赤褐色

1250 体下 46S E 7埋 土 唇褐色～赤褐色

体下 46S E 7埋 土 暗褐色～赤褐色

1252 体 下 46S D3埋 土(I B8C) 暗掲色～赤褐色

1253 体 下 46S D3埋 土 (Ⅱ B9C) 暗褐色 ～赤掲色

1254 体下 46S D3埋 土 (I B8C) 菅褐色～赤褐色

1255 体 下 46S E 7埋土 暗褐色～赤褐色

1256 体 下 46S E 7埋土 赤褐色

1257 体 下 46S E 9 1層 西半 暗褐色～赤褐色

1258 体 下 46S D l埋土 灰褐色～赤褐色

1259 体 下 ⅡB区 火災面 外面暗灰色 内面赤褐色

1260 体 中 46S E 7埋土 外面茶褐色 内面自然釉

第26図  A地区の常滑産陶器⑤
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番号 種類 器種 都位 出上位置 年代など 色調 その他

常滑 弩 体下 46 S D12埋 土 2～ 3型式 茶褐色

1262 体下 46 S D12埋 土 茶褐色～橙色

1263 回縁 46S D15埋土 外自然釉 内面灰色

1264 口縁 46S D l埋土 外暗褐色 内面 自然釉

1265 口～肩 46 S D15坦 土 灰色 外面灰かぶり

1266 一肩 46S Dl埋 土 (Ⅱ B5d) 外自然釉 内面茶色 1267と 同一個体

1267 肩 46S E 7埋土 外 自然釉 内面茶色

1268 体下 46S E 9 1層 西半 灰 色

体下 46S D 3埋土 赤褐色

1270 体中 46S E 9 1層 西半 灰 色

1271 一肩 46S D l埋土 灰色

1272 体 中 IB区 火災面 暗掲色

1273 体下 46S D 3埋土 茶褐色

1274 底部 不 明 3型式か 赤褐色

第27図  A地区の常滑産陶器⑤
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(2)渥美産陶器 (第28図、写真図版100。 101)

本調査区では渥美産陶器の出土量は常滑産陶器に比較すると少ない。図示したのは山茶碗 2点、片回鉢 1

点、刻画文壺 1点、奏10点である。他に不掲載の渥美産陶器の破片が25片 ある。

1275、 1276は 山茶碗である。1275の外底面には回転糸切痕がある。また釉の流れが底辺部に一条みられ、

上半部が施釉されていた可能性を示 している。内底面にも釉の飛沫がみられる。1276は高台部が剥がれ落ち

ている。内面は磨耗 しており、赤色顔料が付着 している。赤色顔料 (ベ ンガラか ?)を悟る用途に使用され

たことがわかる。

1277の片口鉢は口縁部が凹んでいる。わずかながら片口部の突出が始まる部位の破片である。1278は壺の

肩部破片である。自然釉で埋もれていて明瞭に観察できないが、線と刺突による文様が観察できる。刻画に

囲まれた部分に剥落した痕跡があるが、なんらかの突起が剥離 した部分の可能性が高い。

1279～ 1288は奏である。1279は 口縁部破片である。日縁部の傾きが急で、口唇部の断面形がやや九まって

おり12世紀でも新 しい段階 (第 4四半期頃)の所属である。1280と 1281は 同一の押印がみられ同一個体と考

えられる。1282は外面に土師器のハケメ調整に似る調整が施されている。1285に は灰釉の刷毛塗 りがみられ

る。

(3)猿投産陶器 (第29図、写真図版100)

胎土が常滑、渥美産陶器と異なり、猿投産陶器と思われるものが 2点ある。12世紀段階の猿投産陶器の実

態は明らかではなく、これらが確実に猿投産陶器か否かははつきりしないことは承知であるが、その可能性

が高いものとして示しておく。1289は短頸壺の回縁部、1290は壷の体部の破片である。1289の胎土はやや黄

色がかった灰色、1290は灰色でどちらも非常に緻密である。

(4)水沼産陶器・擬水沼産陶器 (第29,30図 、写真図版100)

宮城県石巻市に所在する水沼窯産の陶器と、はつきりした窯は特定できないが、水沼産陶器と同じ系譜の

東北地方産と考えられる「擬水沼産陶器」が出土している。出土した全点を図示した。1291～ 1295が擬水沼

産陶器、1296～ 1298が水沼産陶器である。

1291～ 1295は 同一個体の壺である。断面の胎土は暗灰色で砂粒が混じり硬い。1291は 口縁部の破片である。

頸部がやや外反して立ち上がり口唇部が屈曲する。口唇部の内面と外面の肩部の始まりに自然釉がかかる。

口径を出すには残存が少ないが、やや無理をして口径を割 り出し図示した。1292の体部破片には沈線による

文線が施されている。これは袈裟磐文と考えられる。1298は 日縁部破片で1291と 同じ形態をしている。1294

は沈線文を持つ体部破片、1294は体部下半の破片である。これと同一個体の破片がⅢB区の道路状遺構の道

路側溝 (74S D 4と 74S D 6)か ら3片 (2382～ 2384)出土 している。

水沼産陶器の袈裟欅文重は、町教育委員会調査の志羅山遺跡64次調査で出土 している。1291の 口縁部形態

は64次調査の袈裟欅文壼の回縁部に非常に類似 している。また体部の袈裟欅文から同様の形態の壺の可能性

が高い。第30図 はその復元想定図 (実測図ではない)である。64次調査の壼は肩部に縦位の耳が付 く四耳壼

である。1291の壺は耳の有無は不明であるが同様の形態の壼であれば耳がついていた可能性は高いと考えら

れる。

1296～ 1298は水沼産陶器の壼である。いずれも別個体と思われる。断面の胎土はどれも暗赤褐色である。

1295、 1296は緻密で硬 く、1297はやや軟質で粗い胎上である。
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番号 種類 器 種 副
`ll‐

出上位置 年代など 色調 その他

1275 渥美 山茶碗 底 部 46S D14埋t 12C後半か 橙 色 外底面回転糸切痕、輸のたれがみ られる

1276 底 都 46S Dl埋 上 (Ⅱ B6d) 12C 灰 色 内色に赤色顔十の付着、内面FV耗 している

1277 片 回鉢 口縁 46S E 9 1層 西半 灰 色 片日部近 くの破片

1278 士更 一肩 46S D 7 1唇 灰 ～オ リーブ色 線刻 による文様 あ り

1279 菱 口 縁 46S D3埋 土 (Ⅱ B7c) 外黒色、内自然釉

体上 46S D 7 1～ 2層 12C中莱 か 外自然釉、内暗灰色 1281と 同一個体か

体 下 46S D l埋土 日き灰色

1282 体下 46S D l埋上 12C 灰 色

体下 46S K 7埋土 灰 色

体下 46S E 7埋土 灰 白色

1285 体 中 46S D 7 1～ 2層 外暗灰色、内仄色 釉の刷毛ぬ りあ り

体 下 B B区  火災蘭 灰 色

1287 体下 46S D3埋 土 (I B7c) 灰色 ～灰 白色 外面 自然釉

1288 体下 ⅡB5g表土 灰 色

第23図  A地区の渥美産陶器
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番号 種類 器種 部位 出上位置 年代 など 色調 その他

1289 猿投 短頚重 口縁 硲S D10埋 土 12Cか 外自然釉 内面灰色

1290 猿投 ≡軍 体中 16 S D 10埋 土 灰 色

1291 罷水ヱ 一璽 口縁 16S E 7埋土 12C前葉か 茶褐色 1291～ 1295は 同一個体

1292 体上 16S E 7坦土 茶掲色

1293 口縁 16S E 7 1層 暗褐色～茶褐色

1294 体 中 IB区 火災面 暗褐色 ～茶褐色

1295 体下 ⅡB5～ 9d表土 暗掲色～茶褐色

1296 水 沼 体中 ⅡB8b表 土 暗赤褐色

1297 水 沼 体 下 16S D l埋土 黒灰色 外面 にヘ ラケズ リ

1298 水沼 体中 16S D l坦土 暗赤掲色

買恵器男 奏 体部 16 S D 12埋 土 12Cか 灰 色

第29図  A地区の猿投産、水沼産、須恵器系陶器
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__/ 1
この図は推定復元図で

実測図ではない

S=約 1/3

第30図 1291～ 1295(擬水沼産陶器)の推定復元図

(5)須恵器系陶器 (第29図 、写真図版101)

1299の 1片のみの出上である。器種は甕であるが非常に厚い。厚さから考えてかなり大形の製品と考えら

れる。外面には格子目状のタタキロが施される。胎土は灰色で砂粒混じりで非常に硬い。
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4 中国産磁器 (第31図 、写真図版101)

本調査区では中国産磁器は白磁 7点、青磁 1点の合計 8点のみの出土である。

1301の 白磁碗は内面に段状の沈線があり、体部が直線的で大学府分類のⅣ類の範疇と考えられる。1302は

釉に埋もれているが内面上位に沈線を有する。1303は釉、胎土の感 じが1301と 共通しており同一個体と考え

られる。13041ま 高台部分が欠損 しており分類が難 しい。おそらく高いタイプの高台と推測される。

1304は外底面に墨書のある重である。墨書の内容は欠損 しているため判読できない。畳付部分が滑らかで、

意図的に平滑にされている。1306は重の首の破片である。外面に沈線状の凹がある。

1308は龍泉窯系の青磁碗である。内面に草花文が描かれている。

′
駕 孝

＼
淵 哲

1304

ぜ 澄ぷ低
1306

息   滓
1307

o                                10clll

5 瓦 (第32図 、写真図版101・ 102)

12世紀に属する瓦は、軒丸瓦 1点、平瓦 5点、九瓦 2点が出土 している。

1401は軒丸瓦である。陰刻の右巴文である。1406は九瓦である。玉縁部の一部が残つている。

番号 種類 器種 部位 出上位置 大学府分類 太宰府の年代観 その他

白磁 碗 体 t6SE8 5層 ⅣlaかⅣ2 12C

1302 体 Ⅲ6SDl坦 土 VかⅥかⅦ 12C

1303 体 ⅡA3i表土 Ⅳ か 12C

1304 底 辺 16S E 8 1層 Vか 12C

1305 底 t6SE7埋 土 Ⅲ系 12C 外底面に墨書あり

1306 頸 16次排土中 Ⅲ系

1307 体 16S D 9埋土 Ⅲ系 12C

1308 青磁 碗 体 ⅡB6f表 土 龍泉 12

第31図  A地区の中国産磁器
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番 号 器種 出土位置

1401 軒九瓦 16 S D 10埋土 陰刻右三巴文

1402 平瓦 16S D 3埋 土

九瓦 16S D 3埋 土

1404 平 瓦 16S D 3埋 土

1405 16S D 7 1～ 2層

1406 九瓦 玉縁部の一部が残 る

平 瓦 16S D12埋 土

1408 16S D 7 1～ 2層

第32図  A地区の瓦
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6 石製品 (第33図 、写真図版102)

12世紀以前の石製品には、石鏃 1点、砥石 2点、滑石製石鍋 1点がある。

1501は石鏃である。無茎鏃で、先端が折れている。縄文時代ないし弥生時代のものである。1502、 1503は

砥石である。12世紀の遺構から出土しており、12世紀の所属と考えられる。

1504は滑石製の石鍋である。外面には煤が付着 している。外面の回縁部には突帝がめぐるが、それが意図

的に削 り取られている。何かに転用する意図があつたのであろうか。突帯の下には整形痕がみられる。12世

紀の所属である。

馳

・５

ｎ

＝

――

∀

褻

心

0                     10cH

7 木製品 (12世紀)(第34図 、写真図版102)

1506は板である。両端が欠損 している。残存部の中央付近に穿孔がある。樹種同定はおこなっていない。

15051ま 近世～近代の遺物である。

8 近世陶磁器 (第35～46図 、写真図版102～ 109)

本調査区は近世の屋敷跡が検出され、それに伴う近世遺物が多量に出土 している。ここでは南側に隣接す

る志羅山遺跡14次調査調査区から出土した遺物 (未報告のものである。)も 加えて報告する。14次調査区は本

調査区に南接 し、ここから出上 した近世遺物は、本調査区の近世屋敷と同一の屋敷に伴う遺物ととらえられ

る。

(1)磁器 (第35～39図 、写真図版102～ 104)

近世の磁器は碗20点 、皿29点 、鉢 1点、小杯 3点、猪口 2点、火入 2点、仏飯器 1点、瓶 1点の合計59点

を図示 した。

更番嗚 器 種 出上位置 石質 その他 重 さ

15Cll 石 鏃 ⅡB区表採 珪質頁岩 先端が欠損 未測定

1502 砥 石 46S D l埋土 凝灰岩 12Cの もの 46.0

1503 砥 石 46S E 7埋土 流紋岩 12Cの もの

15C4 石鍋片 46S E 7埋土 滑石 炭化物付着 突帯が音Uら れている 85 0

第33図  A地区の石製品

-66-



番号 器 種 出上位置 その他

1505 桶底 46S E 5埋土上部 1.1 12Cの遺物ではない

1506 板 46S E 9 1」吾 21.3 55 中央端部に穿孔あり 12Cの 遺物

0                              10clll

第34図  A地区の本製品

1601～ 1620は碗である。1601～ 1604は 中国産の染付碗である。津州窯系の碗で17世紀初めのものである。

いずれも類似 した文様であるが、それぞれ別個体である。いずれも釉むらが著しい。呉須の色は青灰色を呈

する。胎土は白色で黒い粒が交じる。

1605は肥前Ⅲ期の染付碗である。文様は一重網目文である。17世紀後半のものである。

1605～ 1613は肥前Ⅳ期の碗である。1606は呉須の色が黒っぽい。1610～ 1612は見込み蛇目釉剥ぎである。

1614は肥前産の碗かと思われるがはっきりしない。小振 りな碗である。月巴前V期相当であろうか。

1615、 1616は瀬戸産の染付碗である。呉須の色は鮮やかな藍色で、染付け部分が盛 り上がっている。19世

紀前半のものである。
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1617～ 1620は東北地方産の染付碗である。19世紀中棄のものである。具体的な窯としては、平清水産の可

能性が高い。

1621～ 1648は皿である。1621は高台径が小さく、釉むらが著しい。肥前Ⅱ期で17世紀前半のものと思われ

る。1622は肥前Ⅱ期かⅢ期と思われる。釉は均一でむらは無い。

1623は肥前Ⅲ期の皿である。見込み蛇目釉剥ぎである。

1624～ 1637は肥前Ⅳ期の皿である。1624～ 1628は 同一の文様の皿である。いずれも別個体である。外底面

に崩れた「大明年製」の銘がある。日縁部は輪花である。

1629は外底面に「成化年製」の銘がある。内外面に煤が付着 し火災の際に被熱したしたことがわかる。16

30も 外底面に銘がある。1632は墨弾きの文様の皿である。1633、 1634も 同一の文様 と推測される。1636は小

型の型おこしの皿である。

1638は型おこしの皿である。肥前Ⅲ期のものと推測される。口唇部には日紅が付 く。

1639は 凹蛇目高台の皿である。18世紀後半から19世紀前半のものである。1640は型おこしの小型の皿であ

る。染付は型紙刷 りによる。肥前Ⅳ期のものである。

1641は大形の皿である。肥前産の18世紀後半から19世紀初めのものである。内面には菖蒲の文様が描かれて

いる。外底面には「大明成化年製」の銘とハリ跡がある。二次被熱してお り、火災の際に炎にさらされてい

る。

1642～ 1646は 同一文様の山水楼閣文の皿である。いずれも別個体である。産地ははっきりしない。日縁部

は輸花で、日紅が施されている。

1647は輪花の皿で口紅が施されている。内外面に煤が付いている。1648は大形の皿である。 6つの破片が

あるが同一個体と考えた。内面には氷列文が描かれている。外底面にはハリ跡がある。19世紀前～中葉のも

のである。産地はあきらかではないが、肥前の塩田窯の可能性が高い。

1649は鉢である。産地ははっきりしないが月巴前産の可能性が高い。肥前V期相当のものである。

1650～ 1652は小杯である。いずれも肥前Ⅳ期のものである。1653は猪口である。外面には青磁釉がかかる。

肥前産で18世紀後半～19世紀前半のものである。

1654、 1655は火入である。どちらも外面に青磁釉がかけられ、内面は無釉である。1654は 凹蛇日高台であ

1656は皿である。内面の見込み以外と外面に青磁釉がかけられている。二次被熱しており著 しく歪んでい

る。

1657は仏飯器である。呉須は濃い藍色で産地は不明である。19世紀前半のものである。

1658は瓶である。内面は無釉である。肥前Ⅳ期と推測される。

1659は猪日と推測される。タト面にコンニャク印判が施されている。また焼き継ぎ痕がある。肥前Ⅳ期のもの

である。
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番号 器種 出上位置 絆 胎 土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

碗 EB区火災面 白色、黒い粒 柴付 中国 (津 州窯 ) 17C初 釉 む らが看 しし

IB区火災面 111 1601、 1603、 1604と は別個体

IB区 火災面 1601、 1602、 1604と は別個体

1604 Ⅱ B区 (14次 ) (24 釉むらが著しヽ

1605 46S E 2 1層 (22 白色 肥前 17C後半 一重網 目文

1606 46S D 9埋土 白色 一則 1690-1780 呉須の色 黒つぽい

ⅡB区火災面 白色

1608 Ⅱ B区 (14次 ) 自色

1609 ⅡB区火災面

Ⅱ B区 (14次 )
見込蛇目釉はぎ

ⅡB8b表採

ⅡB区火災面

46S D 9埋土 小振りな碗

46S K13埋土 白色 黒い粒 肥前 ? 1780～ 1860 小振 りな碗

1615 IB区 火災面 白色 ガラス質 瀬戸 19C前半 染付が盛り上がっている。

ⅡB区火災面 白色 ガラス質 瀬戸 19C前半 染付が盛 り上がっている。

IB区火災面 (17 平清水 19C中 頃

1618 IB区 火災面 (23

46S K 7埋土 平清水 ?

IB区火災面

第35図  A地区の近世磁器①
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番号 器種 出上位置 謬 胎土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

皿 46S E 2 1層 自色 染付 肥前 1630^-1650 釉 む ら著 しし

1622 46S E 2 1層 17C代 か

1623 IB区 (14次 ) 1650‐-1690 見込み蛇目釉はぎ

46S K 7埋土 7.7 1690-1780 口縁輪花

1625 ⅡB区 (46次 )

1626 ⅡB区 4次 ) 内外面 擦痕が著し立

1627 IB区 4次 ) 二次被熱 している

198 IB区 4次 )

1629 IB区 14次 ) 二次被熟している

IB8b表 土 見込みに五弁花

第36図 A地区の近世磁器②
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番号 器種 出上位置

―

胎 土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

1631 皿 IB8b表 土 127 灰 色 染付 肥 前 1690～ 1780 呉須の色緑がかつている

1632 ⅡB区火災面 112 白色 内面墨弾き

1633 1632と 同一個体の可能性

1634

1635 92 釉 むらがある

1636 ⅡB8b表土

1637 ⅡB区表探 1690～ 1780か

1鶴8 ⅡB区火災面 (27) 楽付、日紅 17C後 半 型おこ し

1639 46S K 7埋土 122 染付 18C後～19C初 凹蛇 目高台

1640 IB区 火災面 (17) 型紙刷 り 1690～ 1段Ю 型お こし

染付 18C後～19C初 二次被熟している

第37図  A地区の近世磁器③
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第38図  A地区の近世磁器④
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番号 器種 出上位置 月台土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

1642 皿 ⅡB区火災面 白色 染付、口紅 肥前 ? 19C前 ～中 口縁輪花

1643 102 57 27

1644

1645 (14 染付

1646

158 二次被熱している

1648 31 1 (44 (肥前 )塩 田 産か
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番号 器種 出上位置 月台土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

鉢 46S K 7埋 土 白色 染付 肥前 ? 1780^-1860 多角形の鉢

小 鉢 EB区 火災面 (31 コンニャク判 ユ削 1690～ 173Э

1651 染付

1652 IB区 (14次 )

猪口 ⅡB区火災面 青磁 、染付 ユ削 18C後 半～19C初 外面青磁釉

1654 火 入 (11 青磁 内面無釉

1655 火 入 46S D 9埋土 (17

1656 皿 IB区 (14次 ) 青磁、染付 内面見込以外青磁

1657 仏飯器 IB区 火災面 47 染付 東北産 ? 1780～ 1860

1658 瓶 肥前 1690^-1780 内面無釉

1659 猪口 ? (27 白色 コンエャク判 ユ副 1690～ 1780 焼 き継 ぎ痕あ り

第39図  A地区の近世磁器⑤

(2)陶器 (第40～ 46図 、写真図版104～ 109)

近世の陶器は碗23点 、碗蓋 2点、皿 5点、鉢 2点、香炉 1点、火入 1点、行平 1点、土瓶 2点、土瓶蓋 1

点、蓋 1点、瓶掛 1点、甕 8点、悟鉢31点、器種不明 2点、素焼きの甕 2点、素焼きの鉢 1点、近～現代の

汽車茶瓶 1点の計85点 を図示した。素焼き状態のものも陶器に含めて報告 している。基本的に陶磁器は近世

に属するものを図示 し、近代以降のものは報告から省いた。だが陶器の編年上、近世と近代に分類するのが

難 しい場合がある。よって報告 した中に近代以降の陶器が含まれている可能性 もある。また近代以降のもの

でも意図的に幸R告 しているものがある。

1701～ 1725は碗または碗蓋である。1701は瀬戸・美濃産の碗であるが、高台部分のみの破片で、時期をは

っきりできない。17世紀代のものであろうか。

1702は肥前産の碗で外面に透明釉がかけられている。

1703～ 1713は大堀相馬産の碗である。透明製のある灰釉がかけられており18世紀代のものと思われる。17

08、 1709、 1712は灰釉と鉄釉の掛け分けの碗である。1711は体部の九みが強く大堀相馬の初期の製品の可能

性もある。だが全体の器形が明らかではなく、はっきりしたことは言えない。1710は器高が低 く、18世紀後

半のものと考えられる。

1714～ 1720は大堀相馬産陶器である。失透性の藁灰釉がかけられており、19世紀前半頃のものと考えられ

-73-



る。釉の色は灰～緑色を呈する。1717は外面の高台内に墨書きがある。1720は外面に他の個体が窯着してい

る。1721、 1722は碗蓋である。どちらも19世紀前半頃のものである。1721は珪酸分の多い失透性の褐釉、17

22は藁灰釉が施されている。

1723は小野相馬産の碗である。胎土は暗い灰色で粗い。釉薬は失透性の空色の釉の上に掲釉が流 しかけられ

ている。18世紀後半のものであろう。

1724は産地不明の碗である。器形は丸みを帯びており、外面下半に横走する沈線と左右対象の渦巻き文が

施されている。釉薬は灰色の失透性の釉がかけられている。胎土は灰色で硬い。この胎土は19世紀代の大堀

相馬産陶器のものに類似 しており、本製品が大堀相馬産の可能性も考えられる。しかし器形と文様が特異で

あり、ここではっきり産地を断定するのは避けたい。よつて時期も不明としておく。

1725は大堀相馬産の20世紀代の碗である。 2次的に被熟している。

1726～ 1728、 1730、 1731は皿である。1726、 1727は唐津の16世紀末頃の皿である。どちらも鉄絵が施され

ている①1726に は胎土目がある。1726の胎土は赤褐色、1727の胎土は灰色である。

1728は肥前産の皿である。白化粧の上に透明釉薬が施されている。内面は蛇目釉剥ぎになっている。18世

紀前半のものである。

1730、 1731は大堀相馬産の19世紀前半頃の皿である。1730は鉄釉により文様が描かれている。内面には目

跡がある。1℃ Hよ藁灰釉がかけられている。

1729、 1732は鉢である。1729は大堀相馬産で、やや失透性の灰釉がかけられる。日縁部が折 り返されてい

る。1732は失透性の空色の釉がかけられている。東北地方在地産のものである。

1733は瀬戸・美濃産の香炉である。外面には責色がかった褐釉がかけられ内面は無釉である。1734は火入、

又は香炉である。東北在地産のものである。

1路 61ま 行平である。胎土から大堀相馬産と思われる。外面に飛びカンナの文様がある。

1736は土瓶と思われる。東北地方在地産と思われる。赤褐色の胎土で海綿状骨針が混 じる。1737は鮫肌釉

の土瓶である。大堀相馬産と思われる。1738は土瓶の蓋である。胎土は赤褐色である。産地は不明で東北地

方在地産である。1739は蓋と思われる。焼き締め陶器で釉はかけられていない。

1740は瀬戸・美濃産の瓶掛である。外面には緑色の釉、内面と外底面には鉄釉がかけられている。 2次的

に被熱している。

1741は器種不明の陶器である。体部が波状に立上がっている。日縁部は欠損 しているが水平に欠けており、

意図的に打ち欠いている可能性もある。外面には褐釉がかけられ、内面は無釉である。外底面には墨書があ

るが半」読できない。胎土は赤褐色を呈する。東北地方在地産である。

1742も 器種不明陶器である。内面が無釉で、体部は直線的に立上がり始めており、1741に類似する器形と

推測される。外面には褐釉がかけられている。胎土は赤褐色～灰色を呈する。東北地方在地産である。

1743～ 1745は小型の甕である。いずれも東北地方在池産である。1留3は 口縁部の破片と底部の破片の 2つ

に別れており接合 しないが、図上で合成 した。1馳4は底面に回転糸切痕がある。1密 6、 17471ま 奏である。ど

ちらも東北地方在地産である。l密7に 1よ底辺部に、割れ日の隙間を充填 した鉛 ?が付着 している。

1748～ 1750は大形の甕である。いずれも東北地方在地産である。1留9の胎土には海綿状骨針が混入してい

る。

1751～ 1781は情鉢である。1751、 1752は瀬戸産の悟鉢である。1753は産地不明の橋鉢である。器形とおろ

し目が福島市岸窯産の悟鉢に類似する。時代は17世紀代と思われる。産地は不明であるが東北地方在地産と
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1722
10c

番号 器種 出土位置 胎土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

碗 ⅡB区 (14次 ) (17 肌色 長石釉 瀬戸 ?

1702 46S D 9埋土 112 黄灰色 透明釉 肥 前 18C前半

1703 ⅡB区火災面 灰 色 仄釉 大堀相馬 18C

1704 46S E 2 1層
1705 IB区 火災面 灰釉、褐釉 18C 灰釉に掲釉流しかけ

1706 ⅡB区 (14次 ) 灰～黄灰 灰 釉 灰釉の色黄色がかる

1707 灰 色 灰釉 小振 りな碗

1708 灰 色 灰釉、鉄釉 18C 内面灰釉、外面鉄釉

1709 IB区 (14次 )

ⅡB区火災面 灰釉

(5,1 18C前半か 口縁部内湾す る

(35 灰釉、鉄TH 18C後半か 灰釉はやや失透性

(3.2 灰釉 18C後半か

46 S D10埋 土 37 灰 色 藁灰釉 19C前半

IB区火災面 二次被熟している

12.2

1717 IB8b表 土 外底面 に墨書あ り

ⅡB区火災面 (27
46 S D10埋 土 (3.0

1720 IB区 火災面 外面に他個体の破片窯着

1721 蓋 ⅡB区 (14次 ) 9.9 褐釉 珪酸分の混じる掲釉

1722 ⅡB区火災面 (23 藁灰釉

1723 碗 46S D 4埋 土 灰色 (粗 ) 藁灰釉、褐釉 小野相馬 18C後半 褐釉流 しかけ

17Z IB区火災面 82 灰色 藁灰釉 大堀相馬 ? 不明 体部に沈線でうず巻文

1725 灰 色 鉄釉、緑色の釉 大堀相馬 20C 二次被熟している

第40図  A地区の近世陶器①
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番号 器種 出上位置 胎土 THI薬 絵付 製作地 製作年代 その他

1726 皿 ⅡB区 (14次 ) 赤掲色 灰釉、鉄絵 肥前 (唐津 ) 16C末 胎土目あり

1727 ⅡB区 (14次 ) 暗灰色

1728 ⅡB区 (14次 ) (2,7 肌色 透明釉、白化粧 ユ削 18C前半 内面 に刷毛 目文

鉢 ⅡB区火災面 168 黄灰色 灰釉 大堀相馬 18C? 口縁部折りかえし

1730 皿 灰色 灰釉、鉄絵 19C前半 目跡あ り

1731 灰 色 藁灰釉 19C前半

1732 鉢 暗灰色 空色の釉 東北在地 19C前半か

1733 香炉 黄灰色 褐釉 瀬戸 美濃 内面無釉

1734 火 入 ⅡB8b表土 暗赤褐色 褐釉 東北在地 19C前半か 珪酸分の多い褐釉

1735 行平 ⅡB区火災面 灰 色 灰釉 大堀相馬 ? 19Cか 外面無釉で飛びカンナ

1736 土瓶 ? IB8b表 土 赤褐色 鉄釉 東北在地 19～20C 胎土 に海綿状骨鉢混 じる

1737 土瓶 ⅡB9d表土 (1.7 仄色 鮫肌釉 大堀相馬か 19末 ～20C

1738 土瓶蓋 ⅡB8b表 土 赤褐色 鉄絵、緑釉 東北在地 内面無釉

1739 蓋 ? ⅡB火災面 暗灰色 無釉 東北在地 ? 18C～ 19Cか 焼き締め陶器

1740 瓶掛 ⅡB区 (14次 ) 肌 色 (粗 ) 緑釉、鉄釉 瀬戸 美濃 19C前半 2次被熟

第41図  A地区の近世陶器②
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第42図  A地区の近世陶器③

番号 器種 出上位置 月台土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

1741 不 明 46S K 7埋土 2 赤褐色 褐釉 東北在地 19C/jヽ 内面無釉、底面 に墨書

1742 46次排土 中 (31 赤褐色～暗灰色 褐釉 内面無釉

1743 箋 46S K 7埋土 暗灰色 鉄釉、空色の釉 鉄釉に空色の釉流しかけ

1744 I B8b(訓査区外表採) (36) 灰 色 鉄和 外底面と底辺部無釉

1745 IB区 (14次 ) (45; 暗灰色 褐 釉 珪酸分の多い褐釉

1746 EB区火災面 (55' 底辺部は無釉で茶色を呈する

1747 46S D 9埋土 (217' 鉄釉 鉛?に よる補修痕あり

1748 ⅡB区表土 中 「920 (68, 暗灰色 鉄 釉 図のスケールは 6分の 1

1749 騒B区火災面 (158: 暗灰色～赤褐色 鉄 釉 胎土 に海綿状骨鉢混 じる

1750 EB8b表 土 (144 赤褐色 褐釉 胎土に砂粒多量混入
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1752

番号 器種 出上位置 辞 胎土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

1751 信鉢 46S K 7埋土 肌色 鉄 釉 瀬 戸 18C前半

1752 ⅡB区火災面 18C前 半か

1753 赤褐色 鉄 釉 東北在地 ? 17Cか 胎土 に砂粒混入

1754 46S D 9東埋土 123 赤褐色 不 明 1753に胎上が似 る

1755 46S D 9埋土 赤掲色～暗灰色 東北在地 19C前半 底辺部に「しんこ」の跡あり

46S K 7埋土 赤褐色

第43図  A地区の近世陶器①
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第44図  A地区の近世陶器⑤

番号 器種 出上位置

―

胎土 釉薬 ,絵付 製作地 製作年代 その他

1757 播 鉢 46S K 7坦土 30.2 暗灰色 無釉 東北在地 18C後半か 焼き締め陶器

1758 ⅡB区火災面 俗.8 不 明

Ⅱ B8b調査区外表採 暗灰～暗赤褐色 18C後半か

1760 IB区 火災面

1761 EA3i表 土

46S K 7埋土 暗赤褐色 鉄釉 19C前半か

1763 46S D 9西 埋土 暗灰ヽ暗赤褐色 無釉 不 明 焼き締め陶器

1764 46S K 7埋土 赤褐色～暗赤掲色 18C後半か

1765 46S K 6埋土 暗灰色

1766 46S D10埋土 暗灰色 暗ヽ赤掲色

1767 IB区 (14次 ) (53

-79-



¶
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1773

η∈M
鮎玩ヽ76

ヽ
1771

番号 器 種 出土位置 胎 土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

1768 搭 鉢 ⅡB区 (14次 ) (102! 暗赤掲色 征
（

束北在地 18C後半か 焼き締め陶器

1769 ⅡB8b表 土 (42:

1770 Д B5ヽ 9dト レンチ表土 (59 赤掲色 鉄釉 19C後半か 胎土 に海綿状骨針混入

1771 ⅡB8b表土 (24) 1770と 同一個体か

1772 ⅡB区 火災面 赤橙色 征
【

或北在地 ? 不 明

1773 IIB O h表土 (36) 束北在地 18C後半か 焼 き締め陶器

46S D 9埋土 (34) 赤褐色 鋲釉 19C/9 胎土 に海綿状骨針混 じる

1775 K9埋 土 (36)

1776 ⅡB区 火災面 13 暗灰色 19Cか 光沢のある鉄釉

1777 46S K 6埋土 (51) 暗赤褐色 19C後半か

46S K 7埋土 (37) 赤 lg.色 19C後 ～20Cか 胎土に海綿状骨針混じる

1779 (107) 暗灰色 20C 毛越寺焼 に似 る

1780 ⅡB区火災面 124 (37)

ⅡA22表 土 110 (38) 橙 色 征
ト

20C 素焼状態、底部に穿孔あり

第45図  A地区の近世陶器⑥
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推測される。1754は産地不明の指鉢である。赤褐色の胎土で底面には回転糸切痕がある。

1755～ 1781は東北地方在地産の橋鉢である。1755は外面の底辺部に、焼成の際に橋鉢を重ねるために使用

される「しんこ」の痕跡がある。1756は赤褐色の胎土で海綿状骨針が混 じる。

1757～ 1761、 1763～ 1769、 1773は焼き締め陶器の橋鉢である。1760、 1761の ような折 り返し回縁と1757、

1765の ような折 り返 しでない口縁の 2種類の回縁形態がある。

1762は片口部の破片である。これは焼き締め陶器でない。1770と 1771は 同一個体かと推測される。胎土は

赤褐色で海綿状骨針が混入する。1772は無釉の橋鉢である。赤褐色の胎土で砂粒が混入する。1774、 1775は

口縁都破片である。どちらの胎土にも海綿状骨針が混入する。1776は体部上半の破片である。茶色の光沢の

ある釉がかけられている。1777、 1778は茶褐色の光沢のある釉がかけられている。1778の胎土には海綿状骨

針が混入している。

1779、 1780は平泉町教育委員会がおこなった観自在王院 9次調査で検出された「毛越寺焼」の福鉢に酷似

する。1781は素焼状態の信鉢である。底部中央に焼成後の穿孔がある。

1782～ 1784は素焼き状態の製品である。いずれの胎土にも海綿状骨針が混じる。1785は汽車茶瓶である。

20世紀代のものである。

9 土製品 (近世～近代)(第46図 、写真図版109)

1801は土製の型おこしの土人形である。鳥帽子をかぶった人物である。1802～ 1803は羽口である。鍛冶用

の羽口と考えられる。

10 木製品 (近世～近代)(第34・ 46図 、写真図版109)

1804は桶の側板である。外面には、たがの痕跡があり、側面には木釘の痕跡がある。1805は糸巻きの部品

と考えられる。

1505は 曲物か棉の底板である。近世～近代の所属の46S E 5か らの出上であり、近世～近代のものである。
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番号 器 種 出上位置 胎 土 袖薬 絵付 製作地 製作年代 その他

1782 甕 ⅡB区火災面 21 2 肌 色 素焼 東北在地 20C 胎上 に海綿状骨針混 じる

1783 鉢

17割 養 (ll.2)

1785 茶瓶 46S K 6埋土 自色 透明釉 不明 20C 汽車茶瓶

1801 土人形 橙 色 素焼 東北在地 不 明 型による成形

1802 羽 日 橙 ～灰色 近世～近代 餓冶用羽日か

1803

1804 桶 近世～近代

1805 糸 まき 26.6

第46図  A地区の近世の上製品・木製品
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11 石製品 (近世～近代)(第47・ 48図 、写真図版109,110)

1806～ 1810は砥石である。181Hま挽き臼の上臼である。磨耗が者しく目がほとんど残つていない。日のパ

ターンは放射状 と推測される。1812、 1813は石製の鉢である。18121ま 内面がツルツルしている。用途はどち

らも不明である。

酬

‖llllllll
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番号 器種 出上位置 石質 その他 重 さ

1806 砥 石 IB区 火災面 細粒凝灰岩 砥面3 仕上げ砥、置き砥 300

1807 46S K 6埋土 中砥、置き砥 398

1808 46S E 2 1層 溶結凝灰岩 338

1809 46S K 6埋土 細粒凝灰岩 仕上げ砥 97

46 P l18 砥面 2  ク 59

第47図  A地区の近世の石製品①
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番号 器種 出上位置 石質 その他 重 さ

挽き臼 ⅡB区表採 溶結凝灰岩 摩耗甚しく、放射状の目の一部が残る 7,000

1812 石鉢 46S K 6埋土 4,000

no

第48図  A地区の近世の石製品②
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12 金属製品 (近世～近代)(第49～ 51図 、写真図版110)

1821～ 1826は近世の銭貨である。1821～ 1826は寛永通賓である。1821、 1822は古寛永である。1826は鉄銭

で錆が著 しい。

1827～ 1832は近代～現代の貨幣である。明治16年の半銭銅貨から昭和33年の百円銀貨まである。

1833は小柄の柄である。銅製で折れ曲がつている。1834～ 1836は煙管である。1834は 雁首であるが火皿が

欠損 している。1835、 1836は吸口である。

13 墓石 (第 52図 ・53図、写真図版111)

ここで報告する墓石は、志羅山遺跡14次、25次調査区域内に横位に積み重ねられたような状態になって置

かれていたものである。14次、25次調査の報告書で、これらの墓石については報告されていないのでここで

報告 したい。14次、25次調査区付近には以前、鈴木寛森の墓地があつたが、鈴木氏の家の分の墓石は整理し

改葬をおこなったという。だが14次、25次調査区に残されていた墓石は鈴木氏の先祖のものではなく、無縁

になってしまった墓石らしい。これらがなぜ横位に積み重ねられた様な状態になっていたのかその経緯はわ

からない。いずれにせよこれらの墓石は動かされた状態であり、地下の墓壊との関係はわからない。志羅山

o                     5cm

番号 種類 出土位置 直径 (cm) 重さ(g) 金属の種類 鋳造年代 備考

1821 寛永通貨 46S K18底 部 291 寛永13年 (1636) 古寛永通宝

1822 寛永通賓 IB区火災面 2 40

1823 寛永通賞 元文元年 (1736) 山城横大路所鋳

1824 寛永通賓 2 10 元文 2年 (1737) 下野国日光所鋳

寛永通費 2 26 元文 4年 (1739) 江戸深川平野新田

1826 寛永通費 鉄 四文銭、錆化甚しし

第49図  A地区の近世の銭貨
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第50図  A地区の近代の銭貨
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1835

1836

番号 種類 出上位置 直径 (cm) 重 さ (質 ) 金属の種類 鋳造年代 備考

1827 半銭銅貨 IB区 火災面 銅 他 明治16年 1883)

1828 1銭銅貨 銅他 大正12年 923)

1829 貨 エウム ]召和 15年 1凹働

1830 「I践黄銅貨 2.62 銅 他 E召ォロ22年 lM7)

1831 I円黄銅貨 20 銅 、亜鉛 昭和24年 949)

1832 ilXl円 銀貨 3 05 銀 他 昭和 33年

番号 器種 出上位置 鶴 その他

1833 小 柄 IB区 火災面 銅製 折 れ曲が っている

煙 管 煙管雁首 18C代 の製作か

1835 煙管吸口

4B-5～ 9dト レンチ表土

第51図  A地区の近世の金属製品

遺跡25次調査では近世～近代の墓娠が9基検出されているが、これらの墓墳と今回報告の墓石が関係あるか

どうかは判断できない。

1901は寛延4年 (1751)の墓石である。石質はよくわからないが火山岩と思われる。前面は平坦になって
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おり、側面と背面は自然面のままである。戒名の下に蓮台が線刻されている。

1902は宝暦 5年 (1755)の 墓石である。石の形状は1901と 酷似する。石質はわからなかったが、1901と 同

一の石質である。蓮台の形状も1901と 共通する。戒名、蓮台の線刻の中には赤色の顔料がみられた。

1903は柱状の自然石の墓石である。年号は安永 2年 (1772)で ある。石質は判断できないが火山岩と思わ

れる。

1904は天明 4年 (1784)の 墓石である。石質は安山岩かと推測される。加工がほとんどない自然石の墓石

である。

1905は板状に加工 した墓石である。下部には柄があり、戒名の部分は少し引っ込んでいる。石質は凝灰岩

と推測される。年号が欠損 しているが、千支から天明 4年 (1784)か 文久 4年 (1864)と 考えられる。天明

4年銘の1904が 自然石の墓石であることから、文久 4年 (1864)年 の可能性が高い。文久 4年は2月 に元治

元年に改元されている。

1906は 1905と 同じ形状の墓石である。石質も同じである。この墓石には銘が全 く刻まれていない。頭部は

三角形を呈する。

第52図 近世の墓石①
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0                        30cm

第53図 近世の墓石②
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第 5章 B地区の遺構 。遺物
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第 5章 B地区の遺構 。遺物

第 1節  B地区の概観

B地区は大グリッドのⅢB区が相当する。調査区の南側約 2/3は第74次の調査区であるが、北側 1/3

は46、 66、 留次の3次にわたって調査がおこなわれた。よってB地区の遺構名は46、 66、 74次の 3つの調査

次を付 した遺構が存在する。

本調査区では、中央やや西側に南北に走る道路状遺構が維貫している。道路状遺構の路面内には遺構が少

なく、道路状遺構の東西に遺構が展開する形になっている。道路状遺構の東側側溝は溝の掘 り返しが観察で

き、その度に道路の幅が狭 くなっているのが観察できる。 道路遺構の西側には道路側溝に平行な形で塀跡

(74S Al、 74S A2)が観察できる。この塀に伴うであろう屋敷は調査区外に展開しており、今回の調査に

はひっかからなかった。

道路遺構の西側では12世紀の屋敷を構成すると考えられる遺構が多 く検出されている。道路側溝から直交

する角度に伸びる溝 (74S D 3、 74S D 9)は 屋敷を区画する溝の可能性も考えられる。特に74S D 3は そ

の東側の廷長線状あたる部分 (泉屋13次、16次調査区)で溝が検出されており、都市を区画する溝でもある

可能性がある。泉屋16次調査の溝は犯 SD3の道路側溝と接する部分から約250m離れた地点である。

掘立柱建物は全部で27棟を示 した。この中の74S B l、 SB4、 SB6は調査区の東側、国道 4号線側に

プランが伸びているため全体のプランを検出できないが、身舎 2間 X3間で 4面 に廂が付 く三間四面の建物

と考えられる。即ちこれらは12世紀の屋敷に中で中核的な建物と考えられるものである。他の建物は時期を

示せないものが多い。重複の具合から考えると12世紀遺構の建物も存在すると考えられる。少なくとも近世

以降の建物は存在していないようである。

井戸は 5基検出されている。この中の74S E lは 12世紀の道路側溝と重複しており12世紀より新 しい井戸

と考えられる。他の 4つ は出土遺物から12世紀の井戸と推測できる。74 S K12は いわゆるトイレ状土坑であ

り、底面近 くからチュウ木が多量に出土した。

出土遺物はかわらけ、国産陶器、中国産陶磁器、瓦、石製品がある。かわらけは74S K27か ら多量に出土

した。これらのかわらけは非常に磨耗が著 しい破片であつた。

国産陶器は底部から口縁部から接合した常滑産陶器甕 (2231)が ある。これは74S E 3か らの出上である。

同じ74S E 3か らは常滑産陶器甕の大型破片が出土 している。この個体と同一のものの破片がA地区の46S

E7か ら大型破片の状態で出土しており、遺構どうしの関連が指摘できる。また石巻市水沼窯系統の製品と

推測される「擬水沼産陶器」(2382～ 2384)が 出土している。これはA地区出上の同一個体と思われる破片も

含めて考え合わせると袈裟欅文の四耳重と推測される。

74S E 4か ら出土 した漆塗 りの木製品の断片は当初、鞍の「後輪」の破片と考えたが、湾曲の少なさから

これにはどうも無理があるかもしれない。だが今の所これに代わる製品をみつけるあぐねている。
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第 2節 遺構

1 建物

74S B l(第 54図、写真図版30)

〔位置〕ⅢB3f、 3g、 4f、 4gに位置する。

〔重複〕馳 SE2、 74S K 8、 74S K 9、 74S KH、 74S K13、 74 S K23、 74S B 4、 74S B 6、 74S B16、

74 S B 17と プランが重複するが、直接切 り合 う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。建物のプランが調査区域外に延びるため全体のプランは検出できなかった。

また撹乱により失われた柱穴もあると考えられる。検出できた部分から推定して、身舎2間 ×3間 に四面の

廂が付く「三間四面」のプランと考えられる。梁間は廂部分も含めて708cm、 桁行は検出された分で445cmで

ある。身舎の梁間は436cm、 桁行は762clnと 推定される。面積は検出された分で約9.5坪である。全体の面積

は約24.5坪 と推定される。使用した柱穴は10個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-2° 一Eである。

〔柱間寸法〕身舎の梁間では7尺 2寸 (約218cm)、 桁行では8尺 4寸 (約254c14)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P16か ら5片、P36か ら3片、P42か ら3片、P48か ら6片、P50か ら1片、

P55か ら2片、P59か ら3片手づくねかわらけの細片が出上した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕規模と「三間四面」のプランであることから、屋敷の中の中核的な建物と考えられる。

〔年代〕多くの柱穴から手づくねかわらけの破片が出土した。本建物には柱穴の抜き取り痕はないのでこれ

らは建物の構築時に混入したものと考えられる。よって本建物は12世紀後半の所属と考えられる。

74S B 2(第 54図、写真図版30)

〔位置〕ⅢBOe、 Of、 le、 lf、 2e、 2fに位置する。

〔重複〕74 S K33、 74S D 9、 74S B 8、 74 S B 14、 74S B 19と プランが重複するが、直接切り合う柱穴が

なく前後関係は不明である。また74S B 9柱穴P234と本建物の柱穴P155が重複するが本建物が新しい。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は684cln、 梁間は412cmである。面積は約8.5坪 である。使用した柱穴

は10イ固である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-1° ―Eである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 9寸 (約239cm)と 6尺 8寸 (約206c14)が使用されている。梁間では6尺 8寸 (約

20ocln)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないがP155か ら3片、P163か ら2片手づくねかわらけの細片が出土した。またP15

7か ら1片、P163から1片 ろくろかわらけの細片が出土した。またP165から1片縄文土器と思われる微小

な破片が出土した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。柱穴から手づくねかわらけが出土しており、12世紀後半以降の構築で

ある。
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第54図  B地区の建物① (74S B l～ 4)

◎   388   ◎

番号 底面の標高柿)

22割D

P105 595

P100 458 22 58

21 1 22 62

P163 31 1 2249

P165 2248

P159 不 明

22 m

Pl弱 22 弱

P157 263 22 働

番号 深さ 底面の標高僑〕

P36 569 23 06

53 6 23.こ 】

23 14

P59 22.88

P50 22.99

P48 480 22 80

30 0 22 90

P55 22 95

P42 280 23 ∞
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74S B 3(第 54図、写真図版30)

〔位置〕ⅢBOf、 lf、 Og、 lgに位置する。

〔重複〕本建物の柱穴P139が74S D 9と 重複するが本建物が新しい。また74S K22、 74S K25、 74S K30、

74S D12、 74S B 5、 74S B 7、 74S B 9、 74S B 10、 74 S B 12、 74S B 13、 74S B15、 74 S B20と プラン

が重複するが、直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は776cm、 梁間は388cmで ある。面積は約9.1坪 である。使用した柱穴

は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-3° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では9尺 1寸 (約276cm)と 7尺 4寸 (約224cln)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明であるが大きさから、付属屋と考えられる。

〔年代〕不明である。12世紀後半から中世にかけての建物である可能性が高い。

74S B 4(第 54図、写真図版30)

〔位置〕ⅢB2f、 2g、 3f、 3gに位置する。

〔重複〕74 S D10、 74S B l、 74S B 6、 74S B 8、 74S B 9、 74 S B 10、 74 S B ll、 74 S B15、 74 S B18

とプランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。建物のプランが調査区域外に延びるため全体のプランは検出できなかった。

また撹乱により失われた柱穴もあると考えられる。検出できた部分から推定して、身舎2間 ×3間 に四面の

廂が付く「三間四面」のプランと考えられる。梁間は廂部分も含めて878cm、 桁行は検出された分で173cmで

ある。身舎の梁間は478cmである。面積は検出された分で約4.6坪である。全体の面積は身舎の桁行の寸法が

不明のため、推定できない。使用した柱穴は6個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-10° 一Eである。

〔柱間寸法〕身舎の梁間では7尺9寸 (約239cm)が使用されている。廂は梁間では6尺6寸 (約200cm)、 桁行

では5尺 7寸 (約 173cm)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P97か ら手づくねかわらけの細片が6片出土した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕規模と「三間四面」のプランであることから、屋敷の中の中核的な建物と考えられる。

〔年代〕柱穴から手づくねかわらけが出土しており12世紀後半以降の構築である。12世紀後半の所属と考え

られる。

74S B 5(第 55図、写真図版30)

〔位置〕ⅡB9f、 9g、 ⅢBOf、 Og、 lf、 lgに位置する。

〔重複〕本建物の柱穴 P227が74S D 9と 、また柱穴 P140が74S D10と 重複するがいチれも本建物が新 しい。

また74S K22、 74S K24、 74S K25、 74S K29、 74S K30、 74S D12、 74 S D 14、 74S B 3、 74S B 7、 74

SB9、 Й S B10、 74S B12、 74S B13、 74 S B 15と プランが重複するが、直接切 り合 う柱穴がなく前後関

係は不明である。
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〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は845cm、 梁間はレ2cmである。面積は約13.1坪 である。使用した柱穴

は8個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-10° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では10尺4寸 (約315cm)と 7尺 1寸 (約215cm)が使用されている。梁間では8尺6寸 (約261

cm)が使用 されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P164か ら手づくねかわらけの細片が1片出土した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕柱穴から手づくねかわらけの破片が出土しており12世紀後半以降の構築であることは確かである。

おそらく12世紀後半の所属と考えられる。

74S B 6(第 55図、写真図版30)

〔位置〕ⅢB2f、 2g、 3f、 3gに位置する。

〔重複〕74S E 2、 74S K 8と 重複するがおそらく本建物が古い。また74 S K23、 74S B l、 雅 SB4、 雅

SB9、 74 S B ll、 74 S B15、 74S B 18、 74S B19と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関

係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。建物のプランが調査区域外に延びるため全体のプランは検出できなかった。

また撹乱により失われた柱穴もあると考えられる。検出できた部分から推定して、身舎 2間 ×3間 に四面の

廂が付く「三間四面」のプランと考えられる。梁間は廂部分も含めて856cm、 桁行は検出された分で438cmで

ある。身舎の梁間は522cmで 、桁行は915cmと 推定される。面積は検出された分で約11.4坪である。全体の面

積は約30.6坪 と推定される。使用した柱穴は6個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-21° 一Eである。

〔柱間寸法〕身舎の梁間では8尺 6寸 (約261cm)、 桁行では10尺 (約305cm)が使用されている。廂では梁間

は 5尺 5寸 (約 167cm)、 桁行では 4尺 4寸 (約 133cm)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P51か ら手づくねかわらけの細片が5片出土した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕規模と「三間四面」のプランであることから、屋敷の中の中核的な建物と考えられる。

〔年代〕柱穴から手づくねかわらけの破片が出土しており12世紀後半以降の構築である。おそらく12世紀後

半の所属と考えられる。

74S B 7(第 55図、写真図版30)

〔位置〕ⅢBOf、 Og、 lgに位置する。

〔重複〕74 S K22、 74S B 3、 74S B 5、 74S B 9、 74 S B10、 74 S B12、 馳 S B13、 74 S B15と プランが

重複するが、直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが調査区外に延びると考えられ、また撹乱によつて柱穴が失われて

おり全体のプランを検出できなかった。梁間 (検出できた分を梁と考える)は 576cmである。使用した柱穴

は3個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-13° 一Eである。
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〔柱間寸法〕梁間では8尺 5寸 (約288cm)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B 8(第 55図 、写真図版30)

〔位置〕ⅢBle、 lfに位置する。

〔重複〕74S K33と プランが重複するがおそらく本建物が古い。また74S D12と 本建物の柱穴P156が接す

るが前後関係を把握できなかった。また74S B 2と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係

は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は394cm、 梁間は200cmである。面積は約2,4坪 である。使用した柱穴

は3個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-2° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では13尺 (約394cm)、 梁間では6尺 6寸 (約200cm)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P156か ら3片、P162か ら4片手づくねかわらけの細片が出土した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明であるが柱穴から手づくねかわらけの破片が出土しており12世紀後半以降の構築である。12世

紀後半から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B 9(第 56図、写真図版31)

〔位置〕ⅢBlf、 lg、 2f、 2gに位置する。

〔重複〕本建物の柱穴P234と 74S B 2の 柱穴P155が重複するが本建物が古い。74S D 9、 74S K30、 74S

B3、 74S B 4、 74S B 5、 74S B 6、 74S Bll、 翻 S B12、 74S B15、 74 S B18と プランが重複するが、

直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが調査区外に延びており、全体のプランを検出できなかった。梁間

は388cmで 、桁行は検出した分で470cmで ある。面積は検出した分で約5,5坪である。使用した柱穴は6個で

ある。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-22° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 6寸 (約261cm)と 6尺 9寸 (約209cm)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P90か ら6片、P150か ら1片手づくねかわらけの細片が出土した。またP

90か ら1片 ろくろかわらけの細片が出土した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明であるが柱穴からろくろかわらけの細片が出土しており12世紀後半以降の構築である。12世紀

後半から中世にかけての建物の可能性が高い。
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74S B10(第 56図、写真図版31)

〔位置〕ⅢBOf、 Og、 lgに位置する。

〔重複〕本建物の柱穴P228と 74 S D10が重複するが本建物が新しい。また74 S K22、 74S B 3、 74S B 5、

74S B 7、 74S B 12、 74 S B 13と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが調査区外に延びており、全体のプランを検出できなかった。梁間

は490clnで 、桁行は検出した分で245c14で ある。面積は検出した分で約3.6坪である。使用した柱穴は3個で

ある。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-8° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行、梁間ともに8尺 1寸 (約245cm)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S Bll(第 56図、写真図版31)

〔位置〕ⅢBlg、 2gに位置する。

〔重複〕74S B 4、 74S B 6、 74S B 9、 74 S B 15、 74S B 18と プランが重複するが、直接切り合う柱穴が

なく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが調査区外に延びており、全体のプランを検出できなかった。梁間

は460cmである。使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-8° 一Wである。

〔柱間寸法〕梁間では7尺 6寸 (約230cln)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P93か ら1片手づくねかわらけの細片が出上した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明であるが柱穴から手づくねかわらけの細片が出土しており12世紀後半以降の構築である。。12

世紀後半から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B12(第 56図、写真図版31)

〔位置〕ⅢBOg、 lgに位置する。

〔重複〕本建物の柱穴P142と 74S B 15の 柱穴P143が重複するが本建物が新しい。また74S B 3、 74S B 5、

74S B 7、 74S B 9、 74 S B 10と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが調査区外に延びており、全体のプランを検出できなかった。梁間

は364cmである。使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-6° ―Eである。

〔柱間寸法〕梁間では6尺 (約 182cln)が使用されている。

〔出土遺物〕P142か ら4片、P216から2片手づくねかわらけの細片が出上した。

〔付属施設〕なし
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〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明であるが柱穴から手づくねかわらけの破片が出土しており12世紀後半以降の構築である。12世

紀後半から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B13(第 56図、写真図版31)

〔位置〕ⅡB9f、 9g、 ⅢBOf、 Ogに位置する。

〔重複〕46S K17、 74S B 3、 74S B 5、 74S B 7、 74 S B 10、 74 S B21と プランが重複するが、直接切り

合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。46次調査のP314を使用することによつてプランが台形を呈するが、他に

適切な柱穴が見当らずこのプランを採用した。桁行は西辺で506cm、 東辺で502cm、 梁間は北辺で436cm、 南

辺で485cmである。面積は約6.9坪である。使用した柱穴は8個である。

〔建物方位〕桁行 (東辺)の軸方向はN-1° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 9寸 (約239cm)と 6尺 8寸 (約206cm)が使用されている。梁間では7尺 2寸 (約

218cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての所属の可能性が高い。

74S B14(第 57図、写真図版31)

〔位置〕ⅢBlc、 2c、 3cに位置する。

〔重複〕本建物の柱穴P224と 74S X lが重複するが本建物が古い。また本建物の柱穴P66と 74 S K19が重

複するが本建物が新しい。そして道路側溝である74S D 4、 74S D 5、 また74S D 9と プランが重複するが、

おそらく本建物が古い。また74S E 3、 74 S K18、 74 S K27、 74S K32、 74S K34、 74S B 19と プランが重

複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが道路側溝である74S D 4、 SD5の構築により失われたと考えら

れ、全体のプランを検出できなかった。桁行は801cmで 梁間は検出された分で248cmである。面積は検出した

分で約6.0坪である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-21° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 5寸 (約258cm)と 9尺 4寸 (約285clll)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P66か ら1片 ろくろかわらけの細片が出土した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが住穴からろくろかわらけの破片が出土しており、12世紀以降の構築の可能性がある。

また道路恨J溝 より古いことから、12世紀後半より古い可能性も考えられる。

74S B15(第 57図、写真図版31)

〔位置〕ⅢBlg、 2f、 2gに位置する。
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〔重複〕74 S B 12の柱穴P142と本建物の柱穴P143が重複するが本建物が古い。また74S D 9、 74S B 3、

74S B 4、 74S B 5、 74S B 6、 74S B 9と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明

である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが調査区外に延びると考えられ、全体のプランを検出できなかった。

検出した辺の長さは570cllで ある。使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕検出できた辺の軸方向はN-12° 一Wである。

〔柱間寸法〕9尺 4寸 (約285cm)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P137か ら手づくねかわらけの細片が2片出土した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明であるが柱穴から手づくねかわらけの破片が出土しており12世紀後半以降の構築である。12世

紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B16(第 57図、写真図版31)

〔位置〕ⅢB3fに位置する。

〔重複〕74S K 8と 重複するがおそらく本建物が古い。また74 S Kll、 74S K13、 74S B l、 74S B 6、 74

S B17と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが撹乱部分、または調査区外に延びている可能性があり、プランを

確定できない。検出した西辺は282cmで 、南辺は251c14で ある。面積は検出した分で約2.1坪である。使用し

た柱穴は3個である。

〔建物方位〕西辺の軸方向はN-14° 一Eである。

〔柱間寸法〕西辺は9尺 3寸 (約282cm)、 南辺は8尺 3寸 (約251cm)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B17(第 57図、写真図版32)

〔位置〕ⅢB2f、 3fに位置する。

〔重複〕74S K10、 74S Kll、 74S K12、 74 S K13、 74 S K15、 74 S K16、 74 S K17、 74S K20、 74S K21、

74 S K23、 74S B l、 74S B 6、 74S B 16、 74S B 19と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後

関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は680clll、 梁間は318clnで ある。面積は約6.9坪 である。使用した柱穴

は8個である。

〔建物方位〕梁間の軸方向はN-1° 一Eである。

〔柱聞寸法〕桁行では4尺 5寸 (約 136cal)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P58か ら5片、P65か ら1片、P■0か ら4片手づくねかわらけの細片が出

土 しているも
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〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが柱穴から手づくねかわらけの破片が出上しており12世紀後半以降の構築である。12世

紀から中世にかけての所属の可能性が高い。

74S B18(第 58図、写真図版32)

〔位置〕ⅢB2g、 3gに位置する。

〔重複〕本建物の柱穴P231と 74 S D10が重複するが本建物が新しい。また74S B 4、 74S B 6、 74S B 9、

74 S B llと プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが調査区外に延びると考えられ、全体のプランを確定できなかった。

検出した辺の長さは576cmで ある。使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕検出できた辺の軸方向はN-13° 一Eである。

〔柱間寸法〕9尺 5寸 (約288cll)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B19(第 58図 )

〔位置〕ⅢB2e、 3eに位置する。

〔重複〕74 S K12、 74 S K14、 74 S K15、 74 S K16、 74S K17、 74S K20、 74S K21、 74S K27、 74S K32、

74S B 2、 74 S B 14、 74S B 17と プランが重複するが、直接切 り合 う柱穴がな く前後関係 は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。南西隅の柱穴は意図して探したが検出できなかった。本来は存在していた

ものが何らかの原因で失われたものと考えたい。桁行は791cm、 梁間は390cmである。面積は約9。 3坪である。

使用した柱穴は9個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-20° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では様々な寸法が用いられており基準寸法を見いだせない。

〔出土遺物〕図示できないが、P106から手づくねかわらけの細片が2片出土した。

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが柱穴から手づくねかわらけの破片が出土しており12世紀後半以降の構築である。12世

紀から中世にかけての所属の可能性が高い。

74S B20(第 58図 )

〔位置〕ⅡB9g、 ⅢBOgに位置する。

〔重複〕74 S B13、 74S B21と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが撹乱部分、または調査区外に延びており、プランを確定できない。

検出した長さは西辺、南辺共に255cHlで ある。面積は検出した分で約2.0坪である。使用した柱穴は3個であ
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る。

〔建物方位〕西辺の軸方向はN-7° ―Eである。

〔柱間寸法〕8尺 4寸 (約255cal)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B21(第 58図 )

〔位置〕ⅡB9g、 ⅢBOgに位置する。

〔重複〕74 S B20と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが調査区外または撹乱部分に廷びており、プランを確定できない。

検出した長さは西辺で522cm、 南辺で281cmで ある。面積は検出した分で約4.4坪である。使用した柱穴は4

個である。

〔建物方位〕西辺の軸方向はN-10° 一Eである。

〔柱間寸法〕8尺 5寸 (約281cm)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B22(第 58図 )

〔位置〕ⅢB4b、 5b、 6bに位置する。

〔重複〕本建物の柱穴P187、 P190、 P242が74S D13と 重複するが本建物が新しい。また74S E 5、 74S

B23と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。建物のプランが調査区域外に延びるため全体のプランは検出できなかった。

推測ではあるが、建物の規模が大きいことと、南側と北側 1間分と、真中の2間の柱間寸法が異なることか

ら、身舎2間 ×3間 に四面の廂が付く「三間四面」のプランの可能性が高い。検出した辺の長さは914cmで

ある。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕検出した辺の軸方向はN-1° ―Eである。

〔柱間寸法〕南側と北側 1間分では7尺 1寸 (約215cm)、 真中の2間分では8尺寸 (約242cm)を使用している。

〔出土遺物〕図示できないが、P187か ら手づくねかわらけの細片が2片、P242からろくろかわらけの細片

が2片出土した。

〔付属施設〕東側に本建物と平行する形で板塀の跡が検出されている。本建物に伴う板塀の可能性が高い。

〔建物の性格〕「三間四面」のプランであれば屋敷の中の中核的な建物と考えられる。

〔年代〕柱穴から手づくねかわらけの破片が出土しており12世紀後半以降の構築である。12世紀後半の所属

と考えられる。
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74S B 23(第 59図 )

〔位置〕ⅢB6bに位置する。

〔重複〕74S E 5、 74S D16、 74 S B22と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明で

,ある。

〔平面形式〕掘立柱建物である。プランが調査区外に延びると考えられ、全体のプランを確定できなかった。

P250の北の柱穴は意図して探したが検出できなかった。検出した長さは東辺が224cnl、 南辺が248calで ある。

使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕東辺の軸方向はN-6° 一Wである。

〔柱問寸法〕東辺では7尺 4寸 (約224cm)が、南辺では8尺 2寸 (約248clla)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B24(第 59図 )

〔位置〕ⅢB2bに位置する。

〔重複〕74 S B25と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物と考えられる。プランが調査区外に延びると考えられ、全体のプランを確定できな

かつた。検出した長さは388cmで ある。使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕検出した辺の軸方向はN-3° ―Eである。

〔柱間寸法〕5尺 3寸 (約 164cln)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74S B 25(第 59図 )

〔位置〕ⅢB2bに位置する。

〔重複〕74 S B24と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物と考えられる。プランが調査区外に延びると考えられ、全体のプランを確定できな

かつた。検出した長さは152clnで ある。使用した柱穴は2個である。

〔建物方位〕検出した辺の軸方向はN-3° 一Eである。

〔柱間寸法〕5尺 (約 152cm)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。
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74S B26(第 59図 )

〔位置〕ⅢB3cに位置する。

〔重複〕本建物は道路状遺構の路面上にあり、道路状遺構と重複することになる。前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。P206を使用することによってプランが台形を呈するが、他に適切な柱穴

が見当らずこのプランを採用した。桁行は西辺で396c14、 東辺で430cln、 梁間は340clnで ある。面積は約4。 1坪

である。使用した柱穴は6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-6° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 1寸 (約215cm)が多用されている。梁間では5尺6寸 (約 170cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。大きさから付属屋の可能性が高い。

〔年代〕不明である。道路状遺構と重複していることから、道路が構築される以前か、道路が廃絶した後の

建物である。

74S B27(第 59図、写真図版32)

〔位置〕ⅢB8aに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕掘立柱建物と考えられる。プランが調査区外の西側に展開する可能性と、削平され遺構が検出

できない東側に展開する可能性の訊方が考えられ全体のプランを確定できなかった。検出した長さは300cla

である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕検出した辺の軸方向はN-5° 一Eである。

〔柱間寸法〕3尺 3寸 (約 100cm)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物の可能性が高い。

74柱列 1(第59図 )

〔位置〕ⅢB2d、 2e、 3d、 3eに位置する。

〔重複〕74 S B 14、 74 S B 19と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕建物として展開せず、また道路側溝である留SD4、 74S D 5と ほぼ平行関係にあり、柱列と

考えられる。プランは「L」 字形になる。検出した長さは西辺で576cln、 南辺で406cmである。使用した柱穴

は6個である。

〔建物方位〕西辺の軸方向はN-5° 一Wである。

〔柱間寸法〕西辺では9尺 5寸 (約288clla)、 南辺では6尺 7寸 (約203cm)が使用されている。

〔出土遺物〕図示できないが、P lllか ら手づくねかわらけの細片が22片出土した。これらの破片はあまり

磨耗していない。

〔付属施設〕なし
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〔遺構の性格〕柵または塀と考えられる。

〔年代〕道路状遺構と同時存在の可能性が高い。そうであれば12世紀後半の所属と考えられる。

74柱列 2(第 59図 )

〔位置〕ⅢB2eに位置する。

〔重複〕74 S K18と プランが重複するがおそらく本遺構が古い。また74 S B 14と プランが重複するが、直接

切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また本遺構のP124が74S E 3と 接するが前後関係を把握でき

なかった。

〔平面形式〕建物として展開せず、また道路側溝である74S D 4、 74S D 5と ほぼ平行関係にあり、柱列と

考えられる。プランは真っすぐな形になる。検出した長さは西辺で575clnで ある。使用した柱穴は5個であ

る。

〔建物方位〕西辺の軸方向はN-4° 一Wである。

〔柱間寸法〕西辺では3尺 8寸 (約■5cm)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔遺構の性格〕柵または塀と考えられる。

〔年代〕道路状遺構と同時存在の可能性が高い。そうであれば12世紀後半の所属と考えられる。

2 井戸

74S E l(第 60図、写真図版32)

〔位置〕ⅢB3bに位置する。

〔重複〕66S D 6と 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦である。壁の全体の断面形は漏斗状を呈する。

〔埋土〕2層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土から渥美産陶器甕 (2349、 2356)、 中国産白磁碗 (2407)が 出土した。またかわらけの細

片が少量出上した。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕12世紀の道路側溝と考えられる74S D 6よ り新しいことから、12世紀以後の年代の可能性が高い。

74S E 2(第 60図、写真図版32・ 33)

〔位置〕ⅢB3f、 4fに位置する。

〔重複〕馳SB6と プランが重複するがおそらく本井戸が新しい。また74S B lと プランが重複するが直接

切り合う柱穴がなくて前後関係は不明である。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦である。壁の全体の断面形は漏斗状を呈する。

〔埋土〕5層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕2層 から手づくねかわらけ (2132)、 埋土から手づくねかわらけ (2163、 2183)、 常滑産陶器

重 (2212)、 常滑産陶器広口重 (2223)、 族投産陶器甕 (2362)が 出土した。
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ШB4c十

74S E l

74S E l
l 10Y R3カ オリープ黒色生 成化物粒少

量混入
2 10Y R3/2オ リーブ黒色土

10Y71灰色ローム縞状に多量混入

74S E 2
1 10Y R4/4褐色± 10Y R7ん明黄褐色

ロームまだらに少量lFL入 炭化物粒少
量混入

2 10Y R4/4褐色± 10Y R7/6明 黄褐色
ロームまだらに多量混入 炭化物粒微
量混入

3 10Y R2/1黒 色土 炭化物粒多量混入
かわらけ片少量混入

4 10Y R7/6明黄褐色ローム 10G Y7/1
緑灰色ロームまだらに多量混入
10Y R2/1黒 色土まだらに少量混入

5 10G Y7/1緑灰色ローム 10Y R5/1褐
灰色土縞状に少量混入

A塑
・100m

74S E 3
1 10Y R4れ 褐色土 磨耗 したかわらけ細

片多量混入 炭化物粒、焼土粒少量混入
しまりあり

2 10Y R4/1褐灰色土 炭化物粒少量混入
3 10N5/灰色土 炭化物粒少量混入

10G Y7/1緑 灰色ロームまだらに少量混
入

4 10Y R4/1褐 灰色土 木屑、有機質分非
常に多量混入 国産陶器片多く含む

5 10C Y7/1緑灰色ローム ЮY R4/1褐 灰
色土まだらに多量混入

6 10Y R4/1褐灰色土 焼けた礫 ?を 多量
に合む。有機質分多量混入

7 10Y R4/1褐灰色土 まったくしまりが
なく崩れる。現代のボーリング痕か ?

74S E 5

100rn
―一一B

74S E 3

ⅢB4g

+
翠

74S E 4
1 10Y R4/1褐灰色± 10G Y71緑灰色ロームプロック多量混入
2 10Y R4/1褐灰色土 炭化物粒多量混入
3 10Y R3/1黒褐色± 10G Y7/1緑 灰色ロームまだらに少量混入

炭化物粒微量混入
4 10Y R3/1黒褐色± 10G Yi/1緑 灰色砂まだらに多量混入

: ピ写矛【侯雹る
色

品〒食3/蹴 全§梶骨壱みご亀矢
少量混入

Ill

7 10G Y7/1緑灰色砂ローム

74S E 5
1 5Y3/2オ リーブ黒色± 10Y R7/6明 責褐色ロームまだらに多

量混入
2 10Y R2カ 黒褐色± 10G Y7/1緑 灰色ローム微量混入
3 10G Y7/1緑灰色ローム 10Y R2/2黒 褐色土まだらに多量混入
4 10Y R2/2黒褐色± 10G Y7/1緑 灰色ロームまだらに少量混入
5 10Y R2/2黒褐色± 10G Y7/1緑 灰色ロームまだらに多量混入
6 10G Y71緑 灰色砂

0             2m

第60図  B地区の井戸① (74S E l～ 5)

２４
・

23.200m
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〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。

74S E 3(第 60図、写真図版33)

〔位置〕ⅢB2eに位置する。

〔重複〕74S B 14と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦である。壁の全体の断面形は漏斗状を呈する。

〔埋土〕6層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕 1層 からかわらけ質の大型のロクロ製品 (2200)、 常滑産陶器甕 (2278)、 中国産白磁壺 (24

09、 2411)、  3層 から手づくねかわらけ (2108、 2109、 2111、 2159、 2175)、 ロクロかわらけ (2194)、  4

層から手づくねかわらけ (2137、 2150、 2177)、 5層 から手づくねかわらけ (2147、 2172、 2179)、 埋土上

部から渥美産陶器甕 (2330)、 底面から曲物の側板 ?(2527)、 4層の上面から黒漆塗りの木製品の破片 (2

573)が出土した。

また底部から日縁部まで接合した常滑産奏 (2231)は、破片がばらばらの状態で 1～ 6層 にわたって出土

した。これと同一個体で接合しなかった破片2232は 6層 、22331ま 3層 、22341ま 1層 から出土した。またこれ

とは別に常滑産陶器甕で同一個体の2235～ 2239、 2241は 1～ 6層 からばらばらの状態で出上した。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

74S E 4(第 60図、写真図版33・ 34)

〔位置〕ⅢBld、 leに位置する。

〔重複〕なし。

〔底面、壁〕崩落の危険があり底面まで完掘していない。壁の全体の断面形は漏斗状を呈する。下半部で壁

が入り込む部分があるが、これは崩落によるものと考えられる。

〔埋土〕6層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土から遺物が出土している。以下列挙する。須恵器甕?(2001)、 須恵器大奏片 (2014、 20

15)、 手づくねかわらけ (2127、 2149)、 ロクロかわらけ (2193)、 常滑産陶器甕 (2242)、 渥美産陶器奏

(2328、 2331)で ある。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

74S E 5(第 60図、写真図版34)

〔位置〕ⅢB6bに位置する。

〔重複〕74 S B22、 74S B23と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦である。壁の全体の断面形は漏斗状を呈する。

〔埋土〕2層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土からロクロかわらけ (2195)が 出土した。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。
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〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

3 土坑

66S K 3(第 61図、写真図版34)

〔位置〕ⅢB9bに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はやや斜めに立つ。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土から柱状高台のかわらけ (2199)が 出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S K 4(第 61図、写真図版34)

〔位置〕ⅢB8bに位置する。

〔重複〕66S K 6と 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はやや斜めに立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

+
ⅢB9

+
ⅢB9b

66S K 6

66S K 3

B

66S K 3

b l桜
畳混で

暗褐色± 10Y R4/6tB色 上混入 水酸化鉄分、炭化物粒

2 5Y3/2オ リーブ黒色± 2.5Y4/2暗灰黄色土混入 7.5Y5/2灰オ
リーブ色土少量混入 炭化物ブロック少量混入

3 5Y3/2オ リーブ黒色土

66S K 4
1 2.5Y3/2黒掲色上 炭化物粒少量混入
2 10Y5/2オ リーブ灰色土

66S K 5

ⅢB7b
十66S K 6

1 2.5Y3/3暗 オリーブ褐色± 25Y6/31こ ぶい責色上がプロ  l 19X ttgイ O壁僣ζキ え些塑,晦
ックで少量混入 2 10Y R3/4暗褐色± 10Y R5/6責 褐色土を少量含む

化物が微量混入2 2.5Y3/2黒 褐色± 10Y5/2オ リーブ灰色土少量混入 λ  3 4[Yζ 母諭 仁 プ灰色± 2.5Y3/2黒褐色土混入化物粒微量混入
4 25Y3カ黒褐色± 5Y6/2灰 オリープ色土少量混入

0             2m 炭化物粒ごく微量混入

第61図  B地区の上坑① (66S K 3～ 6)

A
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〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S K 5(第 61図、写真図版35)

〔位置〕ⅢB7bに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕4層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S K 6(第 61図、写真図版34)

〔位置〕ⅢB8bに位置する。

〔重複〕66S K 4と 重複するが本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K l(第 65図、写真図版35)

〔位置〕ⅢB5fに位置する。

〔重複〕なし  ‐

〔底面、壁〕底面は平らで、壁は垂直に立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕磨耗した土師器?の細片が1片出土したのみである。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K 2(第 62図、写真図版35)

〔位置〕ⅢB4eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕磨耗したかわらけの細片が1片出上した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。
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74S K 3(第 62図、写真図版35)

〔位置〕ⅢB4eに位置する。

〔重複〕P21と 重複するが本土坑が古い。

〔底面、壁〕底面は平らで、壁は垂直に立つ。

〔埋土〕5層 に分けられる。自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土から常滑産陶器奏片 (2245、 2301)が出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K 4(第 62図、写真図版36)

〔位置〕ⅢB4fに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕手づくねかわらけ (2158)が 出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K 5(第 62図、写真図版36)

〔位置〕ⅢB4fに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕かわらけ片が少量出土した。図示できるものはない。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K 6(第 62図、写真図版86)

〔位置〕ⅢB4fに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。また壁の一部が焼けている。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ (2172)、 常滑産陶器甕 (2303)が 出土した。

〔遺構の性格〕不明であるが、内部で火を焚いた痕跡がある。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K 7(第 62図、写真図版36)

〔位置〕ⅢB3e、 3fに位置する。

-113-



A
74S K 4

Al(〔

::))'こ

A

74S K 2

74S K 2
1 10Y R4た 褐色土 炭化物粒微量混入
2 10Y R4々 褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームまだらに少量混入

74S K16

74S K32

74S K 4
1 10Y R5/2灰黄褐色± 10Y R76明責褐色ロームまだらに少量

混入、炭化物粒少量混入、かわらけ片少量混入

A�

74S K 5
1 10Y R4/4掲色± 1及化物粒全体に少量混入

74S K 3
1 10Y R4れ 褐色± 10Y R76明責褐色ロームブロック少量、炭

化物粒微量混入
2 10Y R4//4掲色± 10Y7R/6明 黄掲色ロームまだらに多量混

入
3 ЮYR4/4褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームまだらに少量混入
4 10Y R7/6明 責褐色ローム 10Y R4れ 褐色土まだらに少量混入
5 10Y5/1灰 色土 ねばりあり

74S Kll
74S

4

A¬
(ζ:,)―

B

74S K23

A23.80!咀 B

第62図  B地区の上坑② (74S K 2～ 17・ 19～21・ 23・ 27・

74S K 6
1 10Y R4/4褐色土 炭化物粒少量混入
2 10Y R4/4褐 色± 10Y R76明黄褐色ロームブロック多量混入

炭化物粒、焼土粒多量混入

0             2m

32・ 74S X l)

0

74S K 5

74S K 8

74S K14
74S K12
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A望
3.500m _B

74S K 8
1 10Y R4れ 褐色土 炭化物粒少量混入
2 10Y R4た 褐色土 炭化物まだらに多量混入
3 10Y R5/2灰 責褐色土 炭化物まだらに多量混入
4 10Y R4/4褐色土 ЮYR76明責褐色ロームまだらに多量混入
5 7.5G Y7/1明 緑灰色ローム 10Y R5/2灰黄褐色土まだらに少

量混入しまりなし

74 S K10
1 10Y R4た 掲色土 焼上、炭化物粒多量混入
2 10Y R4/4褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームまだらに少量混入
3 10Y R4独 褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームブロック多畳混入
4 10Y Rl,7/1黒色炭化物層土
5 10Y7れ にぶい責褐色砂層 10Y R74褐色土まだらに少量混入

74 S K12
1 10Y R4/3にぶい黄褐色± 10Y R7/6明 責褐色ロームプロック、

炭化物粒に少量混入
2 10Y R7/6明黄褐色ローム 10Y R4/3責褐色土まだら状に少量

混入
3 10Y R4/1褐灰色± 5Y7/4浅黄色ロームまだら状に多量混入
4 10Y R4/1褐 灰色± 10G Y7/1明 緑灰色ロームまだら状に少量

混入
5 10Y R5/1褐灰色土 炭化物粒、種子、木片など多量に混入

しまりなし            ハヘ ^ハハ

74S K14
1 10Y Rに ぶい4/3黄褐色土 炭化物粒少量混入
2 10Y Rにぶい4/3責褐色土 炭化物粒、焼土粒多量混入 10

Y R76明 責褐色ロームブロック多量混入

A聖
・400m

74S K16
1 10Y R5/2灰責褐色土 焼けた壁土、炭化物粒多量混入

10Y R 76明 責褐色ロームまだらに多量混入
2 10Y R5/6黄褐色ローム 10Y R5/2灰黄褐色まだらに少量混入
3 10Y R 76明黄褐色ローム 10Y Rν 2灰黄褐色まだらに少量混

入

74S K19
1 10Y R4/3にぶい黄掲色土 炭化物粒少量、10Y R 76明 黄褐色

ロームまだらに少量混入

74 S K21
1 10Y R4/2灰 黄褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームまだら

に少量混入

0             2m

第63図  B地区の上坑③ (74S K 8～ 17・

74S K 9
1 7.5Y5/1灰色砂
2 25Y7/6明責褐色ローム 10Y R 4/4褐 色上まだらに多量混

入 焼けた壁上、炭化物粒多量に混入

23.4001n
卜

叩
腺

１ｌ
Ｙ
旦星

Ｋ
ｌＯ
少

盈
１ ぶい黄褐色± 10Y R7ん明黄掲色ロームまだらに

23.400■n
C~       ― D

74S K13

74 S K15
1 10Y R4/3にぶい責褐色土 炭化物粒、焼土粒多量混入
2 10Y R7/6明 黄褐色± 10Y R4/3に ぶい黄褐色土まだらに少量

混入

74 S K17
1 10Y R4/3にぶい黄褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームまだらに

多量混入
2 10YR1 7/1黒色炭化物層

0塑
.400m _D

74 S K20
1 10Y R4/2灰責褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームまだらに多量

混入

斡
B

A坐 1廻T

斡
74 S K23
1 10Y R4/1掲灰色土 炭化物粒少量混入 10Y R7お明責褐色ロ

ームブロック少量混入

74 S K27
1 10Y R4/1褐灰色土 炭化物粒少量混入 かわらけ片非常に多

量に混入
2 10Y R4/1褐灰色土 炭化物粒少量混入 かわらけ片少量混入

74 S K32
1 10Y R5/2灰黄褐色土 焼土粒、炭化物粒多量混入 10Y R7/6

明黄褐色ロームまだらに多量混入

23.200rnE�F

74S X l
l 10Y R2/3暗褐色± 5 YR7海橙色焼土ブロック多量混入炭化

物粒多量、かわらけ片多量混入
2 10Y R3/3暗褐色± 5YR7洛橙色焼土粒多量混入
3 5YR78橙色焼土 地山が熟変化したもの

19～21・ 23・ 27・ 32、 74S X l)

23.400rn

1 10Y R4μ 褐色上 10Y R7/6明 黄褐色ローム縞状に少量混入
2 10Y R4/4褐色土 炭化物粒少量混入
3 10Y R4左 褐色± 10Y R7/6明 責褐色ロームまだらに多量混入
4 10Y R5/1褐 色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームブロック少量混入
5 10Y6/1褐 灰色上 しまりなし
6 10Y R7/6明黄褐色ローム 10Y R5/1褐仄色土まだらに少量混

入

A登・型4

G型'4004
23.200rn
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〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕5層 に分けられる。5層 は人為堆積、それより上の1～ 4層 は自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕かわらけ片が少量出土した。図示できるものはない。

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多くみられる「トイレ状土坑」に似る。だが埋土が「トイレ状土坑」

有の有機質分の多い埋土とは異なっている。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K 8(第 62図、写真図版37)

〔位置〕ⅢB3fに位置する。

〔重複〕74S K 9と 重複するが、接する部分があまりに僅かで前後関係を判断できない。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕6層 に分けられる。6層 は人為堆積、それより上の1～ 5層 は自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕3層 から手づくねかわらけ (2170)、 埋土から常滑産甕 (2304)が 出土した。

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多くみられる「トイレ状土坑」に似る。だが埋土が「トイレ状土坑」

有の有機質分の多い埋土とは異なっている。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K 9(第 62図、写真図版37)

〔位置〕ⅢB3fに位置する。

〔重複〕74S K 8と 重複するが、接する部分があまりに僅かで前後関係を判断できない。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と思われる。全体に焼けた壁土、炭化物粒を多量に混入している。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ (2141)、 底面から手づくねかわらけ (2165、 2171)、 埋土中から

常滑産奏片 (2243)、 須恵器系陶器壼 (2387)、 また焼けた壁土片が9号 ビニール袋に2つ分出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K10(第 62図、写真図版37)

〔位置〕ⅢB3e、 3fに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕5層 に分けられる。5層 は人為堆積と考えられる。、それより上の1～ 4層 は自然堆積の可能性が

考えられる。4層 は炭化物の層である。

〔出土遺物〕埋土から渥美産陶器奏 (2313)が 出土した。

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多くみられる「トイレ状土坑」に似る。だが埋土が「トイレ状土坑」特

有の有機質分の多い埋土とは異なっている。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

特

特
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フ4S Kll(第 62図、写真図版38)

〔位置〕ⅢB3fに位置する。

〔重複〕74S K13、 柱穴P57と 重複するが、本遺構が新しい。また柱穴P51と 重複するが本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土からロクロかわらけ (2197)が出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K12(第 62図、写真図版38)

〔位置〕ⅢB2e、 2f、 3e、 3fに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕5層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。5層 は有機質分の多い種子混じりの土である。

〔出土遺物〕埋土から古代の須恵器大甕片 (2012)が出土した。5層 から「チュウ木」と考えられる板状の

木が多数出土した。図示したのは (2501～ 2571)で ある。樹種は2501～ 2505、 2510、 2519、 2521、 2525がス

ギ、2506～ 2509、 2511～ 2518、 2520、 2522～ 2524、 2526～ 2530がアスナロである。2531～ 2571の樹種は同定

をおこなっていない。

〔遺構の性格〕形状と埋土から平泉遺跡群で多くみられる「トイレ状土坑」である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K13(第 62図、写真図版38)

〔位置〕ⅢB3fに位置する。

〔重複〕74S KHと 重複するが本土坑が古い。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕6層 に分けられる。全体に自然堆積の可能性が考えられる。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ (2124、 2168)が出土した。

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多くみられる「トイレ状土坑」に似る。だが埋上が「トイレ状土坑」特

有の有機質分の多い埋土とは異なっている。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K14(第62図、写真図版39)

〔位置〕ⅢB2eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。また壁の一部が焼けている。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ (2169)が出土した。

〔遺構の性格〕不明であるが、内部で火を焚いた痕跡がある。
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〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K15(第 62図 、写真図版39)

〔位置〕ⅢB3eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁は斜めに立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕2層 中から手づくねかわらけ (2101、 2181)が出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K16(第 62図 、写真図版39)

〔位置〕ⅢB3eに位置する。

〔重複〕74 S K21と 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕3層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。1層 は焼けた壁土が多量に混入する。

〔出土遺物〕焼けた壁土が多量に出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K17(第 62図、写真図版39。 40)

〔位置〕ⅢB3eに位置する。

〔重複〕74 S K20と 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K18(第 65図、写真図版39・ 40)

〔位置〕ⅢB2eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。
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74S K19(第 62図、写真図版40)

〔位置〕ⅢB2eに位置する。

〔重複〕柱穴P66と 重複するが本土坑が古い。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕かわらけ片が微量に出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K20(第 62図、写真図版40)

〔位置〕ⅢB3eに位置する。

〔重複〕74 S K17と 重複するが本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ (2114、 2139、 2143)が 出上した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K 21(第 62図、写真図版39)

〔位置〕ⅢB3eに位置する。

〔重複〕74 S K16と 重複するが本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K22(第 64図、写真図版40。 41)

〔位置〕ⅢBlfに位置する。

〔重複〕溝と重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕5層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。4層 は有機質分の多い種子混じりの上である。

〔出土遺物〕埋土の上部からかわらけ細片が少量出土した。

〔遺構の性格〕形状と埋土から、平泉遺跡群で多くみられる「トイレ状土坑」である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K23(第 62図、写真図版41)

〔位置〕ⅢB3fに位置する。
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B2g A

74S

74iKゎ

B

74S K22

74S K25

A、

〔〔:3)― B

74S K22
1 10Y R4/4掲色± 10Y R7/6明 責褐色ロームまだらに少量混入

決化物粒少量混入
2 10Y R4/1褐灰色± 10G Y71緑灰色ロームまだらに少量混入
3 10G Y7/1緑灰色ローム 10Y R4/1掲 灰色土まだらに少量混入
4 10Y R4/1褐灰色土 炭化物、種子多量混入 しまりなし
5 10G Y71緑 灰色ローム ЮY R4/1褐 灰色土まだらに少量混入

74S K25
1 10Y R4/4褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームブロック多量混入
2 10Y R5/1掲灰色土 ねばりあり

74S K29
1 10Y R4/3にぶい黄褐色± 10Y R7お明黄褐色ロームまだらに

多量混入

第64図  B地区の上坑④ (74S

74 S K24
1 10Y R4/4掲色土 炭化物粒微量混入
2 10Y R4/1褐 灰色± 10G Y71緑灰色ロームまだらに多量混入

炭化物粒微量混入
3 10G Y71緑 灰色ローム 10Y R4/1褐灰色土まだらに少量混入
4 10Y R5/1褐灰色土 炭化物多量混入 ねばりあり

74S K26
1 10Y R3/4暗褐色± 10Y R7/6明 責掲色ロームまだらに少量混

入
2 10Y R7/6明黄褐色ローム 10Y R3/4暗褐色土まだらに少量混

入

23.100ra
A―

――  ― B

74 S K30
1 5Y4/1灰色± 10G Y71緑灰色ロームまだらに多量混入

0             2m

K22・ 24～ 26・ 29・ 30)
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〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕かわらけの微細な破片が微量に出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K24(第 64図、写真図版41)

〔位置〕ⅢBlfに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕4層 に分けられる。最下部の4層以外は自然堆積の可能性が考えられる。

〔出土遺物〕かわらけ片が微量に出土した。

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多くみられる「トイレ状土坑」に似る。だが埋土が「トイレ状土坑」特

有の有機質分の多い埋土とは異なっている。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K25(第 64図、写真図版41)

〔位置〕ⅢBlgに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕かわらけ片が微量に出土した。

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多くみられる「トイレ状土坑」に似る。だが埋土が「トイレ状土坑」特

有の有機質分の多い埋土とは異なっている。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K26(第 64図、写真図版41)

〔位置〕ⅢBlgに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

74S K27(第 62図、写真図版42)

〔位置〕ⅢB2eに位置する。
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〔重複〕留S K32と 74S X lと 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積である。1層 は非常に多量の磨耗したかわらけ片が含まれている。

〔出土遺物〕多数のかわらけ片が出土した。図示したのは手づくねかわらけ (2112、 2113、 2116、 2117、 21

19、 2120、 2121、 2123、 2128 2130、 2136、 2146、 2152、 2153、 2156、 2173、 2174、 2176)で ある。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高いが、かわらけ片が磨耗していることからそれ以降の可能性も考えら

れる。

74S K28(第 65図、写真図版42)

〔位置〕ⅢBOeに位置する。

〔重複〕なし ´

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

74S K 29(第 64図、写真図版42)

〔位置〕ⅢBlfに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

74S K30(第 64図、写真図版42)

〔位置〕ⅢBlgに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕木の根、樹皮?が出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕近世以降の所属の可能性が高い。

74S K31(第 65図、写真図版43)

〔位置〕ⅢB4bに位置する。
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〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。底面にグライ化した隅九方形のプランがある。

〔埋土〕5層 に分けられる。本土坑は桶または曲物を埋設した遺構と思われる。 1～ 4層は埋設物が変化し

た、または抜き取った後に堆積した土と思われる。これらの層はしまりがない。5層 は埋設物を埋めた土と

考えられる。

〔出土遺物〕埋土から渥美産陶器甕 (2316、 2319)、 中国産白磁碗 (2408)が 出土した。

〔遺構の性格〕桶または曲物を埋設した遺構と考えられる。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K32(第 62図、写真図版43)

〔位置〕ⅢBleに位置する。

〔重複〕74S K 9と 重複するが本土坑が新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕底面から手づくねかわらけ (2154)が 出上している。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀後半の所属の可能性が高い。

74S K33(第 65図、写真図版43)

〔位置〕ⅢBleに位置する。

〔重複〕74S D 9、 74 S Dllと 重複するが本土坑が新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ2102、 2107、 2110、 2118、 2135、 2138、 2142、 2144、 2157、 2160、

2161、 2164、 2185、 2186が出土 した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

74S K34(第 65図、写真図版43)

〔位置〕ⅢBldに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は不整で凹凸があり、壁面はなだらかに立つ。

〔埋土〕1層 に分けられる。自然堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕人為的なものではなく、自然の撹乱などの可能性がある。

〔年代〕不明である。
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74S K l
1 10Y R3/2黒褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームブロック多量混

入
2 10Y R4/4褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ローム多量混入

74S K37
1 10Y R3/4暗褐色± 10Y R7/6明 黄褐色ロームまだらに多量混

入 成化物粒多量混入
2 10Y R6/1褐灰色± 10Y R4/3暗 褐色土まだらに少量混入
3 10Y R4/1褐灰色± 10Y R7/6明 黄褐色ローム少量混入

炭化物粒多量混入
4 10Y R4/1褐灰色± 10Y R7/6明 責褐色ローム多量混入

炭化物粒多量混入
5 10Y R7/6明責褐色ローム 10Y R4/1褐灰色土まだらに少量混

入

74S K34

Ｏｍ
一２２

卜

ぽ
Ble

10Y R7/6明 黄褐色ロームまだらに微量混

0             2m

A   74S Kュ 〔々::)14

A塑・700吐
B

Ⅷ

74S K28

⑤

A

74 S K33
1 10Y R4/1褐灰色土  炭化物粒多量混 入 かわ らけ細片多量混

入
2 Ю Y R4/1褐 灰色上 10Y R7/6明 黄褐色 ロームまだ らに少量混

入

第65図  B地区の上坑⑤ (74S K l・ 18・ 28・ 31・ 33・ 34・ 37)

23.3001n
A――    

― B

74 S K18
1 10Y R4/3にぶい責褐色生 成化物粒微量混入

ⅢB5子

74S K31

74 S K31
1 10Y R4/2灰責褐色土 炭化物粒多量混入
2 10Y R4/1褐仄色± 10Y R7/1灰 白色ローム粒少量混入

炭化物粒微量混入
3 10Y R71褐 灰色土 炭化物多量混入 10G Y71緑灰色ローム

まだらに少量混入 しまりなし
4 10G Y7/1緑灰色ローム 10Y R5/1褐仄色土まだらに少量混入
5 10Y R7/1灰 白色ローム 10Y R4/2仄黄褐色土まだらに多量混

入

74S K28
1 5Y2/1黒色土 炭化物粒微量混入 10G Y71緑灰色ロームま

だらに少量混入

22.900ra

�

B

74 S K34
1 10Y R4/1褐灰色土

入 しまりあり

74S K18

74S K l
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74S K35(第 66図、写真図版43)

〔位置〕ⅢB3bに位置する。

〔重複〕74S K36と 重複するが本土坑が新しい。

〔底面、壁〕底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕埋土から常滑産陶器奏 (2266)が 出土している。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀の所属である。                               ・

74S K36(第 66図、写真図版44)

〔位置〕ⅢB3bに位置する。

〔重複〕74S K36と 重複するが本土坑が古い。また溝状の部分が道路側溝である74S D 6と 接するが前後関

係を判断しかねた。同時存在の可能性が考えられる。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。また溝状部分の断面形はU字形である。

〔埋土〕土坑部分は3層 に、溝状部分は1層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ (2162)、 ロクロかわらけ (2190～ 2192)が 出土している。

〔遺構の性格〕不明であるが、道路側溝74S D 6と 同時存在であれば、本土坑から道路側溝に水が流れるし

くみになっている。

〔年代〕12世紀後半の所属の可能性が高い。

74S K37(第 65図、写真図版44)

〔位置〕ⅢB6fに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は槻ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕5層 に分けられる。全体に自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多くみられる「トイレ状土坑」に似る。だが埋土が「トイレ状土抗」特

有の有機質分の多い埋土とは異なっている。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

74S K38(第 66図、写真図版44)

〔位置〕ⅢB6dに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕大型の柱穴に形状が似るが、柱痕が認められず、また他に組み合わせになる柱穴が存在せず

柱穴ではなく土坑 とした。性格は不明である。
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74 S K 35

74 S K36土 抗部分
1 10Y R3/2黒褐色土 炭化物粒多量 10Y R7/6明 黄褐色ローム

まだらに多量混入
2 10Y R1 71黒色炭化物層
3 10Y R7/6明 黄褐色ローム 10Y R3/2黒 褐色土まだらに少量混

入

23.200■n
E―
―― ―――

F

鮎
74 S K36滞 部分
1 10Y R3/2黒褐色土 炭化物粒多量 10Y R7/6明 黄褐色ロー

ムまだらに多量混入

彦

74S K35
1 10Y R3/2黒褐色± 10Y R76明 黄褐色ロームと10G Y71緑

灰色ロームまだらに多量混入
2 10Y R3/2黒 褐色± 10Y R7/6明 責褐色ロームと10G Y71緑

灰色ロームまだらに少量混入
3 10Y R3/2黒褐色± 10G Y71緑灰色ロームまだらに多量混入

24,000rn
A――  ~~B74S K38 ∧

AOB

74S K38
1 10Y R4/3にぶい黄褐色± 10Y R7/6明 責禍色ローム粒多量混

入 炭化物粒少量混入
2 10Y R4ん にぶい黄褐色土 炭化物粒少畳混入

→
汗

ⅢB6 0             2m
|

第66図  B地区の上坑⑥ (74S K35・ 36・ 38)

〔年代〕不明である。

4 焼土遺構

74S X l(第 62図、写真図版44)

〔位置〕ШB2eに位置する。

〔重複〕74 S K27と 重複するが本遺構が古い。また74S K32と 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。壁面の長軸を挟んで両側の壁面が三角
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形の範囲で焼けている。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と思われる。また壁面が焼けて熟変化した層がある。

(出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明であるが内1部で火を―焚いた痕跡がある。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

5溝

46S D16(B地 区分)(第67図、1写真図版51)

46 S D16は B地区からc地区にかけて存在する。ここではIB地区部分について記す。

ШB9c

46S D16

ⅢB8ё

十
46S017

ヽ

、

＝

d ll

l‖

Ｂ９
＋

Ｂ３
＋

ⅢB7d

第67図 B地区の溝① (46 S D16,17)
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〔位置〕ⅢB7c、 8c、 9cに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕上場がやや蛇行するが全体的にはほぼ真っすぐである。底面の傾斜方向は不明瞭である。本溝

が検出された付近は著しく削平されていた。本溝も本来はもっと幅が広くしつかりしたものが、削平の結果、

検出されたような細いプランになったと考えられる。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕道路側溝である。A地区から続く道路の西側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

46S D17(B地区分)(第67図、写真図版51)

46 S D17は B地区からC地区にかけて存在する。ここではB地区部分について記す。

〔位置〕ⅢB7d、 8d、 9dに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕削平のため、三箇所に切れ切れになっているが、本来はつながったプランである。全体的には

ほぼ真っすぐである。底面の傾斜方向は不明瞭である。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕道路側溝である。A地区から続く道路の東側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

74S D l(第 68図、写真図版45)

〔位置〕ⅣBOaに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕やや弓なりになっている。底面の傾斜方向は北から南で、北側が南側より底面の標高が高い。

本溝は調査区域外の南にさらに延びている。また北側にも続いていたと考えられるが、現道により壊され

たと考えられる。

〔坦土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

74S D 2(第 68図、写真図版45)

〔位置〕ⅢB9aに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕ほぼ真っすぐと考えられるが、検出した長さが短く全体の形状を把握できない。調査区域外の

西側にさらに続き、東側に延びていたものが、削平により失われたと考えられる。底面の傾斜方向は明瞭で

ない。
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第68図  B地区の溝② (74S D l・ 2)

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (2151)が出土した。

〔溝の性格〕不明であるが、割合に規模が大きく、都市、屋敷を区画する区画溝の可能性もある。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

74S D 3(第 72図、写真図版45'46)

〔位置〕ⅢB5d、 5e、 5fに位置する。

〔重複〕道路側溝である74S D 4と 接するが、同時存在と考えられる。

〔平面形式〕ほぼ真つすぐである。74S D 4と 接する部分はやや広がる。また調査区域外の東側にさらに続

いていたが、現道 (国道4号)に より削平され失われたと考えられる。底面の傾斜方向は全体的には東側が

高く、西側が低いが明瞭でない。一定以上の水位になれば、水は74S D 4に注ぐと思われる。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (2125、 2126、 2167、 2178、 )、 常滑産陶器甕 (2297、 2305)、 中国

産白磁碗 (2403)が出上した。

〔溝の性格〕都市、屋敷を区画する区画溝の可能性が考えられる。この溝の東側の同一線上にあたる部分の

調査 (泉屋13次調査、泉屋16次調査)で溝が検出されており、本溝が連続している可能性が考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。
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74S D 4(第 69～ 71図、写真図版46～ 48)

〔位置〕ⅢBOd、 ld、 2d、 3d、 4d、 5d、 6dに位置する。

〔重複〕46次調査の46S D 12か ら直接つながる同一の溝である。74S D 5と 重複するが本溝が新しい。また

“

SD3と本溝が接するが同時存在と考えられる。また74S B14の プランが本溝と重複するが本溝が新しい

と思われる。

〔平面形式〕上場の幅、下場の幅が部分によつて変化するが、大きくみると、全体にほぼ真っすぐといえる。

底面の傾斜方向は北狽Jが高く、南狽Iが標高が低い。またⅢB5d付近の本溝の壁面に柱穴状のピットが幾つ

かみられた。これらには何れも柱痕は存在せず、その性格を把握することはできなかった。

〔埋土〕 1層又は2層 に分けられる。全体的に自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から遺物が多量に出土した。以下列挙する。古代の須恵器大甕 (2009)、 手づくねかわ

らけ (2106、 2140)、 常滑産陶器山皿 (2201)、 常滑産片口鉢 (2203、 2206、 2208、 2209)、 常滑産陶器重

(2210)、 常滑産陶器広口壼 (2220、 2221、 2225)、 常滑産陶器甕 (2240、 2244、 2250、 2254、 2255、 2258、

2260、 2264、 2267～ 2269、 2271、 2272、 2276、 2285、 2287、 2294、 2299、 2302)、 渥美産陶器甕 (2315、 2325、

2326、 2329、 2333、 2334、 2336、 2339、 2341、 2342、 2344、 2347)、 猿投産陶器甕 (2361)、 擬水沼産陶器

壺 (2383、 2384)、 須恵器系陶器甕 (2391)、 中国産白磁碗 (2406)、 白磁重 (2413)、 平瓦 (2602)が出土

した。

〔溝の性格〕道路側溝である。A地区から続く道路の東側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

74S D 5(第 70。 71図、写真図版46～ 49)

〔位置〕ⅢBOd、 ld、 2d、 3d、 4dに位置する。

〔重複〕46次調査の46S D13か ら直接つながる溝である。74S D 4と 重複するが本溝が古い。本溝も74S D

4も 道路遺構の道路側溝であるが、何らかの理由で本溝を埋めて新しく74S D 4を 構築したと考えられる。

本溝と重複しない部分の74S D 4は 、本溝と同時存在であったことになる。この道路側溝の作り替えによつ

て道路幅は狭くなったことになる。

また74S D 9と 本溝が接するが同時存在と考えられる。また

“

S B14の プランが本溝と重複するが、本溝

が新しいと思われる。

〔平面形式〕上場の幅、下場の幅が部分によつて変化するが、大きくみると、全外にほぼ真つすぐといえる。

底面の傾斜方向は北側が高く、南側が標高が低い。

〔埋土〕2層 に分けられる。 1層 は自然堆積、2層 は人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から遺物が多量に出土した。以下列挙する。古代の須恵器大甕 (2010)、 手づくねかわ

ら1)(2104、 2106、 2115、 2129、 2133、 2134、 2187)、 ロクロかわらけ (2196)、 常滑産陶器甕 (2229、 2263、

2286、 2289、 2292)、 渥美産陶器甕 (2311、 2314、 2338)、 中国産白磁碗 (2405)が出土した。

〔溝の性格〕道路側溝である。A地区から続く道路の東側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

74S D 6(第 69～ 71図、写真図版46～ 48)

〔位置〕ⅢBOb、 lb、 2b、 3b、 4b、 5b、 6b、 2c、 3c、 4c、 5c、 6cに位置する。
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〔重複〕46次調査の46S D 3か ら直接つながる溝である。74S E lと 重複するが本構が古い。また74 S K36

と本溝が接するが同時存在と考えられる。

〔平面形式〕上場の幅、下場の幅が部分によって変化するが、大きくみると、全体にほぼ真っすぐといえる。

底面の傾斜方向は北側が高く、南側が標高が低い。

〔埋土〕 1層 又は2層 に分けられる。全体的に自然堆積と考えられる。砂が溜り水流によつて生成された層

もある。

〔出土遺物〕埋土中から遺物が多量に出土した。以下列挙する。古代の須恵器長頸壼 (2003、 2006)、 大甕

(2007、 2011、 2013)、 手づくねかわらけ (2103、 2105、 2148、 2155、 2180、 2182、 2184、 2188、 2189)、 ロ

クロかわらけ (2198)、 常滑産片口鉢 (2202、 2204、 2205)、 常滑産陶器重 (2211、 2213)、 常滑産陶器広口

重 (2214、 2215、 2217、 2218、 2219、 2222、 2224)、 常滑産陶器甕 (2227、 2228、 2246、 2248、 2249、 2252、

2253、  2256、 2257、  2261、  2262、  2265、  2273、  2274、 2280^ヤ 2284、  2288、  2290、  2291、  2295、  2296、 2298、

2303)、 渥美産陶器甕 (2312、 2317、 2318、 2320、 2322、 2323、 2332、 2335、 2337、 2340、 2343、 2346、 2351、

2353、 2354、 2357)、 猿投産陶器奏 (2363～ 2372、 2374、 2375)、 水沼産陶器壷 (2381)、 擬水沼産陶器壺

(2382、 2385、 2386)、 須恵器系陶器甕 (2388～ 2390)、 中国産白磁碗 (2401、 2402、 2404)、 白磁壼 (2410、

2412)、 白磁水注 ?(2415)、 青磁碗 (2416)、 青白磁重 (2417、 2418)、 平瓦 (2601)、 砥石 ?(2603)

が出上した。

〔溝の性格〕道路側溝である。A地区から続く道路の西側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

74S D 7(第 72図、写真図版48)

〔位置〕ⅢB3e、 3fに位置する。

〔重複〕74S K20、 留S K21と 重複するが本遺構が古い。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の傾斜角方向は東から西で、東側が西側より底面の標高が高

ヤヽ 。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積の可能性が高い。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕掘方の幅から塀の可能性を考えて調査をおこなった。だが塀の板痕は全く確認できなかった。

〔年代〕12世紀の所属の可能性が高い。

74S D 8(第 72図、写真図版48。 49)

〔位置〕ⅢB2eに位置する。

〔重複〕74 S K19と 重複するが本遺構が古い。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の傾斜は不明瞭である。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積の可能性が高い。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕掘方の幅から塀の可能性を考えて調査をおこなった。だが塀の板痕は全く確認できなかった。

〔年代〕12世紀の所属の可能性が高い。
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74S D 9(第 72図、写真図版49)

〔位置〕ⅢBld、 le、 lf、 lgに位置する。

〔重複〕道路側溝である74S D 5と 接するが、同時存在と考えられる。また74 S K33と 重複するが本溝が古

い。また74S D 10、 74 S Dllと 重複するが本溝が新しい。また74S B 3、 74S B 5、 74S B12が重複するが

本溝が古い。また馳SB2、 74S B 9と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕部分的に膨隆するが、ほぼ真っすぐである。調査区域外の東側にさらに続いていたが、現道(国

道4号)に より削平され失われたと考えられる。底面の傾斜方向は東側が標高が高く、西側が低い。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積の可能性が高い。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕都市、屋敷を区画する区画溝の可能性が考えられる。本溝から約19m北に位置する74S D 3は 、

本溝と軸方向がほぼ同じであるが、同時存在かどうかの判断は難しい。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

74S D10(第 73図、写真図版49)

〔位置〕ⅢBlg、 2gに位置する。

〔重複〕74 S K22、 74S D 9、 74S B 5、 74 S B 18と 重複するが本遺溝が古い。また74S B 3、 馳SB7、

74S B 9、 74 S B 10と プランが重複するが直接切合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘方が浅く切れ切れになっている。全体的にはほぼ真直ぐである。底面の傾斜方向は不明瞭で

ある。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積の可能性が高い。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕掘方の幅から塀の可能性を考えて調査をおこなった。だが塀の板痕は全く確認できなかった。

〔年代〕不明である。

74S Dll(第 73図、写真図版50)

〔位置〕ⅢBOe、 leに位置する。

〔重複〕74S K33、 74S D 9、 74S D14と 重複するが本溝が古い。

〔平面形式〕北側と南側に分かれているが本来はつながっていたと考え、同一の遺構とした。全体的にはほ

ぼ真直ぐである。底面の傾斜方向は不明瞭である。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積の可能性が高い。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕掘方の幅から塀の可能性を考えて調査をおこなった。だが塀の板痕は全く確認できなかった。

〔年代〕不明である。

74S D12(第 73図、写真図版50)

〔位置〕ⅢBlfに位置する。

〔重複〕74S K24、 74S B 8と 重複するが本溝が古い。また74 S D10、 74S D Hと 重複するが本溝が新しい。

また74S B 3、 74S B 5と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。
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〔平面形式〕部分的に膨隆するが、ほぼ真っすぐである。底面の傾斜方向は不明瞭である。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積の可能性が高い。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕74S D 9と 平行な位置にあり同時存在の可能性が可能性が考えられる。だが74S D 9は 調査区

を横断する長さで検出されているのに対して、本溝は短い長さでしか検出されていない。よって74S D 9と

無関係の可能性も高い。

〔年代〕不明である。

74S D13(第 69図、写真図版50・ 51)

〔位置〕ⅢB3b、 4b、 5bに位置する。

〔重複〕74S K35、 74S B K22と 重複するが本溝が古い。

〔平面形式〕なだらかに弓なりになっている。南側では東側の縁に段が付きテラス状になっている。北端は

一応明瞭に閉じて溝が終わつている。底面の傾斜方向は北側が標高が高く、南側が低い。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけの細片が少量出土した。

〔溝の性格〕道路側溝である74S D 6と ほぼ平行であり、何らかの区画溝的な性格も考えられる。

〔年代〕不明であるが、12世紀後半の所属の可能性が高い。

74S D14(第 73図、写真図版51)

〔位置〕ⅢBOe、 Ofに位置する。

〔重複〕74S Dllと 重複するが本溝が新しい。また74S B 5と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく

前後関係は不明である。

〔平面形式〕真中が膨らむ棄巻形を呈する。東西の端でそれぞれ完結している。底面の傾斜方向は東側が標

高が高く、西側が低い。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕かわらけの細片が微量出土した。

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが12世紀後半の所属の可能性が高い。

74S D15(第 70図、写真図版51)

〔位置〕ⅢBOc、 Odに位置する。

〔重複〕74S D 4と 接するが前後関係をはっきり把握できなかった。また本溝は道路状遺構の路面状に位置

するが、これも前後関係を把握できない。本溝が道路遺構の路面内でプランが完結していることから、道路

状遺構、道路側溝と同時存在の可能性もある。

〔平面形式〕ほぼ真っすぐである。現在使用されている水道管が存在するため調査できない部分があるが、

その中で完結して終わつていると考えられる。

底面の傾斜方向は不明瞭である。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。
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〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

74S D16(第 69図、写真図版51)

〔位置〕ⅢB6bに位置する。

〔重複〕74S B23と 重複するが直接切合う柱穴が無く前後関係は不明である。

〔平面形式〕

“

S D13と 同一線上にあるが、町S D13の北端が閉じて終わっており、本溝とはつながらない

と考え、異なる遺構名を付した。平面形はなだらかな弓なりになっている。本来は北側にまだ延びていたと

考えられるが、削平されて失われたと考えられる。また南側は、現在の排水溝が存在するために調査できな

かった部分で完結した終わっていると考えられる。底面の傾斜方向は北側が標高が高く、南側が低い。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕道路側溝である74S D 6と ほぼ平行であり、何らかの区画溝的な性格も考えられる。またお互

いに途切れてつながらないが74 S D13と 対になる可能性も考えられる。

〔年代〕不明であるが、12世紀後半の所属の可能性が高い。

74S D17(第 70図、写真図版48)

〔位置〕ⅡB9d、 ⅢBOd、 ldに位置する。

〔重複〕74S D 4と 重複するが本溝が古い。本溝も74S D 4も 道路遺構の道路側溝であるが、何らかの理由

で本溝を埋めて新しく馳SD4を構築したと考えられる。本溝と重複しない部分の74S D 4は 、本溝と同時

存在であったことになる。この道路側溝の作り替えによつて道路幅は狭くなったことになる。

〔平面形式〕上場の幅、下場の幅が部分によって変化するが、大きくみると、全体にほぼ真っすぐといえる。

ЙSD4か ら枝分かれするような形になっている。HB9d付近で浅くなり途切れてしまい、46次調査区に

は延びていかない。底面の傾斜方向は北側が高く、南側が標高が低い。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。

〔出土遺物〕埋土中からかわらけの細片が出土した。

〔溝の性格〕道路側溝である。A地区から続く道路の東側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

74S D18(第 70図、写真図版48)

〔位置〕ⅡB9d、 ⅢBOdに位置する。

〔重複〕74S D 4と 重複するが本溝が古い。本溝も74S D 4も 道路遺構の道路側溝であるが、何らかの理由

で本溝を埋めて新しく確SD4を構築したと考えられる。本溝と重複しない部分の74S D 4は 、本溝と同時

存在であったことになる。この道路側溝の作り替えによって道路幅は狭くなったことになる。

〔平面形式〕46次調査の46S Dllに直接つながる溝である。上場の幅が部分によつて変化するが、大きくみ

ると、全体にほぼ真つすぐといえる。底面の傾斜方向は北側が高く、南狽Jが標高が低い。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は判断できない。
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〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕道路偵I溝である。A地区から続く道路の東狽1の根J溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

6塀

74S A l(第 74図、写真図版52)

〔位置〕ⅢB3b、 4b、 5b、 6bに位置する。

〔重複〕直接重複しないが、本塀から約30cmほ ど東側に平行する形で74S A 2が存在する。あまりに接近し

ており、前後関係は不明であるが同時存在ではない。

〔形式〕掘方が確認できた部分では幅約14cmで 、断面形がU字形である。間が途切れて南北 2つ に分かれた

状態になっている。これは間が途切れているのではなく、本来存在していたものが痕跡を留めていないもの

と思われる。板材は幅約 2 cm、 長さ約20cmほ どである。断面の観察では先端は尖つていないが、掘方の底面

から8 cmも 食込んでいるものがあり、意図的に打ち込まれたものと考えられる。板材は痕跡のみで、その木

質が残存しているものはなかった。

〔埋土〕掘方の埋土は 1層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕板塀である。道路側溝と平行な位置にあり同時存在と考えられる。道路から屋敷を区画し、ま

た道路から見えないようにする目隠し塀と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

74S A 2(第 74図、写真図版52)

〔位置〕ⅢB3b、 4b、 5b、 6bに位置する。

〔重複〕直接重複しないが、本塀から約30cmほ ど西側に平行する形で74S A lが存在する。あまりに接近し

ており、前後関係は不明であるが同時存在ではない。

〔形式〕掘方が確認できた部分では幅約14cmで 、断面形がU字形である。間が所 途々切れて、切れ切れの状

態になっている。これも馳SAlと 同様に間が途切れているのではなく、本来は存在していたのであるが痕

跡を留めていないものと思われる。板材は幅約 2 cm、 長さ約20cmほ どで74S A lと ほとんど同じである。断

面の観察では先端は尖つていないが、掘方の底面から6 cmも 食込んでいるものがあり、意図的に打ち込まれ

たものと考えられる。板材は痕跡のみで、その木質が残存しているものはなかった。

〔埋土〕掘方の埋土は1層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕板塀である。道路側溝と平行な位置にあり同時存在と考えられる。道路から屋敷を区画し、ま

た道路から見えないようにする目隠し塀と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属である。
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B地区柱穴計測表①

柱穴番号 癬
ｍ

底面の標高

(m)
建物番号

74P ユ 20.6 24.07

//P 2 24.15

//P 3 23.93

//P 4 24.09

//P 5 23.85 74 S B27

//P 6 16.2 23.86 74 S B27

//P 7 21.3 23.69 74 S B 27

クP 8 23.69 74 S B 27

//P 9 17.3 23.46

//P 0 23.55

//P
l 23.56

//P 6.1 23.59

″ P 53.6 23.11 74S B l

//P 57.2 22.97 74S B l

//P 5 27.1 23.35

//P 47.1 23.14 74S B l

//P 7 28.7 23.25

//P 31.5 23.23

//P 9 23.27

//P20 23.63

//P21 24.1 23.43

//P22 16.9 23.47

//P23 13.6 23.51

//P24 7.2 23.60

//P25 23.49

//P26 23.53

″P27 23.57

//P28 23.60

クP29 23.53

//P30 37.2 23.30 74S B15

//P31 23.58

//P32 17.2 23.49

//P33 21,3 23.45

//P34 11.6 23.53

//P35 10 9 23.54

//P36 56.3 23.06 74S B l

//P37 17.0 23.12 74S B17

//P38 23.0 23.16 74S B 4

//P39 21,0 23,17 74S B 6

//P40 23.19

//P41 29.0 22,95 74S B 4

クP42 28.5 23.06 74S B l

//P43 19.0 23.05 74S B 18

″P44 39,0 22.90 74S B l

クP45 15.0 23.14

//P46 11.0 23.20 74S B 6

//P47 欠番

//P48 48.0 22.80 74S B l

//P49 24 5 23.04 74S B16

//P50 33.0 22,99 74S B l

柱穴番号 癬
ぐｃｍ，

底面の標高

(m)
建物呑号

74P 51 20.7 23.07 74S B 6

クP52 19.0 23.1ユ

″P53 10,0 23.20

クP54 15.0 23.17

クP55 135.0 22.95 74S B l

クP56 23.16 74S B17

クP57 23.14

クP58 23.19 74S B17

クP59 22.88 74S B l

クP60 23.18 74S B16

クP61 23.15 74S B16

クP62 5.4 23.26 74S B19

クP63 18.5 23.± 5 74S B17

クP64 22.0 23.10 74S B19

クP65 16.5 23.16 74S B17

クP66 30,0 22.88 74S B14

クP67 15.0 23.0ユ 74S B17

クP68 11.3 23.20

″P69 31.0 22.99 74S B19

クP ttЭ 107 23.19 74オ主ア」2

クP71 11.2 23.19

クP72 22.6 23.08 74S B14

クP73 35.2 22.90 74オ主テ」2

クP74 22.3 23.09

クP75 11.8 23.2ユ

クP76 38.4 22.91 74オ主アJl

″P77 16.0 23.13

クP78 23.27 74オ主テJ2

クP79 11.9 23.19

クP80 24.0 23.0ユ

クP81 19.2 23.07 74オ主ア」1

クP82 22.8 23.03

クP83 27 3 23.0ユ

クP84 17.0 23.12

クP85 16.7 22.95

クP86 11.8 22.93 74S B 9

クP87 67 22.03

クP88 148 22.99 74 S Bll

クP89 23.0ユ 74S B 6

クP90 35.4 22.79 74S B 9

クP91 28.5 22.89

クP92 16,7 23.04 74S B 6

クP93 33 8 22.84 74 S Bll

クP94 35 3 22.83 74 S B 18

クP95 23 01 74S B 4

クP96 11.5 23 09

クP97 42,0 22 74 74S B 4

クP98 22.95 74S B 4

クP99 20 1 22 88 74S B 4

クP100 45.8 22 58 74S B 2

柱穴番号 癬
ぐｃｍ，

底面の標高

(m)
建物番号

74P 1 15,8 22.80 74 S B lC

ク P 20.1 22.87 74S B 9

ク P 168 22.90 74S B19

ク P 04 118 22.88

ク P 59.5 22.46 74S B 2

ク P 18,7 22.97 74S B19

ク P 21.9 22 94 74S B17

ク P 欠番

″ P 22.88

″ P 0 25.9 22.94 74 S B 17

ク P ユ 33.2 22 80 74柱列 1

ク P 2 7.5 23.06

ク P 3 13.3 23.00

″ P 4 6.4 23.06

ク P 5 19.3 22.93

ク P 6 35.7 22 79 整柱列11

//P 11.3 23.12 74 S B19

//P 21,9 22.92 74 S B19

ク P 14.2 23 02 聖柱列 1

ク P 9 19.5 23.01

ク P 23.02

ク P l 32.1 22.83

ク P 13.6 23 00

ク P 16.2 22.95

″ P 13.2 22.86

“

柱列 2

″ P 15.0 22,99

ク P 20.9 22 91

“

柱列 2

″ P 16.9 22.94 74柱列 1

″ P 1.1 23.01

″ P 22 97

ク P 3.5 22 97

//P
l 22.94

″ P 22.90

ク P 22.90 74S B 2

ク P 56 6 22.44 74S B19

//P 欠番

″ P 4.1 23.00 74 S B ll

″ P 33.1 22,81 74S B15

ク P 21,9 22 76 74S B 7

ク P 不 明 74S B 3

ク P 58 7 22.38 74S B 5

ク P l 20,7 22.78

ク P 41.5 22.56 74S B12

ク P 22.4 22.76 74S B15

ク P 12.3 22.85

ク P 22.92

ク P 13.7 22.77

ク P 7 22.84 74S B 12

ク P 19.6 22.68 74S B 7

ク P 9 13.6 22.70
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B地区柱穴計測表②

柱穴番号
深さ

(cm)

底面の標高

(m)
建物番号

74P150 21.2 22.72 74S B 9

//P151 欠番

//P152 19.8 22.69 74S B 3

//P153 17.8 22.69

//PlM 17.7 22,74

//P 21.1 22 62 74S B 2

ク P 28.1 22.49 74S B 8

ク P 7 26.3 22.59 74S B 2

//P 22.2 22.55 74S B 2

″ P 不 明 74S B 2

//P 19,7 20.40 74S B 8

//P よ 22.50 74S B 2

//P162 23.9 22.63 74S B 8

//P163 31.1 22.49 74S B 2

//P164 28.4 22.54 74S B 4

//P165 139.0 22 48 74S B 2

//P166 23.58

クP167 11 0 23.56

クP168a 23.55

//P1681 23 62

クP169 15,0 23.64

//P 23.57

//P 23.50

ク P 23.50

//P 碍 23.53

//P 74 10。 7 23.47

//P 23.38

//P 18.9 23.38

//P 7.5 23.45

//P 7.3 23.50

//P179 15.8 23.42

//P180 12.9 23 5ユ

//P181 23.48

//P 20.8 23.34

//P 17.5 23.37

ク P 84 23.42

ク P 23.28

ク P 15.6 23.30

ク P 10.2 23.33 74 S B17

ク P 欠番

//P 20,9 23.22

//P 23.31 74 S B22

珍P19ユ 22.6 23.19

//P192 23.17

//P193 15,7 23 12

//P194 13.9 23.20

″P195 12.5 23.36

//P196 10.4 23.32

″P197 欠番

//P198 15.7 22.9ユ 74 S B26

柱穴番号 癬
鰤

底面の標高

(m)
建物番号

74P199 33.7 22.92 74S B2C

クP200 51.7 22.64 74 S B2C

クP201 欠呑

クP202 30,9 22,95

クP203 23.70 74 S B26

クP204 5。 9 23.18

クP205 20.4 22.78

//P206 10.3 22 99 74 S B 26

//P207 21.1 22.92 74 S B26

//P208 欠番

//P209 11.3 22.92

//P210 10.0 22.91

//P211 22.88

//P212 11.0 22.83 74 S B 25

″P213 22.86

//P214 11.4 22.74

//P215 22.69

夕P216 14,4 22.66

′P217 15.0 22.535

クP218 18.7 22.53

クP219 17.9 22.70

″P220 11.6 22.70

//P221 20,7 22.65

//P222 33.4 22.66 74S B 9

″P223 欠呑

//P224 12.8 22.97 74 S B 14

//P225 25.0 23.05

//P226 20。 1 22.65 74 S B12

//P227a 14.7 22 56 74S B 5

//P227L 22.72 74 S B 14

//P228 24 3 22.69 74 S B10

//P229 17.2 22.69

//P230 42.0 23.10

//P231 33.7 22,75 74 S B 18

//P232 17.2 22,70

//P233 15,9 22,74

//P234 36.0 22.57 74S B 9

//P235 22.78

//P236 6.8 23.47 74S B24
//P237 23.1 23.34 74 S B22

クP238 23.34 74 S B 24

//P239 欠番

//P240 25.5 23.03

//P24ユ 33.1 22.99

//P242 35.2 29.91 74 S B22

//P243 22.8 23.53

//P244 9.9 23.80

//P245 15.6 23.72

//P246 23.32

クP247 21.2 23.70

柱穴番号 癬
ｍ

底面の標高

(m)
建物呑号

74P248 20.9 23.68

クP249 欠番

クP250 11.8 23 60 74 S B24

クP251 31.8 23.25 74S B22

クP252 31.9 23.60

クP253 11.8 22.32 74S B 5

//P2Й 34.4 22.51 74S B 13

//P255 17.6 22.54

クP256 20.2 22.55 74S B 7

//P257 25.0 22.55 74 S B13

//P258 26.9 22.60 74S B 5

//P259 18.4 22.31 74 S B 13

クP260 20.6 22.59 74S B21

//P26ユ 30.9 22.52 74S B 3

//P262 31.3 22.55 74S B10
//P263 10.8 22.72 74 S B20

″P264 17.8 22.60

//P265 6.3 22.75

//P266 40.9 22.39 74S B 13

//P267 7.2 22.73

//P268 41.0 22.40

クP269 40.4 22.31 74S B 3

クP270 21.4 22.31 74S B 5

//P271 22.49

//P272 22.44

//P273 10.2 22.48

クP274 22.50

クP275 14.3 22.53 74 S B 13

クP276 22.52 74S B 5

″P277 22.45

クP278 15.5 22.60 74S B10

″P279 14.8 22,97

//P280 12.3 22,95 74S B 6

//P281 15。 1 23.61

″P282 欠番

クP283 145 22.81 74S B2τ

クP284 7.0 23.49
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第 3節 遺物

1 須恵器 (第75図、写真図版112)

本調査区から古代の須恵器片が出土 している。これらの多 くは12世紀の遺構から出土 しており、破片の状

態で土とともに混入したものである。なお本調査区には古代の遺構は存在 していない。これらの須恵器はlll

ね 9～ 10世紀のものと思われるが、いずれも細片で全体の器形もわからず、詳細は時期の考察は難 しい。

図示 した破片は15点である。他に不掲載の破片が11片ある。

2001は 斐の底部と推測される。この破片はA地区出上の破片 (1004)と 接合 した。図示 した拓本は接合し

た状態の拓本である。外面にヘラケズリが施されている。外面の色調は褐灰色で断面と内面は灰色を呈する。

胎土には砂粒と海綿状骨針が混入する。

2002は 甕の日縁部破片である。胎土は緻密で明褐灰色を呈する。海綿状骨針は混入しない。

2003は 長頸重の頸部～肩部の破片である。肩部と頸部の境に沈線が 1条施される。胎土は灰色で砂粒と海

綿状骨針が混入する。

2004は 長顕壺の頸部～肩部の破片である。外面にロクロ調整の前に施されたタタキロの痕跡がみられる。

胎土は灰色で砂粒と海綿状骨針を少量混入する。内面は黒みがかった灰色を呈 している。

2005は 甕の肩部破片である。外面は灰を被っており調整が半J然 としないがロクロ調整と推測される。また

他の個体の一部が窯着 している。内面にはヘラナデが施されている。胎土は灰色で海綿状骨針は混入しない。

2006は体部の小破片で器種ははっきりしないが、断面の九みから長頸こと推測される。調整は内外面ロク

ロ調整である。胎土は暗灰色で砂粒が多量に混入する。海綿状骨針は混入しない。

2007、 2008は 同一個体の大甕である。A地区出土の1006～ 1008も 同一個体である。外面には格子目状のタ

タキロが施されている。2007を 観察すると目の粗いタタキ具と細いタタキ具の二種類が使用されていること

がわかる。これは1006、 1008に もみられる。体部下半が目の粗いタタキで、上半に目の細かいタタキが施さ

れていると理解できる。内面には青海波のアテ具痕とナデ調整がみられる。2007に は指紋の痕跡がみられる。

胎土は赤掲色で緻密である。海綿状骨針は混入 していない。

2009は 大甕の体部破片である。外面にタタキロ、内面にアテ具痕と思われる凹がみられる。タタキロは格

子目状のタタキである。断面の胎土はにぶい赤褐色を呈し緻密である。海綿状骨針は混入していない。

2010～ 20151よ 同一個体の大甕の破片である。外面には目の細い格子目状のタタキロが施されている。内面

にはナデ調整が施されているが、2010、 2012の 内面のナデの下にかすかにアテ具痕を確認できる。断面の胎

土はにぶい橙色を呈し多量の砂粒 と海綿状骨針を混入する。20101よ径のカーブカラF常 にゆるく、かなり大型

の個体であると考えられる。2013は 内外面ともに磨耗が著しい。

-144-



2013

ヽ
２００６飯

∝
】

■

「

番号 種 類 器種 出上位置 外面調整 内面調整 色調 その他

20Dl 頁恵ユ 甕 ? 74S E4埋土 ヘラケズリ ヘラナデ 褐灰 IB区出土片 (1004)と接合

211112 琵 Ⅲ B6b表土 ロクロ ロクロ 明赤褐

2003 ミ顕登 inS D6埋 土(Ⅱ BOb) ロクロ ロクロ 灰

2004 Ⅲ B2dか くらん タタキ ロクロ ロクロ 灰 ロクロ調整の下地にタタキ

2CX15 奏 猪 S Dl埋 土 ロクロ ヘラナデ 灰

2006 罠藪壷? 盈S D6埋 土(I BOb) ロクロ ロクロ 暗灰

2007 大奏 i4SD礎■(I B9b) タタキ アテ具 嗜灰 74S D 4埋土 (Ⅲ B3d)か らも出土

2008 I B6b表土 タタキ アテ具

21X19 牲S D4埋 土(Ⅱ B2d) タタキ アテ具 ? 大

i4SD鯉と(阻 BId) タタキ ヘラナデ にぶい橙 ヘラナデの下にアテ具痕

2011 盈SD腿土(Ⅱ BIb) 2010～ 2015同一個体

74 S K12埋 土 ヘ ラナデの下 にアテ具痕

竹S D6埋 土(胆 B2b) (51)

2014 74S E4埋土

74S E4埋土

第75図  B地区の須恵器
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2 かわらけ (第拓～81図 、写真図版112～ 117)

かわらけの分類は、松本建速氏が平安京の形態分類を基本に柳之御所の資料を加えておこなった方法 (岩

手埋文 1995「柳之御所跡」分冊 3 Xかわらけの形態分類と編年)に従うことにする。下に分類基準を示

す。

手づくねかわらけ

C類 (口縁部二段なで技法)

C3類 上段のつまみは弱 くいくらか内湾ぎみ。上段と下段のなで面はほぼ同じ幅である。日唇部断面形

は九い。

C4類 上段を強くつまむ。上段は下段のなで面より幅が狭い。日唇部断面形は九い。

C5類 口唇部面取 り。日唇部断面形は三角形と

C5′ 類 口唇部面取 り。日唇部断面形は三角形だが面取 り部が くびれる。

D類 (日縁部一段なで技法)

D2類 口縁部は直線的に立ち上がる。日唇部断面形は丸い。

D3類 口縁部は弱 く内湾気味。回唇部断面形は九い。

D4類 口唇部面取 り。口唇部断面形は三角形。

D4′ 類 D4類 に類似。口唇部面取 り後、口縁全体を一度なでる。断面形はほぼ三角形。

ロクロかわらけ

Rd 皿型の大型品

Rb 皿型の小型品 (小型品は皿型とする。)

Rb 碗型

回縁部の形態

0類 口縁部が底部から九 く立ち上がるもの

1類 口縁部が底部からすぐにほぼまっすぐに立ち上がるもの

2類 日縁部が内湾し、均等の割合で日縁部、底部の二つに三分できるもの。

段の有無と段の数

0 段はなく、表面は滑らかである。

1 段はないが、表面には粗い調整痕がある。

2 段が 2段ある。

3 段が 3段ある。

4 段が 4段ある。

5 段が 5段以上ある。
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底部の形状

疑似高台がない場合はダッシュ (′ )をつける。

疑似高台がある場合はダッシュ (′ )をつけない。

以上の要素を合わせてR d01′ 、 r d10の ように表す。

12世紀のかわらけは、手づ くねかわらけ87点 、内折かわらけ 2点、ロクロかわらけ 9点、柱状高台かわら

け 1点 を図示 した。他に不掲載のかわらけが83kg出 土している。

手づ くねかわらけはD2類 力落9点、D3類が14点、D4類 が17点 、C3類 が4点、C4類 は 9点、C5類 が 3点

ある。

磨耗 している個体が多く、内面のナデ、外底面のすのこ痕の有無を確認できないものが多い。

2170は D4類の大型かわらけである。内外面に油煙が付着 している。一見すると灯明皿 として使用した結

果の自然の油煙の付着のように見えるが、外底面の中央に2つの点があり、少なくともこの点は意図的に描

いたものといえる。このような視点でみると、外面の日縁部から底面中央に向かって伸びる放射状の幾つか

の筋も自然に流れたものではなく、人為的に描かれた可能性を考えなければならない。詳細に観察すると、

内面から自然に流れて外面の口唇部に自然に付着 した油煙があり、放射状になっている油煙はその上に重な

つて状態になっている。よって外面口縁部の放射状の油煙は意図的に祐かれたものと考えられる。内面の油

煙は観察するところでは自然の付着と考えられる。内面と外面口唇部に付着 した油煙は自然のものなので、

このかわらけが灯明皿として使用された後、外面に油煙で文様を描いたと考えられる。

このように外面中央の点、日縁部付近の放射状の線は人為的に描かれたものと考えられるのであるが、中

央の点はともかく、日縁部の放射状の線はあまりに稚拙で規則性が感 じられない。これは輪宝墨諸書土器な

どのような意味のあるものではなく、手すさびに描かれた可能性が高いとここでは考えたい。

2171は D4類のかわらけの下に内折れかわらけが重なった状態で癒着 しているものである。これは焼成す

る前の生乾きの状態の時に重ねられ、押 しつけられて癒着 したものである。押 しつけた際に、上のD4類か

わらけの底部付近に亀裂が生じている。下の内折れかわらけはD4類のかわらけの中央からわずかにずれた

位置に癒着している。そしてこのように癒着 し、亀裂を生 じたものを乾燥 し焼成 しているのである。

これが意味のある行為なのかそうでないのかは判断に苦 しむ。このようなかわらけが成品として扱われた

のであろうか。わかることはD4類のかわらけと内折れかわらけがほぼ同時に同じ (系統の)工人、同じ工

房で製作されていたということである。

ロクロかわらけは rdが 6点 とRdが 3点である。2190～ 2192の 3点は質感も器形も非常に類似する。21

93は器形の歪みが著 しい。2198は 意図的かどうかはわからないが内外面が黒色を呈する。

2199は 柱状高台かわらけである。底面は磨耗 しているが回転糸切痕がある。身部の内面には油煙が付着し

ている。

2200は 一般的なかわらけではなく、大型の器種である。ロクロかわらけと同じ胎土で、内外面にロクロ調

整が施されている。
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2110

第76図  B地区のかわらけ①

2122

10C14

2105

2114 2115 2116

2117

2121

2111

2120

番号 出 上 位 置 分類
法量 (clll) 面

デ

内
ナ

底
の
ぅ

す
痛

外
ぐ

こ

度
，
存
％

遺
く 胎 土 備 考

口径 底径 器高

74 S K15 2覆 D2 不 明 不 明 佃砂少量 摩耗している

2102 74 S K33坦 土 木 目 な し 9 佃砂少量

2103 74S D6埋土 ⅢBlb) 15 指 ? な し lB砂少量

2104 74S D5埋土 Ⅲ BOd) 木 目 な し 1領 lH砂少量

74S D6埋土 皿 BOd) 木 目 不 明 1領 佃砂少量 摩耗 している

2106 74S D4'里 土 皿BOd) 1.2 不 明 不 明 llX 個砂少還 摩耗している

2107 74 S K33埋 土 不 明 項 lIE砂 少量

2108 74S E 3 3層 不 明 項 細砂少量

2109 74S E 3 3'膏 14 な し Ⅸ 細砂少量

Z S K33 1層 下明 不 明 佃砂少遅 摩耗している

74S E 3 3層 示明 不 明 細砂少量 摩耗 している

2112 74 S K27埋 土
「

明 不 明 細砂少量 摩耗している

74 S K27建≧」し 1.3 下明 不 明 細砂少量 摩耗している

2114 74 S K20埋 土 1.4 F明 不明 試 細砂少量 摩耗 している

2115 74S D5埋土 (Ⅲ B2d) 指か布 すのこ痕 10C 細秒少量 内面 に油煙付着

2116 74 S K27埋 土 下明 下明 4C 細砂少量 摩耗している

74 S K27埋 土 示明 示明 5C 細砂少量 摩耗 している

2118 74 S K33埋 土 指か布 すのこ痕 5C 細砂少量

2119 74 S K27速≧」し 117 不明 不明 細砂少量 摩耗している

2120 74 S K27埋 土 不明 不明 細砂少量 摩耗 している

2121 74 S K27埋 土 不明 細砂少量

2122 74S K 6埋土 不明 不 明 細砂少量 摩耗している

-148-



2123

孵 7   麗 8

2129

2132 2134

2125

1娼

0                     10cnl
|

21422140

番号 出 上 位 置 分類
法量 (c ll) 面

デ

内

ナ

氏
の
ヽ

外
す
痛 環塚F 胎 上 備 考

口径 底径 器高

74 S K27埋 土 D2 12.2 不 明 不 明 50 細砂少窪 摩耗 している

2124 74 S K13埋 土 不 明 不 明 摩耗している

74S D3埋土 (Ⅲ B5c) l.7 不明 不 明

2126 74S D3埋土 (Ⅲ B5e) 不 明 不 明 4( 摩耗 している

2127 74S E 4埋土 1.4 木 目 な し

2123 74 S K27埋 土 11,7 14 木 目 な し 41

2129 74S D5埋上 (Ⅲ Bld) 指 すのこ痕 灰

74 S K27埋 土 127 2.2 不 明 不 明 摩耗している

74 S K27埋 土 不 明 不 明 3 摩耗している

2132 74S E 2 2層 13.0 木 目 すのこ痕 ltll

2133 74S D5埋土 (Ⅲ BOd) 布か皮 すのこ痕 lα

74S D5埋土 (Ⅲ BOd) 不 明 すのこ痕 61 細砂多量 内面摩耗している

2135 74 S K33 1層 不 明 不 明 制 細砂少量 摩耗している

74 S K27埋 土 不明 不明 摩耗している

2137 74S E 3 4層 木 目 な し 細砂少量

2138 74 S K33埋 土 12.7

^明
下明 預 摩耗している

74 S K20埋 土 12.7 者 ? すの こ痕

74S D4埋上 (Ⅲ B4d) D3 15

^明

下明 6C 摩耗している

74S K 9底面 1,7 不明 不 明 40 磨耗 している

2142 74 S K33埋 土 下明 下明 摩耗している

74 S K20埋 土 不明 小明 摩耗 している

第77図  B地区のかわらけ②
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2144 2146

2156

2163
0                     10clll

嘲

2162

番号 出 上 位 置 分 類
法量 (cln) 面

デ

内

ナ そ
卜す傷遺存度

(%) 胎 土 備 考
口径 底 径 器高

2144 盈 S K33 2層 D3 l 木 目 な し よ 細砂少運

2145 74P18掘方 3 指 ? な し

2146 74 S K27埋 土 2 不 明 不 明 嵌 摩耗 している

2147 74S E 3 5層 5 指 すのこ痕 里

2148 74S D6埋土 (Ⅲ B2b) 9 皮 ? すのこ痕 К

2149 74S E 4埋 土 143 指 すのこ娠 釈 内面油煙付着

2150 74S E 3 4層 指 な し

2151 74S D 2埋 土 不 明 不 明 駅 摩耗している

2152 74S K27埋 土 不 明 不 明 家 摩耗 している

2153 74S K27埋 土 不 明 すのこ痕 項 摩耗している

2154 Z S K32底 面 22 不 明 不 明 摩耗している

2155 74S D6埋土 (Ⅲ B2b) D4 1,7 皮 ? すのこ痕 駅

2156 74 S K27埋 土 不 明 不 明 項 摩耗している

2157 74 S K33坦 土 12.5 不 明 すのこ娠 駅 摩耗している

2158 74S K 4埋 土 木 目 ? 不 明 Ⅸ 細砂多逼 胎上に海綿状骨針少量混入

2159 74S E 3 3層 13.0 皮 すのこ顔 嵌 細砂少量

2160 74 S K33 1層 12.7 木 目 すのこ痕 Ⅸ

2161 74 S K33埋 土 13.2 指 ? すのこ痕 91

2162 74 S K36埋 土 皮 すのこ損 嵌

74S E 2埋 土 13.6 不 明 不 明 Ⅸ 摩耗している

第78図  B地区のかわらけ③
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2167
2169

)                    10cln

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cm) 面

デ

内

ナ

ム

の

、
す
歳

午
′

▼ 負萌行 胎土 備 考
口径 底径 器高

2164 74 S K33埋 土 D4 不 明 下明 3 硼砂少量 摩耗 している

74S K9底 面 皮 な し 1∝

2166 74S X l l層 不 明 な し lCX 団砂多量 摩耗している

2167 74S D3埋土 (Ⅱ B5f) 不 明 下明 31 田砂少量

2168 74 S K13埋 土 12.5 不 明 F明 領 田砂多量 海綿状骨針少量混入

74 S K14埋 土 12.7 不 明 すのこ痛 71 硼砂少量

2170 74S K 8 3層 指 すのこ痕 13 硼砂多量 内外面油煙付着

74S K9底 面 皮 示明 1∝ 団砂少量 底面に内折れかわらけが付着

第79図  B地区のかわらけ④
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2178

2180

2186
2185

2189 0                      10cm

2182

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cln) 内面

ナデ
す
痛

外
く
こ 環砺「 胎 土 備 考

口径 底径 器高

2172 74S E 3 5層 C3 皮か布 すのこ反 細砂少量 胎上に海綿状骨針少量混入

2173 74 S K27埋 土 16 指 ? すのこ痕 細砂多量

2174 74 S K27坦 土 下明 不明 細砂少量 摩耗 している

2175 盈SE3 3層 木 目 不 明

2176 74 S K27埋 土 C4 12.5 脂 すのこ痕

2177 74S E 3 4層 莞 すのこ痕

2178 74S D3埋土 (Ⅲ B5f) 13.5 不明 不 明 磨耗している

2179 74S E 3 5層 支 すのこ痕

2180 74S D6埋土(lll BO d) 不明 不 明 4C 摩耗 している

74 S K15 2層  上面 不 明 不 明 摩耗している

2182 74S D6埋土 (Ⅲ Blb) 不 明 すのこ痕

2183 盈 SE2埋 土 不 明 すのこ痕 田砂多量 摩耗 している

2184 74 S D6埋 土 (Ⅲ Blb) 木 目 すのこ痕 佃砂少量 内外面にわずかに油煙付着

2185 馳 S K331層 C5 132 不 明 すのこ痕 摩耗している

盈 S K33埋土 木 目 すのこ痕

2187 盈 SD彊 土 (Ⅲ BOd) 不 明 不 明 5C

2188 74S D6埋土 (Ⅲ B2b) 内折れ 不 明 不 明 lα 冊砂多量

74 S D6埋 土 (Ⅲ Blb) 不 明 不 明 1∝ 佃砂少量

第80図  B地区のかわらけ⑤
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0                     10cm
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2199

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cm) 内面

ナデ !亀 q 撮砺偏 胎 土 備 考
日径 底径 器高

2190 74S K36埋土 ロクロ 糸切 海締状骨針

2191 74 S K36埋 土 7 ロクロ 糸切 llX

2192 74 S K36埋 土 67 ロクロ 糸切 lα

2193 74S E 4 3層 2 ロクロ 糸切 llX

74S E 3 3層 2 ロクロ 糸切 41

2195 74S E5埋 土 ロクロ 糸切 4 摩耗している

2196 74S D5埋土 (Ⅲ BOd) Rd夙 13.2 6 ロクロ 糸切 iCll

74 S Kll埋 土 R d04 133 5 ロクロ 糸切

2198 74S D6埋土 (Ⅲ B2C) Rd 6 (31) ロクロ 糸切 I 内外面黒色を呈する

66S K 3埋土 柱状高台 9 (56) ロクロ 糸切 駅 内面油煙付着

22CXl 74S E 3 1層 大 形 ロクロ 2 ロクロかわらけと同じ月台土

第31図  B地区のかわらけ⑥
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3 国産陶器 (第82～ 100図、写真図版117～ 132)

(1)常滑産陶器 (第82～92図、写真図版117～ 125)

本調査区から出土した常滑産陶器は中野・赤羽生産地編年の 2型式と3型式に相当するものが出上してい

る。だが特徴的な部位のない破片資料を2形式と3形式に分けるのは分類するのはかなり難しく。どちらに

分類されるのか不明なものがほとんどである。

図示したのは山皿 1点、片日鉢 8点、広口壷13点、広口壺以外の壺 4点、甕79点である。他に図示しなか

つた常滑産陶器の破片が166片ある。

2201は 高台のつかない山皿である。タト底面にはかすかに回転糸切痕がみられる。内面には自然釉がかかっ

ている。

2202～ 2209は 片口鉢である。2202、 2203は 口唇部に面取 りがあり、 2型式に分類される。2203は 外面の輪

積み痕が顕者に残る。内面の下半部はやや磨耗 している。

2203の 内面は自然釉がかかっている。2204は 高台の断面形が三角形であり、 2型式に分類される。内底面

はやや磨耗 しており外底面の高台内には灰が付着 している。2205は 回唇部に面取 りがあるもののシャープな

作 りではなく、 3型式と考えたい。片口部の突出しが始まる部分の破片である。2206、 2207は 底部の破片で

あるが 2型式、 3型式の区別をつけがたい。どちらも内底面が磨耗 している。2206の 高台はきゃしゃな作 り

である。2208、 22091ま体部下半の破片である。どちらも内面が磨耗 しているが、2209は磨耗度がかなり強い。

またどちらも外面には回転ヘラケズリ痕がみられる。

2210～ 22131よ壼である。2210は 三筋重の器形である。しかし最下の三段目の沈線があるべき部位の破片で

あるのに、それがみられない。二筋壺の可能性も考えられる。外面に一条の垂下する自然釉がみられる。22

11は 壼の下半部である。三筋壷にしては大振であるが、広口重にしては体部の立ち上がりがまっすぐである。

底部に窯体の付着があり、正立させることができない。74S D 4と 74S D 6か ら出上した破片が接合した。

2212は 壺の肩部破片である。三筋壼の破片と推測される。外面には自然釉が垂れかかる。22131よ縦耳を持つ

壼の肩部破片である。外面には自然釉がかかる。耳は張 り付けである。小破片のため双耳あるいは四耳なの

かは判断しようがない。どちらにせよ平泉遺跡群ではあまり例のない資料である。

2214～ 22261ま広口重である。2214は 3破片から合成して実測図をおこした。合成した器形なので難がある

かもしれないが 2型式と考えられる。頸部から体部上半には自然釉がかかる。体部にはヘラの木目が残るナ

デ調整がおこなわれている。また体部上半には横位のヘラケズリが施されている。22141ま ⅢB5cの 74S D

6埋土から出土 したが、ⅣB4a出土の破片 (3514)と 接合 した。約50m離れての接合である。図示したの

は接合した状態である。上半部には自然釉がかかり、下半部には木目の残るヘラナデがおこなわれている。

日縁部を欠き2型式、 3型式の区別ができない。2216イよ広口壺の回縁部破片である。日唇部に面がとられて

いる。内面には自然釉がかかる。2217は肩部の破片である。内面に漆状のものが付着している。2218、 2219

は同一個体の体部破片である。2218～ 2223は 体部の破片である。薄手で押印がなく広口壺と判断した。2224

は広口壼の底部から体部下半の破片である。内面に灰が付着 している。22251ま底辺部近くの破片、2226は 22

26に質感が類似 しており同一個体の可能性も考えられる。

2227～ 2305は 奏である。2227は 口唇部を欠 くが頸部の立ち上がり具合から2型式に分類される。2228、 22

30は 3型式と考えられる。22291よ 口縁部がゆがんでおり、型式分類が難しい。日唇部外面にくばみがある。

2231は底部から口縁部まで接合 した甕である。破片のほとんどは74S E 3の埋土から出上したが、74S D
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6埋土 (Ⅲ Blb)か ら出土 した破片もある。74S E 3か らは破片の状態で各層位からばらばらに出土した。

日縁部～頸部の形態から3型式に分類される。底部から回縁部まで接合できたものの、破片は全体の30%ほ

ど (感覚的な概算)しか残つていない。2232～ 2234は 同一個体であるが接合できなかった破片である。他に

図示しなかった小破片が数片ある。いずれも74S E 3埋土からの出上である。色調は内外面ともに灰色で、

自然釉はかかっていない。押印は帯状に 5段施されている。また押印を施す前に上から下へのヘラナデが行

なわれている。外底面には砂が蛇の目状に付着 している。内面には輪積痕が顕著に残 り、ナデの調整もみら

れる。顎部は内傾 して立ち上が り、口縁部は短 く外反する。日縁の端部内面にはくぼみがない。

2235～ 2243は 同一個体の甕である。多 くは74S E 3の 埋土中から出土したが、74S D 4、 74S E 4、 74S

D9か らも破片が出土している。またA地区の46S E 7、 46S E 9の埋土から、接合はしないが同一個体の

破片が出土している (1224～ 1227)。 このように各地に破片が散乱 している状態である。全体の器形は接合 し

ないので不明であるが、頸部は内傾 して立上がっており3型式に分類される。2236に は外底面部が僅かに残

っているが、砂粒が付着 している。押印は 5～ 6段巡つていると推測される。押印の下地にはナデ調整が施

されている。内面にはナデ調整がみられるが輪積痕がかなり残る。色調は赤褐色～にぶい赤褐色を呈し、頸

部から肩部には自然釉がかかる。断面の胎土の色調は浅黄橙色である。2239は 外面に擦った痕跡があり器面

が平滑になっている。

2244～ 2247は 同一個体の甕である。いずれの破片も外面にはオリーブ色の自然釉がかかり、内面は橙色で

ていねいなナデが施されている。2245、 2247に は押印がみられるが、2275～ 2278と 同じ押印が施されている。

だ力罷244～ 2247と 2275～ 2278は 色調は全 く異なっている。同一イ固体である可能性と、別個体であるが同じ窯

の産で、共通の押印具を使用した可能性の両者が考えられる。

2248～ 2261は 同一個体の甕である。暗赤褐色の器面に自然釉がかかっている。大部分は道路側溝である74

SD4、 盈 SD6の埋土中から出土 している。

2262～ 2274も 同一個体の甕と考えられる。自然釉のかかる破片と灰色を呈する色調の破片がある。内面の

ナデ調整は粗い。

2275～ 2279は 押印が共通 している。2275～ 2278は 胎土も共通 しており同一個体と考えられる。だ力認2791ま

やや異なった器面の質感で同一個体かどうか判断が難しい。これらの押印は2244～ 2247の 押印とも共通する。

2280～ 2282、 2283と 2284、 2285～ 2287、 2288～ 22901よ それぞれ胎土、押印から同一個体と考えられる。2299

は他の個体に比べて砂粒が非常に多量に混じる胎土である。2304は 内外面ともに非常に磨耗 している。2305

は底部破片であるが、底面に砂粒が付着する。

-155-



咀 ラ
%刻

ヤ
2206                                          2207

2208

0                      10cm

2211

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

常 滑 山皿 底 牲S D4埋土 IB6d 3型式 仄白色 内面自然釉

2202 片口鉢 口～体
'4S D6埋

土 ⅡB4b 2型式 外面の輸積み痕 顕著

2203 □ 監S D4埋上 ⅡBld 2型式 内面に自然釉

2204 底 ～体 14 S D6埋 土 IB3d 2型式 外底面に灰付着

2205 □ 14S D6埋土 ⅢBOb 3型式 片田部の突出が始まる部分の破片

2206 底 脇S D4埋土 皿B5d 3型式 内底面摩耗

2207 底 Ⅲ B6b表土 2～ 3型式 内底面摩耗

2208 体 4S D4埋土 (Ⅲ B3d) 2～ 3型式 灰 白色 内面やや摩耗

2209 体 牲S D4埋土(Ⅲ B6d) 2～ 3型式 婚灰 色 内面摩耗著しし

2210 壷 底 ～体 4S D4埋 土 (Ⅲ B2d) 2～ 3型式 灰黄色 三筋童の器形であるがit線がな�

221〕 底～体 4S D6埋土 (皿 B5b) 2～ 3型式 褐灰色 74S D 4埋 土 (Ⅲ B3d)か らも出土

2212 肩 4S E2埋土 2～ 3型式 褐灰色 外面自然和 三筋壺か
2213 士電 一肩 4S D6埋 土(Ⅲ BOc) 2～ 3型式 灰 オリープ色 縦耳力Y寸 く、外面は自然釉

第32図  B地区の常滑産陶器①
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第83図  B地区の常滑産陶器②
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番号 種類 器種 部位 出上位置 年代 など 色調 その他

2218 常滑 広 口壼 体 牲S D6埋土 Ⅱ B6b 2～ 3型式 暗褐色 外面上部に自然釉

2219 牲S D6埋土 I B4b 暗褐色 2218と 同一個体

2220 牲S D4埋土 Ⅱ B5d 灰色 外面 自然釉

2221 弘S D4埋土 ⅢB3d 暗褐色 外面自然釉

2222 弘S D6埋土 Ⅲ B5b 褐灰色 外面自然釉

2223 牲S E2埋土 暗褐色 外面 に自然釉 の流れ

2224 底～体 r4S D6埋土 (Ⅲ B4b) にぶい黄色 内面に自然和

2225 体 4S D4埋 土 (Ⅲ B3d) 暗赤掲色

2226 牲P178埋土 灰黄褐色

2227 甕 口 牲S D6埋土 (Ⅱ B4b) 2型式 黄灰色 口唇部欠損

2228 4S D6埋 土 (Ⅱ BOc) 3型式 にぶい橙色 口縁内面に自然釉

2299 牲S D5埋土 (Ⅲ B2d) 2～ 3型式 責灰色 口唇部 に くぽみがある

2230 ⅢB区 表採 3型式 灰褐色 2231と 同一個体の可能性あり

第34図  B地区の常滑産陶器③
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5段 日の押印

番号 種類 器種 部位 出土位置 年代 な ど 色 調 その他

常滑 甕 完形 74S E 3 1～ 6層 3型式 暗仄色 外底面に蛇目状に砂疾
2232 体 盈 SE3 6層 2231と 同一個体
2233 盈 SE3 3層 2231と 同一個体

2234 留 SE3 1層 2231と 同一個体

第85図  B地区の常滑産陶器④
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第86図  B地区の常滑産陶器⑤

-160-



2239

)                      10cm | 〃
2243

番号 種 類 器種 部位 出上位置 年代 など 色 調 その他

2235 常 滑 甕 一肩 馳 S E3埋土 (1層 、3層 ) 3型式 暗褐色 盈SD6埋土 (IB2d)か らも出土

2236 底～体下 S E3埋 土(1層 、3婚 、4層 、6層 ) 灰白色 2235と 同一個体

2237 体 14S E3埋 土(1～ 3層 、4層 ) 暗赤褐色

2238 雅 S E3埋土 (1～ 3層 )

2239 2235と 同一個体、外面 に擦痕がある

融S D4埋土 (lll B 5 d) 暗赤褐色 2235と 同一個体

74S E3埋 上 (1～ 3唇 ) 2235と 同一個体

2242 F4S E4埋土 にぶい赤褐色 2235と 同一個体

‐
4S K9埋土 2235と 同一個体、底辺部の破片

第87図  B地区の常滑産陶器⑥
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呑号 種類 器種 部位 出土位置 年代 な ど 色調 その他

2244 常滑 甕 一肩 4S D4)里土 (Ⅲ B4d) 2～ 3型式 灰 オ リーブ色 外面 自然釉

2245 体 4S K3埋土 オ リーブ色 2244と 同一個体

2246 4S D6埋 土 (ll B2 c)

2247 ⅡB区表採 灰黄色 2244と 同 一個体の可能性 あ り

2248 国 4S D6埋 土(Ⅲ B5c) 74S D 4埋土 (Ⅲ B5c)か らも出土

2249 一屑 4S D6埋 土 (Ⅲ B6b) オ リーブ黒色 2248と 同一イ団体 外面 自然 fm

2250 一肩 4S D4埋 土(Ⅲ B5d) 灰褐色 2248と 同―一個体

225] 体 4P301Fh方 灰 オ リーブ色

2252 4S D6埋土 EI B2b H旨褐色 2248と 同一個体

2253 4S D6埋 土 EI B5b

2254 堕S D4埋土 EI B6b

2255 4S D4埋土 皿B5d 褐 色 2248と 同一個体の可能性あり

第88図  B地区の常滑産陶器⑦
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番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

2256 常 滑 奏 体 牲S D6埋土 Ⅲ B5b 2～ 3型式 暗褐色 2248と 同一個体

2257 牲S D6埋土 Ⅲ B6b

4S D4埋土 lll B3 d

2259 4S D6埋 土 lll B6 b

2260 4S D4埋 土 Ⅲ B3d

体下 /4S D6埋土 lll B2b

2262 一肩 覺S D6埋土 ⅢB2b 天黄褐色 外面自然釉 顕部近くの破片

2263 74S D5埋土 ⅢB3d 2262と 同一個体

2264 牲S D4埋土 ⅢB2d 黄灰色

2265 4S D6埋 土 ⅢB3b

2266 体 44 S K35埋 土

2267 弘S D4埋土 (Ⅱ B4d)

2268 牲S D4埋土 (Ⅱ B4d)

2269 4S D4埋 土 (Ⅱ B3d)

2270 ll B区 表採

第89図  B地区の常滑産陶器①

-163-



第90図  B地区の常滑産陶器③

番号 種 類 器種 部位 出上位置 年代 など 色調 その他

2271 常滑 甕 体 4S D4埋土 Ⅲ B3d 2～ 3型式 黄灰色 2262と 同一個体

2272 14S D4埋 土 Ⅲ B6d

2273 /4S D6埋 土 Ⅲ B4b

2274 4S D6埋土 ⅢB3b
2275 ]BOd表土 暗褐色

2276 74 S D4埋 土(Ⅲ Bld) 褐灰色 2275と 同一個体

2277 ⅢB区 表採

2278 4SE3 1層

2279 ⅢBOe表土 灰褐色 2275と 同一個体の可能性がある

4S D6埋土 (Ⅲ B3b) 灰責褐色

2281 4S D6埋土(Ⅲ Blb) 2280と 同一個体

2282 4S D6埋土(Ⅲ B5c) 暗掲色

-164-



2288

ｄ

・

Ｈ

Ｈ

印

９０

Ｍ
閂

・，‐日
肝
舛
２２９２

）一

訟

／穂
　
７８９．

憂２２Ｍ

0                    10cm

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

2283 常 滑 甕 体
74S D6埋土 Ⅱ B3b 2～ 3型式 灰褐色

2284 質 S D6埋土 Ⅲ B2b 責灰褐色 2283と 同一個体

2285 i4S D4埋 土 ⅢBOd 灰褐色

2286 馳 S D5埋土 EI B l d 22制 と同一個体

2287

“

S D4埋土 ⅡB4d

2288 14S D6埋土 III B2 b

2289 牲S D5埋土 Ⅱ B2d 2288と 同一個体

2290 4S D6埋土 ⅢBlb 灰黄褐色

2291 4S D6埋土 ⅢB2b 灰褐色

2292 4S D5埋土 ⅢB2d 暗赤褐色 外面に自然釉一条

ⅡBle表土 にぶい赤褐色 底辺部の破片

2294 4S D4埋 土 (Ⅲ B3d) 灰 色

2295 4S D6埋 土 (d B2b)

4S D6埋 土 (Ⅲ B3b) 掲灰色

第91図  B地区の常滑産陶器⑩
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＼ぶ 量 空 0                    10cm

第92図  B地区の常滑産陶器①

(2)渥美産陶器 (第83～ 93図 、写真図版126～ 129)

本調査区出土の渥美産陶器で図示したのは、壼 2点、甕45点 である。他に不掲載の破片が24片 ある。

2311、 2312は 重の破片である。2311は 体部上半の破片で沈線が平行に2条みられる。下の一条は釉により

埋もれており拓本に表れない。外面には自然釉がかかる。2312は壺の下半部の破片である。

2313～ 2357は 甕の破片である。2313は 口縁部の破片である。頸部が直立ぎみで古い様相を呈する。12世紀

前半に属する可能性がある。日唇部は面取 りされている。2314の 口縁部破片はⅣB区出土の3652と 同一個体

である。接合はしない。2315の 回縁部破片であるが端部を欠く。2316～ 2318は 頸部の破片である。2316の 頸

部の下の内面には指による押 しつけが顕者にみられる。2319、 2320は 同一個体である。2319のタト底面には窯

体が付着しており正立させることができない。外面の押印はややランダムに押されているが、全体としては

帯状になるよう意識 しているようである。内面には自然釉がかかっている。2321～ 2327は 同一個体と考えら

鞠
`、

脅

番号 種 類 器種 部 位 出上位置 年代 など 色調 その他

常 滑 奏 体 馳S D3埋土 (Ⅱ B5f) 2～ 3型式 灰 色

2298
'4S D6埋土(Ⅱ B5c) 灰白色

2299 牲S D4埋土 (Ⅲ B3d) 灰 白色 外面 自然釉

2300 Ⅲ BOd表 上 灰 色

覺S K3埋土 貢灰 色

2302 74S D4埋土 (Ⅲ B4d) 灰 オ リーブ色

4S K6埋 土 灰色

2304 4S K8埋 土 天色 内外面ともに摩耗している

2305 底 4S D3埋 土(Ⅲ B5e) 灰色 外底面 に砂粒付着
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第93図  B地区の渥美産陶器①

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

2311 渥美 一笠 体 4S D5埋土 (Ⅲ B2d) 12C 灰 オ リーブ色 外面に沈線が 2条ある

2312 体 下 4S D6埋土 (Ⅲ B2b) 灰黄掲色

2313 奏 口 74 S K10埋 土 12C前半か 灰白色 口縁部直立ぎみ

2314 □ 74S D5埋 土 (Ⅲ Bld) 灰 自色 ⅣB区の3652と 同一個体

口 74S D4埋 土 (Ⅲ B5d) 黒 色 口唇部端部 を欠 く

2316 頭 牲S K31埋土 黒色 国縁部直立ぎみか

頸 4S D6埋 土 (Ⅱ B5c) 黒 色

頸 確S D6埋土 (■ B2b) 褐灰色 口縁部開 きぎみか

2319 底～体 74 S K31埋 土 褐灰色 内面自然釉

体 4S D6埋 土(Ⅲ B4b) 灰責褐色 2319と 同一個体
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番号 種類 器種 部 位 出土位置 年代など 色調 その他

2321 渥美 奏 体 下 確SD6埋 土 12C 暗灰色

2322 階S D6埋土(lll B3 b) 暗灰色 2321と 同一個体

2323 融S D6埋土 (lll B4 b) 暗灰色

2324 皿B区 表採 褐灰色

2325 4S D4埋土 (Ⅲ B3d) 褐灰色

2326 4S D4埋土(IB3d) 褐灰色

2327 Ⅲ B2b表土 褐灰色

2328 底 4S E4埋土 褐灰色 ⅣB区  3682と 接合

2329 体 下 4S D4埋 土 (Ⅲ B3d) 仄 色 2328と 同一個体

2330 牲SE3 1～ 3層 灰 色

4S E4埋士 黄灰色

第94図  B地区の渥美産陶器②
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)                     10cm

番号 種 類 器種 部位 出土位置 年代 など 色 調 その他

2332 渥美 甕 一肩 融S D6埋土 ⅡB6c 12C 灰 白色

2333 体 馳 S D4埋土 ⅢB4d 灰 色 2332と 同一個体

2334 2S D4埋 土 ⅡB5d 暗灰色

F4S D6埋土 Ⅱ B3c 黒掲色 2334と 同一個体の可能性 あ り

2336 74S D4埋 土 II B4 d 掲灰色

2337 馳S D6埋土 巴B4b 責灰色 馳SD5埋土 (Ⅲ B2d)か らも出土
‐
4S D5埋土 Ⅲ Bld 黒 色

2339 i4S D4埋 土 Ⅲ B6d 灰 色 74S D 6埋 土 (Ⅲ B4c)か らも出土

2340 雅 S D6埋土 Ⅱ B2b 灰 白色 2332と 同一個体

第95図  B地区の渥美産陶器③
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0                     10cm

2348

番号 種類 器 種 都位 出土位置 年代 な ど 色詞 その他

渥美 賓 体 4S D4埋 土 Ⅲ B6d 12C 褐灰色

2342 4S D4埋土 ⅢB6d 灰白色

2343 4S D6埋 土 ⅡB5b 暗灰色

2344 4S D4埋土 ⅢB4d 灰 白色

2345 皿BOd表採 責灰色

2346 4S D6埋 土(Ⅱ B4b) 灰 色

2347 4S D4埋 土 (Ⅲ B4d) 灰 色

2348 ⅡB区 表採 黄灰色

2349 4S El埋土 灰 色

2350 ⅡB区 表採 灰 白色 2332と 同一個体か

2351 4S D6埋土(Ⅲ B2b) 黄灰色

2352 体 下 ⅢB区 表採 灰黄色

第96図  B地区の渥美産陶器④
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0                     10cm

呑号 種類 器種 部 位 出上位置 年代 な ど 色調 その他

2353 渥美 甕 体 牲S D6埋土 (Ⅲ B3b) 12C 掲灰色

2354 牲S D6埋土 (Ⅲ B5b) 黄灰色

2355 ⅡB区 表採 掲灰色

一肩 牲S El埋土 黄褐色

2357 底 4S D6埋 土 (Ш B6c) 灰責色

第97図  B地区の渥美産陶器⑤

れる奏の破片である。押印が深 く、帯状に押されている。2332、 2333、 2340、 2350も 同一個体の破片である。

これらは肩部～体部上半の破片である。これらは押印が2321～ 2327と 同一で同じ個体の可能性が高い。2354

もこれらと同じ押印が施されており同一個体の可能性がある。2328～ 23301ま 同一個fthの 破片である。いずれ

も底部～底辺部の破片である。2334～ 2336の 破片は押印が共通する。ⅡB区出土の1280、 1281に もこれと同

じ押印が押されている。2357は 底部付近の破片である。内面に煤状のものがわずかに付着 している。

(3)猿投産陶器 (第 98・ 99図 、写真図版129～ 131)

胎土が常滑、渥美産陶器と異なり、猿投産陶器と思われるものを15点図示 した。これらは15点 は同一個体

である。器種は甕である。ⅣB区の46S D16埋土出土の3684、 3685も 同一個体である。

断面の胎土は淡責色で級密な感 じがする。口縁部～体部上半の破片外面は自然釉がかかり、体部下半の破

片外面は褐灰色～灰黄褐色を呈する。全体的に薄手である。2361、 23621よ 口縁部の破片である頸部が直立 し

口縁が強く外反する形態である。口唇部は面取 りされている。内面の口縁端部にはくばみがある。体部には

押印が帯状に施されている。内面には横位のナデ調整が施されている。

(4)水沼産陶器・擬水沼産陶器 (第 100図、写真図版131)

出土したものをすべて図示 した。2381は 宮城県石巻市所在の水沼窯産陶器である。この体部下半の破片で

ある。断面の胎土は両タト側が暗灰色、内側が赤褐色のサンドイッチ状を呈 している。内外面は暗灰色を呈す

る。緻密な胎土で、厚手の作 りの個体である。外面には回転ヘラケズリが施されており内面は横位のナデ調

整がある。
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)                    10cm

番号 種類 器種 部位 出土位置 年代 な ど 色 調 その他

2361 使投 甕 日 4S D4埋土(II B6 d) 12C 灰 オ リーブ色 2361～ 2375は 同一個体

2362 国 4S E2埋 土 灰黄褐色

2363 一肩 4S D6埋 土 皿B5b 黄灰色

2364 一肩 堕S D6埋土 ⅢB5b 黄灰色

2365 体 上 牲S D6埋土 皿B5b 仄 色 留 SD4埋 土 (Ⅲ B3d)か らも出土

2366 体上 電S D6埋土 ⅢB5b 仄 オ リーブ色 密 SEl埋 土か らも出土

2367 体下 4S D6埋 上 (Ⅲ B6b) 暗灰黄色 雅 SD4(IB4d)か らも出土

第98図  B地区の猿投産陶器①
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呑号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

2368 猿投 奏 体 下 覺S D6埋土 HI B 5 b 暗灰黄色 2361～2375は 同一個体

牲S D6埋土 Ⅲ B5b 黄褐色

2370 牲S D6埋土 皿B5b 責灰色

2371 体 上 牲S D6埋土 Ⅲ B5b 灰 オリーブ色

2372 体 上 4S D6埋 土 lll B4 b 灰 オリ=ブ色

2373 ll B区 表採 暗灰責色

2374 体 下 確S D6埋土 (Ⅲ B5c) 暗灰責色

2375 踏S D6埋土 (皿 B4b) 暗灰責色

第99図  B地区の猿投産陶器②
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番号 種類 器種 部 位 出上位置 年代 など 色調 その他

水沼 一霊 体 下 4S D6埋土 Ⅲ B3b 12C 黒 色 外面、回転ヘラケズリ

2382 疑水涯 体上 4S D6埋土 ⅡBOc 仄 色 ⅡB区の1291～ 1294と 同一個体

2383 体下 4S D4埋 土 EI B4 d 暗赤褐色 2382、 2384と 同一個体か

2384 体下 4S D4埋土 ⅡBld

2385 一肩 4S D6埋土 lll B 5 b 灰 色

2386 4S D6埋 土 EI B3 b 2385と 同一個体

2387 士壺 底～体 4S K9埋土 暗灰色 内外面 に黒色 の 自然釉

2388 霙 一肩 4S D6埋土 Ⅱ B4c 黄灰色 内面 のアテ兵痕不明瞭

2389 体 4S D6埋 土 EI B 5 c 暗灰色

2390 体 4S D6埋土 ⅢBlb 灰白色

2391 体 4S D4埋土 ⅡB3d 灰 色

第100図  B地区の水沼産、須恵器系陶器
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2382～ 2386は 水沼窯産陶器と胎土が異なる。水沼窯の製品そのものでないが、水沼窯の近隣の未発見の水

沼窯系統の窯の製品と考えられる「擬水沼」陶器である。2382と 2383と 2384、 2385と 2386がそれぞれ同一個

体である。

2382～ 2384は A地区の1291～ 1295と 同一個体である。A地区出土の破片から、これは袈裟欅文を持つ壺と

わかる。2382は その肩部の破片、2382、 2384は 体部下半の破片である。胎土は暗仄色で砂粒が混 じり硬い。

この壺の推定復元図を第30図 に示 している。

2385、 2386は この肩部破片である。胎土は暗灰色で砂粒が多量に混 じる。2382～ 2384の 重に非常に似る胎

土である。内面は暗灰色を呈 し外面には自然釉がかかる。これらの胎上、色調は志羅山遺跡第17次調査の第

10号土坑出土の盗器陶器重に非常に類似する。直接比較してみたが、同一個体ではないようである。だが器

形もほとんど同じで同一窯の産と推測される。

(5)須恵器系陶器 (第 160図、写真図版132)

出土 したものをすべて図示 した。 5点の出土である。2387は 重の底部～体部下半の破片である。内面と表

面の上半に光沢のある黒色の自然釉がかかつている。胎土は暗灰色で砂粒が混 じり硬い。外底面は僅かしか

残つておらず、切 り離 し方法は不明である。2388～ 2391は 奏の破片である。いずれも外面にタタキロが施さ

れる。内面は横位にナデられておリアテ具痕がはっきりしない。2389と 23901よ タタキロ、色調、胎土が共通

しており同一個体である。

4 中国産陶磁器 (第 101・ 102図、写真図版132)

本調査区の中国産陶磁器は白磁15点、青磁 1点、青白磁 2点、陶器 1点の合計19点の出土である。

2401～ 2408は 白磁の碗である。2401は 玉縁の口縁で大学府分類のⅣ類に相当する。2402、 2403は 底部の破

片である。2402は 高台をやや高 く削 り出し、2403は 幅の広い低い高台である。どちらも口縁部は玉縁のⅣ類

と推測される。24041ま 内面に櫛目文と沈線を持つ。高台の端部は欠損 しているが、直立 した高い高台と推測

される。V4b類 に分類される。2405は 見込みが蛇の目に釉剥ぎされた碗である。胎土は灰色で、釉は青み

がかっている。高台は幅が広 くあまり高 くない。このように胎土、釉調、高台が一般的なⅧ類と異なってい

るが、他に当てはまる分類がなく、ここでは釉を蛇の目に掻き取って、段が付いていることからⅦ類に分類

しておく。2406イよ口縁部破片である。胎土、釉調は2405と 共通 しており同一個体 と考えられる。内面体部中

央に沈線がある。2405と 同一個体 とすればⅧ 2類 に分類される。2407、 2408は 体部破片で詳細な分類は難 し

い。2409～ 24141まこである。おそらく四耳壼であるが耳の部位がないので断言できない。ヤヽずれも化粧土の

無いⅢ系の壺である。24131よ 46次調査の46 S D16出土の破片と接合 した。約80m離れた場所からの出土であ

る。二次的に被熱している。図示 しているのは接合 した状態のものである。2415は頸部の破片であるが、形

状から水注と考えられる。Ⅲ系である。

2416は 青磁の碗である。内面にヘラと櫛目の文様がある。龍泉窯の 13類に分類される。

2417、 2418は 青白磁の壼である。同一個体と考えられる。胎土は白色で粒子が細かく光沢が無い。釉は青

みがかっている。内面はロクロロの段が顕著である。 24181ま 陶器の体部破片である。内外面ともに釉境が

みられる。壺の底辺部近 くの破片 と考えられる。胎土は肌色で粒子は細かい。釉は発色が悪 く、光沢の無い

白色を呈 している。
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番号 種類 器種 都位 出上位置 大学府分類 大学府の年代観 その他

2401 白磁 碗 口 4S D6埋土 Ⅲ B6b Ⅳ 12C 玉縁の口縁

2402 底 4S D6埋土 ⅢB4c Ⅳ2c 高台部露胎

2403 底 74S D3坦土 ⅢB5f Ⅳla
2404 底 74S D6埋土 ⅢBlb V4b 12C中 ～ 高台端部欠損

2405 底 74S D5埋土 ⅢB3d llllか 12C中 ～13C 見込み蛇目に釉はぎ

2406 日 牲S D4埋土 Ⅲ B6d Ⅷ 2か 2開5と 同一個体か

2407 体 74S El埋土 Ⅳ か 12C

2408 体 14 S K31埋 土 VかⅥかⅦ 12Cか

2409 一肩 牲SE3 1層 Ⅲ系 12C

頸 14S D6埋土 (Ⅱ B8b Ⅲ系 12C

2411 体 XSE3 1層 Ⅲ系 12C

%12 体 74S D6埋 土 (Ⅲ B6b Ⅲ系 12C 二次被熱 している

И13 体 14 S D4埋 土 (Ⅲ Bld) Ⅲ系 2514(46 S D16埋 土)出土片と接合

第101図  B地区の中国産陶磁器①

|
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フ 露司

払琢G雇18

0                                10cm

番号 種類 器種 部位 出上位置 太宰府分類 大学府の年代餅 その他

蟄14 白磁 一室 体 ⅢB区 表採 Ⅲ系 12C

2415 水注か 顕
14 S D6埋 土 Ⅲ B6b Ⅱ系

青磁 碗 日 4S D6埋土 ⅢB2b 龍泉 13 12C中棄以降

2417 子白職 体 4S D6埋土 ⅢB6b 青白磁 12C 白色の胎土 童の底辺部である。

2418 壷 体
74S D6埋土 Ⅲ B6b 青白磁 2517と 同一個体

2419 陶器 こ か lI Ⅲ BOd表 土 12C 肌色の胎上、釉は発色が悪く白色を呈する

第102図 B地区の中国産陶磁器②

5 木製品 (第 103～ 106図、写真図版133～ 134)

本調査区では74 S K12と 馳 SE3か ら木製品が出上している。いずれも12世紀後半所属の遺構であり、こ

れらの木製品も12世紀後半のものと考えられる。

2501～ 2571は 74 S K12の 最下層である 5層から出土した。この 5層 は有機質分の多い種子が混じる上であ

る。74S K12は 形状と埋上の状態からトイレ状遺構と考えられ、これらの木製品はチュウ木の可能性が高い。

この層には図示 した以外にもチュウ木状の木製品があつたが腐食が著しく取 り上げることができなかったも

のもあった。

2501～ 2505は 下端 (本来の天地はわからない、図示 した下端)が半分削られ尖つている。チュウ木にはこ

のような加工は不必要であり、他の器物の転用品と考えられる。扇の骨を半裁 した状態に似るが、削つて狭

って尖らせており、孔状になっておらず、扇の骨ではない。これら2501～ 2505は接合を試みたが、接合する

ものはなかった。チュウ木として使用する際に、何らかの器物の部品を断ち割つたのか、この状態が何らか

の器物 (の部品)であるのか判断しがたい。

2506～ 2571は 端部に加工の無いものである。欠損 していないものでは2515が32.8cmが最長で、2521が18,8

cmで最短である。

2572は 町 SE3の底面から出土した。薄い板状で上端と下端は完結している。曲物の側板に似る。

2573は 74S E 3の上面から出土 した。黒漆塗 りの木製品である。図示している表面と左側面に黒漆が塗ら

れている。裏面は剥離した状態で、木質が露出している。表面の左側面近 くで段が付き低 くなっている。ま
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番号 器種 出上位置 樹種 その他

25111～ 2571 チュウ木 74 S K12 5層 スギ (右の番号) 2501～ 25115、 2510、  2519、  2521、 2525

チユウ木 密 S K12 5層 アスナロ (右の番号) 25∞～25C19、 2511～ 2518、 2520、 2522～ 2524、 2526～ 2530

2572 曲物側板 ? 74S E 3底 面 アスナロ

第105図  B地区の木製品③
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た右側では段が付き高 くなっている。左下の端都は漆が残存 していないが、完結 しているようである。

これが如何なる製品 (の部品)であるかは判断が難しい。管見の及ぶかぎりでは、鞍の後輪 (しずわ)の

一部分に類似 している。しかし後輪にしては前後の湾曲が少ない点に大きな難がある。前輪であれば前後の

湾曲は少なくて良いのであるが、前輪にしては側面の反 り具合が強いようである。そして、その部位の破片

であれば、しおで穴があるはずであるが、それが無い。いずれにせよ破片が小さくはっきりした判断は難し

ヤヽ。

このように鞍の後輪とするにも疑間が多く、これを後輪と強く主張することはできない。よってこれが何

かということは不明としておく。

0                              10cm

鞍の後輪と想定した場合

番号 器種 出上位置 樹種 その他

鞍 ? 74SE3 4層 上面 ヒノキ属の一種 鞍ではない可能性も高▼

第106図  B地区の木製品④
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6 瓦 (第 107図、写真図版134)

12世紀の平瓦が 2点出土 している。どちらも小破片で、著 しく磨耗 している。2601は 灰色、2602は暗赤灰

色を呈する。

7 石製品 (第 107図、写真図版134)

砥石 ?が 1点ある。道路側溝である74S D 6の埋土からの出土である。一面が平滑になってお り擦痕がみ

られる。図示 した裏面と上面は自然面が残 り、下面と両側面は打ち欠いた面になっている。非常に硬い石で

通常の砥石かどうか疑問が残る。

２６０３

0                     10cln

、、:::::::::」 _″

2602

第107図  B地 区の瓦 。石製品

 ́/ク ク

ィク 多
′  多

″》 γ

番号 器種 出上位置 その他

2601 平 瓦 66S D 6埋土 (Ⅲ B6b) 磨耗著 し彰

2602 66S D 4坦 土 (IB5d)
2603 砥石 ? 66S D 6埋 土 (Ⅲ B6b) 砥石面は一面
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第 6章 C地区の遺構・遺物



第 6章 C地区の遺構 ・ 退 物
1由

第 1節  C地区の概観

C地区は大グリッドのⅣA、 ⅣB区の国道 4号線の西側部分が相当する。南端はⅣBの 2ラ イン、北端は

Ⅳ区とV区の境界のラインになる。

C地区は調査区の東側約 2/3カM6次、西側約 1/3が66次に調査がおこなわれた。よって本調査区の遺

構名には頭に46の数字を付 したものと、66の数字を付 したものの 2種類がある。

本調査区では古代の竪穴住居 1棟、掘立柱建物16棟、土抗16基、溝 2条、池跡 1基が検出されている。ま

た埋没沢跡も検出されている。

埋没沢跡は調査区の北寄 りにある。西から東に水が流れる沢である。本調査区の北のD地区にも埋没沢が

存在するが、この 2つの沢は国道 4号線の下で合流し、国道東では 1本の沢になっている。埋没沢の下部に

は十和田 a火山灰が堆積 しており、10世紀前半には沢として存在 していたことがわかる。その後自然堆積が

続き、12世紀の段階ではかなり埋没が進んだ状態になったようである。そして、その埋もれかけた沢に人為

的に埋立整地がおこなわれている。この埋立ては12世紀におこなわれたと考えられる。

沢の埋立整地層の面には、池と道路が構築されている。池の壁面、底面には埋立整地に用いられた土と同

じ土が貼られており、埋立整地と同時に池が構築されたとわかる。道路はその側溝が整地層の上に掘 り込ま

れているが、整地面と道路は同時に機能していたと考えられる。道路はA地区から南北に続 く道で、沢を横

切る形になっている。

池の排水は道路側溝に落ち、道路を横切る溝を通って埋没沢に沿って水が流れて行 く仕組みになっている。

つまりこの部分は水の道と人の道の交差点ということになる。池からは祭祀の色合いの強い遺物が多く出土

しており、水の道と人の道の辻で祭祀行為が行なわれていたと考えられる。道路を横切る排水路は埋没沢に

沿って構築されており、太田川と合流し、さらに北上川に流れて行 く。ここでけがれを平泉の外に流す「祓」

がおこなわれた可能性も考えられる。

C地区の南端からは古代の竪穴住居 (46・ 66S11)が検出されている。出土した土師器、須恵器から9

世紀後半代の住居と推測される。かまどは東壁に作られている。

また、古代の竪穴住居の周辺に12世紀の形態の類似する土坑が多数構築されている。この中にはいわゆる

トイレ状土坑 (46 S K26)も あるが、埋土の状態が トイレ状土坑とは異なるものもある。

掘立柱建物は沢跡の南側、道路遺構の西側から検出されている。小規模な建物が多 く時期を特定できない

ものがほとんどである。重複の密度から12世紀以外の建物も多数存在すると考えられる。

661号池からは特筆すべき遺物が多数出土 している。3118、 3119の かわらけには墨書が施されている。ま

た墨書資料としては笹塔婆が47本 (3131～ 3177)出土している。他に木製品では漆紙が付着 した漆器皿 (31

81)、 鏑 (3186)、 ものさし (3111)、 鏡箱に似る漆器容器 (3243)な どがある。また鴛肴文の轡 (3246)

も出土している。

1号池以外からの12世紀の遺物では、かわらけ、国産陶器、中国産磁器、瓦、砥石、下駄、土錘が出土し

ている。他に近世～近代の陶磁器も少量出土 している。
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第 2節 遺構

1 竪穴住居

46S i l・ 66S11(第 108図、写真図版53・ 54)

〔位置〕ⅣB2a、 2b、 3a、 3bに位置する。

〔重複〕46次、66次にまたがって調査したため、2つ の名称がついているが同一の遺構である。46S K19、

46S K22、 46S K23、 46S K27、 46 S K28、 46 S K31、 66S K 7、 66S B 5、 66S B 6、 66S B14と 重イ夏し

ているが、いずれよりも本遺構が古い。

〔平面形式〕古代の竪穴住居である。南北長は510cm、 東西長は520cmの 方形を呈する。東西の軸方向はN―

79° ―Eである。

〔カマド〕東壁の中央から南寄りにカマドを持つ。煙道は削平のため失われており形状は不明である。ソデ

は明黄褐色ロームにより作られている。両ソデの間に橙色の火焼面がある。

〔柱穴〕本住居に伴う柱穴ははつきり特定できないが、46P337、 66P57、 66P62の 3つ を想定した。だが

配列が不整であり、これらが確実に本住居の柱穴かどうかは自信がない。本来は4つの柱穴からなるが、北

東側にあるべき柱穴は46S K28、 46S K31の構築により失われたと考えたい。

〔付属施設〕カマド南脇に皿状の掘込みがあり、本住居に伴う施設と考えられる。

〔床面〕きっちり平坦ではなく、緩やかな凹凸がみられる。北西側には黄褐色土による貼り床が施される。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕カマドの埋土から、土師器杯 (3001)、 小型の長胴甕 (3003)、 須恵器杯 (3006)、 須恵器甕 (3007)

が出土した。また床面から土師器長胴奏 (3004、 3005)が 出土した。また埋土から土師器の高台部 (3002)、

須恵器奏 (3008、 3009)が出土した。 (3002)の高台部は12世紀の柱状高台かわらけに似るが、確実に本住

居の埋土から出土した。

〔年代〕出土遺物から9世紀後半、おそらくは十和田 a火山灰降下以前の所属と考えられる。

2 建物

66S B l(第 109図 )

〔位置〕ⅣB5a、 5bに位置する。

〔重複〕46 S K29、 66S K 2、 66S B 2、 66S B 3、 66S B 4、 66S B 7と プランが重複するが、直接切り

合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。不整なプランであるが、桁行は512cm、 梁間は595cmと 推定される。面積は

約10.0坪である。使用した柱穴は11個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-1° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 8寸 (約206cal)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕大きさから、付属屋と考えられる。
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第108図  C地区の竪穴住居跡 (46・ 66S11)
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〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B 2(第 109図 )

〔位置〕ⅣB4a、 4b、 5a、 5bに位置する。

〔重複〕46S K29、 46S K30、 66S K 2、 66S B l、 66S B 3、 66S B 4、 66S B 7と プランが重複するが、

直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は692cln、 梁間は397cmで ある。面積は約8。 3坪である。使用した柱穴

は6個である。東辺の未検出の柱穴3個は意図して探したが検出できなかった。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-11° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 8寸 (約206cm)と 4尺 6寸 (約 140cm)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕大きさから、付属屋と考えられる。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B 3(第 109図 )

〔位置〕ⅣB4a、 5aに位置する。

〔重複〕46S K29、 46 S K30、 66S K l、 66S K 2、 46S A l、 66S B l、 66S B 2、 66S B 4、 66S B 7

とプランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は792cm、 梁間は調査区内で対応する柱穴が検出されていないので、

448cm以上である。梁間を450cmと 仮定すると面積は約10。 8坪である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-11° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 4寸 (約255cm)と 9尺 3寸 (約282cm)が使用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕大きさから、付属屋と考えられる。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B 4(第 109図 )

〔位置〕ⅣB4a、 4b、 5a、 5bに位置する。

〔重複〕66S K 2、 66S B l、 66S B 2、 66S B 3、 66S B 7と プランが重複するが、直接切り合う柱穴が

なく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は700cm、 梁間は412clnで ある。面積は約8.7坪 である。使用した柱穴

は 8個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-85° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 1寸 (約 185cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし
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〔建物の性格〕大きさから、付属屋と考えられる。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B 5(第 110図 )

〔位置〕ⅣB2a、 2b、 3a、 3bに位置する。

〔重複〕66S B 6、 66S B 8、 66S B 9、 66 S B 10、 66S Bll、 66S B12、 66S B13、 66 S B14、 66S B15、

66S B 16と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また46S11と重複する

が本遺構が新しい。また46S K20、 46S K22と 重複するが、おそらく本遺構が古い。だが、土坑の確認時に

柱穴を検出できなかった可能性もあり、確実なことはいえない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は827cm、 梁間は466cmで ある。面積は約11.7坪である。南北2室 に分

かれるプランと考えられる。使用した柱穴は8個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-56° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 2寸 (約188cm)が多用されている。梁間では7尺 7寸 (約233cln)が用いている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B 6(第 110図 )

〔位置〕ⅣB2a、 2b、 3a、 3bに位置する。

〔重複〕66S B 5、 66S B 8、 66S B 9、 66 S B 10、 66S Bll、 66S B12、 66S B 13、 66 S B 14、 66S B15、

66S B16と プランが重複するが、直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また46S11と 重複する

が本遺構が新 しい。また46S K21と 重複するが、おそらく本遺構が古い。だが、土坑の確認時に柱穴を検出

できなかった可能性もあり、確実なことはいえない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で466cln、 梁間は394cmで ある。検出された分で面積は

約5,6坪である。東西2室に分かれるプランと考えられる。使用した柱穴は8個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-72° 一Eである。

〔柱間寸法〕梁間では6尺 5寸 (約 197cal)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B 7(第 110図 )

〔位置〕ⅣB4a、 5aに位置する。

〔重複〕66S K l、 66S B l、 66S B 2、 66S B 3、 66S B 4、 66S B 9と プランが重複するが、直接切り

合う柱穴がなく前後関係は不明である。また46S A lと 重複するが、おそらく本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は639cm、 梁間は430cmである。面積は約8,3坪 である。使用した柱穴
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は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-33° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 6寸 (約230cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし          .
〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕大きさから、付属屋と考えられる。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B 8(第 110図 )

〔位置〕ⅣB2a、 3aに位置する。

〔重複〕66S B 5、 66S B 6、 66S B 9、 66S B10、 66S Bll、 66S B 12、 66S B13、 66S B 15、 66 S B16

とプランが重複するが、直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は800cmであるが、梁間は調査区外に延びるため、不明である。使用

した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-12° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 8寸 (約206cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B 9(第 111図 )

〔位置〕ⅣB3aに位置する。

〔重複〕66S B 5、 66S B 6、 66S B 8、 66S B 10、 66S B■ 、66 S B 12、 66S B13、 66S B15、 66 S B 16

とプランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B 13の 柱穴P37と 本建物

の柱穴P38が重複するが本建物が新しい。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で376cm、 梁間は調査区外に伸びるため不明である。

使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-6° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 2寸 (約 188cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B10(第 ■1図 )

〔位置〕ⅣB2a、 3aに位置する。

〔重複〕66S B 5、 66S B 6、 66S B 8、 66S B 9、 66S BH、 66 S B 12、 66S B13、 66S B 15、 66 S B16
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とプランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は699cm、 梁間は検出された分で212cmである。使用した柱穴は5個で

ある。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-9° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 4寸 (約224cm)が多用されている。梁間では7尺 (約 212clla)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S Bll(第 111図 )

〔位置〕ⅣB2a、 3aに位置する。

〔重複〕66S B 5、 66S B 6、 66S B 8、 66S B 9、 66S B 10、 66S B12、 66S B 13、 66S B15、 66 S B 16

とプランが重複するが、直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は741cm、 梁間は検出された分で173cmで ある。使用した柱穴は5個で

ある。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-11° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 5寸 (約257cm)が多用されている。梁間では5尺 7寸 (約 173cm)を 用いている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B12(第 111図 )

〔位置〕ⅣB2a、 3aに位置する。

〔重複〕66S B 5、 66S B 6、 66S B 8、 66S B 9、 66 S B 10、 66S Bll、 66S B 13、 66S B 15、 66S B 16

とプランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は654cm、 梁間は調査区外に伸びるため不明である。使用した柱穴は

4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-13° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 2寸 (約218cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である毛12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B13(第 111図 )

〔位置〕ⅣB2a、 3aに位置する。
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〔重複〕66S B 5、 66S B 6、 66S B 8、 66S B 9、 66S B10、 66S B ll、 66 S B12、 66S B15、 66S B 16

とプランが重複するが、直接切 り合 う柱穴がなく前後関係は不明である。また本建物の柱穴 P37と 66S B 9

の柱穴 P38が重複するが、本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で528cm、 梁間は調査区外に伸びるため不明である。

使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-2° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 7寸 (約264cln)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B14(第 112図 )

〔位置〕ⅣB2a、 2b、 3a、 3bに位置する。

〔重複〕66S B 6、 66S B 8、 66S B 9、 66 S B 10、 66 S Bll、 66 S B 12、 66S B13、 66 S B 15、 66S B 16

とプランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また46S11と重複するが本遺構

が新しい。また46S K31と 重複するが、おそらく本遺構が古い。だが、土坑の確認時に柱穴を検出できなか

つた可能性もあり、確実なことはいえない。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は484cm、 梁間は273cmで ある。面積は約4.0坪である。使用した柱穴

は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-35° ―Eである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 4寸 (約224cm)と 8尺 6寸 (約260cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S B15(第 m2図 )

〔位置〕ⅣB3a、 4aに位置する。

〔重複〕66S B 5、 66S B 6、 66S B 8、 66S B 9、 66S B10、 66S Bll、 66 S B 12、 66S B 13、 66S B16

とプランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また46S11と重複するが本遺構

が剖Fし い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で364cm、 梁間は345cmである。面積は検出された分で

約3.8坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-88° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 (約 182cln)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし
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〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B16(第 112図 )

〔位置〕ⅣB3a、 4a、 3b、 4bに位置する。

〔重複〕66S B 5、 66S B 8、 66S B 9、 66S B 10、 66S B ll、 66S B 12、 66S B 13、 66S B 15と プランが

重複するが、直接切 り合 う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は582cal、 梁間は312cmである。面積は約5.5坪である。使用した柱穴

は5個である。南側の柱穴は地山が削平されてしまったため失われ、検出されなかったと考えたい。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-80° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 4寸 (約194cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕'不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。
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3 土坑

46S K19(第 H3図、写真図版54)

〔位置〕ⅣB2bに位置する。

〔重複〕竪穴住居である46S11と重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面はほぼ平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕4層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (3366)が 出上した。

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多く検出されている「トイレ状遺構」に類似するが、埋土の様子は異な

っている。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

46S K20(第 113図、写真図版54)

〔位置〕ⅣB2cに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は平坦であり、壁は垂直に立つ。

〔埋土〕4層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多く検出されている「トイレ状遺構」に類似するが、埋上の様子は異な

っている。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。

46S K21(第 H3図、写真図版54)

〔位置〕ⅣB2cに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦であり、壁はフラスコ状に斜めに立つ。

〔埋土〕4層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕埋土中から渥美産陶器甕片 (3639)が 出上した。

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多く検出されている「トイレ状遺構」に類似するが、埋土の様子は異な

っている。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

46S K22(第 113図、写真図版54)

〔位置〕ⅣB2bに位置する。

〔重複〕竪穴住居である46S11と重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面はほぼ平坦であり、壁はやや斜めに立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし
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Attζ
4.300m B

46 S K20
1 10Y R5/2灰責掲色± 2.5Y76明 黄褐色ロームまだら状

量混入、炭化物粒少量混入
2 2.5Y76明 黄掲色ローム 10Y R5/2仄責褐色土少量混入
3 10Y R5/1褐灰色± 2.5Y7/6明黄褐色ローム縞状に少量混
4 10Y R5/1褐灰色土 炭化物粒少畳混入 ややしまりなし

胤0図 Ａ

⑬

唯

十
ⅣB4c

A聖・300吐
B

A

!6S K21      ク
1 10Y R73に ぶい黄褐色± 2.5Y7/6明 責褐色ローム縞状に混

入
2 10Y R4/2灰責褐色± 2.5Y76明 責褐色ロームまだら状に少

畳混入、炭化物粒混入
3 10Y R5/1褐灰色± 2.5Y76明 責褐色ローム縞状に混入
4 10Y R5/1褐灰色土 炭化物粒混入 ややしまりなし

A聖・200些
B

斡
46 S K22
1 10Y R4/4褐色土 炭化物粒少量混入
2 10Y R5/1褐灰色土 炭化物粒少量混入 ややしまりなし

46 S K23
1 10Y R5/3にぶい黄褐色土 炭化物粒少量混入
2 10Y R5/1褐灰色± 2.5Y7/6明黄褐色ローム粒少量混入、炭

化物粒混入

46S KZ
l 10Y Ry3暗 褐色± 10Y R7/8責 橙色ロームまだら状に多量混

入、炭化物粒少量混入
2 10Y R3/3暗褐色± 2.5Y7/6明黄褐色ロームプロック少量混

入
3 10Y R5/2灰責褐色上 10Y R7/8責 橙色ロームまだら状に少量

混入、炭化物粒混入

46 S K25
1 10Y R5/3にぶい責褐色± 2.5Y7/6明黄褐色ロームプロック

少量混入、炭化物粒混入
2 10Y R5/2灰黄褐色上 炭化物粒少量混入

十
ⅣB3c

◎ ◎

6S K23

B

B

46S K22 +
ⅣB2c

第113図 C地区の上坑①

0              2m

(46S K19～ 28・ 31)
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〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多 く検出されている「 トイレ状遺構」に類似するが、埋上の様子は異な

っている。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。

46S K23(第 113図、写真図版55)

〔位置〕ⅣB2bに位置する。

〔重複〕竪穴住居である46S11と重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (3355、 3360、 3364)と ろくろかわらけ (3401)が 出土した。

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多く検出されている「トイレ状遺構」に類似するが、埋上の様子は異な

つている。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

46S K 24(第 113図、写真図版55)

〔位置〕ⅣB4bに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多く検出されている「トイレ状遺構」に類似するが、埋上の様子は異な

っている。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。

46S K25(第 113図、写真図版55)

〔位置〕ⅣB4bに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面にはやや凹凸がある。壁はやや斜めに立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。

46S K26(第 113図、写真図版56)

〔位置〕ⅣB3b、 4bに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕4層に分けられる。人為堆積である。4層は有機質分が多い土で木屑や種子が混入している。この
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4層の上を採取して土壌分析を (株)古環境研究所に依託した。 (第 13章 1)

〔出土遺物〕埋土中からろくろかわらけ (3395)と 木製の下駄片 (3817、 3818、 3819)が 出上した。

〔遺構の性格〕形状と埋土の状態から平泉遺跡群で多く検出されている「トイレ状遺構」である。土層分析

では多数の回虫、鞭虫の寄生虫卵が検出された。またヒユ属の種子が多数検出された。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

46S K27(第 113図、写真図版56)

〔位置〕ⅣB2bに位置する。

〔重複〕竪穴住居である46S11と重複するが本遺構が新しい

〔底面、壁〕底面は概ね平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕埋土中から須恵器甕片 (3014)、 手づくねかわらけ

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多く検出されている「トイ

(3337、 3371)が 出上 した。

レ状遺構」に類似するが、埋上の様子は異な

46S K27
1 10Y R3/3暗掲色土 炭化物粒少量混入
2 10Y R5/1褐灰色土 炭化物粒少量混入
3 10Y R5/1掲灰色± 10Y6/2オ リーブ灰色ロームプロック多量

混入、炭化物粒多量混入

A望
4.200m

46 S K31
1 10Y R4/4褐色± 10Y R7/3に ぶい黄橙色ローム大プロック多

量混入、炭化物粒多量混入
2 10Y R4/3にぶい黄褐色土 ЮY R7/31こぶい黄橙色ローム粒少

量混入、炭化物粒少量混入
3 10Y R4/3にぶい黄褐色土 ЮY R6/2灰 黄褐色ロームプロック

右半分に多量混入、炭化物粒多量混入
4 10Y R3/1黒褐色± 10Y6/2オ リーブ灰色ロームブロック少量

混入、炭化物粒多量混入

46S K30

1001n

― B

l 
契F良♀鵬 民

°Y R7/8黄 橙色 ローム まだら状 に少量混

2 10Y R4/1褐 灰色 ± 10Y R3/3暗 褐 色上 、10Y R78黄橙 色 ロ

か ?戸 歩豊隆天
少量混 入、炭化物粒 多量混 入 白い粒 (骨 片

3 10Y R4/1褐灰色±  10Y R6/1褐 灰色土 まだ ら状 に少量混入、
炭化物粒少量混入

4 10Y R5/1褐 灰色土 炭化物粒多量混入 木屑 、瓜類 の種微 量
混入。 しま りな し

A聖生500m              __B

46S K28
1 10Y R4/3にぶい黄褐色± 10Y R8/4浅 黄橙色ロームプロック

多量混入、炭化物粒少量混入 かわらけ細片少量出土
2 10Y R8/4浅 黄栓色ローム 10Y R4/31こ ぶい責褐色土まだら状

に少量混入
3 5Y4/1灰 色上 炭化物粒多量混入

ザ
B6b

46SttA

B

46S K29
1 7.5Y R4/2灰褐色土 炭化物粒多量混入
2 2.5Y74浅黄色ローム 炭化物粒少量混入

24.000m
A―   ‐―――B

斡

第114図 C地区の上坑②

℃ 功

A4Ⅳ
B6b

B

婚制
A=

1 25Y7/4浅黄色ローム 炭化物粒少量混入

0             2m
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っている。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

46S K28(第 113図、写真図版56)

〔位置〕ⅣB2bに位置する。

〔重複〕竪穴住居である46S11と重複するが本遺構が新しい。また46S K31と も重複するが本遺構が新し

い 。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多く検出されている「トイレ状遺構」に類似するが、埋土の様子は異な

っている。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。

46S K29(第 114図、写真図版56)

〔位置〕ⅣB5aに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。

46S K30(第 ■4図、写真図版57)

〔位置〕ⅣB5aに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕1層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀の所属と考えられる。

46S K31(第 113図、写真図版57)

〔位置〕ⅣB2b、 3bに位置する。

〔重複〕竪穴住居である46S11と重複するが本遺構が新しい。また46S K28と 重複するが本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦であり、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕4層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (3383、 3384)と 渥美産陶器甕片 (3621)が 出土した。
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〔遺構の性格〕形状は平泉遺跡群で多く検出されている「トイレ状遺構」に類似するが、埋上の様子は異な

っている。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる。

66S K l(第 ■5図、写真図版57)

〔位置〕ⅣA5iに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕4層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から常滑奏片 (3534、 3535)が 出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S K 2(第 115図、写真図版57)

〔位置〕ⅣB4aに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立つ。

十 ⅣB5a

66S K l 66S K 2

B

の
A

66S K 2

A24.100m__B

66S K l
1 10Y R3/1黒褐色± 10Y R6/4に ぶい黄橙色土が少量混入炭化物

ブロッケ混入
2 10Y R3/1黒褐色± 10Y R5/6多 量混入 仄化物粒少量混入
3 10Y R6/41こぶい責橙色± 10Y R3/1黒 褐色土が少量混入水酸化

鉄分混入 炭化物粒微量混入
4 10Y R4/1褐 灰色± 25Y5/3黄 褐色土を多量に含む 水酸化鉄

分混入炭化物プロック混入

+
ⅣB2a

Ｂ二（【中】”）コＡ

A翌・
00咀

B

斡
1 10Y R4/1褐仄色± 2.5Y5/3黄褐色土少量混入 水酸化鉄分混入

炭化物粒微量含む
つ 10Y Rl,7/1黒 色± 2.5Y3/2黒褐色土少量混入 水酸化鉄分混入

炭化物非常に多い
3警

路管詔燒参ブ〓拶憂鋪争
土、Z5Y72暗[艶上を多+

十 ⅣB_5a

66S K 7

ⅣB5b

Ｂ〈〔］）▼Ａ66S K 7
1 10Y R4/2灰黄褐色± 10Y R6/4に ぶい黄橙色上多量に混入
2越

級畳篭蒼
ぶい責褐色± 10Y R3ん暗褐色上を多量に混入炭化物 +

3 10Y R3/3暗褐色± 10Y R4/3に ぶい責褐色上、2.5Y5/4責褐色上
を多量混入 炭化物粒少量混入

第115図  C地区の上坑③ (66S K l・ 2・ 7)

0             2m
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〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (3432)、 常滑甕片 (3536)が 出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S K 7(第 115図、写真図版58)

〔位置〕ⅣB2aに位置する。

〔重複〕竪穴住居である46S11と重複するが本土坑が新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕3層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

4溝

46S D16(C地区分)(第 116。 117図、写真図版58・ 59)

46S D16は B地区からC地区に渡つて伸びる溝である。ここではC地区分を報告する。

〔位置〕ⅣB2c、 3b、 3c、 4b、 4c、 5b、 5c、 6b、 7b、 7c、 8b、 9b、 VBObに位

置する。

〔重複〕埋没沢の整地層を切つて構築されている。順番としては、整地を施した後、本溝を掘り込んでいる

のであるが、整地した面と本溝は同時存在であったと考えられる。また本溝はD地区の66S D19に 直接つな

がる同一の溝である。

〔平面形式〕部分的に幅が変わるが、全体的にはほぼ真つすぐである。ⅣB7c付近で溝に段差がつき、そ

の部分から東側に向かつて溝が枝分かれして延びていく。この東流部分の続きは国道4号線の東側で検出さ

れたE地区の66S D 3につながる。

底面の傾斜方向はⅣB2cか らⅣB7b付近までは南から北に水が流れ、段差から北側に水が落ちる。Ⅳ

B7b、 7cか らⅣB9c付近では北から南に水が流れるようになっている。そしていずれも東側に延びる

溝に水が流れこんでいく。ⅣB9bよ り北では南から北に水が流れるようになっている。

〔埋土〕埋没沢から南偵Iの埋土は2層 に分けられる。シルト質の土である。自然堆積、人為堆積の別は不明

である。埋没沢の中、それより北の部分では3層 に分けられる。下半部は砂の層で明らかに流水により生成

された層である。この層にはかわらけ、国産陶器片が非常に多量に含まれる。

〔出土遺物〕ⅣB7bから北の部分の埋土から、多量の遺物が出土した。以下列挙する。手づくねかわらけ

(3301～ 3305、 3307、 3308、 3312、 3313、 3315～ 3327、 3329～ 3333、 3335、 3336、 3338～ 3344、 3346～ 3349、

3351、  3352、 3354、  3357^-3359、  3361、 3363、 3365、 3372、 3375-3382、  3385、 3387、 3389、 3390、  3392、

3393、 3403)、 ろくろかわらけ(3397～ 3399)、 常滑産陶器 (3504～ 3508、 3510、 3511、 3516、 3517、 3522)、

渥美産陶器 (3601～ 3603、 3615、 3616、 3618、 3624、 3625、 3629、 3632～ 3634、 3642、 3645)、 猿投産陶器

(3684、 3685)、 須恵器系陶器 (3686)、 中国産白磁 (3701、 3704、 3705、 3713、 3714)中 国産青白磁 (37

-202-



17、 3718)、 丸瓦 (3801)、 平瓦 (3807、 3808)が 出土 している。一方ⅣB7bよ り南部分の埋土からの出

土遺物はそれに比べると少ない。常滑産片口鉢 (3501、 3502)、 常滑産陶器甕 (3515、 3518、 3521)渥美産

陶器壺 (3604、 3606～ 3611、 3617、 3620、 3628、 3631)が 出土している。

〔溝の性格〕道路側溝である。道路の西側の側溝である。東側に延びる部分は道路の路面を横切ることにな

るが、道路と同時存在と考えられる。この部分は埋没沢の整地層の上にあたり、埋没沢の上流である西側と

沢の両岸である南北から水が集まる部分である。東側に延びる溝は、この水を道路の路面から埋没沢の下流

に排水する目的の溝と考えらえる。この溝幅は約 l m20clnほ どであり上を跨ぐのは少し難しい。よつて道路

の通行を妨げないため、上に板などが渡されていた可能性が考えられる。だがその痕跡は確認できなかった。

この溝の続きは国道4号線の東側で検出されたE地区の66S D 3に つながり、さらに町教育委員会により調

査された志羅山遺跡36次調査 (平泉町教育委員会1995)の 1号溝につながる。このように道路の路面の外へ、

埋没沢にそって溝が延びることが確認されている。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

46S D17(Ⅳ B区分)(第116図、写真図版58・ 59)

46S D17は B地区からC地区に渡って伸びる溝である。ここではC地区分を報告する。

〔位置〕ⅣB2d、 3d、 4dに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕部分的に幅が変わるが、全体的にはほぼ真っすぐである。底面の傾斜方向は南から北に水が流

れるようになっている。なお本溝は北側では調査区域外の国道4号線の下に延びていく。そして再び現われ

るのがF地区の66S Dllである。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土から手づくねかわらけ (3366)、 渥美産陶器奏 (3640)、 中国産白磁 (3711)、 九瓦 (38

02)が出土 した。

〔溝の性格〕A地区から続く道路の側溝である。東側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属である。
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1 7.5Y5/1灰色土 (粘土状であるなお
上■部は酸化鉄分により5Y
5//4オ リープ色を呈する) 10Y R4
/2灰責褐色 土プロック少量混入、
炭化物粒少量混入、焼土粒多量混入、
酸化鉄分少量混入
7.5Y5/1灰 色砂と75Yげ2灰オリー
プ色砂が交互に堆積。炭化物粒少量
混入
10G Y6/1緑 灰色砂 かわらけや石
を大量に含む。湿っている

46S D17(A― A')
1 10Y R4//4褐 色± 5Y7/4浅黄色ロ

ームプロック多量混入、炭化物粒多
量混入、焼土粒少量混入、酸化鉄分
少量混入

46S D17(B― B')
1 10Y R4れ 褐色± 5Y74浅黄色ロ

ームブロック多量混入、炭化物粒多
量混入、焼土粒少量混入、酸化鉄分
少量混入

2 5Y73浅 責色ローム 10Y R4れ褐
色土多量混入、炭化物粒少量混入、
酸化鉄分少量混入

3e

ⅢＢ４
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ⅢＢ３
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十

ⅢＢ２
＋

第116図 C地区の溝① (46S D16・ 17)

46S D17
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46S D16(A一 A'、 B― B')
1 7.5Y5/1灰色土 (粘土状である。なお上半部は酸化鉄分により

5Y5/4オ リーブ色を呈する) 10Y R4/2灰 費褐色土プロック
少量混入、炭化物粒少量混入、焼土粒多畳混入、酸化鉄分少量
混入

2 7.5Y5/1灰 色砂と75Y6/2灰 オリーブ色砂が交互に堆積。炭化
物粒少量混入

3 10G Y6/1緑 灰色砂 かわらけ・石などを大量に含む。湿うて
いる
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46S D16(C― C')
1 7.5Y5/1灰色土 (粘土状で

ある。なお上半部は酸化鉄
分により5Y74オ リーブ
色を呈する)10Y R4/2
灰黄褐色土ブロック少量混
入、炭化物粒少量混入、焼
土粒多量混入、酸化鉄分少
量混入

2 75Y5/1仄色砂と7.5Y6カ
灰オリープ色砂が交互に堆
積。炭化物粒少量混入

ポ
6b

Ｂ９
＋

第117図 C地区の溝② (46S D16・ 661号池)

ⅣB6a
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5池

661号池 (第 118～ 120図、写真図版60～ 67)

〔位置〕ⅣB6a、 6b、 7a、 7b、 8a、 8b、 ⅣA7j、 8jに位置する。

〔重複〕埋没沢中に構築されている。埋没沢の埋立の整地層中に位置しているのであるが、本池の壁面、底

面には整地層と同じ上が貝占られており、沢の埋め立て整地の際に、同時に構築された池と理解できる。また

道路側溝である46S D16と 接するが同時存在と考えられる。

〔平面形〕西側が調査区外に広がるために全体のプランは検出されていない。本池が正方形に近い形である

のならば、検出された部分は全体の約半分ということになる。池のプランは埋没沢の幅に納まるように構築

されている。

東側の岸の中央からは池の外へ向かって溝がのびており、道路側溝につながっている。池の水位が一定以

上になった時の排水溝と考えられる。池の水面の標高が約23.Omを越えると、排水されるようになっている。

池の南岸は湾状に作られた部分があり、池の岸に変化を付けている。この汀線が現われるのは、水面の標高

が約23.Om以 下の時である。

〔底面、壁〕皿状の形態で、底面と壁面の区別ができない。壁面の縁近くは埋没沢の地山の壁をそのまま利

用しているが、標高23.Om付近から下の壁、底面には厚さ約10cm前後の埋め立ての整地に使用されたのと同

じ土 (土層断面の6層 )力靱占られている。

〔埋土〕底面の構成する整地層を合わせて、 7層 に分けられる。上部の 1、 2a、 2b層は池が完全に廃絶

した後に自然に流れこんだ土と考えられる。12世紀のかわらけ、国産陶器片を多量に含んでいるが、12世紀

より後に堆積した層の可能性が高い。

3層 、 4層 、 5層 は池が機能している段階に堆積 した層と考えられる。いずれも水成堆積である。これら

の層には多量に本質遺物や加工痕のない自然木が含まれていた。人為的に廃棄された遺物もあるが、自然に

流れ込んだものも多いと考えられる。

〔出土遺物〕 1、 2a、 2b層中から多量の遺物が出土している。以下列挙する。須恵器郭 (3015、 3016)、

手づ くねかわらけ (3405～ 3431、 3434～ 3484)、 ろくろかわらけ (3485、 3497)、 高台付のかわらけ?(34

98、 3499)、 常滑産片日鉢 (3526、 3527)常滑産甕 (3514、 3520、 3528～ 3533)、 渥美産山茶碗 (3646～ 3649)、

渥美産片口鉢 (3650、 3651)、 渥美産甕 (3615、 3652～ 3660、 3662～ 3668、 3670～ 3682)須恵器系陶器 (36

90、 3691)、 中国産白磁碗 (3720、 3721、 3723、 3725、 3727)、 中国産白磁皿 (3726)、 中国産白磁壺 (37

28～ 3734、 3736) 平瓦 (3812、 3813、 3815)が 出土 している。

また池が機能していた段階の 3層 、 4層 、 5層 からも多量の遺物が出土 している。以下列挙する。手づく

ねかわらけ (3101～ 3122)、 この中の (3118、 3119)に は墨書が施されている。ロクロかわらけ (3123～ 31

28)、 笹塔婆 (3131～ 3137)、 墨書のある木片 (3178)、 漆器皿 (3181～ 3183)、 木製の大型椀 (3184)、 漆塗

りの板状のもの (3185)、 鳴りかぶら (3186)、 漆塗 りの棒状のもの (3187)、 櫛 (3188)、 形代 ?(3189

～3191、 3193)、 陽物 (3192)、 刀子の柄 (3194、 3195)、 下駄 (3196、 3197)、 扇の骨 (3198)、 ものさし(3

199)、 曲物底 (3200、 3201)、加工痕があるが製品名が不明の木片 (3202～ 3215)、 はし (3216～ 3241)、 縄 (3

242)、 平瓦 (3243)、 鉄鏃 (3244)、 轡 (3245)が 出土した。

〔遺構の性格〕はっきり断定はできないが、祭祀に関連する笹塔婆などが出土しており、祭祀行為が行なわ

れた場所であったことがわかる。この池の排水は埋立整地層の上に構築された溝を通つて、太田川に流れて
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いくようになっている。けがれを都市の外に流す「祓」が行なわれていた可能性も考えられる。

沢を埋め立て、池を構築するという事業は大規模なものであり、個人的な行為とは考えられず、都市計画

を実施できる権力者の意図によって構築されたものと考えらえる。

〔年代〕出土遺物から12世紀中葉に構築され、12世紀後半に機能していたと考えられる。

十

ⅣB9C

引IⅣ

B9b

／

れ

)               4m

第118図 C地区の池① (661号池平画)

＼
              23.
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１０

Ｈ
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2 5Y R4/1黄 灰色土 上半部に酸化鉄分多量混入 全体に炭化物粒、かわらけ片など多量に混入 非常に硬い

5Y3/2オ リーブ黒色土 炭化物粒かわらけ片など多量混入 5Y6/8オ リーブ色ロームまだら状に少量混入
5Y3/2オ リーブ黒色± 25Y3/2黒 掲色ブロック 5Y6/8オ リーブ色ロームブロックを非常に多量に混入 12世紀の遺物
も少量含む
5Y4/1灰色± 5Y4/2仄 オリーブ色土をまだら上に多量混入 炭化物粒少量混入 5Y5/3オ リーブ色砂を少量混入 北
側はその砂が非常に多い 12世紀の遺物出土 馬歯が出土
10Y R3/2黒 褐色土 木くずを多量に含む しまりなし 有機質遺物出土 (く さい層)

5Y2/2オ リーブ黒色土 木くずを多量に含み、それに付着するリン分 (青 色)多量に混入 12世 紀の遺物出土 (轡 、笹塔
婆など) 人為堆積とは思われない

10Y R3/1黒 褐色± 10G Y7/1明 緑 /1t色 ロームブロックを多量に混入12世紀の遺物は出上しない 人為的に貼った層
10Y R3/1黒 褐色± 10C Y7/1明 緑灰色色ロームをまだら状に少量混入土師器片が少量出土 鹿の骨 (?)出土 自然木と

思われるものが混入
5Y4/1仄色± 5Y7/1灰 白色火山灰をまだら状に多量混入 火山灰は十和田aか ? 火山灰はベースの土ににじんだよう
な形で混入している 上師器片出土
5Y5/2灰 オリーブ色土 同色の砂多量に混入
5Y3/1オ リーブ黒色土 炭化物粒少量混入
5Y5/2仄 オリーブ色砂 10G Y7/1明 緑灰色ローム粒少量混入
5Y4/2灰 オリーブ色土 十和田a火 山灰粒 (?)少量混入 草根多量混入
5Y2/2オ リーブ黒色土 木くず、木の実など多量に混入 土師器出土

c聖
・000m

1  5Y5/1灰色土 炭化物粒混入 かわらけ片混入
2a 5Y5/1灰色± 5Y6/6オ リーブ色ローム (10G Y6/1掲 灰色が酸化したもの)ま

だら状に少量混入、炭化物粒少量混入 人為的に埋めた土
2b 5Y2/1黒色± 5Y5/1灰 色土まだら状に多量混入 5Y6/6オ リーブ色ロームブ

ロック少量混入 人為的に埋めた土
2c 5Y6/6オ リーブ色ローム 5Y2/1黒 色土ブロック少量混入 人為的に埋めた土
2d 5Y6/6オ リーブ色ローム :5Y2/1黒 色土ブロック多量混入 人為的に埋めた土
3  25Y3/1黒 掲色± 5Y6/6オ リーブ色ロームまだら状に少量混入、炭化物粒少量

混入 人為的に埋めた土か ?

4a 5Y6/6オ リーブ色ローム、25Y3/1黒 褐色土入り混じり 人為的に埋めた土
4b 25Y3/1黒 褐色± 5Y6/6オ リーブ色ロームブロック少量混入 人ん的に埋めた

土か ?

5  10Y R3/1黒褐色± 25Y4/2暗 灰黄色土まだら状に少量混入、炭化物粒少量混入
6  10Y R3/1黒掲色± 25Y4/2暗 灰責色土まだら状に多量混入、炭化物粒少量混入
7  10Y R3/1黒褐色± 5Y6/6オ リーブ色ロームまだら状に多量混入
8  25Y3/1黒 褐色土 炭化物粒多量混入、砂多量混入、植物片多量混入
9  10Y R4/2灰黄褐色土 炭化物粒多量混入 砂多量混入 植物片多量混入
10  25Y5/2暗 灰黄色土 砂粒多量混入 十和田a火山仄まだら状に少量混入する
H  25Y5/2暗灰黄色土 炭化物粒多量混入、砂大多量混入、植物片多量混入
12  5Y6/1灰 色砂 炭化物粒多畳混入、植物片多量混入
13  10Y R3/1黒褐色± 25Y5/2暗 灰黄色土まだら状に多量混入
14  10Y R3/1黒褐色± 25Y5/2暗 灰黄色土まだら状に多量混入
15  25Y5/2暗 灰黄色± 10Y R3/1黒 褐色土まだら状に少量混入、砂ブロック少量混

入、植物根少畳混入
16  10Y3/1オ リーブ黒色± 25Y5/2暗 灰責色土まだら状に多量混入、炭化物粒多量

混入、砂多量混入
17  75Y4/1灰 色砂層 炭化物粒少量混入

第119図 C地区の池② (661号池断面)

0               4m
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6塀

66S A l(第 121図、写真図版59)

〔位置〕ⅣB4a、 4bに位置する。

〔重複〕66S B 2、 66S B 7と 重複するがおそらく本遺構が新しい。また66S B 3と プランが重複するが直

接切り合う柱穴が無く前後関係は不明である。

〔形式〕掘方の上幅は約22cllaで 、断面形がU字形である立てられた材木は分厚い板材と考えられる。幅は約

5 cal、 長さは約20clllほ どである。材は痕跡のみで、その本質が残存しているものはなかった。

〔埋土〕掘方の埋土は1層 に分けられる。人為雄積である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕塀である。

〔年代〕12世紀後半の所属の可能性が高い。

66S A l
や

卜ⅣB5b

A

ε占

0              2m

斡
A坐

100壁
B

斡
C塾 100些

D

9坐
1004

斡

g坐 100mm

.珍

珍珍珍珍珍ツチ,シ,多ψψ珍珍

Gこ
坐・100吐 ‖

66S A l
l 10Y R3/3暗褐色土

混入
2 2.5Y7/6明 責褐色土

3/3暗褐色土少量混入

0             2m

25Y6/3に ぶい黄色土混入 水酸化鉄分

25Y6/4に ぶい黄色土多量混入 10Y R
水酸化鉄分混入

第121図  C地区の塀 (46・ 66S A l)
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C地区柱穴計測表

柱穴番号
深さ

(clH)

底面の標高

(m)
建物番号

46P337 23.68

クP338 11.4 23.63 66S B 4

クP339 23.63

クP340 25.8 23 50 66S Bユ
//P341 25 1 23 58 66S Bユ

クP342 27.2 23.65 66S Bユ
//P343 55.7 23.33

クP344 39,4 23.43 66S B l
//P345 27.9 23.42

″P346 41.5 23.55 66S B l
//P347 22.4 23.71 66S B l
//P348 23 76

//P349 17.6 23.67 66S B 4
//P350 20 2 23 55

//P351 24.06

//P352 14.9 24.09

//P353 43.8 23.85 66S B 6

クP3「D4 38.5 23.92 66S B14
クP355 41.8 23.82 66S B 6
//P356 10,3 24.12 66S B14
//P357 23 6 23.96

//P358 18.0 23.88

//P359 124 23 97

″P360 12.5 23.93

66 P l 14.6 24.05 66S B 8
//P 2 51.8 23.84

//P 3 35,8 23.99 66S B15
//P 4 49.l 23.86 66S B15
//P 5 32,7 23.96 66S B12
夕P 6 28,0 24.00 66S B10
//P 7 44,4 23.91 66S Bll
//P 8 31.4 24 03 66S B 5

クP 9 17.3 24.13 66S B10
//P10 15,7 24.18 66S B16
//P 14,1 24.13

ク P 2 16.4 24.04 66S Bll
//P 3 38,3 23.85 66S B 5

ク P 4 21.4 23.97 66S B10
ク P 5 24.10 66S Bll
クP16 13.8 24.12 66S Bll
//P17 15.1 23,78 66S B 2
//P18 13.5 23 83 66S B 7
//P19 180 23,78 36S B〕

クP20 11.0 23,86 36S B 2

クP21 23.92 36S B 4

クP22 18.9 23.82 36S B 2

クP23 22.5 23.92

クP24 24.26 36S B 5

クP25 24.6 23.92 66S B 9

柱穴番号
深さ

(cln)

底面の標高

(m)
建物番号

66P 26 32.4 23.62 36S B 3
//P27 27 5 23.64

//P28 19.8 23,73 36S B 2
//P29 39.6 23.48 66S B 4

″P30 23.0 23.70

//P31 48.6 23.43 66S B l
//P32 25.2 23 63 66S B 4
//P33 44,7 23.39 66S B l
//P34 145 23.72 66S B l

″P35 15,9 24.01 66S B10
珍P36 42.7 23.74 66S B 8

″P37 36.3 23.98 66S B13
クP38 40.8 23.95 66S B 9
//P39 20.5 23.98 66S B 6
//P40 146 24 05 66S B15
クP41 24.02 66S B12
クP42 32 2 23.97 66S B 9

クP43 24,08

クP44 22.1 23.91

クP45 29.5 23.83

//P 46 21.9 23.95 66S B13
//P 47 10.9 24 19 66S B 8

クP48 18.6 24.08

″P49 29.9 24 03 66S B15
クP50 16.3 24.02 66S B12

クP51 35 3 23 85 66S B12

″P52 6.7 24.09 66S B 5

″P53 156 24.00 66S B14
″PЙ 27.8 23.92 66S B 7
//P55 24.04

//P56 24.1 23.89

//P 57 21,7 23 90 46S I l
//P58 35,3 23,97 66S B13
//P59 24.02 66S B15
//P60 13.5 23.99 66 S B lC

//P61 159 23.95

クP62 24,9 23.91 46S I]
″P63 23.97

//P64 94.9 23.97

//P65 10,3 24.04

//P66 39.4 23.71

//P67 42.4 23.65 66S B 5
//P68 23.83

//P69 19.5 23.90

//P70 14.2 23.95 66S B14
//P71 24.3 23.84 66S B 5

″P72 31 9 23.81 66S B 6
//P73 31.0 23.83

″P74 514 23.84

//P75 14.3 24.17

柱穴番号 膠
鰤

底面の標高

(m)
建物番号

66P 76 16.4 24.13 66S B16
クP77 16.5 24.03 66S B 8
//P78 129 23.81 66S B16
//P79 22 4 23.82

クP80 18.1 23 86 66S B 3
//P81 24.01

//P82 23.86 66S B 2
//P 83 23.40 66S B 3
//P84 20,7 23.74

クP85 23.86 66S B 7

クP86 23.95

″P87 23.8 23,70 66S B l

クP88 136 23.78

//P89 16.7 23 55 36S B 2
//P90 18.1 24.16

//P9ユ 54.8 23.65

クP92 欠番

//P93 20.5 24.01 66S B14
//P94 25.6 23.83

//P95 20 8 23.90

クP96 25.2 23.84

//P97 24.27

//P98 24.22 66S B16
//P99 19.6 24.06 66S B 6
//P100 13.5 23.93 66S B 6
//P101 23.92 66S B 4
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第 3節 遺物

1 上師器、須恵器 (第 122・ 123図、写真図版135'136)

本調査区では古代の竪穴住居 (46S11)が検出され、土師器、須恵器が出土している。またそれ以外の

場所からも土師器、須恵器が出土 している。

(1)46S11出 土遺物 (第 122図、写真図版135)

本調査区では古代の竪穴住居が検出されている。3001～ 30091よ46S11か ら出土した土師器、須恵器であ

る。

3001の 土師器郭は磨耗が著 しく、底辺部の再調整の有無は確認できない。30021ま 12世紀の柱状高台かわら

けに似るが、確実に本住居の埋土中から出土 している。よってこの土器は古代の所属である。3004、 3005の

土師器長胴甕は床面から出土 した。これらの土師器の胎土には海綿状骨針が混入している。

3006～ 30091よ須恵器である。30081まタト面にロクロ調整前のタタキロがみられる。

本住居は埋土が非常に浅く、埋土からの出土した土師器、須恵器も住居の使用時に伴うものと考えたい。

これらの土師器、須恵器の年代は概ね 9世紀後半頃のものと考えられる。

(2)住居以外の上師器、須恵器 (第 123図、写真図版135'136)

竪穴住居以外からの土師器、須恵器の出土は、埋没沢に関連する部分から多 く出土した。

3010、 3011、 3017、 3018は 須恵器の杯である。30171ま底部を欠くが、他の切離 しは回転糸切である。これ

らは12世紀の埋立て整地をおこなう以前の埋没沢中からの出土である。だが十和田 a火山灰を含む層よりは

上の層からの出土である。

3013の 須恵器の大奏はB地区出土の破片と接合した。図示しているのは接合していない状態の破片である。

外面に平行タタキロが施され、内面にはヘラナデが施されている。底部近 くの破片と考えられる。断面の胎

土は暗赤褐色である。

3014の須恵器甕は12世紀の土坑である46 S K27か ら出土した。内面にアテ具痕がある。

3010、 3011は 須恵器の邦である。12世紀の遺物とともに 1号池廃絶後に流れ込んだものである。

3019の 土師器杯は底辺部に回転ヘラケズリの再調整が施されている。埋没沢の十和田 a火山灰を含む層よ

りは上の層からの出土である。胎土には海綿状骨針が混入する。

3020、 3021の 上師器郭、3022の 土師器長胴奏は埋没沢の十和田 a火山灰を含む層より下の層からの出土で

ある。30201ま底辺部と底面に手持ちヘラケズリが施されている。切離し方法は不明である。内面には放射状

にヘラミガキが施され、黒色処理がなされている。3021は 底辺部に再調整が無い。底面の切離しは回転糸切

である。内面には横位にヘラミガキが施され黒色処理が施されている。3022の 土師器斐は回縁部が強く外反

する。頸部に段はない。これら十和田 a火山灰より下からの出土の3020、 3021、 30221よ概ね 9世紀代のもの

と考えたい。これらの土師器の胎土にも海綿状骨針が混入する。
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3002

a ≦解
30(

3007

0                   10cln

番号 種類 器種 出上位置 外面調整 内面調整 色 調 その他

3001 不 カマ ドソデ付近 ロクロ ミガキ ? 橙色 内面黒色処理、底面回転糸切

3002 杯 ? 埋 土 ロクロ ロクロ にぶい橙色 底面回転糸切、柱状高台 ?

3003 亀月同調 カマド燃焼部 ヨコナデ ヘラナデ ヨコナデ ヘラナデ にぶい澄色 顕部が段状になっている

3111X 床面(南壁きわ) ヨヨナデ ヘラケズリ ヨコナデ ヘラナデ 灰白色

3005 床面 (南 西隅 )
ヘラケズリ ヘラナデ 浅責橙色

3006 頁恵君 杯 カマ ド埋土 55 ロクロ ロクロ 灰色 底面回転糸切

3007 奏 カマ ドツデ付近 ロクロ ロクロ 灰色

3008 埋 土 タタキ ヘラケズリ ハケメ 暗灰色

3009 埋 土 ヘラケズリ ヘラナデ 灰 色

第122図 46・ 66S11出土遺物
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3011

第123図  C地区の上師器・須恵器

3019

0                   10cm

�  m6

3022

番号 種 類 器 種 出上位置 外面調整 内面調整 色詞 その他

頁恵3 林 46沢跡トレンチD雷 ロクロ ロクロ 灰色 羮面回転糸切 トレンチC― D出土

46沢跡トレンチ6層 灰 色 ク    トレンチ C― D出土

大 甕 ⅣB-9b表土 タタキ アテ具 ? 灰 色

ⅣB-2b表土 タタキ アテ具痕 灰褐色

46S K27埋土 タタキ アテ具 にぶい黄福色

3015 杯 66 1池 1層 (Ⅳ B6a) ロクロ ロクロ 灰 色

“

1波6層 (Ⅳ B6a) ロクロ ロクロ 灰色 真面回転糸切

66沢 7a層 (Ⅳ B7a) ロクロ ロクロ 灰 色 トレンチA― B出土

66沢 7a層 (Ⅳ B8a) ロクロ ロクロ 灰 色 底面回転糸切 トレンチA― B出土

と師暑 66沢語層(IVB6 a) 7.1 ロクロ 回転ヘラケズリ ヘ ラ ガ キ 灰責褐色 底面回転糸切 トレンチA― B出土

3020 66沢 12層 (Ⅳ B6a) ロクロ ヘラケズリ にぶい黄色 底面ヘ ラケズ リ トレンチA― B出土

3021 66沢 12層 (Ⅳ B6a) ロクロ ヘラミガキ 灰黄色 底面回転糸切 トレンチA― B出土

3022 甕 66沢 12層 (Ⅳ B6a) ヨコナデ ヘラナデ ヨヨナデ ヘラナデ にぶい褐色 トレンチA― B出土
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402 3

3105

藍

外面

m9

0                     10cln

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cln) 内面

ナデ !毛 q 度
，
存
％

遺
く 胎土 備 考

口径 底径 絲

3層 (Ⅳ B-6a) D3 布 砧土多翻妙少量 やや摩耗している。石英粗砂 海綿状骨針少量

3XO″ 5層 布 10( Fl土歩細砂少量 海綿状骨針少量

3103 5層 布 一方向 指紋顕者 海綿状骨針極少量

3104 5層 布 すのこ痕 祐土ケ細ゆ少三 金雲母・海綿状骨針少量

3105 5層 布 すの こ反 10C 粘土ケ細砂少三 金雲母・海綿状骨針少量

3106 5層 布一方向 9C 祐土ケ.細砂少目 石英粗砂・海綿状骨針少量

3層 為 粘上多刷け少量 3115と重なって出土。金雲母・海綿状骨針少量

5層 風化で見えずすのこ痕 粧多細砂量 やや摩耗している。金雲母 海綿状骨針少量

4層 15,3 布多方向 すの こ痕 粘土ケ悧砂少量やや摩耗している。金雲母・海締状骨針少量

4層 144 布 すのこ痕 内面油煙付着。金婁母含む

3111 4層 15,0 布多方向 すのこ痕 粘上多細砂少三 内面油煙付着芯金雲母 海綿状骨針少量

5層 15.6 市・多方向 すの こ痕 1∝ 粘上ケ.細砂少畳金雲母・海綿状骨針少量

3■3 5層 布多方向 lCll 粘と多細砂少豊 金雲母・海綿状骨針少量

3114 5層 (14.5) 布多方向 3C 性多鰯姫 内面油煙付着。金雲母含 む

3115 5層

“

,多方向 すの こ痕 お土歩細砂少量 3107と 重なって出土。金雲母 海綿状骨針少量

3116 4層 (Ⅳ B6a) 布`多方向 すのこ痕 枯土多細砂少量

3117 5層 (Ⅳ B8a) (14.4) 布 祐土多.細ゆ少三 金雲母・海綿状骨針少量

3■ 8 5層 (Ⅳ B7a) (14.7) 布 粘土ケ.組砂少畳 内面油煙付着。金雲母含む。

3119 5層 布。一方向 すのこ痕 lCIC 杜多勘媛 内面油煙付着。金雲母含む。

第124図 661号池出土遺物① (かわらけ)
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2 661号池出土遺物 (第 124～ 141、 写真図版136～ 150)

本報告書では、出土遺物については遺物の種類ごとに記載するのを原則としているが、 1号池からの出土

遺物は特異なものが多 く、その一括性に意味があると考え、 1号池の出土遺物は一まとめにして報告する。

なおここでは 1号池が機能していた段階の遺物を記載することとし、 1号池が廃絶した後に堆積した 1層

～ 2層 からの出土遺物は除いた。即ち 1号池の 3～ 5層出土の遺物についてここで記載する。

(1)かわらけ (第 124・ 125図、写真図版136～ 138)

1号池から出土したかわらけは完形品が多い。破片であつても大形の破片が多く、磨耗の具合も少ない。

ｌ

ｏ

　

‐

＝

　

ｔ

ｔ

　

　

＝

＝

―

σ

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cln) 面

デ
内
ナ

/卜   懸

ど搭守
遺存度
(%) 胎 土 備 考

口径 底径 器高

3120 3層 (Ⅳ B-7a) C4 布 l∝ 古土多網砂少量 やや摩耗している。金雲母 石英粗砂含む

5層 158 布 多方向 lllC 古土多.細 p/少量 金雲母 石英粗砂 海綿状骨針少量

3122 5層 3 65 布 一方向 すのこ痕 古土歩報砂)這 内面油煙付着

3123 3層 (Ⅳ B-7a) rd ロクロ 回転糸切すの韓 粗砂多量 金雲母・石英粗砂・海綿状骨針多量

5層 (Ⅳ B-7a) rd ロクロ ]転豫切すのこ演 古土歩ヽ制砂少量 石英粗砂 海綿状骨針極少量

3125 5層 rd ロクロ 古土多細け少量 海綿状骨針多量

5層 R d02 ロクロ lⅨ 粗砂多量 金雲母・石英粗砂・海綿状骨針少量

5層 Rd ロクロ ]転ネ切.す のこ痕 釈 粗砂多量 意目的に]板状に割っているか?海綿状告針多量,石莫粗砂

3123 5層 Rd ロクロ 粗砂多量 意目的に円板状に割つているか?溝鞠状骨針多量石莫4砂 全冨母

第125図 661号池出土遺物② (かわらけ)
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28点 を図示 した。手づ くねかわらけ22点、ロクロかわらけ 6点である。かわらけの分類基準は次の項目の

「 3 かわらけ」で記すことにする。

3101～ 3107、 31201ま小型の手づ くねかわらけである。3102～ 3105、 3107、 31201ま完形である。3102は 外面

に油煙が付着 している。3107は 3108と 正位の状態に重なって出上 した。大型の3108が下、3107が上の状態で

あった。

3108～ 3118、 3121、 3122は 大形の手づ くねかわらけである。31121ま 内外面に3110、 3114、 3122は 内面に油

煙が付着している。3122は 底面にすのこ痕が顕者に付 く。

3118に は外面に墨書がある。3119は 小型の手づ くねかわらけで、内面に墨書がある。それぞれのかわらけ

の墨書の釈文は第126図、第127図 に示した。3118、 3119どちらにも内面に油煙が付着する。

3123～ 3128は ろくろかわらけである。いずれも海綿状骨針が混入する胎上である。31261ま手づ くねかわら

けと類似する器形である。3127、 3128は 底部破片であるが、内面のロクロロの渦巻きが顔著である。3127は

意図的に回縁部を打ち欠いたと思えるほど、綺麗な円形の破片である。3127は 3128ほ ど整つていないが円形

の破片である。

… g

E

:

第126図 墨書かわらけ (3118)釈 文

釈

文

は

れ

御

回
ゆ
し

"
帰
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第127図 墨書かわらけ (3119)釈文
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(2)笹塔婆 (第 128～ 131図、写真図版139～ 142)

661号池からは墨書の施された木製品力M8点出土 した。そのうち47点は笹塔婆と呼ばれる厚さ1～ 4 11ull程

度の板状の小型の塔婆で、それぞれに仏名等が墨書されている。笹塔婆の頭頂部は圭頭型で、その下には左

右に2カ 所ずつ刻みが施 してある。脚部は尖っている。

これらの笹塔婆は池が機能している段階に堆積 した土層から出土 した。この層位からは完形のかわらけや

漆器、下駄などの木製品が出土しているが笹塔婆は他の遺物と入 り混じつた状態で出土した。多 くの笹塔婆

は池の南岸に集中していたが、向き傾きなどは無秩序な状態であった。またこの出土時の状況からは、笹塔

婆を池の底面に刺 し立てて使用 した形跡は看取されない。これらのことから、笹塔婆は別な場所で使用され

た後、この池に廃棄された可能性も否定できない。

出土 した笹塔婆は完全な形状を保っているのは数点のみで、多 くは欠損、磨耗 している。

頭部の左右二ヶ所の刻みは、ほぼ左右対称に刻まれている場合 (3140な ど)と左右非対称の場合 (3132な

ど)がある。刻みの形はほぼ三角形であるが、切 り込みの角度は様々である。3138の刻みは円形を呈するが、

これは磨耗の結果の可能性もある。また二ヶ所の刻みの間隔の長さは各々によつて異なっておリー定でない。

脚部の形状は、徐々に自然に尖っていくもの (3134、 3139、 3140な ど)と 先端で急に角度を変えて尖つて

いるもの (3146、 3150、 3156な ど)に分けられる。脚部も左右対称に削られる場合 (3140、 3156な ど)と左

右の削 り方が異なる場合 (3153)な どがある。

墨書は墨自体が風化のため失われているものが多い。しかし笹塔婆の表面が風化する際に、墨書がなされ

た部分は墨の皮膜の保護のため他の部分より風化が一歩遅れ、その結果文字が浮き上がって見えたり、白く

見えたりして判読の可能なものがあった。しかし、風化の著しいものは判読の困難なものもかなりあった。

また欠損のため墨書の有無を確認できないものもある。この著しい風化の度合いは、池以外の場所で長い間

外気にさらされていた可能性を示 しているでであろうか。

墨書は3169の 1点 を除き、片面のみの施されている。「南元大吉祥天女」というように「南元」の下に

様々な仏名が墨書されている。欠損や磨耗のため完全に判読できず推測したものも含めるが (3170、 3171を

除く)、 「大吉祥天女」が15点、「昆沙門天」4点、 歌日意輪観音」3点、「無量寿如来」 2点、「歓喜天」

1点、「・・・王」 1点、不明 8点である。

3169は他と異なり両面に墨書が施される。「南元大吉祥天女」と書かれている反対の面には「五回力」と

記される。「五」の下の文字は明確に判読できないが一応「回」としておく。

3170、 3171の 2点は他の笹塔婆に比べ寸法が大きい。墨書は3170が「南元十四日普賢菩薩」、3171が「南元

十八日観世□□薩力」というように仏名の前に日付が記してある。これは「三十日仏」にあたる日付及び仏

名とみられ、それに基づ く作善によるものと考えられる。

3178は 笹塔婆ではない。板状の木に墨書が施されている。墨書の状態から考えると、この板は完全な形状

ではなく、左右が欠損 している可能性が高いと思われる。墨がわずかに残存 しているが風化が著しく墨書の

内容を判読することはできなかった。
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661号池 笹塔婆 観察表

番号 出上位置 墨書の状態 樹種 その他

3 5層 ⅣB6a 墨が残る ス ギ 頭部下部先端欠損

3 5層 ⅣB6a 墨が残る ス ギ 頭部摩耗、下部先端欠損

5層 ⅣB6a 墨が残る ス ギ 上半部欠損、下部先端欠損

3 5層 ⅣB6a 墨がわずかに残る ヒノキ層の一種 上半部右狽I欠損

5層 ⅣB6a 墨が残る ヒ ノキ層類似種 上半部右側欠損

5層 ⅣB6a わずかに浮き上がって確認可 ス ギ 頭郡摩耗、下部欠損

5層 ⅣB6a わずかに白く浮き上がって確認可 ヒノキ層類似種 下部左側欠損

5層 ⅣB6a わずかに浮き上がって確認可 ス ギ 頭部摩耗、下部久損

5層 ⅣB7a わずかに浮き上がって確認可 アスナロ 頭部欠損

5層 ⅣB7a 白く浮き上がって確認可 ス ギ

3141 5烙 ⅣB6a わずかに浮き上がって確認可 ヒノキ層類似種 頭部摩耗

3142 5層 ⅣB6a 墨がわずかに残る アスナロ類似種 頭部両側欠損

5層 ⅣB6a 浮き上がって確認可 ス ギ 頭部右側摩耗、下部久損

3144 5層 ⅣB6a 浮き上がって確認可 ス ギ 頭頂部下部先端久損

3145 5層 ⅣB6a 墨が残る アスナロ 頭部摩耗、下部欠損

3146 5層 ⅣB6a 墨が残る ス ギ 上半部欠損

3147 5層 ⅣB6a 墨がわずかに残る ヒノキ層類似種 下半部右側欠損

3148 5層 ⅣB6a 墨が残る ス ギ 上半部右側欠損

3149 5層 ⅣB6a わずかに浮き上がって確認可 ス ギ 頭部右側摩耗下部欠損

3150 5層 ⅣB6a わずかに浮き上がって確認可 ヒノキ層の一種 上半部欠損

5層 ⅣB6a はつきり浮き上がって確認可 ス ギ 頭部左側欠損、下部先端欠損

3152 5層 ⅣB6a わずかに浮き上がって確認可 ス ギ 頭部のきざみは左右非対称、下半部欠損

3153 5層 ⅣB6a はっきり浮き上がって確認可 ヒノキ層の一種 頭頂部摩耗

3154 5層 ⅣB6a わずかに浮き上がって確認可 ス ギ 頭部わずかに欠損

3155 5層 ⅣB6a 墨が残る ス ギ 頭部左側わずかに欠損、下部先端欠損

3156 5層 ⅣB6a 墨書の痕跡あり ヒノキ層類似種 頭部左側欠損

3157 5層 ⅣB6a 墨がわずかに残る ヒノキ層類似種 頭部わずかに摩耗

3158 5層 ⅣB8a 墨が残る ス ギ 頭部きざみは欠損か、下部先端欠損

3159 5層 ⅣB8a はつきり浮き上がって確認可 ス ギ 頭部わずかに欠損中間都両側にきざみ有 り

5層 ⅣB6a 浮き上がって確認可 ヒノキ層類似種 頭部右側下半部ともに欠損

3161 5層 ⅣB6a わずかに浮き上がって確認可 アスナロ類似種 頭部上半都ともに左側が欠損

3162 5層 ⅣB6a わずかに浮き上がって確認可 ヒノキ層の一種 頭部きざみ欠損左右非対称、下半部欠損

3163 5層 ⅣB6a 白く浮き上がって確認可 ス ギ 頭部のきざみ下半部ともに欠損

5層 ⅣB8a 白く浮き上がって確認可 ス ギ 頭部F_k耗下半部欠損

3165 5層 ⅣB6a 確認不可 ヒノキ層類似種 上半部欠損

3166 5層 ⅣB6a 確認不可 ス ギ 上半部下部先端ともに欠損

3167 5層 ⅣB6a 確認不可 ス ギ 頭部摩耗、下部欠損

5層 ⅣB6a 確認不可 ス ギ 上半部、下部先端 ともに欠損

3169 5層 ⅣB6a 浮き上がって確認可 ス ギ 頭部のきざみ左右非対称

3170 5層 ⅣB8a はっきり浮き上がって確認可 ス ギ 頭部欠損

3171 5層 ⅣB6a はっきり浮き上がって確認可 ス ギ 頭部左側下部先端ともに欠損

3172 5層 ⅣB6a ス ギ 頭部摩耗、下部欠損

3173 5層 ⅣB6a ヒノキ層類似種 上半部 下部先端ともに欠損

3174 5層 ⅣB6a アスナロ 上半部 下半部先端ともに欠損

3745 5層 ⅣB6a ヒノキ層の一種 上半部 欠損

3176 5層 ⅣB6a ス ギ 上半部 下部先端 ともに欠損

3177 5層 ⅣB6a アスナロ類似種 上半部 下部右側 ともに欠損

3178 5層 ⅣB6a 墨書の痕跡有り ス ギ 笹塔婆ではなヤ
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(3)木製品 (第 132～ 137図、写真図版143～ 146)

笹塔婆以外の木製品を示す。

3181～ 3183は 漆器皿である。いずれも内外面黒漆塗 りで樹種はケヤキである。3181は内面に漆紙が付着 し

ており、漆塗 りのパレットと使用されたと考えられる。漆紙は表面から赤外線をとおして観察 したが、墨書

は確認できなかった。外底面には漆塗 りは無い。31831よ小破片のため口径を出せなかった。3184は 大形の椀

(鉢 ?)である。底辺部が炭化 してお り火熱を受けたことがわかる。遺存状態は非常に悪い。漆塗りは内外

面ともに施されていない。樹種ケヤキである。

3185は板状のもので、内外面に黒滲が施されている。内外面に火熱を受けて炭化 しており、漆塗りの遺存

状態も悪い。下端部分の漆塗 りが真っすぐになって終わっており、この部分から別の板状の部品が組合わさ

っていたと推測される。よって箱状の製品の部品と考えられる。

3186は鏑 (かぶら)である。「暮目 (ひ きめ)」 と称される先端に矢尻を装着 しないタイプの舗 と考えられ

る。筒状で外面に黒漆が塗られている。帯状に漆が施されない部分があるが、この部分には紐状のものが巻

かれており、それが剥落したと考えられる。「暮目」の矢は儀礼や犬追物の際に使用される。これについて

樹種同定をおこなったのであるが、「非木材」 との結果が出ている。植物質のものであるようだが、その材

質を示せない現状である。

3187は やや扁平な棒状の形状で、両端が欠損 している。両面に黒漆が塗られている。何であるか不明であ

る。

3188は櫛である。両端が欠けている。樹種はイスノキである。

3189～ 3191は 形代 と思われる。だが 3点 とも何 をかたどっているのか半J然 としない。3190は 人の側面をか

たどった人形であろうか。

3192は 陽物である。意図的か偶然か判断できないが縦に半分に欠損 している。31931ま 刀か剣の形代であろ

うか、はっきりしない。

3194、 3195は 刀子の柄である。どちらも欠損 している。欠損したため廃棄されたのであろうか。

3196、 3197は 連歯下駄である。どちらも歯は非常に減っている。この二つが組合わせかどうかはわからな

いが、形状と歯の磨耗具合は似る。

3198は 扇の骨である。上部が火熱を受けて炭化 している。

3199は ものさしである。欠損 しており、 3日盛 り分が残っている。目盛 りの平均は3.68cmである。鯨尺相

当のものさしと考えられる。

3200、 3201は 曲物の底である。

3702～ 32121よ加工痕があるが、器種、用途が不明なものである。32021よ貫き穴らしものがあるが、全体に

腐食が著 しい。建材であろうか。32031よ 断面が三角形に面取 りされている。3204、 3205は板状のものである。

3206は 角材であるが袂 りが入る。下端はのこぎりで切つたように平坦である。3207～ 32151ま 幅が狭い棒状の

板である。3210は 先端が炭化 している。

3216～ 3241は 箸である。樹種はスギが多い。いずれも両端が尖る形態である。3231、 3232は 両端が尖らず、

箸でない可能性 もある。

3242は 縄である。材質を同定はしていないが藁縄のようである。

3243は 漆器である。残存状態が悪 くはっきり判断できないが、円形の受け回のある容器と推測される。鏡

箱の身の部分に似る。想定図を示しておいた。漆は内外面黒漆である。
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181

3185

番号 器種 出土位置 樹種 その他

漆器皿 4層 ケヤキ 内面に漆紙付着 表面に墨書確認できず

3182 漆器皿 ? 3層 ケヤキ 内外面黒漆

3183 4層 ケヤキ

3184 杭 4層 ケヤキ 漆塗 り確認で きず 一部分炭化 している

3185 不明 3層 ヒノキ属の一種 箱状のものか 内外面に黒漆塗り

3186 鳴かが ら 5層 非木材 外面黒漆塗り

3187 不 明 4層 ヒノキ属の一種 両面黒漆塗 り

3188 櫛 5層 イスノキ

3189 形代 ? 4層 ス ギ

3190 影Tヒ ? 5層 スギ

形代 ? 5層 ヒノキ属の一種

3192 陽物 5層 コ

'ラ

属コナラ亜属コすラ師の‐種 縦半分に欠損

第132図 661号池出土遺物⑦ (木製品)
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番号 器種 出上位置 村種 その他

3193 形代 ? 5層 スギ類似種

3194 刀子柄 4層 ヒノキ属の一種 一部欠損

5層 (Ⅳ B7a) アスナロ

下駄 5層 ク リ

5層 タ リ

扇の骨 5層 ス ギ 一部炭化している

ものさし 5層 ス ギ

3200 曲物底 3層 未同定

3201 3層 (Ⅳ B7a) ヒノキ属の一種

第133図 661号池出土遺物③ (木製品)
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番号 器種 出上位置 樹種 その他

3202 不 明 3層 コナラ属コナラ亜属コナラ飾の一種

3203 5層 ク リ

32114 5層 ス ギ

3205 5層 ス ギ

3206 3層 ス ギ

3207 5層 未同定

3208 4層

3209 4層

3210 5層 先端炭化している

3211 5層

3212 4層

第134図 661号池出土遺物③ (木製品)
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番号 器種 出上位置 樹種 その他

3213 不 明 4層 未同定

5層

3215 5層

3216 は し 5層

5層 ス ギ

3218 4層 ス ギ

5層 ス ギ

3220 3層 スギ

3221 5層 ス ギ

3222 5層 ス ギ

鬱23 5層 スギ

3724 5層 ス ギ

3225 4層 ス ギ

3226 5層 ス ギ

3227 5層 ス ギ

3228 5層 ス ギ

第135図 661号池出土遺物⑩ (木製品)
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番号 器種 出上位置 樹種 その他

3229 は し 5層 スギ

3230 4層 ス ギ

認31 5層 ス ギ

3232 スギ

3233 ス ギ

3234 スギ

3235 未同定

3236

3237

3238 4層

3239 5層

3240

3241

3242 縄

第136図 661号池出土遺物① (本製品)
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0                      10cm

復元概念図

番 号 器 種 出上位置 樹 種 その他

3243 奈器容器 3層 (Ⅳ B7a) ケヤキ 残存状態が非常 に悪し

番 号 器種 出上位置 その他

3244 平瓦 5層 下面ナデ調整

3245 鉄 鏃 5層 先端欠損

第137図 661号池出土遺物⑫ (本製品 。瓦・鉄鏃 )

(4)瓦 (第 137図、写真図版146)

3243の 平瓦が1点出土している。上面には布痕があるが、下面はナデ調整がおこなわれている。厚手の瓦

である。

(5)金属製品 (第 137～ 141図 、写真図版146～ 150)

3244の 鉄鏃と3245の 鴛鵞文の轡が出土している。

3244の 鉄鏃は先端が折れている。おそらく藝状の形態であったと推測される。

3245は轡である。立聞 (た ちぎき)、 鏡板 (かがみいた)、 引手 (ひ って)、 遊金 (あ そびがね)、 喰 (1よ

み)の部品からなり、それらが連結した状態で出上した。ほとんど錆膨れも無く、各部位が可動する状態で

ある。

この轡の鏡板に描かれた鳥の文様を、発見当初は「鳳凰」として新聞等に発表したのであるが、鳳凰では

なく「鴛鵞 (エ ンオウ)」 が妥当であるとの指摘を京都国立博物館久保智康氏から賜つた。やはりご指摘の

とおり、鳥の後頭部のカールする羽冠の表現は「鴛鵞」にふさわしいものである。また鳳凰であれば頭頂部

にも羽冠が施される意匠になる。ここでこれまで「鳳凰文Jと していた意匠を「鴛蒼文」と訂正したい。各
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種の鴛鵞の意匠を第139図 に示した。

「鴛持」の音は「エンオウ」で、訓では「おしどり」と読める。だが「鴛」、「鳶」のそれぞれの一字でも

「おしどり」と訓じている。「鴛」は雄のおしどり、「肴」は雌のおしどりの意であるという。

鴛鵞文轡の出土位置は池の北東付近で、両方の鏡板の裏面が上を向き、両引手が西側を向いた状態で出土

した。不整な状態であり、この状況に人為的な意図は感じられない。おそらく原位置から二次的に動いてい

ると考えられる。

本轡から約80cmほ ど離れて馬の顎と歯が出土している。確実には言えないが何らかの関係が考えられる。

鏡板と立聞は鋲によって留められている。これらの部品はいずれも鉄製である。鏡板は直径約10cmほ どの

円形である。断面形は裏面が幾分凹状になっている。表面には鴛肴が象嵌によって描かれている。外側の翼

は幅の広い彫 り込み、他の部分は線状の彫 り込みを行ない、その中に銅を象嵌している。その銅の上に金と

銀で鍍金 しているようであるが、残存状態が悪 くはっきりしない。これについては科学分析の成果を読んで

いただきたい。また鏡板に透かしが4カ 所施され、鴛喬の体を形どるようになっている。下の二つの透かし

は喰を結合する穴にもなっている。鴛肴の目は立聞を留める鋲のふくらみで表現されている。鴛鵞の顔は横

向きで翼は広げた状態になっている。馬に轡を装着 した場合には、鴛鵞の顔は横を向く状態になる。

立聞の上部の環状の部分 (立聞重)は左右で不対称の形になっている。図示した下の立聞重は九つぽいの

輪であるが、上は方形がかった輪である。もっとも上の立聞はかなり腐食しており、立聞壺が変形 した可能

性もある。立聞には肉眼観察、またX線写真でも明瞭な文様がみられない。一方の立聞に文様らしい三角形

の形が観察できるが確実に文様かどうか判断できない。どちらの立聞も腐食しており、確実に文様がないと

は言いきれない状態である。立聞の縦断面は幾分内湾している。

引手は約16cmの長さである。手綱を取 り付ける引手重は先端の鉄を薄く伸ばして、巻いて作られている。

遊金に取 り付ける部分は引手本体より細 くなっており巻いて輪に作 り出されている。この輪の大きさは左右

で不対称である。馬に装着した場合外側になる部分には文様がみられる。遺存状態が悪 くはっきりしないが

渦巻きの文様がみられる。唐草文様であろうか。また引手重にも文様が観察できる。この文様は鏡板の文様

とは異なり、象嵌ではなく、浮き上がった状態の文様に見える。使用されている素材は判断できないが、文

様は金色に見える

喰は二連式である。両端の環状の部分である喰先と輪違 (かんちがえ)の断面は円形であるが、喰本体の

中央部分の断面は角型を呈する。

遊金の大きさは左右で不女↓称である。断面形はどちらも円形であるが太さも大分異なっている。

鏡板の鴛鵞の文様をX線写真、肉眼観察すると、象嵌を施す前の彫 り込みのタガネ痕が観察できる。タガ

ネ痕は糸目状になっており、コツコツと少しずつ彫 り込んでいる状況がわかる。羽の先端部分のような幅の

広い部分の彫 り込みは、最初にその輪郭を線状に刻み、その後にその中を削いでいるとことが観察できる。

また、うまく図示できなかったが、鏡板の透かし部分もタガネで刻んで切 り取ちている状況が観察できる。

この轡の総合的な考察については京都国立博物館の久保智康氏に依頼 している。詳細は久保氏の文章 (第

12章 6)を参照されたい。
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X線写真及び肉眼観察で判別できるたがね痕 0                                  10cm

第140図 661号池出土遺物⑮ (轡 )

(6)馬骨 (写真図版67)

池の北東から馬骨が出土 した。良好に残存 しているのは歯である。 2列 になって出土 しており、北東側に

2個、南西側に5個それぞれ並んでいた。これらは臼歯である。歯列のどうしの間隔は内法で約 8 clnほ どで、

顎に歯が付いた状態の間隔を保っていると考えられる。

顎の骨はわずかであるが、歯に付着する形で残存 している。前歯や、他の部位の骨は検出できなかった。

この歯および顎の骨が、下顎骨なのか、頭蓋骨なのかは、小林和彦氏の分析に任せたい。頭蓋骨であれば逆

位、下顎であれば正位の出土状態である。

この馬骨が、池に置かれた時の状態がどのようであったかは判断が難しい。骨の状態で置かれたのか、肉

のついた状態であったかということであるが、それを判断する材料はない、

また、頭部のみであったか、全身があったのかも判断できない。顎の骨の残存状態の悪さから考えれば、

他の部位の骨が腐食 して失われてしまった可能性 も否定できない。

また轡が、この馬骨から約80cHlほ ど離れて出土 している。近接 して出土したことから考えて、轡 とこの馬

骨に何 らかの関係がある可能性は非常に高い。本来は馬の頭部に装着 した状態であった可能性も考えられる。

もし替 と馬骨が伴うものであれば、祭祀的な行為によつて馬骨を置いた可能性が非常に強 くなる。
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紫檀木画槽琵琶

(正倉院 奈良時代)

瑞花鴛鵞八稜鏡

(平安時代)

″ノう

唐花鴛喬八稜鏡

(平安時代)瑞花鴛蒼文鏡

(平安時代)

鴛肴丸 (え んおうのまる)

(有職模様にみられるもの)
蝶鴛喬鏡

飾り金具の鴛鵞文

(鳥 羽離宮出土)

日本の文様21(小林桂助他著 光琳出版)に 掲載の図を引用

第141図 鴛鵞の文様

3 かわらけ (第 142～ 151図、写真図版151～ 163)

かわらけの分類は、松本建速氏が平安京の形態分類を基本に柳之御所の資料を加えておこなった方法 (岩

手埋文 1995「柳之御所跡」分冊 3 Xかわらけの形態分類と編年)に従うことにする。下に分類基準を示

す。

手づ くねかわらけ

C類 (口縁部二段なで技法)

C3類 上段のつまみは弱 くいくらか内湾ぎみ。上段と下段のなで面はほぼ同じ幅である。口唇部断面形

は九い。

C4類 上段を強 くつまむ。上段は下段のなで面より幅が狭い。口唇部断面形は九い。

C5類 口唇部面取 り。口唇部断面形は三角形。

C5′ 類 口唇部面取 り。口唇部断面形は三角形だが面取 り部が くびれる。
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D類 (口縁部一段なで技法)

D2類 口縁部は直線的に立ち上がる。日唇部断面形は九い。

D3類 日縁部は弱 く内湾気味。口唇郡断面形は九い。

D4類 回唇部面取 り。回唇部断面形は三角形。

D4′ 類 D4類 に類似。口唇部面取 り後、日縁全体を一度なでる。断面形はほぼ三角形。

ロクロかわらけ

Rd 皿型の大型品

Rb 皿型の小型品 (小型品は皿型とする。)

Rb 碗型

口縁部の形態

0類 口縁部が底部から丸 く立ち上がるもの

1類 口縁部が底部からすぐにほぼまっすぐに立ち上がるもの

2類 口縁部が内湾し、均等の割合で口縁部、底部の二つに三分できるもの。

段の有無と段の数

0 段はなく、表面は滑らかである。

1 段はないが、表面には粗い調整痕がある。

2 段が 2段ある。

3 段が 3段ある。

4 段が 4段ある。

5 段が 5段以上ある。

底部の形状

疑似高台がない場合はダッシュ
(ア )をつける。

疑似高台がある場合はダッシュ
(ア )をつけない。

以上の要素を合わせてR d01′ 、 F d10の ように表す。

12世紀のかわらけは、手づ くねかわらけ172点、ロクロかわらけ21点、内折かわらけ2点、高台のあるか

わらけ3点を図示 した。かわらけの多 くは道路側溝である46S D 16か らと、 1号池跡が廃絶した後に堆積 し

た 1号池 1～ 2層から多 く出上した。他に不掲載のかわらけが125kg出 土している。

手づ くねかわらけはC3類 が11点、C4類 は61点、C5類 は14点、D2類が 6点、D3類力M2点、D4類力湘8点

ある。

ロクロかわらけはrdが 13点 とRdが 8点である。また高台の付 く3402、 3498、 34991ま ロクロ不使用のも

のであり、胎土は手づ くねかわらけと共通する。
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番号 出 上 位 置 分類
法 量 (clll) 面

デ
内
ナ ヒ聰q 遺存度

(%) 胎 土 備 考
口径 底径 器高

46S D16埋土 Ⅳ B8b南 ) C3 布 ? 組砂 川、 内面に多少の油煙が付着

3302 46S D16埋土 ⅣBOb北 ) C4 13.5 26 指凹み

3303 46S D16埋土 ⅣBOb北 ) C3

3304 46S D16埋土 ⅣB7b北 ) C4 ヘ ラ 指紋

3305 46S D16埋土 ⅣB7b北 ) C3 15.1 ヘ ラ すのこ痕 llH砂小

3306 46低地覆土(Ⅳ B7a) C3 (2,7) 佃砂多 指頭圧痕散在

46S D16埋土 (Ⅳ B7b) C4

3308 46S D16埋土(東流部) C4

33119 46低地覆土(Ⅳ B6c) C4

3310 46低地覆土 (Ⅳ B7a) C3 rヽ ラ すのこ痕 llX

3311 46低地覆土(Ⅳ B6a) C4 (33) 細砂小 内面 に油煙付着

3312 46S D硲埋土(Ⅳ BOb北 } C4 ヘ ラ 細砂多 継ぎ目

3313 46S D16埋土 (束 流部) C4 ヘ ラ すのこ痕 lα 内面に油煙付着

46低地覆土(Ⅳ B7a) C4 ヘ ラ 細砂小

46S D16埋土(Ⅳ BOb南 ) C4 4(

3316 46S D16埋 土 (Ⅳ BOb南 ) C4 ヘ ラ 細砂多 指凹み

3317 46S D蹄埋土 (Ⅳ B7b北 ) C4 13.5 ヘ ラ 細砂小

3318 46 S D16埋 土 C4 65 細砂多
46 S D16埋 土 (東 流部) C4 皮 ? すのこ痕

3320 46 S D16埋 土(東流部) C4 ヘ ラ すのこ痕 細砂小 植物痕

3321 46S D16埋土(Ⅵ BOb北 ) C4 3C

第142図  C地区のかわらけ①
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0                    10cm

番号 出 土 位 置 分類
法量 面

デ

内

ナ (す の 遺存度
(%)

胎土 備 考
口径 底 径 器高

3322 46 S D16埋 土 ⅣB8b北 ) C4 2.8 布 すのこ痕 細砂多

3323 46 S D16埋 土 ⅣBOb南 ) C4 25 布 Ⅸ 細砂小 継 ざ目

3324 46S D16埋土 ⅣB7b北 ) C4 (23) ヘラ ? 指凹み著し�

3325 46 S D 16埋土 東流部) C4 29 ヘ ラ 51

3326 46S D16埋土 VBOb北 ) C4 (26) 細砂多 継ぎ目

3827 46S D16埋土 粟流部) C4 4 ′ヘラ 外底に指紋、日縁部歪み

3328 46低地覆土 (Ⅳ B7a) C4 0 細砂小 指頭圧痕散在

46 S D16埋土 (Ⅳ B7b北 ) C4 3 ヘ ラ

3330 46S D16埋土(Ⅳ BOb北 ) C4 4 布 ? ・B砂 /1ヽ

3331 46 S D 16埋土 C4 21 内面 に油煙付着、指凹み

46S D16埋土 (Ⅳ BOb北 ) C4

3333 46S D16埋土 (Ⅳ BOb南 ) C4 2 1 l■砂小

3334 46低地覆土(Ⅳ B7a) C4 8 (26) (mを♭′ト

3335 46 S D16埋 土 (Ⅳ B9b) 歪み著 しし

46S D16埋土(東流部) C4 布 6(

3337 46S K27埋土 C4 7 佃砂多 内面 に炭化物付着

46 S D 16埋 土(束流部) C4 継ぎ目

C4 102 9 佃砂小 指凹み

46 S D16埋 土 (Ⅳ B9b北 ) C4 7 継 ぎ目 指 凹み

46S D16埋土 (Ⅳ BOb北 ) C4 141 すのこ痕

3342 465D16埋土(Ⅳ BOb南 ) C4 (28)

3343 46S D16埋土 (Ⅳ B7b北 ) C4 (26) l〔

3344 46 S D 16埋 上(東流部) C5 27 木 すのこ痕 田砂多

第143図  C地区のかわらけ②
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番号 出 上 位 置 分類
法量 (cm) 内面

ナデ !亀 q 遺存度
(°/o)

胎土 備 考
口径 底径 器高

3345 46低地覆土(Ⅳ B7a) C5 31 内底油煙付着

3346 46S D16埋土(Ⅳ B8b南 ) C5 14.1 細砂小

3347 46 S D 16埋 土 (東 流部) C5 粗砂小 指頭圧痕散在

3348 46 S D16埋 土 (Ⅳ B8b北 ) C5 細砂多 指凹み

C5 ヘ ラ 80 穿 孔

46低地覆土(Ⅳ B7b) C5 55 内底に油煙付着

3351 46S D16埋土(束流部) D3 ヘ ラ すのこ痕 細砂多 歪み著しい内面にスス付着

3352 46 S D 16埋 土(東流部) C5 12.7 30 歪み

46低地覆土(Ⅳ B6b) C5 30 油煙付着炉明皿か

3354 46S D16埋土 (Ⅳ B8b南 ) Cs (33) 継ざ目

3355 46S K23埋土 C5 170 (2.9) 1 細砂小

3356 46低地覆土(Ⅳ B7a) C5 すのこ痕 51 細砂多

3357 46 S D 16埋 土(東流部) D2 9 指 凹み

3358 46S D16埋土 (Ⅳ BOb北 ) D3 顔 細砂多

3359 46S D16埋土 De 底中心に穿孔 (焼成後か)

46S K23埋土 D3 烈 佃砂多

3361 46 S D16埋 土(V30b南 ) D8 (27) 個砂多 内面に油煙付着 継ぎ目

3362 46低地覆土(Ⅳ B7a) D3 すのこ痕

3363 46S D16埋土 (栞流部) D3? 布 粗砂小 外底 に指紋

第144図 C地区のかわらけ③
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番号 出 上 位 置 分類
法量 面

デ
内
ナ (す の

テ rR 、

遺存度
(%)

胎 土 備 考
口径 底径 器高

3364 46S K23埋土 D3 11 細砂多

3365 46S D16埋土(Ⅳ BOb) D3 113 細砂少

3366 46 S K17埋 土 D3 l15 細砂多

3367 46低地覆土 ⅣB7a D3 77 細砂少

3368 46低地覆土 Ⅳ B6b D4 細砂多

3369 46低地覆土 ⅣB6a D4 細秒多 指凹み著し�

46低地覆土 ⅣB6a D4 (34) 細砂多

3371 46S K27埋土 D4 37 布 ? lα 粗砂多 継 ぎ目、中央指凹み

鵠 72 46S D16埋土(Ⅳ BOb北 ) (25) 布 ? 細砂少

3373 46低地覆土(Ⅳ B7a) D4 すのこ痕 細砂多

3374 46低地覆土 (Ⅳ B6b) D4 2.4 (31) 細砂多

3375 46S D16埋土 (Ⅳ B8b北 ) D4 佃砂多 指凹み

46S D16埋土 (東流部) D4 布 ? 個砂少

3377 46S D 16埋 土(V30b) D4 倒砂多

3378 46S D 16埋 土(V BOb南 ) D4 咽砂少 継ぎ目

3379 46S D16埋土(東流部) (25) 皮 ? 佃砂多

3380 46S D16埋土(VB6c) D4 (25) 1 倒砂多

46S D16埋土 倒砂多

3382 46S D16埋土(東流部) 側砂少

3383 46 S K31埋 土 D3 すのこ痕 lα 阻砂多 継 ぎ日、底部 内厚

3384 46 S K31埋 土 D4 8C 佃砂多 口縁部歪み

46S D16埋土 (東流部) D4 llX 佃砂少 内面に油煙指凹み

第145図  C地区のかわらけ④
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番号 出 土 位 置 分類
法畳 面

デ

内
ナ

な
の
ぅ

す
痛

外
く

こ 環身舞 胎 土 備 考
口径 底径 器高

461H地 トレンチ1層 (Ⅳ B7b) D2 粗砂多 指凹み著 し彰

3387 46S D16埋土 (Ⅳ B7b北 ) D3 ヘ ラ すの こ痕 細砂多 歪み著しい

3388 46低地覆土 (Ⅳ B6a) D4 ヘ ラ 細砂少 指凹み、継ぎ目
46 S D 16埋 上(東流部) D8 すの こ痕 中央指凹み

339Э 15 ヘ ラ 細砂少
339ユ 46低地覆土(Ⅳ B7b) D4 1,7 ヘ ラ 指紋

3392 46 S D16埋土(東流部) D4 ヘ ラ 10C 中央指凹み

3393 46S D16埋土(束流言p D4 1.7 lllC

3394 46低地覆土(Ⅳ B7b) r d12 2.2 ロクロ 回転糸切 粗砂多
3395 46S K26埋土 (2.5) lt 細砂多
3396 46低地覆土(Ⅳ B7b) r dll 9 質 個砂多 右回り
3397 46S D16埋土 (東流部) rd 5 lH砂少
3398 46 S D 16埋 土(東流部) r d13 8 阻砂少 右回 り

3399 46 S D 16埋土(東流部) r d12 51 8 19 阻砂少
3400 46低地覆土(Ⅳ B6b)

3401 46S K23埋土 3.2 細砂多 底径下さい。風化著しい

3402 461a地 トレンチ1層 (IB7b) 細砂少 高台が付 く
3403 46S D16埋土 (Ⅳ B7b) 内折れ 細砂多
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3408
3405

3409

3413

3412
3411

坪

10cln

3410

3416

3415

3418 3420

3417

番号 出 上 位 置 分類
法量 (clll) 面

デ
内
ナ

憑
¢
―

す

雇

外
′ヽ

こ 環砺偏 胎 土 備 考
口径 底径 器高

池l層 (Ⅳ A8,) D2 2 llXl 細砂少畳 やや摩耗している

3406 池1層 2 指 すのこ痕 100

3407 66 池1層 (Ⅳ B6a 指 ?

3408 池1層 (Ⅳ B6a 不 明 4( 細砂多量

3409 66 池1層 (Ⅳ B8a D3 10 C 1 指 ? すのこ痕 細砂少量

66 池l層 (Ⅳ B8a 17 不 明 llX lB砂少量 摩耗 している

3411 池1層 (Ⅳ B7a 1.7 不 明 すの こ戻 9C lIE砂 少景 やや摩耗している

3412 池1層 (Ⅳ B6a ヘラ 側砂多量 胎上 に雲母が混入

14 下明 すのこ痕 胎上 に雲母がわずかに混入

1.4 ヘラ? lH砂少遅

66 1池 1層 (Ⅳ B8a) 指 3

66 1池 2層 (Ⅳ B8a) 1 者 ? 80

3417 66 1池 1層 (Ⅳ B6a) 小明 制 細砂多量 磨耗している

3418 ユ ヘラ? 細砂多量 摩耗している

66 1池 1層 (Ⅳ B7a) 悟 すのこ痕 細砂少量

3420 不明 細砂少量 摩耗している

3421 66 1池 1層 ⅣB8a) 不 明 すのこ痕 細砂多量 摩耗している

3422 池1層 ⅣB6a) すのこ痕 10Э 細砂少量 内面に頭髪の圧痕がある

3423 66 1池 1層 ⅣB7a) 内面に炭化物付着

3424 66 1池 l層 ⅣB8a) 14( 24 ヘ ラ すのこ痕 細砂少量

池1層 ⅣB6a) 2.4 不 明 すのこ痕 摩耗している

3426 2 不 明 すのこ痕 田砂多量

第147図 C地区のかわらけ⑥
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番号 出 上 位 置 分 類
法量 (cm) 面

デ
内
ナ

Ｋ
の
う

す
痕

外
＜

こ

遺存度
(%) 胎 土 備 考

口径 底径 器高

3427 66 1池1層 (Ⅳ A8j) D3 2 指 ? すのこ痕 41 佃砂少量

3428 66 1池 1層 (Ⅳ B6a) 5 内外面に油煙付着

3429 5 孝旨? 3 内面に油煙付着

3430 66 1池 2層 (Ⅳ A7 ) 2 すのこ痕 引

3431 66 1池 1層 (Ⅳ B6a) 2 個砂多量 磨耗している

3432 66S K2 2層 3 指 ? 3

3433 66P31埋 土 4 ヘ ラ すのこ痕 5C 細砂少量

3434 66 池 1層 (Ⅳ B6a) D4 9` 不明 身の深い器形

3435 池 1層 ⅣA8j) 不明 摩耗している

池 1層 ⅣB6a) 悟 10C

3437 池1層 ) 21 不 明 摩耗している

3438 すのこ痕 質

3439 池2層 (Ⅳ B7a) 指 ? すの こ反 口縁 内外面 に油煙付着

池 1層 (Ⅳ B6a) 1,7 不 明 すのこ痕 摩耗している

3441 池2層 ( ク ) 91 不 明 すのこ痕 細砂多量 摩耗 している

3442 池2層 (Ⅳ B8a 指 指紋顔著 細砂少量

66 池2層 (Ⅳ A8j 指

3444 池2層 (Ⅳ B8a 91 17 指 胎土に海綿状骨針混入する

3445 池2層 (Ⅳ B6a 摩耗 している

3446 池2層 (Ⅳ B7a すのこ痕 γ

3447 池1層 (Ⅳ B8a 12( すのこ痕

348
3449 66 1池 l層 (Ⅳ B6a) 30 不 明 すのこ痕

第148図  C地区のかわらけ⑦
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番号 出 上 位 置 分類
法畳 (cm) 内面

ナデ

凰

の

ヽ
す
歳

朴
ｒ
ｒ

遺存度
(%) 胎土 備 考

口径 底径 器高

3450 池 1層 ⅣB6a) D4 14.4 指 ? すのこ痕 細砂少握

3451 池2層 ⅣB3a) すのこ痕 外面油煙付着

3452 池l層 ⅣB6a) 指 ? Ю 細砂多畳 内面油煙多畳に付着

3453 池 l層 ⅣB8a) C3 5Cl 細砂少握 摩耗 している

3454 66 池1層 ⅣB7a) 指 ?

3455 66 池1層 ⅣB6a) 4 指 すのこ痕 80

3456 4 指 ? 細砂多握 内面油煙付着

3457 指 すのこ痕 細砂少遅 内面油煙付着

3458 4 指 すのこ痕

池l層 (Ⅳ A8i) Cl 指 ? 80 摩耗 している

3460 池 1層 (Ⅳ B6a) 指 すのこ痕 80

3461 池l層 (Ⅳ A8j) 指 すのこ痕 開 内面油煙付着

3462 66 池2a層 (Ⅳ B7a) 1 指 すのこ娠 50 細砂多量 胎上 に雲母わずか に混 じる

3463 指 すのこ痕 90 細砂少握

3464 66 池2a層 (Ⅳ A71) 指 50

3465 池1層 (Ⅳ A8j

3466 池2層 (Ⅳ A7, 指 50

池l層 (Ⅳ B7a 指 すのこ礁 ll10

3468 池2層 (Ⅳ B6a 15.[

3469 池1層 (Ⅳ B7a すのこ痕 50

3470 池1層 (Ⅳ B6a 悟 内面油煙付着

すのこ娠 内面油煙付着

3472 66 1池 1層 (Ⅳ B8a) 指 すのこ痕 30
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番号 出 土 位 置 分類
法量 (cm) 面

デ

内
ナ (卜 すら

,驚 ゝ

遺存度
(%) 胎 土 備 考

口径 底径 器高

3473 66 池1層 (Ⅳ B6a C4 指 すのこ痕 佃砂少量

34密 池1層 (Ⅳ B8a 5 指 ? すのこ痕 佃砂多量

3475 池 1層 (Ⅳ B7a 3 指 すのこ痕

3476 池2層 (Ⅳ B8a 4 指 10C 細砂少量 内面油煙付着

3477 池1層 (Ⅳ B7a 指 すのこ痕

割 硲 池 1層 (Ⅳ B8a 指 すのこ痕 3〔

3479 661池 2a層 (Ⅳ B6a) 3. すのこ痕 4C

3480 池1層 (Ⅳ B6a 指 ? 50 細砂 多量 摩耗 している

池1層 (Ⅳ A6i 指 すのこ痕 10Э 細砂少量

3482 池1層 (Ⅳ B6a C5 すのこ痕

3488 池1層 (Ⅳ B6a 不 明 すのこ痕 摩耗 している

3484 池1層 (Ⅳ B7a 内折れ 1.1 脂 ?

3485 池1層 (Ⅳ B6a rd ロクロ 回転糸切 細砂多量

3486 池 1層 (Ⅳ B8a ロクロ

池2層 (Ⅳ B7a 15 90

-247-



3496

W3500

0                    10cm
|

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cnl) 面

デ

内

ナ

瓜
の
、

す
菅

外
く

・

遺存度
(%)

胎 土 備 考
口径 底径 器 高

池 1層 ⅣB8a rd ロクロ 回転糸切 3 個砂多量

池2層 ⅣA8i 19 3 砂多量 胎土の砂粒が他に較べて大きし

3490 池1層 ⅣB7a R d00 3 ロクロ 回転糸切 個砂少量

池2層 ⅣB8a ロクロ ヘラケズリ 底面、底辺部 にヘ ラケズ リ

3492 池 1層 ⅣB8a R d22 3 36 ロクロ 回転糸切 口縁部内外面 に油煙付着

3493 池2層 ⅣB6a ロクロ 7C 内面に油煙付着

3494 池 1層 Ⅳ B7a R d03 72 7C

3495 池 1層 ⅣB8a R d04

3496 池2層 ⅣB6a R d23 131 7C

3497 池 1層 ⅣB8a
3498 池 1層 ⅣB7a 5( 手づくね かわらけの胎土

3499 66 1池 2層 ⅣB6a
3500 66 1池 1層 Ⅳ B8a 81

第151図  C地区のかわらけ⑩
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4 国産陶器 (第 152～ 165図、写真図版164～ 173)

(1)常滑産陶器 (第 152～ 154図、写真図版164～ 166)

本調査区から出土した常滑産陶器は中野 。赤羽生産地編年の 2型式と3型式に相当するものが出土してい

る。だが破片資料を2形式と3形式に分けるのは分類するのはかなり難しく。どちらに分類されるのか不明

なものがほとんどである。

図示したのは片口鉢10点、山茶碗 1点、広口壺 7点、広口壺以外の重 2点、広口瓶 ?2点、甕14点である。

他に不掲載の常滑産陶器片が105片出土している。

3501～ 3503の 片口鉢は国縁部形態から2型式に相当すると思われる。3501は 内底面がかなり磨耗している。

3503は 内面の磨耗がほとんどない。3504は 高台部の形態から2型式に相当すると思われる。内面がかなり磨

耗 している。3505～ 35061ま 口縁部形態から3型式に相当すると思われる。35051よ片口部の屈曲がわずかに始

まる部位の破片である。3507の外面には重ね焼きの際に他個体の破片が窯着 している。35081ま器厚が厚い個

体である。内面はかなり磨耗 している。3526は 口縁部形態から2型式に、35271ま 3型式に相当する。

3509の 山茶碗は常滑産か渥美産かはっきりしないが、ここでは一応常滑産としておく。高台部が剥離 して

いる。外底面に糸切 りなどの切離し痕はみられない。

3510は 三筋壺の日縁部と考えられる。内外面に自然釉がかかっている。35111ま 口径が小さく、広口壺では

なく広日瓶の口縁部の可能性がある。 2型式相当する。

3512は 底部の破片であるが、底径と体部の立ち上がり角度から広口壷と考えられる。底面には砂が付着す

る。3513は 体部が直線的に立ち上がり。広口瓶の体部と考えられる。おそらく2型式に相当する。3514と 35

15は広口壺の破片である。おそらく同一個体と推測される。3514は ⅢB区の道路状遺構の道路側溝74S D 4、

74S D 6か ら出上した破片と接合した。約45m離 れた破片が接合 したことになる。図示しているのは接合 し

ていない状態の破片である。口縁部が欠損 しているためはっきりしないが体部の形態から2型式に相当する

と推測される。

3528は 三筋壷の口縁部と考えられる。3532は 押 E「がみとめられず広口重の体郡破片と考えられる。3534、

3535は 広口壺の体部破片であるが、3514、 3515と 同一個体と思われる。

3516～ 3519、 3521～ 3525は 甕の破片であるが、特徴のある部位がなく、 2型式と3型式に分けることがで

きない。35301ま甕の頸～肩部破片である。肩部に線刻が施されている。3531は 日唇部が欠損 している日縁部

破片である。日縁端部近 くが下方に引き出されており特異な形状である。35331よ甕の底辺部破片と考えられ

る。3536は 薄手の破片で 2型式に相当する可能性が高いがはつきりしない。断面の胎土は赤褐色を呈する。
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3508

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代 な ど 色 調 その他

35C11 常滑 片口鉢 完存 るS D16埋 土 (Ⅳ B4b) 2型式 灰 白 国唇部に面取りあり

3502 ロ 褐 灰

3503 完存
`6低

地覆土(Ⅳ B6a) 灰 白

3504 体下～底 46S D16埋土 (東流部) 灰黄

3505 口縁 46S D16埋 士 ⅣB9b 3型式 ? 灰責褐 口唇部 に面取 りあ り

3506 16S D 16埋土 ⅣBOb 3型式 灰 褐

3507 16S D 16埋土 ⅣBOb オリーア灰(1)楊辰(下 ) 窯体付着

体下ヽ 底 16 S D16埋土 V BOb 2～ 3型式 灰 自

3509 山茶碗 16低地覆土 (Ⅳ B7a) 高台部欠損

3510 口縁 16S D16埋 土(V30b) 灰 オリーブ 三筋壺か

3511 16S D16埋 土(Ⅳ B6b) 黒褐

第152図 C地区の常滑産陶器①
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3520

第153図  C地区の常滑産陶器②

0                     10cln

3522

番号 種類 器 種 部位 出上位置 年代 な ど 色調 その他

3512 常滑 甕 底 16 S D 17埋土(Ⅱ B7d) 2～ 3型式 灰 色

3513 体下～底 賂低地覆土 (Ⅳ B7b) 2型式 傷灰色

3514 肩 ⅣB4a表 土 灰 オ リーブ色 66 1池 1層 (Ⅳ B8a)出 土片 と接合

3515 一肩 硲 S D16埋 土 灰 オ リーブ色

3516 肩 賂S D16埋 土(V BOb) 灰 白色

体下 S D16埋土(Ⅳ B7b北 ) 掲色

3518 体 下 賂S D16埋 土 (Ⅳ B4b) 掲灰色

3519 体 下 賂S D17埋 土(Ⅳ B2d) 暗赤褐色

3520 一肩 ⅣB3d表 土 2型式 灰 オ リープ色 66 1池 2層 (Ⅳ B7a)出 土片 と接合

3521 口～肩 賂S D16埋 土(Ⅳ B6b) 灰 オ リー プ色

3522 体 中 鯰S D16埋 土(Ⅳ B9b) 暗褐色

3「D23 体 下 ⅣB5a表土 にぶい橙色

3「J24 底 辺 賂S D17埋 土 (Ⅳ B2d) 灰 色

3525 体 下 賂S D17埋 土 (Ⅳ B4b) にぶい橙色
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3532

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

3526 常滑 片 口鉢 回 池1層 ⅣB8j 2型式 灰色 口唇部に面取りあり

3527 口 池1層 ⅣB6a 3型式 ? 灰 色 口唇部外反

3528 士電 池1層 ⅣB6a 灰オリープ色 三筋壺か

3529 霊 池 1層 ⅣB8a 暗赤褐色 内面自然釉

3530 一肩 お 池1層 ⅣB7a 3型式 ? 灰褐色 肩部 に線刻あ り

3531 百 池 層 Ⅳ B6a 暗褐色

3路2 体下 16 池 層 Ⅳ B6a 灰 色

3533 底辺 お 池 層 Ⅳ B6a 暗褐色 内面 自然釉

3協4 体下 ,6S K 埋土 2型式 ? 灰黄褐色 3535と 同一個体か 工具の木目がみられる

3535 体 下 2型式 ? 黒褐色

体 下 )6S K2坦土 2型式 ? 灰責褐色

第154図  C地区の常滑産陶器③
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(2)渥美産陶器 (第 155～ 163図、写真図版166～ 172)

本調査区出上の渥美産陶器で図示したのは、山茶碗 4点、片口鉢 4点、重10点、甕53点 である。他に不掲

載の渥美産陶器片が81片 出土している。

3646～ 3649は 山茶碗である。3646～ 36481よ 口縁部破片で外面の口唇下が凹んでいる。3647は 口縁部に捻 り

が入っている部分があり、輪花になっていることがわかる。3648は 底部破片であるが、外底面に回転糸切痕

がある。日縁の内外面に釉がかかる。

3601、 3602、 3650、 3651は 片日鉢である。3601、 3602は 体部下半にヘラケズリが施されているが、胎土か

ら渥美産陶器と考えた。3601の 内面は磨耗 しておリツルツルしている。3650、 3651の 高台部の断面形は四角

形である。どちらの内面も磨耗 している。

3603は 重の口縁部破片である。頸部がやや外反する広口壺と考えられる。3604、 3605は底径と体部の立ち

上がり角度から壼と考えられる。3605とこは押印が施されている。3606～ 3616は 同一個体の重である。日縁部

はやや外傾 し、日唇部は折 り返えされる。体部の中央から下半には押印が施される。3668は 壺の肩付近の体

部破片である。外面には自然釉がかかり、一部分に窯体が付着している。外面の器肌が猿投産陶器の感 じに

似ているが、胎土からここでは渥美産陶器とした。

3612～ 3615の 甕は同一個体である。いずれの破片も外面にオリーブ色の自然釉がかかっている。内面には

部分的に煤 ?が付着している。3616、 3617は同一個体で外面に刷毛塗 りの灰釉が施されている。3631は 甕の

肩部破片であるが刷毛塗りの灰釉が施されている。3652～ 3657は 甕で同一個体である。3652は 頸部の破片で

ある。残念ながら口縁部を欠くため、日縁の開き具合がはっきりしない。3658は 外面に土師器のハケメ調整

に似る調整が施されている。3670は 甕の頸部破片である。顕部が直立気味で、古い様相を呈しており、12世

紀前半の可能性がある。

番号 種類 器種 都位 出上位置 年代 な ど 色調 その他

3601 渥美 片口鉢 ロ 16S D16埋 土(Ⅳ B7b 12C 褐灰

体下 底ヽ 46S D16埋土(Ⅳ B9 灰

一霊 回 46S D16埋土(V B0 暗灰

3604 体下～底 46S D16埋土(Ⅳ B4 黒褐

3605 46低地覆土(Ⅳ B6c)

第155図  C地区の渥美産陶器①
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番号 種類 器種 部位 出上位置 年代 な ど 色 調 その他

3606 涯 美 壷 口～体 46S Dヽ埋土(Ⅳ B4b) 12C 黒褐 3606～ 36■ は同一個体

3607 体 46S D16埋土(Ⅳ B4b) 褐灰色

3608 灰 色

46S D16埋土(Ⅳ B6b) 灰

46S D16埋土(Ⅳ B4b) 黒褐

46S D16埋土(Ⅳ B4b) 46S D17坦土 (Ⅳ B2d)出 土片が接合

第156図 C地区の渥美産陶器②
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(3622は 欠呑)

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

渥美 養 体上 賂低地覆土(Ⅳ B7a) 責褐色 3612～ 3615同一個体

16低地覆土 (Ⅳ B6c)

,61池 1層 (Ⅳ B6a)
16S D16埋土 66 1池 2層 (Ⅳ B7a)出 土片と接合

体中 6 S D1611土 (Ⅳ B7b)】 ヒ 灰掲色

3617 除S D16埋 土(Ⅳ B2c)

体下 賂S D16埋 土(Ⅳ B8b) 灰白色

体下 16低地覆土 (Ⅳ B8b) にぶい黄橙色

3620 一肩 賂S D16埋 土(Ⅳ B4b) 灰 色

3621 体下 16 S K31埋 土 灰責褐

第157図  C地区の渥美産陶器③
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呑号 種類 器種 部位 出土位置 年代 など 色調 その他

3623 渥 美 発 体 下 16低地覆土(Ⅳ B6c) 12C 掲灰

体 下 16S D16埋 土(Ⅳ B8b) 灰

体 下 16S D16埋土 灰掲

3626 体 下 16低地 1層 (Ⅳ B7a) 灰

体 上 灰 オ リープ

16S D 16埋土(Ⅳ B5b) 仄

3629 一肩 16S D16埋 土(V30b) 灰 オ リーブ

3630 一肩 46低地覆土 (Ⅳ B8a) 暗 オ リープ

一肩 16S D16埋土(Ⅳ B3c) 浅黄

第153図 C地区の渥美産陶器④
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3636

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色 調 その他

渥 美 甕 体 下 賂S D16埋 土(Ⅳ B7b) 12C 掲灰

3633 賂S D16埋 土 (Ⅳ B7c)

3634 賂S D16埋 土 (Ⅳ B7b) 里
い

3635 16低地覆土(Ⅳ B6a) 黒褐

3636 褐 灰 3675と 同一個体

3637 16低地1層 (Ⅳ B7b)
16 S D 16埋 土(Ⅳ B4b) 天白

3639 16S K21埋 土 天黄

3640 16S D17埋 土 天褐

3641 ⅣB3a表 土 掲灰

3642 46 S D 16埋 土(東流著FJl 天責褐

3643 16低地覆土(Ⅳ B6a)

16低地覆土 (Ⅳ B6c) 灰

16 S D 16埋 土(V BOb) 褐灰

第159図 C地区の渥美産陶器⑤
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第160図  C地区の渥美産陶器⑥

3657

香号 種類 器種 部位 出上位置 年代 な ど 色調 その他

渥美 山茶碗 口縁 お 1池 1層 ⅣB6a) 12C 天色

3647 161池 2a層 ⅣB7a) 灰 色

3648 )6 1池2層 Ⅳ A7 ) 褐灰色

3649 体下～底 i5 1池 1層 (Ⅳ B6a) 責灰色 底面回転糸切

363Э 片口鉢 お 1池 l層 Ⅳ B7a) 仄 色 内面磨耗

3651 お 1池 1層 Ⅳ B7a) 灰 色

3652 奏 頸～肩 ,6 1池 1層 (Ⅳ B6a) 責灰色 46低地 1層 (Ⅳ B7a)出 土片と接合

3653 首 ,6 1池 l層 ⅣB6a) 灰 色 3652～3657同 一個体

3654 一肩 お 1池 1層 ⅣB8a) 灰 オ リーブ色 46低地 1層 (Ⅳ B7a)出 土片 と接合

3655 お 1池 1層 ⅣB6a) 灰 オ リーブ色

3656 お 1池ユ層 ⅣB6a) 灰 オ リーブ色

3657 16低地 1層 ⅣB7a 灰 オ リーブ色
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番号 種類 器種 部 位 出土 立置 年代など 色調 その他

3658 渥美 奏 体 中 16 1池 1層 ⅣB8a) 12C 灰 色 46低地 1層 (Ⅳ B7a)出 土片と接合

3659 体上 16 1池 1層 ⅣB8a) オリーブ灰色 外面自然釉

体 下 16 1池ユ層 ⅣB6a) 灰 色

体 下 ⅣB4a表 灰 白色

3662 体下

'6 1池
1層 ⅣB6a 灰黄色 内面灰 かぶ り

底 る 1池 1層 ⅣB7a 暗灰色 内面 自然釉

体 下 16 1池 l層 ⅣB8a オリーブ灰色 外面 自然釉

3665 体 下 お 1池 1層 ⅣB6a 灰 色 3666と 同一個体

3666 体 下 お 1池 ユ層 ⅣB6a 灰 色

3667 体 下 ね 1池 l層 ⅣB8a 暗灰色

第161図 C地区の渥美産陶器②
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3670

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

3668 渥美 士⊆ 体上 ,6 1池 1層 (Ⅳ B6a) 天オリーブ色 外面に窯体付着

3669 霊 □ ⅣB6a表土 暗灰色 内面 自然釉

3670 顕 ;6 池1層 ⅣA8i 灰 色

3671 体 上 池1層 ⅣB8a 灰 色 外面一部灰かぶり

3672 体下 発 池1層 ⅣB7a 灰 色

3673 池1層 ⅣB6a 灰 色

3674 6 1池 l層 ⅣB6a 灰 色

3675 お 1池 1層 ⅣB6a 灰 色

3676 16 1池 1層 ⅣB7a 灰黄色

第162図 C地区の渥美産陶器①
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番号 種類 器 種 部位 出上位置 年代 など 色 調 その他

3677 渥美 養 体 下 )6 11也 1層 ⅣB6a 暗灰色

3678 体 中 |し 1層 ⅣB6a 天色

体 中 池1層 ⅣB7a 掲仄色

3680 体 下 池1層 ⅣB6a 天白色 内面灰かぶ り

3681 体 下 池1層 ⅣB7a 天褐色 46S D16埋土 (Ⅳ B7b)出 土片と接合

3682 底 池2層 ⅣB7a 天色 内面仄 かぶ り

第163図 C地区の渥美産陶器③

(3)猿投産陶器 (第 164図、写真図版172・ 173)

胎土が常滑、渥美産陶器と異なり、猿投産陶器と思われるものが 3点ある。12世紀段階の族投産陶器の実

態は明らかではなく、これらが確実に猿投産陶器か否かははっきりは言える段階ではないことは承知である

がその可能性が高いものとして示 しておく。3863は 短頸重の口縁部である。胎土は灰色で緻密である。外面

にはオリーブ色の自然釉が付着する。3684、 3685は 甕の破片で同一個体である。胎土は黄灰色で緻密である。

外面には押印が横位に帯状に施され、オリーブ色の自然釉がかかる。なお3684、 3685と 同一個体の破片 (接

合はしない)がⅢB区から多数 (2361～ 2375)出土している。

(4)須恵器系陶器 (第 165図、写真図版173)

片日鉢が 2点、重が 5点、甕 2点 を図示した。不掲載の破片が12片 あるが、掲載したものと同一個体の破

片が多い。

3686は 底部から口縁部まで接合 した。外底面には回転糸切痕がある。口縁部の断面が角型をしている。内

底面は僅かに磨耗 している。断面の胎土は灰色で緻密である。3687は 片口鉢の日縁部破片である。片口部の

破片で口縁部が捻ってある。口縁部の断面形は3686と 同様に角型をしている。胎土も共通 しており同一個体

の可能性もある。
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第164図  C地区の猿投産陶器

3688は 壼の底部破片である。外底面が剥離しており観察できない。胎土は灰色で砂粒混 じりで硬い。3689

はやや厚手の破片であるが壺の下半部の破片と思われる。胎土は灰色で緻密である。

3690は 波状文四耳壼の日縁～肩部の破片である。胎土は暗灰色で緻密である。耳は横耳で残存 しているの

は 1単位のみである。肩部に櫛状の工具により波状文が施文されている。

3691は 内底面に凹凸があり片口鉢ではなく壼の底部と考えられる。胎土は灰色で硬い。外底面には回転糸

切痕がある。

3692は 甕の口縁部である。断面の胎土は内側が茶掲色、外側が灰色とサンドイッチ状になっている。

3693は 甕の体部破片である。外面にはタタキロ、内面にはアテ具痕がある。湾曲がほとんどなく、かなり

大形の個体と考えられる。

3694は 壼の破片である。胎土が渥美産陶器に似た感じもあり、須恵器系陶器でない可能性もある。

番号 種 類 器 種 部位 出上位置 年代 など 色調 その他

3683 猿投 短頚壷 口～肩 16低地1層 (Ⅳ B6b) 12C 灰 白

3684 霙 体 上 16 S D 16埋 土 (Ⅳ B3c) 灰 オ リーブ 3685と 同一個体か

肩 46S D 16埋 土 (Ⅳ B9b) 46 S K27埋 土 出土片 と接合
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3690

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

3686 頁恵器斉 片口鉢 完存 賂S D16埋 土 (Ⅳ B9b) 12C 灰 色 VB4a表 土出土片と接合

口 16低地1層 (Ⅳ B6b) 暗灰色

3688 壷 体下～底 16低地l層 (Ⅳ B6a) 灰 色 底面剥離

3689 こ ? 体 下 暗灰色

3690 四耳重 口～肩
'6 1池

1層 (Ⅳ B6a) 灰 色

3691 壺 体下ヽ 底 お 1池 2層 (Ⅳ B7a) 暗灰色

3692 養 口 ⅣB2a表土 暗灰色

3693 体 Ⅳ B3a表 土 灰 色

3694 士霊 体下 ⅣB9a表土 灰 色

第165図  C地区の須恵器系陶器
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5 中国産磁器 (第 166～ 168図、写真図版174・ 175)

本調査区では中国産磁器は白磁31点 、青磁 3点、青白磁 5点の合計39点 の出土である。

3701～ 37191よ46次調査での出土である。3701の 白磁碗は外面の高台部にまで釉がかかつている。化粧土の

有無ははっきりしないが一応Ⅱ類と考えられる。37021よ 内面の割口上端に沈線がある。高台の形態からⅣ類

に分類される。37031ま釉がかかっているため、口唇部が丸みを帯びてみえるが、断面をみると口唇部が平ら

なことがわかる。3706は 内面の釉薬を掻き取つている。Ⅷ類に分類される。3707は破片の内面下端に釉を掻

き取つた部分が僅かにあり、Ⅷ類に分類される。3708は はっきり断定できないが体部が直線的であリー応Ⅳ

類に分類した。

3709、 3710、 3712、 3713の 白磁重は化粧土がありⅡ系に分類される。3709、 37131よ 内面無釉である。3712

は上部が施釉されているが下部は無釉である。

3711、 3714、 3715は 白磁のⅢ系の壷である。37141ま B地区の74S D 4出 土の破片と接合 した。これらの破

片は約80m離れて出上している。どちらの破片も2次的に被熱しており、被熱した後に割れている。3714と

して図示しているのは接合 していない状態の破片である。

3716～ 3718は 青白磁である。3717の 内面にはヘラと櫛状の工具による文様が施されている。37191ま体部と

底部の境界ぎりぎりまで施釉されている。

3720～ 37391よ 66次調査での出土である。3720、 3721、 3723～ 3725は 白磁碗である。37201ま 口縁部の形態か

らⅣ類に分類される。釉が厚 くかけられており、釉むらも著しい。3211ま 化粧土が施されており、Ⅱ類に分

類される。3724は 細片のため確証はないが、日縁形態からⅧ 2類 と推測される。

3722、 3726は 青磁碗である。37221よ 内外面に櫛状工具による施文がある同安窯系青磁碗の 1lb類である。

3726は 龍泉窯系青磁碗の 11類である。

3727は 白磁皿と考えられる。日縁部形態からⅣ laと 思われる。

3728～ 3737は Ⅲ系の白磁重である。3730は 内面無釉である。37281よ 3715と 同一個体の可能性が高い。3737

は2次的に被熟している。

37381ま龍泉窯系青磁碗の 13類である。内面に櫛状工具による施文がある。

37391ま青白磁である。細片のためはっきりしないが合子の蓋と推測される。
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番号 種類 器種 部位 出上位置 大学府分類 大宰府の年代観 その他

3701 白磁 碗 体 下 46S D16埋土(Ⅳ B7b) Ⅱ 1lC後半12C前半

3702 底 16低地覆土(Ⅳ B6c) ⅣlA
口 ⅣB2b表 土 VかⅥかⅦ

3704 体 16 S D16埋 土(東流部) VかⅥかⅦ

3705 体 16 S D16埋 土(東流部) VかⅥかⅦ

3706 底 16低地覆土(Ⅳ B6c) II1 2か 3

3707 体 46低地I層 (Ⅳ B7b) WⅢ l

3708 体 16低地層(Ⅳ B7a) Ⅳ か

3709 と霊 体 46低地 層(Ⅳ B7b) Ⅱ系 HC後半12C前半

3710 口 46低地1層 (Ⅳ B7a) Ⅱ系

口 16S D17埋 土(Ⅳ B2d) 皿系 12C

体 46低地1層 (Ⅳ B6b) Ⅱ系 ■C後半12C前半

3713 体 46 S D16埋土(Ⅳ B4b) Ⅱ系

体 46S D16埋 土(Ⅳ B7b) Ⅲ系 12C

3715 体～底 66 1池 l層 (Ⅳ B6a) Ⅲ系 46低地 1層 (Ⅳ B6b)出 土片と接合

3716 章白職 碗 口 Ⅳ B2b表土 W12

3717 体 46S D16埋 土(Ⅳ B7b) 青白磁

体 46S D16埋 土(Ⅳ B7b) Ⅵ か

3719 皿 体～底 46低地1層 (Ⅳ B7b) Ⅳla

第166図 C地区の中国産磁器①

-265-



U篭
4P/域 冗乏

』  7
3729

剛
3731

0                                  10cm

番号 種類 器種 部位 出上位置 大宰府分類 大宰府の年代観 その他

3720 自磁 碗 口 る 1池 1層 (Ⅳ B6a) Ⅳla 12C

3721 体～底 ℃ 1池 1層 (Ⅳ B7a) Ⅱla 1l C後半12C前半

3722 体 ⅣB9a地山上 同安 1lb

3723 体 6 1池 1層 (Ⅳ B6a) ⅥかⅧ

3724 口 ⅣB3a表土 Ⅷ 2か

3725 体 る 1池 1層 (Ⅳ B6a VかⅥかⅦ

3726 皿 ? 底 治 1池 1層 (Ⅳ B6a 龍泉 Il

3727 碗 日 16 1池2層 (Ⅳ B7a Ⅳla(皿 )

3728 壷 体 16 1池 l層 (Ⅳ B6a Ⅲ系

3729 体 16 1池 1層 (Ⅳ B7a

3730 体 16 1池2層 (Ⅳ B6a

体 16 1池 1層

3732 一肩 お 1池1層 (Ⅳ A7,)

第167図 C地区の中国産磁器②
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番号 種 類 器種 部位 出上位置 大学府分類 太宰府の年代観 その他

3733 白磁 重 口縁 16 1池 1層 (Ⅳ B8a) Ⅲ系 12C

3734 体都 16 1池1層 (Ⅳ B6a)

3735 肩 ～首 ⅣB3a表土

3736 体部 i5 1池1層 (Ⅳ B6a)

3737 ⅣB4a表土

3738 青磁 碗 ⅣB3a表土 龍泉 13

3739 守白瑠 合子 ふ た ⅣB3a表土 青白磁

第168図 C地区の中国産磁器③
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番号 器種 出上位置 その他

丸瓦 るS D16埋土(束流部) 二次焼成の痕 あ り

3802 ねS D17埋 土

3803 お低地1層 (Ⅳ B7b)

3804 ね低地1層 (Ⅳ B6c) 二次焼成の痕 あ り

3805 お低地1層 (Ⅳ B6b) 二次焼成の痕あり

3806 お低地覆土(Ⅳ B7c)

3807 平瓦 るS D16埋土(東流部)

3808 6SDヽ埋土(Ⅳ B7b) 上面 に縄 目な し

3809 お低地1層 (Ⅳ B6c)

お低地1層 (Ⅳ B6c)

第169図 C地区の瓦①
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6 瓦 (第 169・ 170図、写真図版175。 176)

12世紀の瓦が15点出土 している。いずれも小破片で軒部分があるものはない。

3801～ 3806は 九瓦である。3801、 3804、 3805に は二次的な被熱の痕跡がある。3807～ 3810、 3812～ 3815は

平瓦である。

3811は 軒平瓦であるが瓦当部を欠損 している。全体に磨耗が著 しい。

7 上製品 (第 171図、写真図版176)

3816の 土錘が 1点出土している。おそらく12世紀のものと思われる。胎土に海面状骨針が混入 している。

|!

３８‐３

‐‐山用「日日日日日日日日日日日日日日〕‐‐‐十　　・
匈

第170図  C地区の瓦②

8 木製品 (第 171図、写真図版176)

46S K26か ら3817～ 3819の 下駄が3片出土している。本来は同一個体であつた可能性があるが、腐食が著

しく接合できない。出土遺構の年代観から12世紀のものと推測される。

番号 器種 出上位置 その他

軒平瓦 皓低地トレンチ4層 瓦当部を欠く 摩耗甚しψ

3812 平 瓦 お 1池 2層 (Ⅳ B6〕 )

3813 16 1池 1層 (Ⅳ B6a)

3814 IV B4 a薮 土

3815 )6 1池 2層 (Ⅳ B6a)
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9 石製品 (第 1脅図、写真図版176)

3820、 3821は 砥石である。38201ま 出土地点から12世紀のものである可能性が高い。3821は 時期不粥とせざ

るを得ない。

0                     10clll

10 近世陶磁器 (第 173図、写真図版176)

ここに示した近世陶磁器の多 くは、ⅣB3dの水田面から近代の陶磁器、ガラス瓶などとともに廃棄され

た状態で出土 したものである。近代以降の遺物は掲載していない。

3901は 16世紀の中国景徳鎮産の染付皿である。中世の遺物であるがここで報告する。底面に放射状のカン

ナ痕がある。

3902は 肥前Ⅱ期の磁器皿である。高台内は無釉である。釉むらが著 しい。

3903～ 3905は 肥前Ⅳ期の磁器碗である。3905の 内面は蛇目釉剥 ぎになっている。3906は 18世紀後半～19世

紀初めの肥前産の磁器碗である。3908は肥前Ⅳ期の磁器皿である。

3909は 平清水産の磁器徳利である。19世紀中頃のものである。

3910は 大堀相馬産の陶器碗である。灰釉が施されており18世紀代のものと考えられる。

3911～ 3913は 信鉢である。3911、 3912は 毛越寺門前に20世紀前半に所在 した、毛越寺焼の情鉢に酷似する。

胎土には海綿状骨針が混入する。20世期代のものである。

3913は 産地は不明であるが形状から20世紀代のものである。

番号 器種 出上位置 石質 その他 重 さ (Ir)

3820 砥石 46低地トレンチl層 粘板岩 砥面4 仕上げ砥か

3821 ⅣB2b水田面 凝灰岩 //    3 24 0

第172図  C地区の石製品
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番号 器種 出上位置 捧 胎土 釉薬 絵付 製作地 製作年代 その他

磁器皿 ⅣB4a表 土 7.( 白色、黒粒 染付 中国 16C 高台内カンナ痕あ り

3902 ⅣB3d水田面 白色 肥前 17C前半 高台無釉

3903 磁器碗 白色 1690^-1780

39儀 白色

3905 4 (2.5 白色 見込蛇目釉はぎ

3906 66P80埋土 白色 18C後 半～19C初

磁器皿 ⅣB3d水田面 (1.7 白色 1690-1780

3908 磁器皿 ⅣB3d水田面 白色 見込に五弁花

3909 磁器徳利 7. (22.5 白色ガラス質 平清水 19C中

陶器碗 ⅣB3d水田面 (1,9 灰 色 灰 釉 大堀相馬 18C

3911 陶器悟鉢 ⅣB3d水田面 橙 色 鉄釉 東北産 20C 毛越寺窯に似る

3912 橙 色 20C

3913 黒灰～橙色 20C

第173図 C地区の近世陶磁器
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第 7章 D地区の遺構・遺物

第 1節  D地区の概観

D地区はVA・ VB区の国道西側に相当する。ただし北側はⅥA区にかかる部分も含んでいる。

南側では埋没沢があり、その部分に埋立整地がなされている。埋立整地の上には道路側溝 (66S D19)と

塀 (66S A 3、 66S A 4)が構築されている。道路側溝は南北に走るA～ C、 F地区で検出されているもの

と同一の道で、西側の側溝である。塀はこの道に平行の形で構築されており、同時存在と考えられる。

D地区の北側には規模の大きい東西に走る溝 (66S D17)がある。これはF地区の66S D10につながる同

一の溝である。現在の町道立石線は12世紀以来の古道と考えられるが、その南側の道路側溝をなしていると

考えられる。

埋没沢の埋立て整地以前の遺構もある。66S D20と 66 S D21は 整地以前の溝であり、12世紀前半の所属の

可能性が高い。また66S D18も 12世紀後半期と考えられる66S D 17に切られており12世紀前半の所属の可能

性がある。

またD地区には12世紀より新 しい13～ 14世紀の遺構もある。662号池は沢の整地層を掘 り抜 く形で構築さ

れており、出土 した盗器系陶器片から13世紀後半～14世紀前半の遺構と推測される。同様に丼戸である66S

Elも 出土 した漆器の形態から同時期の遺構と推測される。よって出土遺物がないため時期を特定できない

遺構の中にも13世紀後半～14世紀前半のものが含まれている可能性もある。

掘立柱建物は24棟を示したが調査区の幅が狭いため全体のプランが明らかなものは少ない。時期について

もはっきり示せるものはない。

出土遺物は、12世紀のものではかわらけ、国産陶器、中国産磁器、瓦がある。沢の埋立整地層中から中国

銭「天聖元賓」が出土 している。平泉遺跡群では数少ない確実に12世紀に伴う銭貨の事例である。

13世紀後半～14世紀後半の遺物には662号池、66S E lの 出土遺物がある。662号池の姿器系陶器は東北

地方産と推測される。木製品も複数以上出土 しており、皿、椀、曲物、ざる、笹塔婆などがある。笹塔婆は

頭部に刻みが無 く、12世紀のものと形態が異なっている。笹塔婆の形態変化を知る上で重要な資料である。

第 2節 遺構

1 建物

66S B17(第 174図 )

〔位置〕VA9i、 9j、 ⅥAOi、 Ojに位置する。

〔重複〕66 S K26、 66S B 18、 66S B 19、 66S B20、 66 S B22、 66S B23と プランが重複するが、直接切り

合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S D 17と 重複するが、おそらく本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で454cmである。使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-89° ―Eである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 5寸 (約227cnl)が用いられている。

〔出土遺物〕なし
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〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B18(第 174図 )

〔位置〕VA8i、 91、 9j、 ⅥAOiに位置する。

〔重複〕66 S B 17、 66 S B 19、 66S B20、 66 S B21、 66S B22、 66S B23と プランが重複するが、直接切り

合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S D17と 重複するが、おそらく本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。梁間は348cm、 桁行は検出された分で188clnで ある。使用した柱穴は4個で

ある。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-31° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 2寸 (約 188cln)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B19(第 174図 )

〔位置〕VA9i、 9j、 ⅥA01、 Ojに位置する。

〔重複〕66S K26、 66S B 17、 66S B 18、 66S B20、 66 S B22、 66 S B23と プランが重複するが、直接切り

合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66 S D17と 重複するが、おそらく本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で564cmで ある。使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-81° ―Eである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 7寸 (約264cm)と 9尺 9寸 (約300cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B20(第 174図、写真図版68)

〔位置〕VA7i、 7j、 8i、 8i、 9i、 91に位置する。

〔重複〕66S B 17、 66S B 18、 66S B 19、 66S B21、 66S B22、 66 S B23、 66 S B24、 66S B25、 66S B26、

66 S B28、 66S B29と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B27

の柱穴P233と本建物の柱穴P234が重複するが、本建物が新しい。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は627cm、 梁間は412cmである。面積は約7.8坪 である。使用した柱穴

は6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-6° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 9寸 (約209cm)が用いられている。
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〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B21(第 175図 )

〔位置〕VA8i、 8jに位置する。

〔重複〕66S B 18、 66 S B 19、 66S B20、 66 S B22、 66S B27、 66S B24、 66S B25、 66 S B27、 66S B28、

66S B29と プランが重複するが、直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B23の柱穴P37

3と 本建物の柱穴 P217が重複するが、本建物が新 しい。また66S B26の柱穴P230と 本建物の柱穴 P229が

重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出した分で4Mcm、 梁間は382cmで ある。面積は検出した分で約5。 6

坪である。使用した柱穴は6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-85° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 5寸 (約227cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B22(第 175図 )

〔位置〕VA8i、 8j、 9i、 9iに位置する。

〔重複〕66S B 17、 66 S B 18、 66S B19、 66S B 20、 66S B21、 66S B23、 66S B25、 66 S B27、 66S B28

とプランが重複するが、直接切 り合 う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S K26と 重複するが本建物

が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は606cmで 、梁間は376cmで ある。面積は約6。 9坪である。使用した柱

穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-76° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 3寸 (約221cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B23(第 175図、写真図版68)

〔位置〕VA7i、 7i、 8i、 8jに位置する。

〔重複〕66S B17、 66S B18、 66S B 19、 66 S B20、 66 S B22、 66S B23、 66 S B24、 66S B25、 66S B26、

66S B27、 66 S B28、 66S B34と プランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。ま
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た66S B21の柱穴 P217と本建物の柱穴 P373が、また66S B29の柱穴 P283と 本建物の柱穴 P282が重複する

が本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は827clllで、梁間は327cmである。面積は約8.2坪である。使用した柱

穴は9個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-12° 一Eである。

〔柱聞寸法〕桁行では6尺 6寸 (約200clll)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B24(第 175図 )

〔位置〕VA7i、 7j、 8i、 8jに位置する。

〔重複〕66S B 18、 66S B 20、 66S B21、 66 S B23、 66S B 25、 66S B26、 66S B 27、 66S B28、 66S B29、

66S B30、 66S B34と プランが重複するが、直接切 り合 う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で558cmで 、梁間は467clllである。面積は検出された分

で約7.9坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-84° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では9尺 2寸 (約279clll)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B 25(第 176図 )

〔位置〕VA8i、 8j、 9i、 9jに位置する。

〔重複〕66S B 18、 66S B 20、 66S B21、 66S B22、 66S B23、 66S B 24、 66S B 28、 66S B29、 66S B30

とプランが重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B27の 柱穴P250と本建

物の柱穴P249が重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で270calで 、梁間は448clllである。面積は検出された分

で約3.7坪である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-88° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 9寸 (約270clll)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。
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66S B26(第 176図 )

〔位置〕VA8i、 8i、 9i、 9jに位置する。

〔重複〕66S B20、 66S B21、 66 S B23、 66S B24、 66S B25、 66S B27、 66 S B28、 66S B29、 66 S B30、

66S B 34と プランが重複するが、直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で300cmで 、梁間は466cmである。面積は検出された分

で約4。 2坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-85° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では9尺 9寸 (約300cln)が、梁間では7尺 7寸 (約233cm)用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B27(第 176図 )

〔位置〕VA7i、 7j、 8i、 8jに位置する。

〔重複〕66S B 18、 66S B21、 66S B22、 66S B23、 66S B24、 66 S B26、 66S B28、 66S B29と プランが

重複するが、直接切 り合 う柱穴がな く前後関係は不明である。また66S B20の柱穴 P234と 本建物の柱穴 P

233が重複するが、本建物が古い。また66S B25の柱穴 P249と 本建物の柱穴 P250が重複するが本建物が新

しい。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で436clllで、梁間は418cmである。面積は検出された分

で約5.5坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-87° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 8寸 (約206cm)と 7尺 6寸 (約230cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B28(第 176図 )

〔位置〕VA8j、 VB8aに位置する。

〔重複〕66S E 3、 66S B20、 66 S B21、 66S B22、 66S B23、 66S B24、 66S B25、 66S B 26、 66 S B27、

66S B29、 66S B30と プランが重複するが、直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で516cmで 、梁間は442clllである。面積は検出された分

で約6.9坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-80° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 5寸 (約258cln)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし
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〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B29(第 177図 )

〔位置〕VA7i、 7j、 8i、 8jに位置する。

〔重複〕66 S B20、 66S B21、 66S B24、 66S B25、 66S B26、 66S B27、 66S B28、 66S B34と プランが

重複するが、直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B 23の柱穴P282と本建物の柱穴P

283が重複するが本建物が新しい。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で242clnで 、梁間は312calで ある。面積は約2.3坪であ

る。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-81° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 (約242cln)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B30(第 177図 )

〔位置〕VA7i、 8j、 VB7a、 8aに位置する。

〔重複〕66 S B21、 66S B24、 66S B28、 66S B31、 66S B32、 66 S B33、 66S B36と プランが重複するが

直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は663claで 、梁間は315cmで ある。面積は約6。 3坪である。使用した柱

穴は6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-5° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 3寸 (約221cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B31(第 177図、写真図版68)

〔位置〕VA6i、 6i、 7i、 7jに位置する。

〔重複〕66S E l、 66S B30、 66S B32、 66S B33、 66S B34、 66S B35、 66S B36、 66S B37、 66S B38

とプアンが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は736cmで 、梁間は424cmである。面積は約9.5坪 である。使用した柱

穴は7個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-85° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 8寸 (約236cal)が多用されている。
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〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B32(第 177図 )

〔位置〕VA6j、 7j、 VB6a、 7aに位置する。

〔重複〕66 S B30、 66 S B31、 66S B33と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明であ

る。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は654clnで 、梁間は333cmである。面積は約6.6坪 である。使用した柱

穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-29° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では7尺 5寸 (約227cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B33(第 177図 )

〔位置〕VA6j、 7j、 VB6a、 7aに位置する。

〔重複〕66S B30、 66S B31、 66S B32、 66S B37、 66S B38と プランが重複するが直接切り合う柱穴がな

く前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出した分で358calで 、梁間は473cmである。面積は検出した分で約

5。 1坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-85° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では5尺 9寸 (約 179c14)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B34(第 178図 )

〔位置〕VA6i、 6j、 7i、 7jに位置する。

〔重複〕66S E l、 66S B23、 66S B24、 66S B29、 66S B31、 66S B35、 66S B36、 66S B37、 66S B38、

66S B39、 66S B40と プランが重複するが直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は1032claで 、梁間は調査区外に伸びるため不明である。使用 した柱穴

は 5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-17° 一Wである。
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〔柱間寸法〕桁行では8尺 3寸 (約251cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B35(第 178図 )

〔位置〕VA6i、 6j、 7i、 7jに位置する。

〔重複〕66S E l、 66S B31、 66S B34、 66 S B86、 66S B37、 66S B38と プランが重複するが直接切り合

う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は806clllで、梁間は調査区外に伸びるため不明である。使用した柱穴

は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-26° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では9尺 4寸 (約285cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B36(第 178図 )

〔位置〕VA5i、 6j、 6i、 6j、 7i、 7jに位置する。

〔重複〕66S B30、 66S B31、 66S B34、 66S B35、 66S B37、 66S B38、 66S B40と プランが重複するが

直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S E lと 重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は792cmで 、梁間は調査区外に伸びるため不明である。使用した柱穴

は 4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-3° ―Eである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 7寸 (約264cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B37(第 178図 )

〔位置〕VA6j、 VB6aに位置する。

〔重複〕66S E l、 66S B31、 66S B32、 66S B33、 66S B34、 66S B35、 66S B36、 66S B38と プランが

重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B40の柱穴P324と 本建物の柱穴P325

が重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は597clnで 、梁間は312cmである。面積は約5,6坪 である。使用した柱
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穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-88° ―Eである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 9寸 (約209cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B38(第 178図 )

〔位置〕VA5j、 6j、 VB5a、 6aに位置する。

〔重複〕66S E l、 66S K31、 66S B31、 66S B32、 66S B33、 66S B34、 66S B35、 66S B36、 66S B37、

66S B39、 66 S B40と プランが重複するが直接切 り合 う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で580cmで 、梁間は442culで ある。面積は検出された分

で約7.8坪 である。使用した柱穴は6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-83° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では4尺 8寸 (約 145cm)、 梁間では7尺 3寸 (約221cln)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B39(第 179図 )

〔位置〕VA5j、 VB5aに位置する。

〔重複〕66S B34、 66S B36、 66S B38、 66S B40と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係

は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で400cmで、梁間は358clnで ある。面積は検出された分

で約4,3坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-86° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 6寸 (約200cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B40(第 179図 )

〔位置〕VA5j、 6j、 VB5a、 6aに位置する。

〔重複〕66S K31、 66S B34、 66 S B35、 66 S B38、 66S B39と プランが重複するが直接切り合う柱穴がな

く前後関係は不明である。また66S B37の柱穴P325と本建物の柱穴P324が重複するが本建物が新しい。
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また66S E lと 本建物のP312が切り合うが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は634cmで 、梁間は324cmである。面積は検出された分で約6.2坪であ

る。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-86° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 (約182cm)が多用されている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B39       1
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第179図  D地区の建物⑤ (66S B39・ 40)

2 井戸

66S E l(第 180図、写真図版68・ 69)

〔位置〕VA6jに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦である。壁の全体の断面形は漏斗状を呈する。

〔埋土〕3層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕4層 から漆器椀 (4014)、 底面から笹塔婆状の木製品 (4015)、 埋土中から砥石 (4501)が 出土し

ている。また確認面で青白磁の梅瓶片 (4308)が 出上しており本遺構に伴う可能性がある。

〔遺構の性格〕井戸と考えられる。

〔年代〕出上した漆器椀の形状から、13～ 14世紀の遺構の可能性が高い。

66S E 2(第 180図、写真図版69)

-288-



〔位置〕VBlaに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦である。壁はやや不整に立ち上がる。

〔埋土〕3層 に分けられる。全体に人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋上下部から淡水産の貝「タガイ」の貝殻の皮膜が出土している。図示はしていない。

〔遺構の性格〕浅いが井戸と考えられる。

〔年代〕不明である。

66S E 3(第 180図、写真図版69)

〔位置〕VB8aに位置する。

〔重複〕なし。大部分が調査区外にかかり全体の形状は不明である。

〔底面、壁〕全掘していないため、不明である。

〔埋土〕4層 に分けられる。全体に人為堆積の可能性が高い。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕底まで掘つていないので確実に丼戸かどうか不明だが、一応井戸として扱う。

〔年代〕不明である。
66S E l

B

A聖
・600m  tt B

A 66S E l
1 5Y3/2オ リーブ黒色± 75Y4/1灰 色粘土ЮY6ρ

オリーブ仄色土をまだら状に含む 炭化物粒、水酸
化鉄分少量混入

2 75Y3/1オ リーブ黒色± 5Y4/1仄 色土まだら状
に多量混入 炭化物粒少量含む

3 5Y2″オリーブ黒色土
4 5Y4/1灰 色± 10G Y5/1緑 灰色上をまだら状に多

量混入

十 VA6j

66S E 2

B

十
vB6a

66S E 3
A―空・

000m

66S E 3
1 25Y4/2暗 灰黄色± 5Y6/3オ リープ責色粘土ま

だら状に多量混入 水酸化鉄分多量混入 炭化物粒
少量混入

!2貫逃τ需!拳鍮 縛 鶏鰺 魯檀竜
3 25Y5//2暗 灰責色± 5Y6/3オ リーブ黄色粘土ま

だら状に多量混入 水酸化鉄分多量に混入 炭化物
粒少量混入

4 7.5Y5/1灰 色土 水酸化鉄分少量混入 炭化物粒微
量混入

0             2m

A
A聖・200m _B

A

66S E 2
1 2.5Y3/2黒褐色± 5Y4々暗オリープ色粘土をま

だら状に混入 炭化物粒微量混入
2 75Y4/1灰色± 10Y6/1灰色粘土粒多量に混入
3 5Y3/2オ リープ黒色土 木くず多量に混入

VB8a

十

+ VB2a
第180図  D地 区の井戸 (66S E
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3 土坑

66S K 24(第 181図、写真図版69)

〔位置〕ⅥAOiに位置する。

〔重複〕66S D18と 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S K25(第 181図、写真図版70)

〔位置〕VB3aに位置する。

〔重複〕沢の埋立整地層より新しい遺構である。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁面は緩やかに立ち上がる。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、12世紀の後半以降の所属である。

66S K26(第 181図、写真図版70)

〔位置〕VA9jに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁面はほぼ垂直に立ち上がる。

〔埋土〕5層 に分けられる。5層 は人為的に埋められた土である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕確認面のプランと断面の観察から、桶のような円等形のものを埋設した遺構と考えられる。

〔年代〕不明である。

66S K27(第 181図、写真図版70)

〔位置〕VB2aに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁面はやや斜めに立ち上がる。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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66S K24

A空
・300mB

斡

66S E27

A―
(:::う )卜

B

66S K25

66S K30
1 5Y4/1灰色土

入 水酸化鉄分、
2 75Y4/1灰色土

量混入

66S E28

BOA  本

A望
坐l10些上B

B―

((〔

::::;))LA

+
VAlg A

+
VB3b66S K24

1 2.5Y4/3オ リーブ掲色± 2.5Y5/6責掲色上をまだら状に多量
混入

66S K26 25.200m

A―一           ――B

24.000rn

66S K25
1 7.5Y3/1オ リーブ黒色土 炭化物粒少量混入水酸

化鉄分微量混入
2 5Y3/2オ リープ黒色粘± 7.5Y5/2灰 オリーブ

色粘土プロックで少量混入 炭化物粒微量混入
底部に5Y3/2オ リーブ黒色砂少量含む

+
VB0

△

66S K26
1 25Y5ん黄褐色± 25Y5た黄褐色粘土をまだら状

に混入 炭化物粒微量混入
2 5Y4/3暗 オリーブ色± 25Y5/6黄 褐色上をまだ

ら状に多量混入 炭化物粒多畳混入
3 25Y6/6明 黄褐色± 7.5Y6/2灰オリープ色粘土を

まだら状に少量混入
4 2.5Y5カ暗灰黄色± 2.5Y6/41こ ぶい責色土まだら

状に少量混入炭化物粒微量混入
5 5G Y6/1緑 灰色± 5Y5/6オ リーブ色上、5Y4/2

灰オリープ色土をまだら状に多量混入 炭化物少量
混入

A +
VB4b

Ｂ２
＋

Ｖ
66S K28
1 5Y3/1オ リーブ黒色± 2.5Y3/3暗オリープ褐色土まだら状に少

量混入 炭化物粒少量混入
2 5Y4/1灰 色± 10Y6/2オ リープ灰色土まだら状に多量混入

♯
VB5b

66S E30

66S K27
1 5Y3泡 オリープ黒色± 5Y5/3灰 オリープ色土粒ま

だら状に多畳混入 炭化物粒少量混入
2 5Y4/1灰 色± 5Y5/2灰 オリーブ色粘土まだら状に

少量混入

66SE29                       A

B③ A

24.100m
A―― 

一 B

斡
66S K29
1 5Y4カ灰オリーブ色土 水酸化鉄分多量に含む炭

化物粒多量に混入
2 5Y4/1灰 色± 10Y5/2オ リーブ灰色土まだら状に

少量混入 炭化物粒微量混入

+
VB4b

第181図 D地区の上坑① (66S K24～ 30)

A

10G Y7/1明 緑灰色土まだら状に少量混
炭化物を多量に混入
7.5Y3/1オ リープ黒色土まだら状に多

0             2m

θ

〔
25.200m
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66S K28(第 181図、写真図版70)

〔位置〕VB4aに位置する。

〔重複〕沢の埋立整地層の上に位置するが、整地層より新しい。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁面はやや斜めに立ち上がる。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、12世紀後半以降の所属である。

66S K29(第 181図、写真図版71)

〔位置〕VB4aに位置する。

〔重複〕沢の埋立整地層の上に位置するが、整地層より新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、12世紀後半以降の所属である。

66S K30(第 181図、写真図版71)

〔位置〕VB4aに位置する。

〔重複〕沢の埋立整地層の上に位置するが、整地層より新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっているが、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、12世紀後半以降の所属である。

66S K31(第 182図、写真図版71)

〔位置〕VB5aに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

〔埋土〕4層 に分けられる。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (4126)が 出上した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀の所属の可能性が高い。
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66S K32(第 182図、写真図版71)

〔位置〕VA9j、 VB9aに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁は斜めに立ち上がる。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、12世紀後半以降の所属である。

66S K33(第 182図、写真図版71)

〔位置〕VB3aに位置する。

〔重複〕沢の整地層に重複するが、整地層より古い遺構である。

〔底面、壁〕底面は不整で、壁は斜めに立ち上がる。

〔埋土〕1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕底面に板?の痕跡があった。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、整地層より古いことから、12世紀中葉より以前の所属と考えられる。

66S K31 A 亀6b

A聖
・300m_B

B

66S K31
1 2.5Y4/2暗灰黄色± 2.5Y6/3にぶい黄色粘土ブロックで少量混

入炭化物粒、水酸化鉄分多量混入
2 25Y4/1黄灰色土 炭化物粒、水酸化鉄分多量混入
3 5Y5/1仄 色± 5G Y6/1オ リープ灰色土まだら状に多量混入

水酸化鉄分少量混入
4 5Y5/1灰 色土 10Y5/1灰色土まだら状に多量混入 炭化物粒少

量混入

66S

23.500m

十
VB9a

第182図 D地区の上坑② (66S K31～ 33)

66 S K32
1 25Y4/2暗 灰黄色± 25Y6/4に ぶい責色土まだら

状に少量混入 水酸化鉄分、炭化物粒多量混入
2 5Y5/1灰 色± 5Y6/2灰 オリーブ色上まだら状に

少量混入水酸化鉄分、炭化物粒少量混入

♯
VB4b

0             2m
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4溝

66S D16(第 183図、写真図版72)

〔位置〕ⅥAOi、 Oj、 li、 ljに位置する。

〔重複〕66S D17と 重複するが本遺構が古い。また66S D18と 重複するが本溝が新しい。

〔平面形式〕東西方向に走っていたものが南側に曲がり、L字形をなす。底面の標高は東側が高く、東から

南へ水が流れるようになっている。

〔埋土〕3層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕手づくねかわらけの細片が少量出土した。

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる66S D17よ り古いが、出土遺物から本溝も12世紀後半の所属と考え

られる。

66S D17(第 183図、写真図版72)

〔位置〕VA9i、 9j、 ⅥAOi、 0,に位置する。

〔重複〕66S D16、 66S D18と 重複するが本遺構が新しい。また66S B17、 66S B18、 66S B19と プランが

重複するが、おそらく本溝が新しい。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。国道東側のを66S D10と 同一の溝である。66S D10と 本溝の上幅

が合わないが、これは本溝の漏斗状に広がる部分が、S D10の場合には確認面が低いため検出されなかった

ためである。底面の標高は西側が高く、西から東へ水が流れるようになっている。最底面は流水によりえぐ

れて蛇行したようになっている。

〔埋土〕4層 に分けられる。全体的に砂質の層が多く流水により生成されたと考えられる。

〔出土遺物〕多くは3層 からの出土である。出土遺物を列挙する。手づくねかわらけ 14102～ 4106、 4115、

4123、 4136、 4137)、 ろくろかわらけ (4140)、 常滑産甕 (4202～ 4205、 4208、 4209)、 中国産白磁 (4301、 4303、

4304)が出土した。

〔溝の性格〕大規模な溝であり、単なる排水用の溝ではなく、道路側溝または都市を区画する溝と考えられ

る。

〔年代〕12世紀後半の所属の可能性が高い。

66S D18(第 183図、写真図版73)

〔位置〕ⅥAOj、 lh、 11に位置する。

〔重複〕66S K24、 66S D16、 66S D17と 重複するが本遺構が古い。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。国道西側の66S D 12と 同一の溝である。底面の標高は北西側が高

く、北西から南東へ水が流れるようになっている。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる66S D 16、 66S D17よ り古いことから、12世紀前半所属の可能性が
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66S D18

66S D16
1 7 5GY4/1暗緑灰色土 酸化して2.5Y76黄 掲色を呈する

土多量混入
2 5Y4/1灰 色± 10Yプ 2オ リープ灰色土をまだら状に混入

水酸化鉄分混入 かわらけ片を含む
3 10Y6/2オ リープ灰色土 水酸化鉄分多い

66S D18
1 25Y4々オリープ褐色土

混入炭化物微量混入
2 25Y4/3オ リーブ褐色土

入 炭化物粒微量混入

ＢＯ
＋

0                4m

25Y5/2黄 掲色上をまだら状に少量

2.5Y74黄 掲色土まだら状に多量混

＋
Ａｏ

66S D17

A二壺・500m
― B

66S D17(C― D)
1 5Y4/3暗 オリープ色土

混入 土器片少畳含む
2 5Y5/2灰 オリーブ色土

水酸化鉄分多量に混入
3 5Y5/3灰 オリープ色土
4 5Y4/2灰 オリープ色土

― D

炭化物少量混入 水酸化鉄分多量

5Y睦仄オリープ色砂少量混入

炭化物粒微量混入 上器片含む
炭化物粒少量混入 上器片含む

c二2,.400m

66S D17(A― B)
1 5Y4/3暗 オリーブ色土 炭化物粒少量混入 土器片含む
2 5Y5/3灰 オリープ色土 炭化物粒微量混入 土器片含む
3 5Y4/2灰 オリープ色土 炭化物粒少量混入 土器片含む
4 5Y弱 灰オリーブ色± 5Y5/4オ リープ色粘土まだら状に多量

混入 5Y4/3暗オリーブ色砂多量混入 土器片含む

第183図 D地区の溝① (66S D16～ 18)

逮

挨
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高い。

66S D19(第 184図、写真図版73)

〔位置〕VB2b、 3b、 4bに位置する。

〔重複〕沢の埋立整地層の上から掘り込まれており、整地層より新しい。

〔平面形式〕46S D16と 直接つながる溝である。上場は不整だが、下場は全体的にほぼ真直ぐである。底面

の傾斜方向は明瞭でない。

〔埋土〕3層 に分けられる。下部は砂質で流水により生成された層と考えられる。

〔出土遺物〕多くの遺物が出土した。以下列挙する。手づくねかわらけ (4107～ 4113、 4116～ 4122、 4124、

4125、 4127～ 4135、 4138)、 常滑産陶器甕 (4206、 4207、 4209)、 渥美産陶器甕 (4211～ 4215)、 須恵器系陶器壺

(4216)、 中国産白磁 (4302)、 九瓦 (4402)、 平瓦 (4407)、 砥石 (4502)が出上した。

〔溝の性格〕道路側溝である。ⅡB区から続く道路の西側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属の可能性が高い。

66S D20(第 185図、写真図版73)

〔位置〕VA4j、 5j、 VB4aに位置する。

〔重複〕沢の埋立整地以前に構築されている。また66S D21と 重複するが本溝が古い。

〔平面形式〕やや蛇行するが全体的にほぼ真直ぐである。底面の標高は北西側が高く、北西から南東へ水が

流れるようになっている。国道西側の66S D 6に つながる溝である。埋没沢の縁に沿つて構築されている。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕沢の埋立整地以前、おそらく12世紀前半の所属である。

66S D21(第 185図、写真図版73)

〔位置〕VB4aに位置する。

〔重複〕沢の埋立整地以前に構築されている。また66S D20と 重複するが本溝が新しい。

〔平面形式〕L字形を呈する。底面の傾斜方向は不明瞭である。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕沢の埋立整地以前、おそらく12世紀前半の所属である。
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第184図  D地区の消② (66S D19)

66S Dl 66S D 19(A― B)
1 2.5Y4/2暗灰費色土 炭化物粒微量混入 水酸化鉄分かな

り多い
2 5Y4/2灰 オリープ色± 2.5Y4/2暗灰黄色土 炭化物粒

少量混入
3 2.5Y4/2暗 灰黄色砂

カクラン

ギ

B4a

66S D 19(C― D)
1 5Y4/3暗 オリープ色上 5Y4/3暗オリーブ色砂少畳混入

化物粒、水酸化鉄分少量混入
2 2.5Y4/2暗灰黄色砂 かわらけ片など多い

ＶＢ
＋

Ｗ
＋

Ｂ．
＋

ＶＢＯ
＋

0                4m

23.800En

召脂
VBOa
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A二24。 100m __B

沢跡の範囲

/
半

B5b
lm

l 
以≦島Xi兵駿昇と栃絶罐 滝χ

3黄褐色土少量混入 水酸化鉄分

2 
粂誘厳暴写侵花物絶誤畳篭実

灰黄色土まだら状に多量混入

A聖・罰0些
B

66S D21
1 2.5Y3/1黒褐色土
2 2.5Y3/1黒 褐色土

く混入

2.5Y5/4責 褐色土まだら状に多量混入
2.5Y4/2暗灰黄色土まだら状に非常に多

第185図 D地区の溝③ (66S D20・ 21)

5池

662号池 (第 186図、写真図版74)

〔位置〕VA3j、 4j、 VB3a、 4aに位置する。

〔重複〕埋没沢を埋め立てた整地層を掘りぬいて構築されており、沢の埋立整地より新しい。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁は斜めに立ち上がる。なお西側が調査区域外にのびており、全体のプラン

は検出していない。

〔埋土〕5層 に分けられる。全体的に自然堆積と考えられる。
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〔出土遺物〕 1層 中から木製の皿 (4008)と 漆塗りの木製円盤 (4010)が 出土している。また2層中から常

滑産陶器の甕片 (4007)、 中国産白磁重 (4305)と 漆器椀 (4009)、 曲物 (4012)力S出土している。3層中から

は東北地方在地産と推測される餐器系陶器の奏 ?片 (4002、 4003)と 常滑産?の片口鉢片が出土した。4層

中からは東北地方在地産と考えられる姿器系陶器の片口鉢片 (4001)と 常滑産甕片 (4006)、 中国産白磁重 (4

306、 4307)、 曲物蓋 ?(4012)が出土している。また埋土中から常滑産の片口鉢片 (4005)と 笹塔婆 (4013)、

ざる (4016)が 出土している。

〔遺構の性格〕不明であるが、生活に必要な水を確保しておくための「水場」といつたような施設の可能性

が高い。

〔年代〕12世紀後半の整地層を掘りぬいて構築されており、

24.500m
A―一

12世紀より後に所属する遺構である。出土遺物

― B

662号池跡
1 2.5Y3/1黒掲色土 水酸化鉄分少量含む しまりなし
2 5Y2/2オ リープ黒色± 5Y4/1灰色上、 5Y2/2オ リー

ブ黒色砂すじ状に混入 しまりなし 木くず混入
3 5Y3/1オ リーブ黒色砂 水酸化鉄分混入 木製品出土
4 7.5Y3/1オ リーブ黒色土 しまりなし
5 5Y3/1オ リーブ黒色± 5Y3/1オ リープ黒色砂全体に多

量混入
勘唇25Y3/1黒 掲色± 10Y6/2オ リーブ仄色土まだら状に多

量混入 水酸化鉄分多量混入 炭化物粒少量混入

0             4m

4VB 5a

662号池勝

第186図  D地区の池 (662号池 )
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に13世紀後半～14世紀前半と考えられる東北地方在地産の盗器系陶器片があり、13世紀後半～14世紀前半頃

の所属の遺構と考えられる。

6塀

66S A 3(第 187図、写真図版74)

〔位置〕VB2a、 3a、 4aに位置する。

〔重複〕沢跡を埋め立てた整地層の上に構築されている。また直接重複しないが、本塀から約30clnほ ど東側

に平行する形で66S A 4が存在する。あまりに接近しており、前後関係は不明であるがこれとは同時存在で

はない。

〔形式〕掘方が確認できた部分では幅約14cmで、断面形がU字形の掘方である。板材は幅約 2 cm、 長さ約20

C14ほ どである。断面の観察では板材の先端はやや尖つている。板材は痕跡のみで、その本質が残存している

ものはなかった。

〔埋土〕掘方の埋土は1層 ないし2層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕板塀である。道路側溝と平行な位置にあり同時存在と考えられる。道路から屋敷を区画し、ま

た道路から見えないようにする目隠し塀と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

66S A 4(第 187図、写真図版74)

〔位置〕VB2a、 3a、 4aに位置する。

〔重複〕沢跡を埋め立てた整地層の上に構築されている。また直接重複しないが、本塀から約30cmほ ど西側

に平行する形で66S A 3が存在する。あまりに接近しており、前後関係は不明であるが、これとは同時存在

ではない。

〔形式〕掘方が確認できた部分では幅約13cmで、断面形がU字形の掘方である。板材は幅約 2 cm、 長さ約20

clnほ どである。板材は痕跡のみで、その木質が残存しているものはなかった。

〔埋土〕掘方の埋土は1層 ないし2層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕板塀である。道路側溝と平行な位置にあり同時存在と考えられる。道路から屋敷を区画し、ま

た道路から見えないようにする目隠し塀と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属である。
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ギ

B5b 
①

A―

A― Bの標高は24.100m

②
一 B    C――

C～ Tは別.000m

③

― D      E――
④
G――   ―一出

③
0-一

③
0-――   ―――|

縮
飾
耶
酢
仇
肘
鵬
林

左列 66S A 3

右列 66S A 4

⑤
1-――

③
K―――一〕

③

Q―一

⑩
S―一  ――T

⑦
一―L  M一 ― P――N

66S A

66S A 3
① l

② l

2

2.5Y3/2黒 褐色± 5Y7/4i完責色土をまだら状に少量含む 水酸
化鉄分多い 炭化物粒微量混入
2.5Y4/2暗灰黄色± 5Y7/4浅 責色上をまだら状に多量混入 水
酸化鉄分非常に多い
2.5Y4カ暗灰黄色± 5Y7/4浅 黄色上をまだら状に少量混入 水
酸化鉄分混入
7.5Y4/1灰 色土 水酸化鉄分少量混入 炭化物粒微量含む
2.5Y4/3オ リーブ褐色土 水酸化鉄分多量混入 炭化物粒微量混入
10Y4/1灰 色土 水酸化鉄分少量混入 炭化物粒微量混入
2.5Y4/3オ リープ褐色土 水酸化鉄分多量混入 炭化物粒微量混入
10Y4/1灰 色土 水酸化鉄分少量混入 炭化物粒微量混入
25Y3/2黒 褐色± 2.5Y5/4黄褐色土まだら状に少畳混入 水酸化
鉄分多量混入 炭化物粒微量混入
25Y3/2黒 褐色± 2.5Yy4責 褐色土まだら状に少畳混入 水酸化
鉄分多量混入 炭化物粒微量混入
5Y3/1オ リーブ黒色土 酸化して2.5Y3/3暗 オリーブ褐色上を含
む炭化物粒微量混入
5Y3/1オ リープ黒色土 酸化して25Y3/3暗 オリープ褐色上を含
む炭化物粒微量混入
2.5Y3/3暗オリープ褐色± 2.5Y6た にぶい黄色土まだら状に多量
混入
5Y4/2灰オリーブ色± 5Y6/4オ リーブ黄色土まだら状に少量混
入 水酸化鉄分多量混入 炭化物粒少量混入

1の標高は24.000m

VB4b
十

⑥

④

⑤

⑤

⑦

③

③

⑩

＋
ｖＢ

a～

① ②
8-  ~~d

斡
⑤
i―――        〕

a� b

④
g___    ―――h

③
k―      

― I

塊

SA4６６
①
　
②
⑥
④
　
⑤
　
⑥

66S A 4

5Y3/1オ リーブ黒色± 2.5Y5/6黄褐色土まだら状に少量混入 水
酸化鉄分多量混入
5Y3/2オ リーブ黒色土 水酸化鉄分非常に多い 炭化物粒微量混入
2.5Y4/2暗灰黄色土 水酸化鉄分少量混入 炭化物粒微量混入
5Y4/2灰 オリーブ色± 25Y5/4黄 褐色土をまだら状に少量混入
5Y4/2灰 オリープ色土 水酸化鉄分少量混入 炭化物粒微量混入
2.5Y4/3オ リーブ褐色上 25Y6/3に ぶい責色土少量混入 水酸化鉄
分多量混入
5Y4カ仄オリーブ色土 水酸化鉄分多量混入
2.5Y72暗 灰責色± 2.5Y6/41こ ぶい責色上をまだら状に混入水酸化
鉄分多量混入

0             4m
|

1

十
↓B2b

D地区の塀 (66S A 3・ 4)
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D地区柱穴計測表①

柱穴番号
深さ

(cm)

底面の標高

(m)
建物番号

66P2 5 19.0 24.64 66S B22
//P2 6 24,79 B24

クP2 7 48.2 24.42 66S B21

″P2 8 24.6 24.65 66S B25
//P2 9 26.2 24.62 参6S B27

クP220 47.9 24.41 36S B20

″P221 43.9 24,43 36 S B23

//P222 25.3 24.64

//P2つ3 27.9 24.60 36 S B26

//P224 43.4 24.46 B22

クP225 36.7 24.53 66S B28

夕P226 10。 1 24.72

″P227 18.3 24.64 66S B30
//P228 9,3 24.69

//P229 29,9 24.49 66S B21

クP230 26.9 24.52 66S B26
//P231 24.68 66S B25
//P232 36.0 24.42 66S B23

クP233 23.9 24.53 66S B27
″P234 39.ユ 24.38 66S B20
″P235 28.2 24.57 66S B21

″P236 24.ユ 24.60 66S B29

クP237 43.0 24.48 66S B30
//P238 10.2 24.80 66 S B24

//P239 10,2 24.82 66S B28
クP240 13.8 24.76 66S B22
クP241 35.8 24.64 66S B21

クP242 21.0 24.45 66S B28

″P243 49.3 24.57 66S B2写

//P244 25.00

クP245 21.0 24.73 66S B24
//P246 39.1 24.51 66S B21

クP247 28.5 24.58 66S B2C

″P248 35.5 24.52 66S B23

クP249 30,9 24.56 66S B2E

′P250 49.9 24.36 66S B27
クP251 38.6 24.51 66S B23
クP252 32.1 24.59 66S B27
″P253 55.9 24.49 66S B23
クP254 28.0 24.80 66S B18
//P255 54.4 24.51 66S B20
//P256 56.6 24。 29 66S B35
//P257 37.4 24.43 66S B31

クP258 18.2 24.58

″P259 20.4 24.55 66S B 34

″P260 13.8 24.54 66S B30
//P261 12.3 24.41 66 S B34

//P262 33.1 24.18 66S B36
//P263 5.5 24.51 66S B32
クP264 16.0 24.42 66S B31

柱穴番号 癬
ω

底面の標高

(m)
建物番号

66P265 20.4 24.34 66S B33
″P266 16.2 24.94 66S B31

″P267 13.2 24.45 66S B30

夕P268 10.4 24.53 66S B30

クP269 30.2 24.26 66S B 34

//P270 11.0 24.63

//P271 52.6 24,33 66S B29
//P272 21.8 24.64 66S B26

クP273 24.46 66S B31

クP274 11,2 24.48 66S B36
//P275 17.4 24.51 66S B26

″P276 27.0 24.50 66S B24
//P277 5.6 24.68

クP278 23.7 24.52 66S B26
//P279 21.3 24.62 66S B34
//P280 11,3 24.65

クP281 44.1 24.33 66S B28
″P282 25.1 24.48 66S B23

″P283 24.63 66S B2C

//P284 32.4 24.41 66S B3C
//P285 20.7 24.37 66S B3C
//P286 24.7 24.33 66S B37
//P287 21.6 24.30 66S B31

″P288 26.8 24.29

//P289 20.5 24.36 66S B34

″P290 42,7 24.14

″P291 5Cl.2 24.06 66S B35

クP292 10.8 24.44

クP293 16.5 24.38 66S B37

クP294 19,6 24.35 66S B38
クP295 24.44

″P296 18.5 24.34 66S B32

″P297 15,1 24,37 66S B37
//P298 31.6 24.16

//P299 13.5 24.29 66S B31
//P300 24.27 66S B33
″P301 19,0 24.22 66S B33

クP302 22.0 24.21 66S B38
//P303 24.28 66S B38

クP304 24.25 66S B40

クP305 8.9 24.26 B33
//P306 2,7 24.33 36S B31

″P307 24.22 36S B39

″P308 28.1 24.05

″P309 24.32 36S B34
//P310 24.40 B37
//P3

1 65.8 23.79 66S B35

クP3 2 27.4 24.18 66S B40

クP3 3 24.40

クP3 4 16.1 24.16 66S B39

柱穴番号 癬
ω

底面の標高

(m)
建物番号

66P315 24.23

クP316 31.7 24.07 66S B36

クP317 36.0 24.05 66S B38
//P318 14.5 24.31

//P319 23.6 24.20 66S B3C
//P320 24.11 66S B3E
//P32ユ 28.1 23.99 66S B3ε

クP322 16.4 24.15 66S B32

″P323 22.1 24.08 66S B38

″P324 18.0 24.14 66S B4C
//P325 29.8 24.04 66S B37

クP326 11.7 24,25

//P327 35,5 23.8ユ 66S B4C
//P328 12.2 24.07 66S B39

″P329 10.3 24.13

″P330 47.5 24.60 66S B2ユ

//P331 33.8 24.72

″P332 53.6 24.58 66S B18

クP333 56.3 24.50 66S B20

クP334 28.4 24。 79 66S B18

″P335 42.5 24.67 66S B23

″P336 45,3 24.63

″P337 43.1 24.61 66S B 2

//P338 31,9 24.74 66S B17
//P339 30,6 24.74 66S B18
クP340 27.7 24.79 66S B20
//P341 15.6 24.88 66S B17
″P342 23.ユ 23.89 66S B39

クP343 24.0 23.81 66S B 4

//P344 26.3 33.81

//P345 28.1 23.79

//P346 40.7 23.54

//P347 33.6 23.61

//P348 18.5 23.89 66S B 4

//P349 37.0 27.30 66S B19

″P350 38.7 24.73 36S B 3

//P351 58.7 24.48 36S B23
//P352 26.8 24,19 36S B 6

クP353 18.9 24.89 36S B 7

//P354 33.3 24.74 36S B 9

//P355 25。 7 24.83 66S B 9

クP356 21.4 24.14 66S B40

クP357 23.81 66S B 5

クP358 23.8 23.79 66S B 6

″P359 23.85

´P360 23.83

//P361 27.1 23,73

クP362 23.4 23.71

//P363
19。 9 24.25 66S B37

//P364 25.8 53.83
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D地区柱穴計測表②

柱穴番号 鮮
ｍ

底面の標高

(m)
建物番号

66P365 24.18

″P366 24.25 66S B32

クP367 18.0 24.16

//P368 欠番

//P369 24.45

クP370 24.65

クP371 32.7 24.26 66S B35
//P372 携 .5 24.49 66S B30
//P373 32.2 24.57 66S B23
//P374 36.5 24.36 66S B28
//P375 欠香

クP376 24.86 66S B25
//P377 36,9 24.53

//P378
24. 77

クP379 38.6 24.95

//P380
24.77 66S B22

//P381 %。 91 66S B22

″P382 24.47

柱穴番号 雁
ω

底面の標高

(m)
建物番号

66P383 24.76

//P384 24.05

//P385 23.89

クP386 15.2 24. 70

//P387 33.2 23.26

″P388 23.08

″P389 25,52

//P390 25.7 23.47

//P391 23.59

クP392 22.98

クP393 欠香

//P394 26.6 23.80

クP395 15.6 23.72

クP396 23.9 23.69

クP397 20.6 23.54

クP398 23.58

//P399 16.2 努 . 58

クP4011 33.5 23.41

柱穴番号 癬
ｍ

底面の標高

(m)
建物番号

66P401 23.50

//P402 23.61

//P403 23.65

″P404 23.78

″P405 23.70

″P406 欠番

″P407 欠番

//P408 24.18

//P409 欠番

クP410 23.30

//P411 23.00

クP412 23.16

クP413 23.10

//P414 23.03

クP415 23.04

//P416 24.40 66S B33
//P417 24,44 66 S B32
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第 3節 出土遺物

1 662号池出土遺物 (第 188～ 190図、写真図版177・ 178)

2号池は13世紀後半～14世紀前半に属する遺構である。ここでは2号池の出土品を他と区別して報告する。

なお中国陶磁器のみは、少量でいずれも12世紀に属する遺物であるので、他の中国陶磁器とまとめて報告し

ている。

(1)国産陶器 (第 188図、写真図版177)

4001～ 4003は 13世紀後半～14世紀前半の東北地方産の盗器系陶器である。4001は 片口鉢である。明赤褐色

で砂粒混 じりの硬い胎土である。4002、 40031ま 同一個体と考えられる。器種は大形の奏である。表面は青黒

色を呈 し、断面と内面の色調は明赤褐色である。胎土は砂粒混じりで硬いが、4001に 比較すると粗い。4001

～4003の 窯の特定するの難しいが、地理的な近さを考慮すると伊豆沼窯の可能性が高い。

4004、 4005は 常滑産の 3型式の片口鉢である。4006、 4007は 常滑産の甕で 2～ 3型式に属する。いずれも

12世紀のものであり、池の埋没の過程で混入 したものである。

(2)木製品 (第 189・ 190図、写真図版177・ 178)

4008は 木製の皿である。漆塗 りは認めらず白木の製品である。40091ま 漆器椀である。内外面黒漆塗りであ

る。外底面には漆塗 りが施されていない。40101ま 円形の板の両面に黒漆を塗ったものである。側面には漆が

みられない。用途は不明である。401Hよ 曲物の蓋と考えられる。円形の板に釘の痕跡が 2箇所みられる。40

12は小型の曲物である。土圧のために形が歪んでいる。40131ま笹塔婆である。墨書で大日如来の種子と大日

如来の文字が記されている。頭部に刻みが無 く、12世紀の笹塔婆と形態が異なっている。4016は ざるである。

材質については未同定である。土圧により本来の形状は判 じ難いが、底径は約21cln、 器高は12cm以上と推定

される。

為7
0                    10cm

４００３

番号 種類 器種 部位 出土位置 年代など 色調 その他

4001 合器月 片口鉢 口縁 56 2池 4層 13C後半～14C前半 明赤褐色 併豆沼窯産に似る

4002 甕 ? 体部 う6 2池 3層 明青灰色 伊豆沼窯産に似る 軟質な胎土

4003 体 部 う6 2池 3層 青黒色 4002と 同一個体か

4004 寺滑 ? 片口鉢 日縁 56 2池 3層 3型式 ? 灰 色

4005 常滑 う6 2池南狽」埋土 黒色

4006 甕 肩 部 う6 2池 4層 2～ 3型式 2～ 3型式 オ リープ灰色

4007 体下 )6 2池 2層 2～ 3型式 黒褐色

第188図 662号池出土遺物① (陶器)
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4012

0                  10cm

番号 器 種 出上位置 村 種 その他

4008 Ill 2号池 1層 ブナ属の一種 漆塗 りが ない

4009 漆器椀 2号池2層 ブナ属の一種 外底面漆塗りなし

4010 円盤状 2号池 l層 ス ギ 両面漆塗 り

曲物蓋 ? 2号池4層 ス ギ 釘穴2ヶ所あり

曲物 2号池 2層 スギ (底板) 側板の村種はヒノキ属の一種

4013 笹塔婆 2号池埋土 ス ギ 墨書「(バ ン)大日如来J

漆器椀 66S E 1 4層 ハリギリ 外底面漆塗りあり

4015 笹塔婆状 66S E l底面 アスナロ 墨書確認できず

第189図 662号池出土遺物② (木製品)
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0                    10cln

第190図 662号池出土遺物③ (ざる)

2 かわらけ (第 191,192図 、写真図版178～ 180)

かわらけの分類は、松本建速氏が平安京の形態分類を基本に柳之御所の資料を加えておこなった方法 (岩

手埋文 1995「柳之御所跡」分冊 3 Xかわらけの形態分類と編年)に従うことにする。下に分類基準を示

す。

手づ くねかわらけ

C類 (口縁部二段なで技法)

C3類 上段のつまみは弱 くいくらか内湾ぎみ。上段と下段のなで面はほぼ同じ幅である。口唇部断面形

は九い。

C4類 上段を強 くつまむ。上段は下段のなで面より幅が狭い。日唇部断面形は九い。

C5類 口唇部面取 り。口唇部断面形は三角形。

C5′ 類 口唇部面取 り。口唇部断面形は三角形だが面取 り部がくびれる。

D類 (口縁部一段なで技法)

D2類 口縁部は直線的に立ち上がる。回唇部断面形は九い。
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D3類 口縁部は弱 く内湾気味。日唇部断面形は丸い。

D4類 回唇部面取 り。口唇部断面形は三角形。

D4′類 D4類 に類似。日唇部面取 り後、日縁全体を一度なでる。断面形はほぼ三角形。

ロクロかわらけ

Rd 皿型の大型品

Rb 皿型の月ヽ型品 (小型品は皿型とする。)

Rb 碗型

日縁部の形態

0類 口縁部が底部から丸 く立ち上がるもの

1類 口縁部が底部からすぐにほぼまっすぐに立ち上がるもの

2類 口縁都が内湾し、均等の割合で口縁部、底部の二つに三分できるもの。

段の有無と段の数

0 段はなく、表面は滑らかである。

1 段はないが、表面には粗い調整痕がある。

2 段が 2段ある。

3 段が 3段ある。

4 段が 4段ある。

5 段が 5段以上ある。

底部の形状

疑似高台がない場合はダッシユ (′ )をつける。

疑似高台がある場合はグッシュ (ア )をつけない。

以上の要素を合わせてR d01′ 、 r d10の ように表す。

12世紀のかわらけは、手づ くねかわらけ38点、ろくろかわらけ4点 を図示した。他に不掲載のかわらけが

64kg出 土 している。本調査区でかわらけが集中して出上した遺構は、道路側溝の66S D 17である。手づ くね

かわらけはC3類が 4点、C4類は16点、C5類は2点、D2類が 4点、D3類が 7点、D4類が 4点ある。

ろくろかわらけは rdが 2点 とRdが 2点である。ロクロかわらけの4139と 4141は 沢の埋立ての上の中か

ら出上している。
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5

0
1

12

|

2  3
0                     10cln

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cnl) 面

デ
内
ナ そ

卜す傷
‐ 歳 ヽ 撮玩行 胎土 備 考

口径 底径 器高

V B2e地山上 D2 9 すのこ痕 細砂少量

4102 66S D17 3層 (Ⅵ A01) 6 指

5

4104

4105 D3 6(

4106 8 すのこ痕

4107 66S D19底面(VBlb) ll.2 不 明 磨耗している

4108 66S D19埋土上部(V B2b) 指、ヘ ラ すのこ痕 7C

4109 不明 摩耗している

指 ?

ll 指 ? 6(

D4 不明 不 明 摩耗している

指 ? すのこ痕 磨耗している

66S K31 2層 指 すのこ痕 10〔

66S D17 3冒 (Ⅵ AOi) 指 すのこ痕 7〔

66S D19 3層 (V B3b) D3 すのこ痕

17 66S D19埋土上部(V B2b) Ca 不明 不 明 4〔 摩耗している

66SD19 3層 (VBlb) 2& ヘラ?

66S D19埋土上部(VB2b) 指 磨耗 している

66S D19 3層 (V B2b) 16.0 指 すのこ痕 60 内面油煙付着

66SD19 3層 (V B3b) C4

66S D19埋土上部(VB3b) 不 明 不 明 摩耗 している

66S D17埋土 指 すのこ痕 8〔

第191図  D地区のかわらけ①
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6

1

6

＼

熱 処 2

4141 0                      10cm
|

フ́
″

番号 出 上 位 置 分類
法量 (clll) 面

デ

内
ナ

懸
の
―

す
痕

外
く

こ

遺存度
(%) 胎 土 備 考

口径 底 径 器高

4124 66S D19埋土上部(V B2b) C4 指 細砂少量 内面油煙付着

66S D19 3層 (V B2b) 13.1 悟 すの こ痕 80

4126 66S K31 4層 不明 80

4127 66SD19 3層 (VBIb) 指 岡

4128 66S D19埋上上部(VB2b) ヘ ラ すの こ痕 90

66S D19底面(VBlb) 指、ヘラ

4130 66SD19 3層 (VBlb)

66S D19 3層 (VBlb)

,6S D19埋 土上部(VB2b)

4133 ,6SD19 3層 (VB2b) すのこ痕

4134 66S D19埋土上部(V B2b) 不明 摩耗 している

66S D19 3層 (V B3b) 指 ? すのこ痕

4136 〕6SD17 3層 (Ⅵ A01) 脂

4137 ,6SD17 2層 (Ⅵ AO,) C5

66S D19埋土(VBlb) 3.5〔 70

沢整地層中(VB3a) ロクロ 回転糸切

掃SD17 3層 (Ⅵ AOi)

沢整地層中(V B3a) Rd

拗S K3理 土 Rd0 6.ィ

第192図  D地区のかわらけ②
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3 国産陶器 (第 193・ 194図、写真図版180)

(1)常滑産陶器 (第 193図、写真図版180)

本調査区から出土 した常滑産陶器は中野・赤羽生産地編年の 2型式と3型式に相当するものが出土してい

る。だが破片資料を2形式と3形式に分けるのは分類するのはかなり難 しく。どちらに分類されるのか不明

なものがほとんどである。図示 したのは片口鉢 1点、広口重 6点、甕 2点である。他に掲載しなかった常滑

産陶器片力Ml片 出土している。

4201は 回縁部形態から3型式に属すると考えられる。内外面に灰をかぶっている。4203、 4208の 広口重は

日縁部の形態から2型式に属する。どちらも口唇部を欠損 している破片である。4206は 甕の口縁部である。

頸部の形状が不明であり、 2型式、 3型式の分類は難しい。日唇の内面はわずかに凹む。4202、 4204、 4205、

4207、 4209は 体部の破片であり型式の分類は難しい。

∞ ぞ

フ
牝

4ヽ209

10cnl

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

4201 常 滑 片日鉢 口縁 V B2b沢 上面 3型式 灰責色

4202 甕 一肩 66S D17 3層 (Ⅵ A0 2～ 3型式 暗オ リープ色

4203 甕 口縁 66S D17 8層 (Ⅵ A0 2型式 暗オ リーブ色

4204 肩 66S D17 3層 (Ⅵ A0 2～ 3型式 暗褐色

体 上 66S D17埋土 にぶい暗褐色

4206 口縁 66S D19(V B3b) 灰 オリーブ色

4207 体 66S D19 3層 にぶい赤褐色

口縁 66SD17 3層 (Ⅵ A01) 2型式 灰褐色

4209 体 上 66S D19埋土(V B2b) 2～ 3型式 灰色

第193図  D地区の常滑産陶器
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(2)渥美産陶器 (第 194図、写真図版180)

本調査区の渥美産陶器で図示 したのは、片口鉢 1点、甕 5点である。他に不掲載の渥美産陶器片が 6片出

土している。

4210の 片口鉢は高台の断面が角型である。内面は磨耗 している。4211～ 4215は 甕の体部破片である。4213、

4214は 同一個体と思われる。4215は 外面全面に自然釉がかかっている。

(3)須恵器系陶器 (第 194図、写真図版180)

壺 1点、甕 1点の出土である。4216は重の底部破片と思われる。外底面にはヘラ状の工具による擦痕がみ

られる。胎土は灰白色で緻密である。4217は甕の体部破片である。外面にはタタキ無日、内面にはアテ具痕

がみられる。胎土は灰色で緻密である。

0                   10Cm
|

番号 種類 器 種 部位 出上位置 年代など 色調 その他

4210 涯 美 片口鉢 底ヽ 体下沢整地層中(V B2b) 12C 灰 色

甕 体下 泌S D19埋土上(VB2b 仄 色

体下 6S D19埋 土上(V B2 灰 色

4213 体下 S D19埋土上(VB2b) 灰 色 4214と 同一個体

体下 6S D19埋 土上 VB2 灰 色

4215 体上 ЮS D19埋土上 VB2b) 灰 オリーブ色

罠恵器月 底部 るS D19埋土 灰色

甕 体 部 尺上面(V B3 灰 色

第194図  D地区の渥美産、須恵器系陶器
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4 中国産磁器 (第 195図、写真図版181)

本調査区で中国産磁器は白磁 6点、青白磁 2点の合計 8点の出上である。4301は 釉調が白磁と異なってお

り、一応青白磁 として分類 したがはつきりしない。碗の破片で体部は九みを帯びている。4302は 白磁の皿で

内面にヘラによる施文がある。外面の釉むらが著 しい。4303は 白磁の壷である。外面に3条の垂線があるが、

化粧上が確認されずⅢ系と考えたい。二次的に被熱している。4305～ 4307は 白磁のⅢ系の壷である。4308は

青白磁の梅瓶である。外面にヘラによる文様が施されている。

4302

0                                10all

5 瓦 (第 196・ 197図、写真図版181)

12世紀の瓦が 9点出上している。4401、 44021よ九瓦である。どちらも玉縁部の一部が残つている。沢の埋

立て整地層中からの出土である。埋立て時に混入したものである。4403は 軒平瓦である。4404～4406は平瓦

である。沢跡の埋立て整地層中から出土した。4407～ 4409も 平瓦である。

4304

番号 種 類 器種 部位 出上位置 大宰府分類 大学府の年代観 その他

争白蔵 碗 体部 鉛SD17 1層 (Ⅵ A0 青白磁か 12C
4302 皿 口～体 拗S D19埋土(V B3 Ⅷlb(皿 ) 12C
4303 体部 おSD17 3層 (Ⅵ AOi) Ⅲ系 12C 3条の垂線がある。

4304 体部 拗SD17 3層 (Ⅵ A0 12C
4305 体下 稀 2油貶層 12C
4306 肩 誌 2‖И層 12C
4307 底 捕 2出伽層 12C

4308 子自霰 梅 瓶 体 拗S El確認面 青 白磁 12C～

第195図  D地区の中国産磁器
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0                  10CIn

番号 器種 出上位置 その他

4401 九瓦 沢整地層中(V B3a)

4402 俯SD19 3唇 (VB3b)

軒平瓦 沢整地層中(V B3a)

44髄 平瓦 沢整地層中(V B3a)

4406

4407 66S D19埋 土(VB3b)

第196図  D地区の瓦①
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0                   10cln

番号 器種 出上位置 その他

4408 平 瓦 沢整地層上面(V B3a)

V B2a地 山上

第197図  D地区の瓦②

6 石製品 (第 198図、写真図版181)

砥石が 2点出土している。4501は66S E lか ら出土 しており、井戸の年代観から13～ 14世紀のものと推測

される。45021ま 12世紀の道路側溝である66S D19か らの出土で12世紀のものと考えられる。

7 金属製品 (第 198図、写真図版181)

中国銭が出土している。天聖元賓で沢の埋立整地層から出土 した。埋立の際に混入したか、又は意図的に

置かれたものである。12世紀平泉に伴う確実な貨幣の例である。非常に質が良く、ほとんど腐食 していない。

呵 4m「 1粋__堅 m

4503

0                      5 cln
|

番号 器種 出上位置 石質 その他

砥 石 66S El埋 土 細粒砂岩

4502 66S D19埋 土(VB2b) 白色細粒砂岩
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番号 種類 出上位置 直径(cm) 鋳造年代 鋳所など

4503 天聖元芸 沢整地層中(V B4a) 銅 北宋銭

第198図  D地区の石製品、金属製品
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第 8章 E地区の遺構 。遺物

第 1節 E地区の概観

E地区はⅣB区の国道 4号線の東側である。調査区の幅は4mに満たず、細長い形状の地区である。

調査区の北側は埋没沢がある。この埋没沢の幅は広 く、北岸は本地区ではなくF地区に位置する。埋没沢

は埋立て整地が行なわれており、その上にSXと した皿状の底面や壁面がわずかに焼けた遺構が集中して検

出されている。用途は不明であるが、12世紀後半の遺構と推測される。また埋没沢の南岸近 くの埋立整地層

の上から溝 (66S D 3)が構築されている。この溝は国道西側のC地区の661号池から伸び道路状遺構を横

切る形の46S D16につながる溝である。池、道路の路面の排水の目的の溝と考えられる。

調査区の南側には近代～現代の所属の遺構 (66S K 8、 66S K 9な ど)があり、12世紀とはつきり特定で

きる遺構はない。掘立柱建物が 2棟検出されているが所属時期ははつきりしない。

12世紀の遺物はかわらけ、国産陶器、瓦がある。多 くは66S D 3か らの出土である。また近世陶磁器がま

とまった量出土 している。これは本調査区の一部が近世の屋敷にひっかかっているためと推測される。だが

明確な近世の遺構は検出されなかった。近代以降の遺物は多量に出土 したが、ここではそれらを掲載 してい

ない。

第 2節 遺構

1 建物

66S B41(第 199図 )

〔位置〕ⅣBlg、 lh、 2g、 2hに位置する。

〔重複〕66S B42と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S K 8、 66

SK9と重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は618calで 、梁間は調査区域外に伸びるため不明である。使用した柱

穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-2° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 8寸 (約206cln)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B42(第 199図 )

〔位置〕ⅣB2g、 2h、 3g、 3hに位置する。

〔重複〕66S B41と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S K 8、 66

SK9と重複するが本建物が古い。
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〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出した分で358c14で 、梁間は調査区域外に伸びるため不明である。

使用した柱穴は3個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-16° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では5尺 9寸 (約 179clll)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

未掘部分

66SB42    1′

0             4m

第199図  E地区の建物 (66S B41・ 42)
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2 土坑

66S K 8(第 200図 、写真図版77)

〔位置〕ⅣB2g、 2hに位置する。

〔重複〕66S K 9と 溝状の部分によりつながっており同時存在の遺構と考えられる。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕6層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕近現代の遺物が多量に出土した。また12世紀の常滑産陶器甕 (5101)、 18世紀の肥前産陶器碗(5

301)も 出土している。

〔遺構の性格〕池、水場といった遺構と思われる。これを廃絶する際にゴミを廃棄したと考えられる。

〔年代〕20世紀代の遺構である。

66S K 9(第 200図 、写真図版77)

〔位置〕ⅣB2hに位置する。

〔重複〕66S K 8と 溝状の部分によりつながっており同時存在の遺構と考えられる。

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁は緩やかに立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕66S K 8と 同時存在と考えられ、20世紀代の遺構と考えられる。

66S K10(第 200図 、写真図版77)

〔位置〕ⅣB3g、 3hに位置する。

〔重複〕66S D lと 重複するが、本土坑が古い。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕埋上の感じから、近代～現代の遺構と考えられる。

66S Kll(第 201図 、写真図版77,78)

〔位置〕ⅣB5gに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はなだらかに立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕埋上の調子から近世以降の所属と推測される。
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23,800m

66S K 9
1 25Y3/2黒 褐色土
2 25Y6/8明 黄褐色土

25Y6/8明 責褐色土粒、炭化物粒多量混入
25Y3/2黒 褐色土プロックで多量混入

A-  23.800rn

66S K 8
1 10Y R10Y R4/2灰 黄褐色± 10Y R78黄橙色ロームプロック多量混入

人為的に埋めた土 かたい

66S K10
人為的に埋めた土 かたい
ЮY R4/2仄 責褐色± 10Y R5/1褐 灰色土まだら状に多量混入
化物粒、陶磁器片多量混入化物粒、陶磁器片多量混入

7 5Y R3/1褐 灰色上 礫陶磁器片多量混入 しまりなし
25Y5/4責 褐色砂質土 礫多量混入
10Y R3/1黒 褐色± 2.5Y5/4黄褐色砂質上多量混入
5Y3/1オ リーブ黒色土 炭化物片多量混入

66 S K10
1 2.5Y4/2暗灰黄色± 2.5Y5/6黄褐色上がまだら状に多量混入

水酸化鉄分が非常に多い
2 2.5Y3/3暗 オリープ褐色± 2.5Y4/6オ リープ褐色上まだら状に

多量混入 水酸化鉄分混入
3 5Y4/2仄 オリープ色砂質± 2.5Y4/6オ リープ褐色土まだら状

に多量混入

0              2m
十

ⅣB3h

第200図  E地区の上坑① (66S K 8～ 10)
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66S K12(第 201図 、写真図版78)

〔位置〕ⅣB6gに位置する。

(重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はなだらかに立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

聾『
66S K12
1 5Y4/1灰色± 7.5Y4/3暗オリープ色土プロック状に少量混入
2 10Y6/1灰 色ローム 5Y4/1灰色土まだら状に少量混入

+Ⅵ
B6h

66S Kll

Al`:j,)B
A�

  :S専
と争1綴魯き_ゞ

YY野

長E全ごヱをれを最曽書入 

世陶磁器

0              2m

第201図  E地区の上坑② (66S Kll・ 12)

3 焼土遺構 (第202図 、写真図版78～ 81)

66S X 2(第 202図 、写真図版78)

〔位置〕VBOfに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕2層 に分けられる。下層の2層 には炭化物粒が多量に混入する。人為堆積、自然堆積の別は不明で

ある。

〔出土遺物〕かわらけ片が少量出上した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X 3(第 202図 、写真図版78)

〔位置〕VBOfに位置する。

〔重複〕66S X 4と 重複するが、本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕1層 に分けられる。炭化物粒が多量に混入する埋土である。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

66S K12
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〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X 4(第 202図 、写真図版78)

〔位置〕VBOfに位置する。

〔重複〕66S X 3と 重複するが、本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕 1層 に分けられる。炭化物粒が少量に混入する埋土である。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X 5(第 202図 、写真図版79)

〔位置〕VBOfに位置する。

〔重複〕66S X 8と 接するが重複しない。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。また本遺

構に伴うか不明であるが、本遺構の北側に現地性の焼上の分布がみられる。

〔埋土〕 1層 に分けられる。炭化物とかわらけ片が多量に混入する埋土である。人為堆積、自然堆積の別は

不明である。

〔出土遺物〕図化できないが、かわらけ片が多量に出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X 6(第 202図、写真図版79)

〔位置〕VBOf、 Ogに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕 1層 に分けられる。炭化物粒が多量に混入する埋土である。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X 7(第 202図、写真図版79)

〔位置〕ⅣB9f、 VBOfに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕 1層 に分けられる。炭化物粒、かわらけ片が多量に混入する埋土である。人為堆積、自然堆積の別

は不明である。
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〔出土遺物〕手づくねかわらけ片が多量に出土した。図化できたのは (5016、 5017)で ある。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X 8(第202図、写真図版79)

〔位置〕VBOfに位置する。

〔重複〕66S X 5と 接するが重複しない。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕1層 に分けられる。炭化物粒が多量に混入する埋土である。人為堆積、自然堆積の別は判断できな

かった。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X10(第202図 、写真図版80)

〔位置〕VBOfに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面の一部が引つ込む部分がある

〔埋土〕1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S Xll(第202図 、写真図版80)

〔位置〕ⅣB9f、 VBOfに位置する。

〔重複〕66S X12と 重複するが本遺構が新しい。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕1層 に分けられる。炭化物粒が多量に混入する埋上である。人為堆積、自然堆積の別は判断できな

かった。

〔出土遺物〕かわらけ片が少量出土している。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X12(第 202図、写真図版80)

〔位置〕ⅣB9fに位置する。

〔重複〕66S XHと重複するが本遺構が古い。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕1層 に分けられる。炭化物粒とかわらけ片を多量に混入する埋上である。人為堆積、自然堆積の別
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∧
66S X15 A�

SX6
2.5Y4/3オ リーブ褐色上 5Y2/2オ リープ黒色上をまだら状に
多量混入 炭化物多量に混入

AttB

66S X 2
1 5Y4/3暗 オリープ色± 7.5Y3/1オ リーブ黒色上

を多量に混入 かわらけ片混入
2 5 Gl.7/1緑黒色土 炭化物が多量混入 Ｏ

Ａ

96SXЮ A争阜彎

66S X 7
1 5Y2/1黒色± 25Y4/4オ リープ褐色上をまだら状に少量含む

炭化物、かわらけ片を多量に混入

的樵
つ

早

Og

66S X 8
1 2.5Y4/4オ リーブ褐色土 炭化物多量混入

66S X 4
1 5Y4/3暗 オリープ色上 炭化物が少畳混入

AttZ3.300m

66S X 5
1 25Y4/3オ リープ褐色± 5Y2/1黒 色土まだら状に多

量混入 火化物、かわらけ片多量混入

66S X 3
1 15Y3/2オ リーブ黒色± 5Y4/3暗 オリーブ色土ま

だら状に多量混入 炭化物多量に含む

A斡 B

66S Xll
1 5Y4/4暗 オリープ色上 炭化物多量混入か

わらけ片合む

66 S X12
1 5Y4/3暗 オリーブ色± 5Y2/1黒 色上がまだら

状に多量混入 かわらけ、炭化物を多量に含む

66S Xll

S X12

66S X13

A(a)B

0             2m

66S X10
1 2.5Y4/4オ リーブ褐色± 2.5Y4お オリープ

褐色土をまだら状に多量混入

23.300m
A― ―B

鮎
色土 炭化物多量混入
色土 炭化物多量混入

66S X14
1 5Y4/2灰 オリープ色土 炭化物多量混入

66S X15
1 75Y3/1オ リープ黒色± 5Y4/4暗 オリーブ色上をまだら

状に多量混入 下部に炭化物が多量に混入 かわらけ片多量
混入

2 7.5Y3/2オ リープ黒色± 5Y3/1オ リープ黒色上をまだら
状に多量混入 かわらけ片含む
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第202図  E地区の焼土遺構 (66S X 2～ 8・ 10～ 15)
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は不明である。

〔出土遺物〕手づくねかわらけ (5008、 5009、 5018)が出上している。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X13(第 202図 、写真図版80)

〔位置〕VBlfに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

(埋土〕2層 に分けられる。炭化物粒を多量に混入する埋土である。人為堆積、自然堆積の別は判断できな

かった。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X14(第 202図、写真図版81)

〔位置〕VBOfに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕と層に分けられる。炭化物粒を多量に混入する埋上である。人為堆積、自然堆積の別は判断できな

かった。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。

66S X15(第 2磁図、写真図版81)

〔位置〕VBOgに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。底面はわずかに焼けている。

〔埋土〕2層 に分けられる。炭化物粒を多量に混入する埋上である。人為堆積、自然堆積の別は判断できな

かった。

〔出土遺物〕手づくねかわらけ (5005、 5010、 5011)、 常滑産奏片 (5103)が 出上している。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀に所属する可能性が高い。
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4溝

66S D l(第 203図 、写真図版81)

〔位置〕ⅣB3g、 3hに位置する。

〔重複〕66S K10と 重複しており、本遺構が新しい。

〔平面形式〕全体的にほlr真直ぐである。底面の標高は西側が高く、西から東へ水が流れるようになってい

る。

〔埋土〕1層 に分けられる。砂質の埋土であり、流水により形成されたと考えられる。

〔出土遺物〕底面に木材が置かれている。また埋土からガラス片が出土した。また肥前産磁器皿 (5317)が

出上している。

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕近代以降の所属である。

66S D 2(第 203図、写真図版81)

〔位置〕ⅣB4g、 5gに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の標高は西側が高く、西から東へ水が流れるようになってい

る。

〔埋土〕5層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕底面に礫が置かれている。また埋土中から手づくねかわらけ (5019)、 肥前産磁器瓶 (5321)、 砥

石 (5401～ 5403)、 羽日 (5404、 5405)が 出土 した

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕近代以降の所属である。

66S D 3(第 203図 、写真図版82)

〔位置〕ⅣB6g、 6hに位置する。

〔重複〕沢の整地層を切って構築されている。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の標高は西側が高く、西から東へ水が流れるようになってい

る。国道西側の46S D 16の東流部分につながる溝である。

〔埋土〕3層 に分けられる。砂質の埋上であり、流水により形成されたと考えられる。3層 にはかわらけ片

が非常に多量に含まれる。

〔出土遺物〕埋土中から、手づくねかわらけ (5001～ 5003、 5006、 5007、 5012～ 5015)、 常滑産奏 (5102)が

出上 した。

〔溝の性格〕排水の目的の溝と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属である。
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ⅣＢ
十

7g

ⅣＢ
＋

66S D 3
1 10Y R3/2黒褐色± 10Y6/1灰色砂少量混じる
2 10Y6/1灰 色ローム 10Y6/1灰色砂多量混入
3 10Y6/1仄色砂 かわらけ片多量混入

66S D 2
1 10Y R4/2灰黄褐色± 25Y6/4に ぶい責色上をまだら状に多量含

む水酸化鉄分多い
2 10Y R4/2仄黄褐色± 10Y R3/2黒 褐色上が多量に混じる 炭化物

粒、水酸化鉄分多い
3 25Y7/4浅黄色± 2.5Y4/1責灰色土をまだら状に多量含む水酸化

鉄分含む
4 25Y3/3暗オリーブ褐色上 水酸化鉄分を多量に含む
5 5Y2/2オ リープ黒色± 7.5G Y5/1緑 灰色土をまだら状に少量含

む

ⅣＢ５
＋

ⅣＢ４
＋

A� B

66S D l
1 2.5Y4/2暗灰貨色砂質土

ⅣＢ
＋

0 4m

E地区の溝 (66S D l～ 3)
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66S A 2(第 204図 、写真図版82)

〔位置〕ⅣBlhに位置する。

〔重複〕なし

〔形式〕掘方の上幅は約20cmで、断面形がU字形である立てられた材木は断面が円形の棒状のものと考えら

れる。直径は約18clltほ どである。材は痕跡のみで、その木質が残存しているものはなかった。

〔埋土〕掘方の埋土は1層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕塀である。

〔年代〕不明である。

+Ⅳ B2h 66S A 2
A～ Jの標高は23.900m

カクラン

A―一  
一 B

斡

G一   
一 ‖

�

c一   ―一 D

斡
E十   

一 F

鮎

守
Sも

3∬9瀦 色± 10Y Rプ 6黄褐色上をまだら状に多量混入
炭化物をごく少量含む

2 10Y R5/6黄褐色砂 10Y R4/4褐 色土をまだら状に混入

o             2m

ⅣBlh

E地区柱穴計測表

第204図  E地区の塀 (66S A 2)

+

柱穴番号 癬
ｍ

底面の標高

(m)
建物呑号

66P106 19.2 23.60

″P107 55,7 24.25 66S B41

クP108 23.65

少P109 32.5 26.53

//P l10 23.50

//Pl■ 23.72

P l12 27,8 23.52 36S B42

クP l13 23.39

″P l14 23.70

柱穴番号 癬
ｍ

底面の標高

(m)
建物番号

66 P l15 23.56 66S B42

″P l16 23,62

クP l17 23.71

//P l18 23.62 66S B42
//P l19 27.5 23.53

″P120 47.5 23.32 66S B41

クP121 23.5 23.24 66S B42
クP122 23.29

//P123 23.57

柱穴番号
深さ

(cln)

底面の標高

(m)
建物番号

66P124 23.68

//P125 22.82

//P126 23.03

//P127 22.6ユ

//P128 欠香

″P129 欠番

クP130 欠番

クP131 23.06

//P132 欠番
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第 3節 遺物

1 かわらけ (第205図、写真図版182・ 183)

かわらけの分類は、松本建速氏が平安京の形態分類を基本に柳之御所の資料を加えておこなった方法 (岩

手埋文 1995「柳之御所跡」分冊 3 Xかわらけの形態分類と編年)に従うことにする。下に分類基準を示

す。本調査区では手づ くねかわらけのみ出土 しているので、手づ くねかわらけの分類基準のみ示す。

手づ くねかわらけ

C類 (口縁部二段なで技法)

C3類 上段のつまみは弱 くいくらか内湾ぎみ。上段と下段のなで面はほぼ同じ幅である。日唇部断面形

は九い。

C4類 上段を強くつまむ。上段は下段のなで面より幅が狭い。日唇部断面形は九い。

C5類 口唇部面取 り。日唇部断面形は三角形。

C5′類 口唇部面取 り。日唇部断面形は三角形だが面取 り部がくびれる。

D類 (口縁部一段なで技法)

D2類 口縁部は直線的に立ち上がる。日唇部断面形は九い。

D3類 口縁部は弱 く内湾気味。日唇部断面形は九い。

D4類 口唇部面取 り。日唇部断面形は三角形。

D4′ 類 D4類 に類似。口唇部面取 り後、日縁全体を一度なでる。断面形はほぼ三角形。

12世紀のかわらけは、手づ くねかわらけ19点 を図示 した。他に不掲載のかわらけが5.5kg出 土 している。

これらのほとんどは66S D 3か らの出土である。

手づ くねかわらけはC4類は4点、C5類は 1点、D2類が 5点、D3類が 6点、D4類が 3点ある。
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0                     10clll

番号 出 上 位 置 分類
法畳 (cal) 面

デ
内
ナ

懸
の
―

す
痛

外
く

こ

遺存度
(%) 胎土 備 考

口径 底径 器高

5001 66S D 3埋上下部 D2 135 2.3〔 悟、ヘ ラ すのこ痕 70 細砂少量

5002 66S D 3埋上下部 指、ヘ ラ すのこ痕 100

51X13 66S D 3埋土下部 指、ヘラ

5004 66S Xl歩 里土 124 すのこ痕

5C105 66S X15埋土 不 明 摩耗している

50116 66S D 3埋上下部 D3 不 明 51

5007 66S D 3坦上下部 117 指 5C

5008 66 S X12埋 土 不 明 51 摩耗している

5099 66S X12埋土 すのこ痕 81

5C110 66S X15埋土

5Clll 66S X15埋土 3

F。012 66S D 3埋上下部 D4 指 すのこ痕 101

66S D 3埋上下部 指

66S D 3埋土下部 不 明 不明 内面炭化物付着

5015 66S D 3埋土下部 C4 磨耗している

5C116 66S X 7埋土 指 すのこ反 4 内面油煙付着

5C117 66S X 7埋土 子旨、いヽラ

5018 66S X12埋土 指

66S D 2埋土 C5 指、ヘラ 内面にわずかに泊煙付着

第205図  E地区のかわらけ
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2 国産陶器 (第206図 、写真図版183)

(1)常滑産陶器 (第206図 、写真図版183)

本調査区から出土 した常滑産陶器で図示したのは甕の破片 3点である。他に不掲載の常滑産陶器の破片が

2片出土 している。なお本調査区では常滑産陶器以外の国産陶器は出上 していない。5101～ 5103は 奏の破片

である。いずれも体部の破片であり、型式の分類は難しい。5101が出上した66S K 8は 近代以降の遺構であ

り、5101は混入 したものである。

0                     1ocnl

第206図  E地区の常滑産陶器

3 瓦 (第207図 、写真図版183)

瓦が 1点出上 している。12世紀のものである。九瓦で玉縁部の一部が残る。

0                    10cln

第207図  E地区の瓦

4 近世陶磁器 (第208・ 209図 、写真図版183)

本調査区の近世陶磁器は、重機で表土を除去中に出土したものがほとんどである。本調査区が含まれる字

志羅山20番地は、明治初年の地籍図「広土絵図」では宅地の地目になっている。この「宅地」が近世から存

続 して営まれた屋敷で、出土した陶磁器はこの屋敷に伴うものと推測される。

番号 種類 器種 部 位 出上位置 年代など 色調 その他

常滑 甕 体部 )6S K8埋土 2～ 3型式 灰 色

5102 体 下 ,6S D3埋土下部

5103 体 下 )6S X15埋土

番号 器種 出上位置 その他

5201 九瓦 沢整地層上面(Ⅳ B2e)
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番号 器種 出上位置 胎 土 釉業・絵付 製作地 製作年代 その他

開01 陶器碗 66S K 8埋土 (4.5 赤褐色 刷毛 目 肥 前 18C前

剛 2 ⅣB4g表土 灰 白色 灰 釉 大堀相馬 18C

5303 ⅣB4g表土 灰白色 灰釉、褐釉 18C後半

路 04 ⅣB5質 表土 (24 灰 色 藁灰釉 19C前

5305 ⅣB5g表土 灰色 染付 瀬戸・美濃 18C木～19C前 陶胎染付

5306 ⅣB5g表土 黄白色 鉄絵 京 信楽系 ? 19C前 ?

5307 陶器皿 ⅣB5質 表土 灰白色 (粗 ) 灰 釉 瀬戸 ・美濃

5308 陶器鉢 ⅣB5g表土 灰 色 藁灰釉、褐釉 大堀相馬 19C前

5309 陶器瓶掛 ⅣB8g表土 灰白色 (粗 ) 銅緑釉 瀬戸 19C前 内面鉄釉

5310 陶器積鉢 ⅣB5富 表土 129 暗灰色 鉄 釉 東北産 19C前

5311 磁器碗 ⅣB8g表土 白色 楽付 肥前 17C後半

ⅣB8g表土 白色 1690～ 1780 内面蛇目釉はざ

5313 ⅣB5質 表土 白色 lSC後 1ヽ9C初

5315 ⅣB5g表土 白色

5316 ⅣB8宮 表土 灰白色 東北産 19C前 ～中 平清水産か

第208図  E地区の近世陶磁器①
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5301は肥前産は陶器碗である。白化粧を掻き取った刷毛目文が施される。5302～ 5304は大堀相馬産の陶器

碗である。5302、 5303は 透明性のある灰釉、5304が失透性の藁灰釉が施される。5305は 瀬戸・美濃産の陶胎

染付碗である。5306は 鉄絵のある碗である。京・信楽系と考えられるがはっきりしない。

5303は 瀬戸・美濃産の折縁皿である。5308は大堀相馬産の鉢である。失透性の藁灰釉の上に褐釉が流 し掛

けられる。

5309は 瀬戸・美濃産の瓶掛の獅噛の装飾部分である。内面には鉄釉が施されている。5310は 陶器福鉢であ

る。東北地方在地産と推測される。内底面はかなり磨耗 している。

5311は肥前Ⅲ期の磁器碗である。5312、 5313は肥前Ⅳ期の磁器碗である。5312は 見込みが蛇目釉剥ぎになっ

ている。5314、 5315は 肥前産の磁器碗で18世紀後半から19世紀初のものである。5316は 東北地方産の磁器碗

と思われる。窯ははつきりしないが、平清水窯産の可能性が高い。

5317は 肥前Ⅳ期の磁器皿、5318は 18世紀後半～19世紀初の磁器皿である。どちらも肥前産である。5318は

凹蛇目高台である。5319は 肥前産の磁器皿である。18世紀前半のものと思われる。5320は肥前産の磁器小杯

である。墨弾きによる染付けが施されている。5321は磁器の瓶である。肥前産で肥前Ⅳ期のものである。内

面は無釉である。

3W

5318

翻 320
0                      10cm

|

番号 器種 出上位置 月台土 釉薬・絵付 製作地 製作年代 その他

5317 磁器皿 66S D l埋土 白色 染付 工削 1690～ 1780

5318 ⅣB7g表土 白色 18C後半 1ヽ9C初 凹蛇目高台

5319 表採 20 1 白色 1690～ 18C前

5320 磁器小第 ⅣB5質 表土 白色 1690-1780 墨弾き

5321 磁器瓶 66S D 2埋土 白色 内面無釉

第209図  E地区の近世陶機器②
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5 石製品 (第210図 、写真図版183)

5401～ 5403は 砥石である。いずれも66S D 2か らの出土で近世～近代のものである。

6 上製品 (第210図 、写真図版183)

5404、 5405は 羽口である。同一個体の可能性がある。鍛冶に用いられた羽口であろう。これら羽口も66S

D2か らの出土で近世～近代のものである。

- 5403

540

の   5405r∩  5404

0                    10cm

番号 器種 出上位置 石 質 その他

5401 砥 石 66S D 2埋土 白色細粒砂岩 4面使用

5402 66S D 2埋土 2面使用

5403 66S D 2埋土 l面使用

66S D 2埋土

第210図  E地区の石製品、土製品
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7 金属製品 (第211図 、写真図版183)

銭が 2点出上している。5406は北宋銭の元豊通宝である。模鋳銭ではなく本銭と思われる。初鋳年代は西

暦1078年 である。この銭は12世紀の遺構に伴う状態では出上していない。

5407は 寛永通賓である。銅銭で背面に「元」の字がある。西暦1741年初鋳の摂津高津新地所銭である。

o                      5cHl

番号 種類 出上位置 鋳造年代 鋳所など

5406 銭 66沢上層 (Ⅳ B8g) 1 60 銅 1078 元豊通宝、北宋銭

5407 銭 表採 銅 1741 背元 掃津高津新地所

第211図  E地 区の金属製品
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第 9章  F地区の遺構 。遺物
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第 9章 F地区の遺構 。遺物

第 1節  F地区の概要

F地区は国道 4号線の東側、VBOe、 Of付近からⅥBld、 le付近である。幅の狭い調査区であり、

遺構の展開についての解釈はかなり難しかつた。

南側は埋没沢が存在 しており、その部分には埋立て整地がおこなわれている。これは12世紀後半の整地と

考えられる。本調査区ではこの整地層より古い遺構 (66S D 5、 66S D 6)と 整地後に構築された遺構 (66

S K13、 66S D 4)がある。66S D 6か らは馬骨が出土しており注目される。

埋没沢より北では柱穴、溝、土坑が検出された。掘立柱建物は12棟 を示 したが、調査区の幅が狭いため、

建物全体のプランがわかるものはない。よって建物の所属時期についてもはっきり示すことができなかった。

いずれも小規模な建物と推測される。溝の中で66S D13、 66S D 14、 66S D15は 非常に新 しいもので、近代

～現代の所属である。66S D10は大規模な溝で、D地区の66S D17と 同一の溝である。この溝は現在の町道

立石線と重なる古道の道路側溝の可能性が考えられる。また66S Dllは A～ C区で検出された南北に走る道

の東側側溝と考えられる。66 S D10と は同時存在と観察できた。66S D 9、 66 S D12は 遺構の切 り合い関係

から、12世紀前半の所属の可能性がある。

遺物の多 くは南側の埋没沢の付近から多 く出土 した。中でも66S K13か らは多量の手づ くねかわらけが出

土 した。また66S D 4か らも国産陶器、かわらけが割合多 く出土 している。特筆すべき遺物には提子の金具

(6301)が ある。平泉遺跡群では志羅山21次調査での出土に次 ぐ事例である。

第 2節 遺構

1 建物

66S B43(第 212図 )

〔位置〕VB5dに位置する。

〔重複〕66S D12、 66S B44と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。梁間は394clnで 、桁行は調査区外に伸びるため不明である。使用した柱穴

は3個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-90° 一Wである。

〔柱間寸法〕梁間では6尺 5寸 (約197cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B44(第 212図 )
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〔位置〕VB5dに位置する。

〔重複〕66S D12、 66 S B44と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66

S D12と P137が重複するが本建物が新しい。

〔平面形式〕掘立柱建物である。梁間は328cmで、桁行は調査区外に伸びるため不明である。使用した柱穴

は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-88° ―Wである。

〔柱間寸法〕梁間では5尺 8寸 (約 176cm)と 5尺 (約 152cln)が用いられている。桁行では4尺6寸 (約 140c14)

が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B45(第 212図 )

〔位置〕VB3e、 4eに位置する。

〔重複〕66S B46、 66 S B49、 66S B50、 66S B51、 66S B 52、 66S B 53と プランが重複するが直接切り合

う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S K16と P192が、66 S K17と P18とが重複するがいずれも本建

物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出した分で412clnで 、梁間は360cmである。面積は検出された分で

約4.5坪である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-27° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 8寸 (約206cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B46(第 212図 )

〔位置〕VB4d、 4e、 5d、 5eに位置する。

〔重複〕66S B45、 66S B48、 66S B 51、 66S B 52、 66S B 53、 66S B 54と プランが重複するが直接切り合

う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S D13と P150が重複するが本建物が古い。また66S B50の 柱

穴P160が本建物のP161と 重複するが本建物が新しい。また66S D 7と P159、 P185、 P208が重複するが

おそらく本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出した分で412calで 、梁間は400calで ある。面積は検出された分で

約5.0坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-86° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 8寸 (約206cal)が用いられている。

〔出土遺物〕なし
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〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B47(第212図 )

〔位置〕VB5d、 6dに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は606calで 、梁間は調査区外に伸びるため不明である。使用した柱穴

は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-3° 一Eである。

〔柱問寸法〕桁行では5尺 (約151.5cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B48(第212図 )

〔位置〕VB4d、 4e、 5d、 5eに位置する。

〔重複〕66S B45、 66S B46、 66S B49、 66S B30、 66S B52、 66S B 53と プランが重複するが直接切り合

う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B 51の柱穴P178が本建物のP177と 重複するが本建物が古い。

また66S D 7と P175が重複するが、本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出した分で339cmで、梁間は600cmで ある。面積は検出された分で

約6.2坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-24° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 6寸 (約200cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B49(第213図 )

〔位置〕VB3e、 4eに位置する。

〔重複〕66S B45、 66S B46、 66S B48、 66S B 50、 66 S B51、 66S B 52、 66S B 53、 66S B 54と プランが

重複するが直接切 り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S D 13と 柱穴 P152が重複するが本建物

が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出した分で364cmで、梁間は373clnで ある。使用した柱穴は5個で

ある。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-73° 一Wである。
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〔柱間寸法〕桁行では6尺 (約 182c14)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。12世紀から中世にかけての建物である可能性が高い。

66S B50(第 213図 )

〔位置〕VB3e、 4eに位置する。

〔重複〕66S B45、 66S B48、 66S B49、 66S B51、 66S B 52、 66S B53、 66S B 54と プランが重複するが

直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B46の柱穴P161が本建物のP160と 重複するが本

建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出した分で382cHlで 、梁間は382cmである。面積は検出した分で約

4.4坪である。使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-78° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行、梁間で6尺 3寸 (約 191cln)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S B 51(第 213図 )

〔位置〕VB4e、 5eに位置する。

〔重複〕66S B45、 66S B46、 66S B49、 66S B 50、 66S B 52、 66S B53、 66S B 54と プランが重複するが

直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B48の柱穴P177が本建物のP178と 重複するが本

建物が新しい。また66S K18と P172が重複するが、本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は576clllで 、梁間は調査区外に伸びるため不明である。382cmである。

使用した柱穴は4個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-20° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行で6尺 5寸 (約 197cm)と 6尺 (約 182c14)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S B52(第 213図 )

〔位置〕VB4eに位置する。

〔重複〕66S B45、 66S B46、 66S B48、 66S B49、 66S B 50、 66S B51、 66S B 54と プランが重複するが

直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B 53の柱穴P166が本建物のP165と 重複するが本
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建物が新しい。また66S D 7と P202重複するが、おそらく本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で227cmで 、梁間は430calで ある。面積は検出された分

で約2.9坪である。使用した柱穴は5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-49° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行で7尺 5寸 (約225cHl)、 梁間で7尺 1寸 (約215c14)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S B53(第 213図 )

〔位置〕VB3e、 4eに位置する。

〔重複〕66S B45、 66S B46、 66S B48、 66 S B49、 66S B 50、 66S B 51、 66S B 54と プランが重複するが

直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B 52の 柱穴P165が本建物のP166と 重複するが本

建物が古い。また66S D 7と プランが重複するが、おそらく本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で251claで 、梁間は400clllである。面積は検出された分

で約3.0坪である。使用した柱穴は5 4Elで ある。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-55° 一Wである。

〔柱間寸法〕桁行で8尺 3寸 (約 251clll)、 梁間で6尺 6寸 (約200clll)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S B 54(第 213図 )

〔位置〕VB4eに位置する。

〔重複〕66S B 46、 66S B49、 66S B 50、 66S B 52と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係

は不明である。また66S D13と 本建物のP203と 重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行、梁間はともに検出された分で218cmである。使用した柱穴は3個で

ある。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-28° ―Eである。

〔柱間寸法〕7尺 2寸 (約218clll)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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2 土坑

66S K13(第 214図 、写真図版83)

〔位置〕VBOf、 lfに位置する。

〔重複〕沢跡の整地層よりも新しい遺構である。調査の安全状の配慮のため全掘できなかった。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。壁面の一部に段が付く。

〔埋土〕3層 に分けられる。最下層の3層 は焼土、炭化物粒、かわらけ片からなる層である。

〔出土遺物〕手づくねかわらけ片が非常に多量に出土した。図示したものは (6050～ 6060、 6064～ 6073)で

ある。またろくろかわらけ (6086)も 1片出土している。

〔遺構の性格〕出上したかわらけ片は使用痕がないものであった。またそれに混じつて焼土、炭化物が多量

に出土している。そのことから、焼成に失敗したかわらけを廃棄した土坑の可能性が考えられる。

〔年代〕12世紀代後半に所属する可能性が高い。

66S K14(第 214図、写真図版83)

〔位置〕VB7dに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状であるが、壁はほぼ垂直に立つ。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土内に自然木の根 ?がある。

〔遺構の性格〕不明である。人為的な遺構ではない可能性もある。

〔年代〕不明である。

66S K15(第 214図、写真図版83)     ・

〔位置〕VB7dに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から大堀相馬産陶器碗 (6401)が 出土した。

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕近世以降の所属である。

66S K16(第 214図 、写真図版83)

〔位置〕VB4eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は平坦で底面は垂直に立つ。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕底面に桶の底板が置かれている。また底板の上から寛永通賓 (6302)が出土した。

〔遺構の性格〕桶を埋設した肥だめ、または便所である。
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〔年代〕近世～近代の遺構である。

66S K17(第 214図、写真図版84)

〔位置〕VB3e、 4eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は不整で、壁は緩やかに立つ。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S K18(第 214図、写真図M84)

〔位置〕VB4eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁はやや緩やかに立つ。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の】1は不明である.。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S K19(第 214図、写真図版84)

〔位置〕VB5fに位置する。

〔重複〕なし                    マ

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で、壁は緩やかに立つ。

〔坦土〕3層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S K20(第 215図、写真図版84)

〔位置〕VB5eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕1層 に分けられる。人為堆積、自―然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔澄構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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66S K21(第 215図 、写真図版85)

〔位置〕VB5dに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S K22(第 215図、写真図版85)

〔位置〕VB4eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕3層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S K20

A)扱

疹易珍珍影)珍珍

B

66S K22
1 25Y6/2灰 黄色± 2.5Y4/2暗灰黄色土をまだら状

に多量混入 水酸化鉄分多い
2 10Y6/2オ リーブ灰色粘± 5Y4/1灰色土まだら状

に多量混入 炭化物粒少量混入 水酸化鉄分多い
3 Nl.5/0黒 色土 炭化物非常に多 く混入

66S K21

24.2001n
A――  ――B

+
VB5f

+66 S K21
1 2.5Y4カ暗灰黄色土 炭化物粒、水酸化鉄分少量

混入
2 2.5Y5/2暗 灰責色± 5Y6/2灰オリーブ粘土ま

だら状に多量混入 炭化物粒下部に多い 水酸化
鉄分混入

66S K23

A      24.100rn

VB4f 72灰 黄色土 粒状で少量混入 炭化物粒少量混入

0             2m

(66S K20～ 23)

塩

ポ
66S K20
1 10Y R4/31こ ぶい責褐色± 25Y6/4に ぶい黄色粘

土粒まだら状に多量混入 炭化物粒微量混入水酸化
鉄分多い

VB5e
+

ＳＫ２
Ａ

+

第215図  F地区の上坑②

VB4e
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66S K23(第 215図 、写真図版85)

〔位置〕VB4eに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は概ね平坦で壁はやや斜めに立つ。

〔埋土〕1層 に分けられる。焼けた壁土?が混入する埋土である。人為堆積と思われる。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

3溝

66S D 4(第 216図 、写真図版85)

〔位置〕VBle、 lfに位置する。

〔重複〕沢の整地層を切って構築されている。また66S D 5、 66S D 6と 重複するが本溝が新しい。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の標高は西側が高く、西から東へ水が流れるようになってい

る。

〔埋土〕2層 に分けられる。流水により形成されたと考えられる。2層にはかわらけ片が非常に多量に含ま

れる。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (6009、 6021、 6061～ 6063、 6074～ 6083、 6085)、 ろくろかわらけ

(6088)、 常滑産陶器甕 (6104)、 渥美産陶器甕 (6119～ 6128)が 出上した

〔溝の性格〕排水の目的の溝と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

66S D 5(第 216図、写真図版85)

〔位置〕VBle、 lfに位置する。

〔重複〕沢の整地以前に構築されている。また66S D 4と 重複するが本遺構が古い。また66S D 6と 重複す

るが本溝が新しい。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の標高は西側が高く、西から東へ水が流れるようになってい

る。

〔埋土〕4層 に分けられる。全体に砂質の埋上であり、流水により形成されたと考えられる。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明であるが、排水の目的の溝の可能性が高い。

〔年代〕沢整地以前の12世紀の所属である。

66S D 6(第 216～ 218図 、写真図版85・ 86)

〔位置〕VBle、 lfに位置する。

〔重複〕沢の整地層以前に構築されている。また66S D 4と 66S D 5と 重複するが本溝が古い。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の標高は北西側が高く、北西から南東へ水が流れるようにな
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っている。国道西側の66S D20につながる溝である。埋没沢の縁に沿って構築されている。

〔埋土〕2層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕溝の縁から馬骨、馬歯が出土した、下顎の骨が2つ有り、少なくとも2個体以上の馬の骨があ

る。図では馬骨が溝外にあるようになっているが、本来はこの出上部分は溝の肩の部分にあたる。溝の検出

時に、溝のプランをよく把握できず、下げすぎたため生じたものである。

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕沢整地以前、おそらく12世紀前半の所属である。

A二姿・600m

66S D 4
1 2.5Y4/3オ リーブ褐色± 2.5Y3/2黒褐色土を多量混入 炭化物多

量混入 かわらけ片含む
2 2.5Y3/2黒 褐色土 炭化物多量混入 かわらけ片多量に混入

66S D 5
1 2.5Y4/2暗灰黄色± 25Y4/3オ リーブ褐色砂多量混入
2 2.5Y3ん暗オリープ褐色土
3 2.5Y4/2暗 灰責色砂
4 2.5Y3/2黒 褐色± 2.5Y73オ リープ褐色砂 炭化物多量混入

66S D 6
1 2.5Y3/1黒褐色± 5Y3/2オ リーブ黒色土をまだら状に混入炭化物

微量混入
2 5Y3/2オ リーブ黒色± 25Y4/2暗 灰黄色土を少量混入

66S D 4・ 66S D 5・ 66S D 6重複状況

VB2f

+

A

VB2f

+

66S D 6

66SD5 A

VBlf

+

A
VBlf

+
0

ヽ

Ｂ

4m

第216図  F地区の溝① (66S D 4～ 6)
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胸骨のまとまり

30m

第218図 66S D 6馬骨出土状況②

66S D 7(第 219図 、写真図版87)

〔位置〕VB2e、 3e、 4e、 5eに位置する。

〔重複〕66S D 8と 重複するが本遺構が新しい。また66 S B46、 66S B48、 66S B 52、 66S B 53と 重複する

が本溝が新しい。また66S B49、 66S B 50、 66S B51と 重複するが本溝が新しい。66S B45と はプランが重

複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の標高は北側が高く、北から南へ水が流れるようになってい
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る。

〔埋土〕3層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀の所属である。

66S D 8(第 219図、写真図版86)

〔位置〕VB3eに位置する。

〔重複〕66S D 7と 重複するが本遺構が古い。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の傾斜方向は不明瞭である。

66S D 7

ＶＢ５
＋ＶＢ５

＋
66S D 7(A― B)
1 25Y3/3暗 オリープ色± 2.5Y6/31こ ぶい黄色土まだら状に多量混

入 水酸化鉄分多い
2 25Y3/2黒褐色± 2.5Y6/4にぶい黄色土少畳混入 水酸化鉄分少

量混入
3 2.5Y4/2暗 灰責色上 2.5Y6/31こ ぶい黄色粘土まだら状に多量混入

23.4001n

l珍疹彦滲珍影疹
D

66S D 8
1 10Y5/1灰 色± 5Y7/6黄色ロームプロック状に少量混入炭化物

粒少量混入
2 5Y7/6責色ローム 10Y5/1灰 色土まだら状に少量混入

キ
守

Sヌ
∴込え愚尾と± 2.5Y4/2暗灰黄色土まだら状に多量混入

2 75Y4/1灰色± 10Y5/2オ リープ灰色土まだら状に多量混入

0                4m

24.00Clm

以

B

第219図  F地区の溝② (66S D 7・ 8)
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〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀の所属の可能性が高い。

66S D 9(第 220図 、写真図版87)

〔位置〕ⅥBOc、 Odに位置する。

〔重複〕66S D10と 重複するが本遺構が古い。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐであるが、南東に行くにしたがって幅が広くなる。底面の標高は北東が高

く、北東から南西へ水が流れるようになっている。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる66S D10よ り古いことから、12世紀前半所属の可能性が高い。

66S D10(第 220図 、写真図版87)

〔位置〕ⅥBOc、 Odに位置する。

〔重複〕66S D 9と 重複するが本遺構が新しい。また66S D mと 接するが本遺構と同時存在と考えられる。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。国道西側の66S D17と 同一の溝である。66S D17と 本溝の上幅が

合わないが、これは66S D17の漏斗状に広がる部分が、本溝の場合確認面が低いため検出されなかったため

である。底面の標高は西側が高く、西から東へ水が流れるようになっている。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から常滑産陶器甕 (6105)が 出土した。

〔溝の性格〕大規模な溝であり、単なる排水用の溝ではなく、都市を区画する溝と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属の可能性が高い。

66S Dll(第 220図 、写真図版87)

〔位置〕VB9cに位置する。

〔重複〕66S D12と 重複するが本溝が新しい。また66S D10と 接するが本遺構と同時存在と考えられる。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。底面の傾斜方向は検出した部分では不明瞭である。

〔坦土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕埋土中から常滑産陶器萎 (6106)、 渥美産陶器甕 (6129、 6130)が出土した。

〔溝の性格〕道路側溝である。ⅡB区から続く道路の東側の側溝である。本溝力語6S D10にぶつかって止ま

つており、ⅡB区から続く道路の北端を示している。

〔年代〕12世紀後半の所属の可能性が高い。
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66S D12(第 220図 、写真図版87)

〔位置〕VB8d、 9c、 9dに位置する。

〔重複〕66S Dllと 重複するが本遺構が古い。また66S B44の柱穴P137と 重複するが本溝が古い。また66

S B43と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。国道西側のを66 S D18と 同一の溝である。底面の標高は北西側が

高く、北西から南東へ水が流れるようになっている。

〔埋土〕 1層 に分けられる。自然堆積、人為推積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕12世紀後半の所属と考えられる66S Dmよ り古いことから、12世紀前半所属の可能性が高い。

25。 100rn
A珍

易影

B

66S D 9
1 10Y R6/1褐灰色砂質土 一部酸化して7.5Y R4/2褐灰色を呈

する

66S D10(A― B)
1 2.5Y5/2暗灰黄色± 5Y6たオリーブ責色土ブロックで混入 水

酸化鉄分多量混入 炭化物粒微量混入
2 5Y4/2灰 オリーブ色± 5Y5/3灰オリーブ粘土をブロックで混入

炭化物粒微量混入

ｍ２５

一

c三堅100m
-0

A4Ю坐″B

66S D10(C― D)
1 5Y4/1灰色粘土 水酸化鉄分多い
2 5Y4/2灰 オリープ色粘± 5Y5/3灰オリーブ色粘土をブロック

で混入 炭化物粒をごく微量混入

66S D■
1 2.5Y4/2暗灰黄色± 2.5Y5/6責褐色上をまだら

状に少量混入 炭化物粒微量混入 水酸化鉄分混
入

2 5Y4/2灰 オリーブ色± 2.5G Y6/1オ リーブ灰
、 色粘土まだら状に多量混入 水酸化鉄分混入

0                4m

∝

ＶＢ９
十

66 S D12
1 25Yオ リーブ褐色± 2.5Y6/4にぶい黄色土ま

だら状に混入 水酸化鉄分が多い 炭化物粒ごく

第220図  F地区の溝③ (66S D 9～ 12)

66S Dll

66S D12

微量混入
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66 S D13(第 221図、写真図版88)

〔位置〕VB4e、 5e、 6eに位置する。

〔重複〕66S D14と 重複するが本遺構が新しい。また66S B46の柱穴P150、 66S B49の 柱穴P152、 66S B

53の柱穴P205、 66S B 54の柱穴P203と 重複するが本溝が新しい。

〔平面形式〕全体的にほぼ真直ぐである。中程に溝本体に接するテラス状の部分がある。底面の標高は北側

が高く、北から南へ水が流れるようになっている。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積と考えられる。

Ｂ６ｅ＋

A=坐
・500m

一 日

24.400rn
C―――

24.200rn
E――‐      一  『

66 S D13
1 10Y R2/1黒 色土 炭化物粒少量混入

磁器、木片、ガラス等多く含まれる
しまりな し 陶

５ｅ
＋

Ｂ

66S D14
1 2.5Y4/2暗灰責色± 2.5Y5/4黄褐色土まだら状に多量に

混入

A� B

24.500m
C斡 D

66S D15
1 7.5Y3/1オ リープ黒色± 5Y4/2仄オリーブ色土まだら状

に多量混入木根混じる 水酸化鉄分多い

Ｂ４
十

３ｅ＋

第 221図  F地 区 の 溝 ④ (66S D13～ 15庁

~~~~~十
一 ― 一

十 ~引
0 4m
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〔出土遺物〕近代の陶磁器片、ガラス片、木片が多量に出土した。他に渥美産陶器甕 (6131)、 大堀相馬産陶

器碗 (6402)、 東北在地産陶器橋鉢が出土した。

〔溝の性格〕溝本体に接する形でテラス状の部分があり、洗い場といつたような遺構と考えられる。

〔年代〕廃棄されたのは近代から現代にかけてのことである。

66S D14(第 221図、写真図版88)

〔位置〕VB5d、 5eに位置する。

〔重複〕66S D13と 重複するが本溝が古い。また66S D15と 交わるが前後関係を把握できなかった。同時存

在の可能性もある。

〔平面形式〕やや不整な形状である。底面の傾斜方向は不明瞭である。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、ごく新しい時代の溝と考えられる。

66S D15(第 221図、写真図版88)

〔位置〕VB5e、 6eに位置する。

〔重複〕66S D14と 交わるが前後関係を把握できなかった。同時存在の可能性もある。

〔平面形式〕ほぼ真直ぐである。底面の傾斜方向は不明瞭である。

〔埋土〕 1層 に分けられる。人為堆積、自然堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕不明である。

〔年代〕不明であるが、ごく新しい時代の溝と考えられる。
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柱穴番号
深さ

(cln)

底面の標高

(m)
建物呑号

66P133 19.7 24.48

//P134 24.58 36S B43
//P135 11.34 24.55 66S B44
//P136 11.6 24 64 66S B43
//P137 24.51 66S B44
//P138 27.1 24.40 66S B43
クP139 18.8 24.50 66 S B44

//P 41.2 24.28 66S B44
//P

l 24.52

ク P 11.7 24.53

ク P 16.8 24.57

″ P 24.58

//P145 24.57

//P146 24.45

//P147 43.4 24.09

//P148 22.1 24.29

″P149 12.5 22.01

//P150 19.8 23.76 66S B46
//P 28.7 23.80 66S B 54

//P 38,9 23,71 66S B49
″ P 22.01

夕 P 54 51.5 29.94 66S B49
//P 21.3 23.59 66S B 52

″ P 41,1 23.35 66S B開
クP 30.5 23.38

//P 44.2 23.46

クP159 27.0 23.76 66S B46
クP160 23.95 66S B 50

柱穴番号
深さ

(cm)

底面の標高

(m)
建物番号

66P16ユ 58.8 23.46 66S B46
クP162 53.3 23.55 66S B4C
//P163 17.4 23.91 66S B 51
//P164 21.7 23.83

//P165 25,0 23.79 66S B 52
//P166 24.4 23.79 66S B 53
//P167 49.5 23,77 66S B48
//P168 48.5 23.53 66S B48
//P169 25,8 23.44 66S B49
//P 31,9 23.51

夕 P 22 0 23.58

//P 23.93 66S B 51

//P 23.92

ク P 74 26.9 23.58 66S B48
ク P 49 1 23.40 66S B48
″ P 31,ユ 23.51 66S B 50

ク P 29.5 23.77 66S B48
//P 53.9 23.51 66S B 51

//P 18.8 23.97 66S B 51

//P180 43 0 23.59 66S B49
″P181 34.5 23.42 66S B45
//P182 27.9 23.95 66S B46
//P183 27.9 23.94 66S B 50
//P184 24.3 23.46

クP185 23.69 66S B46
″P186 23.95 66S B45
//P187 58,9 23.48 66S B 52
//P188 18.7 23.91 66S B 53

F地区柱穴計測表

第 3節 出土遺物

1 かわらけ (第222～ 225図、写真図版184～ 188)

かわらけの分類は、松本建速氏が平安京の形態分類を基本に柳之御所の資料を加えておこなった方法 (岩

手埋文 1995「柳之御所跡」分冊 3 Xかわらけの形態分類と編年)に従うことにする。下に分類基準を示

す。

手づ くねかわらけ

C類 (口縁部二段なで技法)

C3類 上段のつまみは弱 くいくらか内湾ぎみ。上段 と下段のなで面はほぼ同じ幅である。日唇部断面形

は九い。

C4類 上段を強くつまむ。上段は下段のなで面より幅が狭い。日唇部断面形は九い。

C5類 口唇部面取 り。口唇部断面形は三角形。

C5′ 類 口唇部面取 り。口唇部断面形は三角形だが面取 り部が くびれる。

柱穴番号
深さ

(cm)

底面の標高

(m)
建物呑号

66P189 32,3 23.97

クP190 12.4 23.99

クP191 29,0 22.01

クP192 18.3 23.88

クP193 23.95

クP194 20,9 22.02

//P195 20.4 24.24

//P196 24.5 24.18

//P197 49.5 23.86

//P198 34.1 24.16 66S B47
//P199 62.8 23.47 66S B54
//P200 23.88 66S B 50
//P201 23.95

クP202 55.0 23.47 66S B 52
//P203 50。 1 23.49 66S B 54

//P204 56.8 23.96 66S B47
//P205 l 23.66 66S B 53

//P206 21.0 23.75 66S B 52

//P207 欠番

//P208 32.2 23.95 66S B46
″P209 欠呑

//P210 14.1 23.46 66S B46
夕P211 37.0 22.00 66S B47
//P212 34.4 23,94 36S B47
//P213 37.6 23.90 B47
クP214 12,9 24.54
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D類 (口縁部一段なで技法)

D2類 口縁部は直線的に立ち上がる。日唇部断面形は九い。

D3類  口縁部は弱 く内湾気味。口唇部断面形は九い。

D4類 口唇部面取 り。口唇部断面形は三角形。

D4′ 類 D4類 に類似。口唇部面取 り後、日縁全体を一度なでる。断面形はほぼ三角形。

ろくろかわらけ

Rd 皿型の大型品

Rb 皿型の小型品 (小型品は皿型とする。)

Rb 碗型

口縁部の形態

0類 口縁部が底部から丸 く立ち上がるもの

1類  口縁部が底部からすぐにほぼまっすぐに立ち上がるもの

2類 口縁部が内湾し、均等の割合で口縁部、底部の二つに三分できるもの。

段の有無と段の数

0 段はなく、表面は滑らかである。

1 段はないが、表面には粗い調整痕がある。

2 段が 2段ある。

3 段が 3段ある。

4 段が 4段ある。

5 段が 5段以上ある。

底部の形状

疑似高台がない場合はダッシュ (′ )をつける。

疑似高台がある場合はダッシュ (′ )をつけない。

以上の要素を合わせてR d01′ 、 r d10の ように表す。

12世紀のかわらけは、手づ くねかわらけ85点 、ろくろかわらけ3点 を図示 した。不掲載のかわらけは27kg

ある。本調査区でかわらけが集中して出土 した遺構は、66S K13と 66S D 4である。 特に66 S K13か らは

多量のかわらけが出土 している。手づ くねかわらけが58点 とろくろかわらけ 1点 を図化できた。これらの手

づ くねかわらけの内、C3類が 1点、C4類 は9点、D2類が 6点、D3類力Ml点、D4類が 1点 と、D3類が圧

倒に多数を占めている。ろくろかわらけの 1点はR d00であるが、小型の破片で混入 したものと考えられる。

66S D 4出土のかわらけは、手づ くね16点、ろくろかわらけ 1点が図化できた。
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0                  10cm
|

く〔〔:::::::][::::::::そな5     
く〔〔:::::::][::::::,ラそそ 7    28

6013

∝8   9く

番号 出 上 位 置 分類
法 量 (cln) 面

デ
内
ナ

底
の
ぅ

す
雇

本
‘
】
」

遺存度
(%) 胎 土 備 考

口径 底径 器高

6CX11 66S K13坦土 D2 9,1 13 不明 不 明 細砂少量 摩耗している

611C12 すのこ痕 S

6003 51

6004

6005 1.5 すのこ痕 Й 胎上に海綿状骨針わずかに混じる

6096 指 ? すのこ痕

6007 沢整地層上 (VBle) 不 明 不明 摩耗している

6C108 沢整地層上 (VBlf) すのこ痕 3

6009 66S D4埋土 すのこ痕 3 内面 にわずかに炭化物付着

66S K13埋土 D3 すの こ反 3

6011 すの こ痕 質

6012 lCll

19 4

6014 すの こ痕 10(

6015 不 明 不 明 摩耗 している

16

6017 1.5 底部に亀裂が入つている

6018 77 すのこ痕

国縁部に亀裂が入つている

6020 指、ヘ ラ

6021 66S D4埋土 不 明 すのこ痕 摩耗 している

6022 沢整地層上 (VBlf) 21 「OC

6023

6024

6025 VB2f地 山上

6026 V B2e地 山上 2.1

6027 沢整地層上(VBlf)
6028

第222図  F地区かわらけ①
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く【〔::::::::::::::I:::屁
9

6041

9
0                    10cnl

6033

5

6047

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cln) 面

デ
内
ナ

爆
¢
、

す

着

本
イ
】

遺
(砺 )

度
胎土 備 考

日径 底径 器高

6029 66 S K13埋 土 D3 22 不 明 lm砂少量 摩耗 している

6030 27 指、ヘラ すのこ娠

6031 すのこ娠

6032 2.5

6033

6034

6035

6036 2.6[

6037 13.0 2.6[ 指、ヘラ すのこ素

6038 指 ゆがんでいる

6039

6040 66P170埋土 ヘラ?

6041 66S K13埋土 指、ヘラ ま

6042 32 指、ヘラ

6043 指 箋

6044 不 明 虫 摩耗 している

6045 指、ヘラ すのこ反 項 口縁部に亀裂が入つている

6046 皮 ? α 摩耗している

6047 指 すのこ痕 よ

6∝8 12.2 指、ヘ ラ 嵌

6049 者

第223図  F地区のかわらけ②
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50

理≡王重フ
6054 6055

6061

6059

6064

6062 民ミ:::::::::::::::i:::::::::::::′ ′?|     
く【〔:::::::::::::!:::::::::::::ア

``!7

番号 出 上 位 置 分類
法量 (clll) 内面

ナデ

恩
の

，ヽ

す
痕

外
＜

こ

遺存度
(%)

胎 土 備 考
口径 底径 器高

6050 66S K13埋土 D3 126 指 すのこ痕 田砂少握

6051 指、ヘラ すのこ痕

6052

6053 底部に亀裂が入る

6054 不 明 摩耗 している

6055 2.95

6056 4

6057 指、ヘラ すのこ痕 内面炭化物付着

12.8 2.7 指

6059 指、ヘラ

603Э D4 指、ヘラ ゆがんでいる

6061 66S D 4埋土 不 明 摩耗している

6062 指

6063 138 不 明 3

6064 66S K13埋土 Ca 指 咽 麿耗している

6065 C4 指 すのこ痕

6066 指 3

6067 すのこ痕 割

6068 4C

6070 指 細砂多運

第224図  F地区のかわらけ③

6052

6058
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6072                                6073

6077

6080

6084

・内部露整蟄自ョ″        6086

6082

6085

6088

0                   10cln

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cm) 面

デ
内
ナ ど竃?

遺存度
(%) 胎 土 備 考

口径 底径 器高

66S K13埋 土 C4 15,0 者 す の こ反 細砂少量

6072 4 七、ヘ ラ

6073 4 指 期

6074 66S D4坦土 4 指 ?

6075 7 憎 すのこ痕 質

6076 不明 団 摩耗 している

6077 3 悟

6078 ヘ ラ

6079 指 〓

6080 15,4 斑

6081 137 不 明 すのこ痕 6C 細砂多量 摩耗 している

6082 ヘ ラ 細砂少量

6083 指、ヘ ラ

6084 沢整地層上(VBlf) 14,9 不 明 開 摩耗している

6085 66S D4埋土 C5 指 ? 醐

6086 66S K13埋土 R d00 ロクロ 回転糸切

6087 沢整地層上(VBlf) R d04 60 7f

6088 66S D4埋土 R d24 lα

第225図  F地区のかわらけ①
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2 国産陶器

(1)常滑産陶器 (第226図 、写真図版188)

本調査区から出土した常滑産陶器で図示 したのは片口鉢 1点、三筋壺 1点、広口壺 3点、甕 1点の計 6点

である。他に不掲載の常滑産陶器は15片ある。

6101は 口縁部形態から3型式に分類される。口縁部の外面端部下が僅かに凹む。6102は 三筋壺である。三

筋文は三本線を単位にする櫛状の工具で施文されている。 2型式に属する。6103は 甕の体部破片である。体

部中央付近の破片と思われる。6104～ 6106は 広口壷の体部破片である。6104、 6105は体部下半、6106は 体部

上半の破片である。

(2)渥美産陶器 (第227・ 228図 、写真図版188～ 190)

山茶碗 1点、甕23点 を図示した。不掲載の渥美産陶器は16片 ある。

6108は 山茶碗である。外底面には回転糸切痕がみられる。底辺部に釉が一条垂れてお り上半部に施釉されて

いる可能性が高い。6109～ 6130は 甕の破片である。6109は 口縁部破片である。日唇部にはっきりした面取 り

がある。6118～ 6125の体部破片は同一個体である。6126の 日縁部破片は日唇の面取 りがはっきりしている。

(3)須恵器系陶器 (第228図 、写真図版190)

1点の出土である。不掲載のものはない。6131は 須恵器系陶器重の体部破片である。胎土は灰色で緻密で

ある。体部下半の破片であるが、波状文などは施されていない。

0                      10cm

第226図  F地区の常滑産陶器

＼

６‐０６

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色 調 その他

常 滑 片 日鉢 口縁 VB2f地 山上 3型式 灰 色

6102 三筋壺 肩 VB2f地 山上 2型式 灰白色 線の単位3本

奏 体 VB2e地 山上 2～ 3型式 灰 色

6104 体 ;6S D10埋土 オ リーブ仄色

6105 おSDH埋 土 仄褐色

,6S D13埋土 灰オリーブt
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フ
6108 鰯

6110

6112

6113

6115

0                    10cm
|

6120

番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色 調 その他

6107 涯美 山茶碗 底～体 沢整地層上(VBlf) 12C 灰 色

奏 口縁 尺整地層上(V Ble) 灰 色

6109 体 尺整地層上(VBlf) 灰 色

灰 白色

灰 色

沢整地層上 (V B2e) オ リーブ黒色

底 V B2f地 山上 灰 色

体 灰 色

賭灰色

灰 色

沢整地層上 (V B2f) 黄灰色

沢整地層上(VBlf) 灰 オ リーブ色 6119～ 6125と 同一個体

6119 捻S D4埋土 仄 色

6120 一肩 6S D4埋土 灰 オ リーブ色

第227図  F地区の渥美産陶器①
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Ⅷ耽飩
番号 種類 器種 部位 出上位置 年代など 色 調 その他

渥美 甕 体 )6SD 4埋土 灰 色 6118～ 6120 6122～ 6125と 同一個体

仄 オ リーブ色

6123 掲灰色

6124

6125 灰 オ リーブ色

6126 口縁 黒色

6127 体 暗灰色

6128 灰 色

6129 )6S Dll埋土 オ リープ灰色

6130 灰 色

士豆 ,6S D13埋土 暗灰色

第228図  F地区の渥美産陶器②、須恵器系陶器
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3 中国産磁器 (第224図 、写真図版190)

本調査区で中国産磁器は白磁 3点が出土している。6201は 白磁碗である。玉縁日縁でⅣ類に分類される。

6202の 白磁碗は日縁部形態からV3類に分類される。6203の 白磁壺は二次的に被熱している。器面が荒れて

いるためはっきりしないがおそらくⅢ系と思われる。

需冤郷2 嘲    6203

0                                 10C14

番号 種類 器種 都位 出上位置 大学府分類 大宰府の年代観 その他

6201 白磁 碗 日縁 V B2e地 山上 W 12C

6202 沢整地層上(VBlf) V3

6203 士霊 体 Ⅲ系

第229図  F地区の中国産磁器
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4 金属製品 (第230図 、写真図版190)

6301は 銅製の金具である。銅製の提子の後側の銭 と容器部分をつなぐ金具である。12世紀のものと考えら

れる。

6302は 寛永通賓である。鋳所は判断できないが、新寛永であ り、18世紀中葉以降のものである。銅銭であ

る。

″ ヘ

0                       5 clll

□

臥
引

ν

ｎ

′

番号 種類 出上位置 笹属の機 鋳造年代 鋳所など

6301 金具 VB2e地 山上 10.側銅 提子の金具

6302 寛永通費 66 S K16桶 底上 2. 1.9引銅 新寛永

第230図  F地区の金属製品
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5 近世陶磁器 (第231図 、写真図版190)

本調査区から近世陶磁器が少量出土している。近世陶磁器の他に近代～現代の陶磁器、ガラス瓶なども多

量に出土 したが、これらは報告を割愛した。本調査区の一部が含まれる字志羅山18番地は、明治初年の地籍

図である「広土絵図」では宅地の地目になっている。この「宅地」が近世から存続 して営まれた屋敷で、出

土 した陶磁器はこの屋敷に伴うものと推測される。

6401～ 6403は 大堀相馬産の陶器碗である。いずれも透明性のある灰釉が施される。18世紀代のものと考え

られる。6404は 磁器の猪口である。肥前産と考えられる。18世紀代のもの。6405は 陶器悟鉢である。器高の

高い器形で底径も小さい。胎土は赤褐色で鉄釉が施される。東北在地産で19世紀前半のものと考えられる。

内底面はかなり磨耗 している。底部に穿子とがあり、悟鉢として使用 した後に植木鉢に転用したことがわかる。

曽

)                    10clll

∝

首

６４

番号 器種 出上位置 胎 土 釉薬・絵付 製作地 製作年代 その他

6401 陶器碗 66S Kb埋 土 4.31(2.9) 仄白色 灰 釉 大堀相馬 18C

6402 66S D13埋土 3創 (20)

6403 VBl f表土 3.d(12)

6404 滋器猪 口 ⅥBOf表土 5.制 (4.2) 白色 染付 肥前 18～ 19C

6405 旬器信鉢 66S D13埋土 12.a184 赤掲色 鉄釉 東北産 19C前半 植木鉢に転用している。

第231図  F地区の近世陶磁器
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6 馬骨・馬歯 (第218図 、写真図版17)

66S D 6の埋土中と縁から馬骨、馬歯が出土している。四肢骨、頭蓋骨、下顎骨などの集中が 1つ、それ

とは別に下顎骨が 1つ、その外、歯が 6カ 所から離れて出土した。下顎骨が 2つあることから、少なくとも

2つ以上の個体の骨があることは確かである。66S D 6は 断面の観察では、肩の部分にテラス状の段を持つ

溝であり、図で溝の中に納まっていない馬骨、馬歯も、本来は66S D 6のテラス状の段の部分に納まるもの

と解釈される。よって、これらの馬骨、馬歯はいずれも66S D 6の 埋土中からの出土とすることができる。

66S D 6は 沢の埋立整地より以前の構築の溝であり、馬骨、馬歯も埋立整地以前の時代の所属ということに

なる。

骨の集中部分はVB2fグ リッド杭の約 lm南に位置する。頭蓋骨、下顎骨、四肢の骨、頚骨があるが、

1頭分には足 りない骨の量である。複数の部位の骨があるのであるが、骨格の整合性がある状態ではなく、

ばらばらの状態で出土している。だが頭蓋と下顎は整合性のある状態であり、意図して組み合わさる状態で

置いたか、首を肉の付いた状態で置いたかのいずれかと推測される。頭蓋骨は縦に割れた状態であるが、66

SD6に重複する66S D 4、 SD5の構築の際に壊された可能性もある。また他の部位の骨も、重複する溝

の構築の際に失われた可能性が高い。骨の他に薄い板状の木が 6枚出土 している。腐食が著 しく、加工痕の

有無などは判断できなかった。

単独で出土した下顎骨は、VB2fグ リッド杭の約 2m北 に位置する。臼歯が 2列 とそれをささえる部分

の下顎骨が残存 していた。前歯とその部分の下顎骨は腐食のためか残存 していなかった。

他に歯が 6ヵ 所から出土している。いずれも臼歯である。

これらの馬骨、馬歯の分析鑑定は入戸市縄文学習館の小林和彦氏に依頼 している。詳細は小林氏の報告に

おまかせしたい。 (第 13章 4)
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第10章 G地区の遺構・遺物
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第10章 G地区の遺構 。遺物

第 1節  G地区の概観

G地区は本報告書の調査区の最も北の部分である。ⅥB～ⅦB区が相当する。本調査区は12世紀以来の古

道である町道立石線より北に位置しており、都市平泉の中では他のA～ F地区と異なる地害よりに位置するこ

とになる。他の地区は国道の東と西で分けていたが、G地区の西側部分は調査範囲も狭 く、遺構も少ないの

で西側と東側を一括 している。

国道の東側では道路側溝 (66S D22)と それに平行する塀 (66S A 5)が検出されている。この道路側溝

は、町道立石線より南の道路状遺構の軸方向である正方位と異なり、東に約10度傾いている。他に掘立柱建

物、土坑が検出されている。国道西側では撹乱が著 しく、土坑が 1基 (66S K36)検出されたにすぎない。

出土遺物はかわらけ、中国産白磁、石製の挽臼が出土している。12世紀の国産陶器は 1片 も出土しなかっ

た。

第 2節 遺構

1 建物

66S B55(第 232図 )

〔位置〕ⅦBOa、 laに位置する。

〔重複〕66S B 57と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66S B56の 柱

穴P429と本建物のP430が重複するが本建物が新しい。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で556cll、 梁間は412cmである。面積は検出された分で

約6。 9坪である。使用した柱穴は平泉町教育委員会の調査区の分を合わせて6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-88° ―Wである。

〔柱間寸法〕桁行では4尺 6寸 (約139cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S B56(第 232図 )

〔位置〕ⅦBOa、 la、 ob、 lbに位置する。

〔重複〕66S B 57と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。また66 S B55の柱

穴P430と本建物のP429が重複するが本建物が古い。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で632cm、 梁間は436cmである。面積は検出された分で

約8。 7坪である。使用した柱穴は平泉町教育委員会の調査区の分を合わせて6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-86° 一Wである。
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I(τ・ラ)とZII(0'9τ )ラ69、 、  (τ ・シ)とZJ

0               4m

第232図  G地区の建物 (66S B 55～ 53)
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〔柱間寸法〕桁行では5尺 2寸 (約 158cln)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。                               ′

〔年代〕不明である。

66S B57(第 232図 )

〔位置〕ⅦBOa、 laに位置する。

〔重複〕66S B 55、 66S B56と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。桁行は検出された分で516cm、 梁間は406calで ある。面積は検出された分で

約6.3坪である。使用した柱穴は平泉町教育委員会の調査区の分を合わせて5個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-85° ―Wである。

〔柱間寸法〕桁行では8尺 5寸 (約258cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S B58(第 232図 )

〔位置〕ⅥB9a、 9b、 ⅦBOa、 Obに位置する。

〔重複〕66S B 59と プランが重複するが直接切り合う柱穴がなく前後関係は不明である。

〔平面形式〕掘立柱建物である。東西に廂を持つ建物と考えられる。桁行は検出された分で400cm、 梁間は

394clnで ある。面積は検出された分で約7.8坪である。使用した柱穴は平泉町教育委員会の調査区の分を合わ

せて6個である。

〔建物方位〕桁行の軸方向はN-4° 一Eである。

〔柱間寸法〕桁行では6尺 6寸 (約200cln)、 廂では4尺 2寸 (約172cm)が用いられている。

〔出土遺物〕なし

〔付属施設〕なし

〔建物の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。
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2 土坑

66S K34(第 233図 、写真図版89)

〔位置〕ⅥB9a、 ⅦBOaに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕1層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S K35(第 233図 、写真図版89)

〔位置〕ⅦAOj、 ⅦBOaに位置する。

〔重複〕なし

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

66S K35

66 S K34
1 10Y R3/2黒掲色± 10Y R6/8明 黄褐色ローム

粒 炭化物粒少量混入

第233図  G地区の上坑① (66S K34・ 35)

66S K36(第 234図 、写真図版90)

〔位置〕ⅦA6i、 7iに位置する。

〔重複〕なし。撹乱によリプランの大部分が失われている。

〔底面、壁〕底面は皿状なっており、底面と壁面の区別ができない。

〔埋土〕2層 に分けられる。自然堆積、人為堆積の別は不明である。

〔出土遺物〕なし

〔遺構の性格〕不明である。

〔年代〕不明である。

+Ⅶ Bla

66S K35
1 25Y3/1黒 褐色± 5Y4/3暗 オリーブ色土ま

2 が品雄泥字最畳参褐書生
物ダ盆尾尭全褐色土ま

だら状に多量混入

o             2m

66 S K34

+
ⅦBOa

A
A斡 B
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66S K36

ⅥA7i

+

66 S K36
1 5Y3/1オ リーブ黒色± 5Y6ん オリープ黄色上まだら状に少量混

入 炭化物粒少量混入 水酸化鉄分多量に混入
1'2.5G Y6/1オ リーブ灰色土
2 2.5Y3カ黒褐色± 10Y R6/6明責褐色土まだら状に多量混入 水

酸化鉄分多量混入 炭化物粒少量混入

0             2m

第234図  G地区の上坑② (66S K36)

3溝

66S D22(第 235図 、写真図版89)

〔位置〕ⅥB4b、 5b、 6bに位置する。

〔重複〕なし

〔平面形式〕ほぼ真直ぐである。底面の標高は南側が高く北側が低い。溝の方位は軸線の設定にもよるが、

N-11° 一Eである。

〔埋土〕3層 に分けられる。2層は砂質で流水により生成された層と考えられる。

〔出土遺物〕埋土中から手づくねかわらけ (7001)が出上した。他に手づくねかわらけ片が2 kg出土してい

る。

〔溝の性格〕道路側溝である。道路の西側の側溝である。

〔年代〕12世紀後半の所属の可能性が高い。

4塀

66S A 5(第 236図、写真図版89。 90)

〔位置〕ⅥB6b、 7bに位置する。

〔重複〕なし

〔形式〕掘方が確認できた部分では幅約18cmで 、断面形がU字形の掘方である。板材は幅約 2 cm、 長さ約18

cmほ どである。断面の観察では先端は尖っていないが、掘方の底面から6 calも 食込んでいるものがあり、意

図的に打ち込まれたものと考えられる。また板状ではなく円形のプランの痕跡もみられる。板材は痕跡のみ

で、その本質が残存しているものはなかった。

〔埋土〕掘方の埋土は1層 に分けられる。人為堆積である。

〔出土遺物〕なし

〔溝の性格〕板塀である。道路側溝と平行な位置にあり同時存在と考えられる。道路から屋敷を区画し、ま

た道路から見えないようにする目隠し塀と考えられる。

〔年代〕12世紀後半の所属である。

A ⅥＡ
♯
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第235m G地区の溝 (66S D22)
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A～ Tの標高は25。 400m

A一一  
― B      C――  

― D E―一   ―――F

∧
斡

К―
  

― L

斡

66S A 5(① ～⑩)

1 10Y R4/3にぶい責褐色土
2 10Y R4/3に ぶい責褐色± 10Y R4/6褐 色土をまだら状多量混

入 炭化物粒微量混入

o             2m

G地区柱穴計測表

第236図  G地区の塀 (66S A 5)

柱穴番号 癬
ｍ

底面の標高

(m)
建物番号

66P418 24.88 66S B57

″P419
//P420 25,05

//P421 24.84

//P422 66S B 55

//P423 36.0 66S B57
//P424 24.31 66S B55
クP425 66S B 56

柱穴番号 癬
鰤

底面の標高

(m)
建物番号

//P426 24.89 66S B 57

クP427 24.88 66S B 56

//P428 24.98 66S B 55

クP429 19。 7 24.90 66S B56
クP430 24. 64 66S B55
クP431 27.1 25.01

//P432 22.5 25,06

クP433 24.93 66S B8

柱穴番号 癬
ｍ

底面の標高

(m)
建物番号

//P434 24.94

//P435 24.95 66 S B 58

//P436 23.1 24.99 66S B56
//P437 25.25

//P438 25.35

//P439 欠番

″P440 33.8 25.09 66 S B58

-376-



第 3節 出土遺物

1 かわらけ (第237図 、写真図版191)

かわらけの分類は、松本建速氏が平安京の形態分類を基本に柳之御所の資料を加えておこなった方法 (岩

手埋文 1995「柳之御所跡」分冊3 Xかわらけの形態分類と編年)に従うことにする。

本調査区で図示したのは手づくねかわらけ1点である。これは道路側溝である66S D22か ら出土した。か

わらけの分類はD4類である。他本調査区では、不掲載のかわらけが 2 kg出土している。これらも66S D22

からの出上である。

0                    10cm

第237図  G地区のかわらけ

2 中国産磁器 (第238図 、写真図版191)

本調査区で中国産磁器は白磁重が 3片が出土している。これらは同一個体と推測される。化粧土が施され

ておりⅡ系と考えられる。7101は体部中央の破片である。外面には横位に走る沈線が数条あり、 3条以上の

垂線が施されている。内面には施釉されている。72021よ体部下半の破片である。破片の外面中央に段があり

それより上には3条 を単位とした垂線が施されている。内面は上半まで施釉され、下半は釉がかかっていな

い。7103は体部中央の破片である。外面に4条以上の垂線が施されている。内面には施釉されている。これ

らの破片から全体形を推定するのはかなり難しいが、7102の 湾曲具合からかなり大形の重と考えられる。

厩
0                             10cm

7103

番号 出 上 位 置 分類
法量 (cm) 内面

ナデ

/卜   'ス

1毛 q 遺存度
(%) 胎 土 備 考

口径 底 径 器 高

7001 66S D22埋土 C4 13.℃ 指 すのこ痕 lCK lB砂少量

番号 種類 器 種 部位 出上位置 大宰府分類 大宰府の年代観 その他

白磁 当霊 体
'6P429埋

土 Ⅱ系 nC中～12C前 化粧土あり 7102、 7103と 同一個体か

7102 VB9a地 山上

7103

第238図  G地区の中国産磁器
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3 石製品 (第239図 、写真図版191)

7201の 挽き臼が 1点出上 している。上臼で目のパターンは6分割されている。石質は溶結性凝灰岩である。

現代の建物の基礎の中に礫とともに詰め込まれていたものであり、近代以降のものである可能性が高い。

/~、

/
/

/

/

(

|

ノ
/

番号 器種 出上位置 石質 その他 重 さ (富 )

挽 き臼 ⅥB8bか くらん中 溶結性凝灰岩 上 臼 1llX10

第239図  G地区の石製品
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第11章 複数調査地区にまたがる遺構

第 1節 道路状遺構

本報告書の各調査次 (46、 66、 74次)の各調査区にわたつて道路状遺構が検出されている。調査区でいう

と、A地区、B地区、C地区、D地区、F地区、G地区でそれぞれ道路が検出された。この道は南北に縦貫

する一連の道路である。道路の存在は、その道路の両端の道路側溝によって範囲が示されるものであり、各

調査地区の報告でそれぞれ「溝」の報告で道路側溝の報告をおこなっている。だが道路状遺構の全体につい

ては報告をおこなっておらず、ここでは道路状遺構全体についての報告をおこなう。

〔道路の範囲〕この道は削平のために側溝が失われた部分と調査区域外で未調査の部分も含めて南北に合計

約214m分が検出されている。南端は志羅山遺跡の14次調査区から始まり、本報告書のA地区、B地区、C

地区を南北に縦貫する。そして東傾Jの道路側溝はC地区で、西側の道路側溝はD地区で調査区域外である現

在の国道 4号線の下に伸びていく。そして両側の道路側溝はしばらく国道 4号線の下を通 り、再び東側の道

路側溝がF地区の北側で表れる。この側溝は東西に伸びる規模の大 きい溝66S D 10にぶつかって終わつてい

る。66S D10に ぶつかつて道路狽1溝はいったん途切れ、その北には道路側溝は伸びない。再び道路側溝が検

出されるのは、町道立石線を越えた北側のG地区で、道路の西側の側溝が検出されている。G地区で検出さ

れた道路の続きは、町教育委員会の調査による志羅山遺跡69次、76次、78次調査で検出されており、道路が

F地区よりさらに北に伸びることが確認されている。

〔道路の軸方向〕道路の南端の14次調査区から、北の66S D10にぶつかる部分までは、道路側溝の軸は不整

な部分があるが、道路全体の軸方向はほぼ真北の正方位である。

66S D10にぶつかって道路側溝はいつたん途切れる。再び道路偵1溝が検出される町道立石線を越えた北側

のG地区では、道路側溝の軸の方向は東に約11° 傾いている。これは66S D 10よ り南では軸方向が正方位で

あった道が、66S D10よ り北では軸方向が変わつたと理解できる。つまり町道立石線は12世紀以来の道で、

66S D10はその南側の側溝であると考えられ、南北に縦貫する道はこの東西の道 (町道立石線)と の交差点

を境に道の角度が変化 しているということである。

〔道路の路面〕道路側溝が検出された面は本来の12世紀の生活面より低 く、道路の本来の路面が残っている

部分は存在していない。よって、路面に残る痕跡や舗装の有無は判断できない。

〔道路の幅〕道路の幅 (側溝の幅も含む長さ)は部位により均―ではない。これは側溝の幅が均―でなかっ

たり蛇行することによる。66S D10よ り南では最大幅で10.5m、 最小幅で6,4mを 計る。北側では道路側溝

が対の状態で検出されていないので測定できない。

〔道路側溝〕またA地区のコB6d付近からB地区のⅢB3d付近にかけて東側の道路側溝が複数重複して

いる。これは溝の前後関係から、道路の外側から道路の路面に食い込む形で側溝を作り替えていると判断で

きる。つまり側溝の作り替えによって道路の幅は狭くなっているのである。この側溝の作り替えはは1回 の

みではなく2回以上おこなっていることが観察できる。そして作り替えの度に路面の幅は狭くされている。

この道路の東側に接する屋敷の所有者が屋敷地を広げるためにおこなった結果であろうか。

またこの側溝が重複する部分以外でも、側溝の肩部に段がみられたり、底面に段があリレベル差がみられ

る部分がある。これは側溝を浚諜して掘り返した結果と考えられる。
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〔埋没沢と道路状遺構〕C地区の埋没沢の部分は埋没沢を埋め立整地した後に道路側溝を掘り込んでいる。

この埋没沢の埋立整地の部分では西側の側溝が90° 曲がり、路面を横切り道路外に溝が伸びていることが確

認されている。この溝は埋没沢に溜まる水を道路外に排水するための溝と考えられる。また道路の西の傍ら

にある661号池からの排水もこの溝に落ちる仕組みになっている。このように路面を溝が横切っており、こ

の溝を渡るための何らかの橋のような装置があったと想定される。しかしその痕跡は確認されなかつた。

〔道路の年代〕この道路状遺構の道路側溝からは多数の遺物が出土しているが、12世紀よりも新しい時代の

遺物は全く出土していない。よって道路の廃絶年代は12世紀末とすることができる。構築年代についてはは

っきり示す資料がないが、道路の軸方向が変わる66S D 10の南と北では構築年代に差がある可能性がある。

道路の軸方向が正方位である66S D10よ り南の道路は、C、 D地区の埋没沢の埋立整地よりも後の構築であ

る。沢の埋立整地の年代ははつきりしないが、12世紀の中葉以降の可能性が高い。沢の埋立がこの年代であ

れば道路の構築はこれより後、即ち12世紀後半のことと推測される。

第 2節 埋没沢

調査区内には西側から東側に流れる沢跡がある。この沢跡は調査区の広範囲に渡つているためここでまと

めて記す。

〔位置〕調査区域の国道西側では沢は2箇所で検出されている。この 2本の沢は国道の下で合流し、国道東

では1本になっている。国道西側の2本の沢のうち南側はⅣA7j、 8j、 ⅣB6a、 6b、 6c、 7a、

7b、 7c、 8a、 8b、 8cに位置する。北側はVA3j、 4j、 5j、 VB2a、 2b、 3a、 3b、

4a、 4bに位置する。国道東側はⅣB6f、 6g、 7f、 7g、 8f、 8g、 9f、 VBOf、 le、 1

g、 2e、 2dに位置する。

〔沢の平面形〕上述のように沢跡は国道西側の調査区では2本だっだものが、国道の下付近で合流し、国道

の東側の調査区では一本の沢になっている。

調査区西側の2本のうち南側の沢は上幅約12m70cm、 北側の沢の上幅は約13m10cmである。合流後の国道

東側では上幅は約30m10clnに なる。

調査区西側の2本のうち南側の沢はほぼ西から東に流れ、北側の沢は北西から南東に流れている。合流後

の東側では北西から南東に流れている。そしてこれより沢の下流は北西から南西に向かつて、やや弓なりに

反りながら太田川に合流する。この沢の流路は航空写真によりその痕跡が確認できる。また町教育委員会の

調査による志羅山遺跡36次調査 (平泉町教育委員会1995)、 志羅山遺跡39次調査 (平泉町教育委員会1996)で

この沢が検出されている。またさらに下流部分が泉屋遺跡 9次調査 (岩手県教育委員会1993)と 泉屋遺跡15

次調査 (lPll岩手県埋文センター1997)で検出されている。

調査区より西側の沢の上流部分は航空写真による地形観察によつても判然としない。これは下流部にくら

べて、上流部は幅も深さも小規模なため、その痕跡が残りにくいためである。

〔埋土〕西側調査区の南側の沢部分では2ヶ 所で断面を記録した。人為的に埋立てた整地層も含めて、断面

A一 Bでは14層 に、断面C― Dでは21層 に分けられた。どちらの断面でも底部付近は二条の底面に分かれて

いる。そして底部近くには十和田aと推測される火山灰が混入する層がある。よって、本沢は十和田aが降

下する少し前の段階が、沢としてもっとも浸食が進んでおり、その後は埋没の過程が進んでいったことがわ
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かる。

そして断面A― Bの 6層 、断面 C― Dの 2～ 4層 は埋立てに用いられた人為的に埋立てられた層である。断

面 C― Dで はこの埋立ての土が分層できるが、埋立てが数次に及ぶのではなく、ほぼ一時の仕事と考えられ

る。この埋立て整地層から下は人為が介在せず、自然に埋没が進んでいった層である。底面から断面A― B

の 6層 はこの位置にある 1号池の底面を形成している層である。この部分では単に埋没沢の埋立てをおこな

ったのではなく、いったん池のプランを掘 り込んでから、底面に土を貼ったのである。その上の 3～ 5層 は

池が機能している段階で堆積 した層、その上の 1～ 2層 は、池が機能しなくなってから堆積 した層と考えら

れる。一方の断面C― Dは、埋没が進んで窪んでいる沢の上に、直接土を盛って埋立てた様子が理解できる。

この断面中の最上部の 1層 は池と道路側溝をつなぐ溝状の部分が断面に引っ掛かつたものである。

国道西側調査区の北側の沢は 1ケ 所で土層を観察した。ここでは沢を埋立てた整地層を含めて 5層 に分け

られる。南側の沢と異なり、十和田 a火山灰が含まれる層は存在 しない。 1層 は整地層である。 2～ 5層が

自然に堆積 した後に、埋立ての整地を施 したことがわかる。また、自然に堆積 した層の 2層 の上面から66S

D20、 66S D21が掘 り込まれているのが観察できる。これらは、埋立て整地が行なわれる前に構築された遺

構ということになる。

国道東側の調査区では、国道西側で2本だった沢が合流して1本 になっている。国道東側の調査区は幅が

4m程 と狭く、安全面の観点から、人為的に行なわれた埋立て整地層の部分のみの確認を行い、沢の底面ま

での掘り下げはおこなわなかった。埋立ての整地層はおおよそ30～ 50cmほ どの厚さで施されている。この整

地層の下は自然堆積層と考えられる。志羅山遺跡36次調査区は本沢の南側部分に東接する部分が調査区であ

る。この部分でももちろん埋没沢の続きが検出されている。この調査次でも沢部分の全部の掘り下げはおこ

なっていないが、一部分を底面まで掘り下げている。この部分の標高は約21mであった。これから類推する

と本調査区の沢の底面の標高もこれに近いものと考えられる。この深さに達するためには整地層の確認面か

ら2m以上の掘り下げを行なう必要がある。現地表から整地層の確認面まで l m50cmほ ど掘り下げており、

ここからさらに2m掘 り込むのは部分的にしても調査区の幅4mほ どの本調査区では無理なことであった。

〔出土遺物〕国道西側調査区の南側の沢から古代の遺物が出土している。断面C― Dの 5層からは須恵器の

杯 (3010)、 6層 からは須恵器の杯 (3011)、 断面A― Bの 7a層 から須恵器の郭 (3017、 3018)、 7b層 から土

師器の杯 (3019)が 出土しているこれらは十和田a火山灰を含む層より上の層から出土である。また断面A

―Bの 12層 から土師器の杯 (3020、 3021)、 土師器の長胴甕 (3022)が 出土している。これらは十和田a火山

灰を含む層より下からの出土である。

また国道西側調査区の北側の沢では埋立て整地層中からろくろかわらけ (4139、 4141)が 出土している。

また渥美産陶器片口鉢 (4210)、 九瓦 (4402)、 平瓦 (4404～ 4406)、 銭 (天聖元賓)が出土している。これら埋

立て整地層中の出土遺物は埋立てが行なわれた時期を考える上での資料になりうる。

〔埋没沢の年代〕埋没沢の底面近くに十和田a火山灰の堆積がみられ、十和田a火山灰の降下前に沢の浸食

が進んだ状態であったことがわかる。その後。沢の埋没が自然に進み、埋立て整地が行なわれた段階ではか

なり埋没が進んだ状況であった。

〔埋立て整地の年代〕埋立て整地層中から出土したロクロかわらけ (4139、 4141)の形態から、埋立て整地

が行なわれたのは12世紀の中頃と考えられる。

〔埋立て整地の範囲〕本報告に係わる分 (志羅山46次、66次検出分)の沢跡には全面に埋立て整地がおこな

われていた。未調査の国道下に部分も、もちろん埋立て整地がおこなわれていると推定される。本調査区の
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東側に接する志羅山遺跡36次、39次調査区でも埋立て整地が行なわれているのが確認されている。

それより下流にあたる泉屋遺跡 9次調査区についてであるが、土層の記述で、「4層 :緑灰土層。粘土質

のシル ト」とあり、埋立て整地層に類似 したものがある。だが、この層の下からも12世紀後半の遺物が出土

したと記述があり、この層が志羅山遺跡の埋立て整地層に対応するものではないことがわかる。よってこの

調査区では、沢は埋立て整地されていないと理解できる。そしてさらに下流の泉屋15次調査区で検出された

沢の部分には埋立て整地がおこなわれていない。ようて志羅山遺跡36次、39次調査区と泉屋遺跡 9次調査区

の間に、整地された部分とされていない部分の境界があることになる。上流部については発掘調査が行なわ

れていないため埋立て整地の有無は不明である。だが、上流部にいけば沢の幅も深さもかなり小さくなって

いるはずで、その部分にも整地がおこなわれたと考えた方が自然であろう。

〔埋立て整地の問題点〕上のようにかなりの広い範囲に埋立て整地が施されており、沢の埋没が進んだ段階

に行なわれていたとはいえ、かなりの土の量が埋立て整地には必要であったはずである。そしてその土を動

かすため大量の労働力が必要であつたはずである。このように多量の土を得、労働力を動員するのは、大き

な権力を行使できる者が、都市計画にのっとって行なわせた事業と考えられる。やはりこの事業には藤原氏

かその権力を代行できる者の介在が考えられる。

埋立て整地に用いられた土には、ローム質のかなり地面を掘 り込まなければ得られない土が用いられてい

る。よってこの埋立てに用いられている土はいずれの所かを掘削して得られた土と考えられる。これは沢を

埋立てる目的のために何処かを掘 り、土を得たのか、又は逆に池などを構築するために何処かを掘削し、生

じた排土を処理するために、沢の埋立てをおこなったのかどちらかであると考えられる。あるいは計画的に

両者の目的でおこなった可能性も考えられる。

平泉町教育委員会1995 「平泉遺跡群発掘調査報告書」 岩手県平泉町文化財調査報告書第47集

平泉町教育委員会1996 「平泉遺跡群発掘調査報告書」 岩手県平泉町文化財調査報告書第55集

岩手県教育委員会1993 「岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成 4年度)」 岩手県文化財報告書第93集

(財)岩手県埋蔵文化財センター 1997 「泉屋遺跡第10。 11,13・ 15次発掘調査報告書」

(財)岩手県埋蔵文化財調査報告書第247集
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第12章 考察

1  12世紀都市平泉の南辺の状況

一関遊水地事業の一環である大田川築堤事業に関わる大規模な発掘調査 (志羅山14次、25次 (1)、 46次、

66次、74次 (2)、 泉屋 7次 (3)、 lo次、11次、13次、15次 (4)、 16次 (5))に より、平泉南辺の様相が明ら

かに成りつつある。ここでは、それに周辺の調査の事例を加え、12世紀の町割りについて考えてみたい。こ

こでいう平泉の「南辺」というのは中核部分の南辺ということで、太田川の北岸付近を指す。

① 太田川の旧河道

12世紀の河道は明らかでないが、明治時代に作成の河川台帳付図 (測量 した地図)に記載された河道を示

した。

現在、志羅山地区、泉屋地区の南を流れる大田川は河川改修により直線的な河道となっているが、明治時

代の河川台帳付図や、河川改修以前の航空写真をみるとかなり蛇行 していることがわかる。近代の河川改修

以前の流路は現在の国道 4号線より東では沖積低地との境界に沿っていることが読み取れる。また国道 4号

線より西では沖積低地の境界より南を河道が走つている。

この近代の河川改修以前の河道が12世紀の河道と同一という確証はないが、大きな地形の変化はないので

12世紀の太田川の河道を反映しているはずである。

② 沖積低地と段丘の境界

沖積低地と段丘の境界のラインである。遺跡の範囲もこのラインを境界としている。このラインの南側の

沖積低地には12世紀の遺構は広がらないようである。

太田川の河道、沖積低地と段丘の境界のラインをみると、現在の国道 4号線の付近で段丘が半島状に沖積

低地に張 り出していることがわかる。この地点は泉屋遺跡10・ 15次調査区、志羅山遺跡14。 25次調査区 (一

部は志羅山46次調査区にもかかる)に相当する。

③ 太田川に合流する沢

志羅山から泉屋にかけて南東に流れる沢跡がある。12世紀段階にはかなり埋没が進んでいる。埋没層の下

部には十和田 a火山灰を含む。

志羅山遺跡第36次 (6)、 39次 (7)、 46次、53次 (8)、 66次、泉屋遺跡第 9次 (9)、 15次でこの沢跡が検出

されている。上流部にあたる志羅山遺跡分では12世紀に埋立整地が行なわれている。下流部の泉屋遺跡分で

は埋立整地はおこなわれていない。下流部は現在の地割からもその痕跡が確認できる。

① 毛越寺、観自在王院の南辺を通る道

毛越寺、観自在王院の南辺を通る道が街を横断する形で、東側まで続 くと推測される。町道立石線はその

痕跡である。この道路では、対になる状態で道路側溝が検出されておらず、道の幅は不明である。対になる

道路側溝は発掘調査の及んでない現道の下に存在すると予測される。この道路の軸方向は東西ほぼ正方位で
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ある。

後述するように南北に走る12世紀の道はこの道を基準に設置されており、この道力諸卜市計画の基準軸にな

っていると考えられる。また、この道が毛越寺造営時の都市の南辺であつた可能性がある。

現況では旧国道から東側には町道立石線はまっすぐ伸びていない。だが、発掘調査で東側にも古道、溝が

伸びていた可能性を示す事例がある。66S D10の東端から約260mほ ど離れた地点に泉屋遺跡第 3次 (l① 調

査区がある。この調査で検出された4号溝が66S D17・ 66S D10の延長線上に存在する。この4号溝は上端

幅84～ 110cmで 深さは25～ 30cmで ある。下層～底部から穿子としたかわらけが出土 してお り12世紀の所属と考

えられる。深さが66S D17・ 66S D10に比較 して浅いが、これについては削平の結果と解釈できる。また 2

号溝と6号溝は4号溝と平行に走ってお り、 4号溝と性格を同じくする造 り替えの前後関係を持つ溝と推測

できる。これらの溝が66 S D17、 66S D10に連続する溝であるのならば、古道が国道 4号線の東側に真つす

ぐ伸びていたと推測できる。 4号溝の長軸方向は軸の設定にもよるが、N-90° 一Eである。

また地割 り、地籍図から古道の痕跡が見出だせないか検討 してみる。現在の地割 り、地番は明治 8年頃に

定められた字切 りによつて定められている。平泉最古の地籍図は明治 8年頃作成の「広土絵図Jであるが、

これは測量図ではないので現在の地図に重ねることは難 しい。よつて、昭和30年代頃の字泉屋の地籍図を観

察する。志羅山地区の立石線を真っすぐ東に延ばしたラインに断続的にではあるが地番の境が観察できる。

即ち69呑 と68番の境、50番 と61番 の境、51番 と59番 の境、53番 と56番の境である。これらの境界には現況で

は地形の変化は観察できず、12世紀の道路に由来する地境と考えられる。

⑤ 段丘の突出基部を切る道

②で述べたように現在の国道 4号線付近で段丘が沖積低地に突出する形になっている。この段丘の突出基

部を切る形で東西に走る道が検出されている。志羅山遺跡第14次、46次、泉屋10次調査で道路側溝が検出さ

れている。南根1の側溝が志羅山遺跡の14S D 3・ 46S D 7と 泉屋遺跡の10S D 3、 北側の側溝が志羅山遺跡

では14S D 6、 泉屋遺跡では10S D 7・ 15S D24である。この道路幅は約 7mほ どで、軸方向はE-13° 一

Nである。

この道は西側の段丘と沖積低地の境に沿つて続く可能性もある。しかし現在のところその部分には発掘が

及んでいないため、その有無は不明である。後に述べる南北に走る⑩の道路はこの道路にぶつかつて終わっ

ているのである。この道路の結接点から西では⑤の道路の北側側溝が検出されていない。これが検出される

べき部分は下水道工事が施されていて、発掘調査が及んでいないところである。この部分に南北道路⑩の側

溝46S D 3が西狽Jに L字型に曲がる形で伸びていると推測される。

この東西に走る道路の南側の段丘の張り出し部分は志羅山14次・25次によって調査がおこなわれている。

この調査では12世紀代の井戸が3基検出されている。これらの井戸からは多量の12世紀の遺物が出土してお

り、この地点で12世紀の生活が営まれていたことを示している。だが12世紀の建物跡は検出されていない。

井戸があり12世紀の生活遺物が多量に出土しているのに不自然なことである。第25次調査区は電話交換局の

建物基部により破壊された部分があり、そこは調査がおこなわれていない。おそらくこの部分に12世紀の建

物跡があったと推測され、この張り出し部分も屋敷として使用されていたと推測される。出土遺物に折敷や

多量のかわらけがあり、宴会儀礼をおこなった格の高い屋敷地であつたと思われる。南辺に突出した地形的

に特殊な地点であるため、有力者の屋敷であつた可能性が考えられる。
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⑥ 毛越寺と観自在王院の間の道

藤島亥治郎氏 (11)に よって明らかにされた道である。道幅100尺 と設定されている。④の道より南に伸び

るか否かは不明。軸方向はほば正方位である。藤島氏は観自在王院西辺の土塁の痕跡と毛越寺の東辺の上塁

の痕跡の間に100尺の帯状の空白が生ずるとしている。

② 観自在王院東辺の道

本澤慎輔氏 (1動 が指摘の方形区画の西辺をなす道。道幅100尺が妥当と思われる。④の道の南に伸びるか

否かは不明である。軸方向はほぼ正方位である。

本澤氏は発掘調査の成果、地形の現況、過去の都市計画図の読取 りから観自在王院の東側に一辺約160m

四方の方形区画の存在を想定した。この方形区画の存在の指摘は妥当であると考えるが、本澤氏の区画の一

辺の長さは、その両脇にある道路幅をも含んだ長さであると考えたい。

③ 方形区画東辺の道

本澤氏が指摘の方形区画の東辺をなす道。志羅山18次 (10、 22次 (1つ 、47次 (10調査で道路側溝を検出し

た。道幅は50尺である。方形区画より北に伸びるかどうかは不明である。また④の道より南に伸びるか否か

も不明である。軸方向はほぼ正方位である。この道は本澤氏指摘の方形区画の内側に含まれることになる。

③ 白山社参道の道

白山社に至る道で、現在も道として生き残っている。道幅は33.3尺 と推測される。④の道より南にも同じ

軸方向の道があり、沖積低地境付近まで角度を変えずに続いていたと考えられる。現道の両脇を志羅山遺跡

3次 (10、 4次調査 (ト レンチ調査)がおこなわれているが、道路側溝らしい溝は引っ掛かっておらず、12

世紀の道と現道が重なっていることを裏付けている。軸方向はN-15° 一Eである。

⑩ 志羅山遺跡46次、66次 、74次調査で検出された道

志羅山遺跡46次、66次、74次調査で検出された道である。①の道より南では軸方向がほぼ正方位、北では

約N-15° 一Eと 変化する。道幅は33.3尺 と推測される。南は⑤の道にぶつかって終わる。北は平成11年

度調査の志羅山80次調査区で検出されている。それより北は現在のところ不明である。

⑪ 道の間隔から存在が推測される道

⑥～@の道の間隔から存在が推測される道である。この道の存在すべき部分には発掘調査が及んでいない

ため、存在の有無は全 く未確認である。よって軸方向などは不明である。

この道が通るべき部分には鈴沢の池につながる低地が広がっており、この低地が障害になり道が存在 して

いない可能性もある。

⑫ 柳之御所遺跡に至る道

泉屋13次、16次で道路側溝と考えられる溝が検出されている。13 S D12と それに平行 して重複する13S D

13そ して16S D 8で ある。これを延長すると柳之御所遺跡の南側突出の堀にかかる橋、そして堀の内部の道

路跡につながる。泉屋 3次調査検出の溝もこの道の道路側溝の可能性がある。道幅は66.6尺 と推測できる。
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軸方向は約N-11@― Eである。

○ 屋敷を区画する溝

⑩の道から東の志羅山74次、泉屋13次、泉屋16次調査でほぼ一直線上に溝が検出されている。道路の側溝

のように溝が 2条平行 しているものではなく、屋敷地を区画する溝の可能性が考えられる。だがこの溝に沿

つて通路があつた可能性は十分にある。この溝のラインにほぼ平行に、12世紀の建物が連なっているのが看

取できる。溝の軸方向は東端でずれるが、約E-3° ―Nである。またこのラインは④の道から400尺 の距

離にある。

第244図 平泉遺跡群主要部
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まとめ (各道路幅と道路間の寸法について)

道路幅と各道路間の寸法を第1図 に記す。ここでは藤島亥治郎氏が毛越寺、観自在王院の計画割りの考察

の際に用いた寸法、 1尺 =現尺の1.0093尺 (0。 3058m)を用いている。図に記した寸法は道④のライン上で

の寸法である。即ち町割りの際にはこの④の道を基軸にしたと推波1さ れるのである。

⑥と⑦と③の間、③と⑩の間、①と@の 間はそれぞれの道幅の長さを加えずに、400尺 を測ることができ

る。しかし③と⑨、⑩と①の間はそれぞれ③、①の道幅を加えて400尺である。当初は③と⑩、⑩と⑫の間

を800尺で設置し、その後に道を造営したのであろうか。そうであれば、③、①は後に加えられた道という

ことになる。いずれにせよ、平泉の都市計画の基準の長さの一つに「400尺」が用いられていることが看取

される。④の道から〇のラインまでも400尺である。

また道幅は100尺 を基準に、その半分の50尺、2/3の66.6尺、1/3の 33.3尺が用いられていると考え

られる。

(羽柴 直人)

(1)(財 )岩手県埋蔵文化財センター 1995 「志羅山遺跡第14・ 25次発掘調査報告書」 第216集

(2)(財 )岩手県埋蔵文化財センター 2000 「志羅山遺跡第46・ 66・ 74次発掘調査報告書J 第312集

(3)(財 )岩手県埋蔵文化財センター 1993 「泉屋遺跡発掘調査報告書」(第 7次) 第184集

(4)(財 )岩手県埋蔵文化財センター 1997 「泉屋遺跡第10,■ ・13・ 15次発掘調査報告書」 第247集

(5)(財 )岩手県埋蔵文化財センターで1996年 に調査 報告書未刊行

(6)平泉町教育委員会 1995 「平泉遺跡群発掘調査報告書」志羅山遺跡第36次 第35集

(7)平泉町教育委員会 1996 「平泉遺跡群発掘調査報告書」志羅山遺跡第39次 第55集

(8)平泉町教育委員会で1996に調査 報告書未刊行

(9)岩手県教育教育委員会 1993 「岩手県内遺跡発掘調査報告書 (平成 4年度)」 第93集

(10)平泉町教育委員会 1991 「泉屋遺跡第 3次発掘調査報告書」第27集

(11)藤島亥冶郎編 1961 「平泉 毛越寺と観自在王院の研究」 東京大学出版会

(12)本澤慎輔 1993 「12世紀平泉の都市計画の復元」 古代文化第45巻 第 9号

本澤慎輔 1995 「都市平泉の成立と構造」 中世都市研究 2 新人物往来社

(13)平泉町教育委員会 1993 「志羅山遺跡第13・ 15・ 16・ 17・ 18・ 20次発掘調査報告書」 第35集

(14)平泉町教育委員会 1993 「志羅山遺跡第11・ 12・ 19・ 22次発掘調査報告書」 第36集

(15)(財 )岩手県埋蔵文化財センターで1995年 に調査 報告書未刊行

(16)平泉町教育委員会 1985 「平泉遺跡群発掘調査報告書」 志羅山遺跡第 3次 第 6集
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志羅山遺跡のものさしと柳之御所跡のものさしの比較

C地区の66次 1号池跡からものさし (3111)が 出土 している。これは欠損 しているもので、目盛 りが三本

刻まれている。樹種はスギである。寸法は保存処理を施す以前の濡れた状態の計測で、端部からそれぞれ一

日盛 リカ導。61cm、 3,76cm、 3.68cmである。平均値3.68cmに なる。

他に平泉遺跡群でものさしは、柳之御所跡第21次調査 (1)の 21S D lと 28次調査の28S E16でそれぞれ 1

点が出土 している。これはどちらも完形である。

21S D lの ものさし (報告書掲載番号682)は樹種はヒノキで、日盛の付された部分の全長は35.27cmで 、

それが12等分されている。目盛 りの 5番 目と10番 目には「×」の記号がある。目盛の長さはばらつきがある

が、その平均値は2.939cmである。

岩田重雄氏はこの物差を日本で最も標準的に使用された尺度である「曲尺 (マ カリカネ)」 であるとして

いる⑫)。 この尺度の長さは時代によって極端に大 きく変化 していないが、時代が下るにつれてやや長 くな

ってきているという。即ち、大宝律令 (西暦701年 )で定められた「大宝大尺」の 1尺の長さは29,39～29,6

9 cm(9寸 7分～ 9寸 8分)であつたと考証 G)さ れているものが、明治政府の統一尺度では、 1尺がメー

トルの10/33の長さ約30,3cm。 となっている。

28S E 16出上のものさし (報告書掲載番号2留5)は樹種がアスナロで全長が37.50cmである。目盛 りはこ

れを10等分するように刻まれている。 5本 国の中央の目盛 りには「×」の記号が付されている。目盛 りの長

さはばらつきがあるが、平均値は3.75cmである。三浦謙一氏はこの寸法を鯨尺相当の裁衣尺と想定 してい

る●)。 このものさしの供伴遺物には糸巻きがあり、栽衣尺であることを強めている。鯨尺は栽衣に用いら

れる尺で、近世以降では 1尺が曲尺の 1尺 2寸 5分に相当する長さである。即ち曲尺の 1尺 (30.3cm)× 1.

25=37.875cmが 鯨尺の 1尺の長さになるということである。

柳之御所は同時代の曲尺と鯨尺の 2つが出土 している非常に貴重な事例といえる。柳之御所の曲尺 (報告

書掲載番号682)と 鯨尺 (報告書掲載番号2745)の比は1.276で ある。岩田重雄氏は柳之御所12世紀後半の曲

尺と鯨尺の比が1.276、 16世紀後半の京都での出土品の事例 6)で の比が1.266と いうことから、曲尺 と鯨尺

の比が時代とともに小さくなると解釈 している。そして、この柳之御所のものさしの存在から、これまで知

られていた15世紀末の事例 ⑦)よ りも、鯨尺相当のものさしの歴史力M00年以上さかのぼるとしている。 志

羅山遺跡のものさしの寸法は一目盛 りの平均力泊.68cmで ある。この寸法は鯨尺の長さに近 く、鯨尺相当のも

のさしと考えられる。しかし、柳之御所の鯨尺相当のものさしの目盛 りの平均は3.75cmであり、 1寸での差

が0.08cmあ ることになる。この程度の差は土中に埋没していたための変形結果と考えて良いのでないだろう

か。柳之御所のものさしも変形が考えられるが、柳之御所の寸法が10目 盛 りでの平均値なのに対 して、志羅

山のものさしの寸法は3目 盛 りでの平均値である。この母数の大きさの違いからすれば、柳之御所の寸法の

方が誤差が少ない数値といえる。ここでは志羅山遺跡のものさしは、柳之御所跡のものと同様に鯨尺相当の

栽衣のためのものさしで、数値の違いは期の変形のための誤差と考えたい。

志羅山のものさしと柳之御所のものさしの目盛 りの長さを合わせた 1寸の平均値は3.734cmである。現在

の段階では、この数値が12世紀後半平泉での鯨尺相当の 1寸の長さとすることができる。この長さと柳之御

所の曲尺 (報告書掲載番号682)と の 1寸の比を求めると1.270と なる。

今後の平泉遺跡群の発掘調査で、ものさしの出土事例が増え、数値のデーターが増えればより誤差の少な
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志羅山遺跡661号池出土ものさし (掲載番号3111)

第245図 柳之御所跡 と志羅山遺跡のものさし

(1)(財 )岩手県埋文センター 1995 「柳之御所跡」第21・ 23・ 28,31・ 36,41次報告書 第228集

(2)岩田重雄 1994 「柳之御所跡出上の尺度」 計量史研究Vol.16

(3)小泉袈裟勝 1977 「ものさし」 ものと人間の文化史22 法政大学出版局

(4)三浦謙- 1990 「柳之御所跡出上の木製品―速報一」 紀要X (財)岩手県坦文センター

(5)京都市下京区西洞院通り出上の木製の断片で、岩田氏の計量で4寸が15,32clnで あったという。

(6)鯨尺の名称の初見は北野社家日記、第 2、 延徳 2年 (1490)1月 の笠袋調次第にある「鯨ノ物指」

あるという。
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平泉遺跡群の提子 (ひ さげ)について

1 平泉遺跡群出上の提子 (ひ さげ)

本報告書の志羅山遺跡66次調査F地区で菊花状の青銅製の金具 (遺物掲載番号6301)が出土している。当

初この金具が何の部品であるか判断できなかったが、福岡市の博多遺跡群 (1)で 「提子 (ひ さげ)」 の完形品

が出土していることを、福岡市教育委員会の大庭康時氏に教えていただき、志羅山遺跡出土の金具が提子の

銭と容器部分を接続する金具であると理解できた。この金具は注ぎ口とは反対側の後側の金具 (以下、後金

具という。)で ある。外面はにぶい灰色を呈しており、ほとんど錆びていない。

また、平泉町教育委員会の志羅山遺跡21次調査 似)では、提子の注ぎ口側の金具 (前金具)が出土してい

る。現在のところ平泉遺跡群で「提子」関係の遺物が出土しているのは、管見に及ぶ限りではこの2例 だけ

である。容器部分、鉱は現在のところ出土していないようである。しかし金具部分だけでも出上があるとい

うことは、12世紀平泉に「提子」があったという証明になる。

この提子について平泉における様相を考えてみたい。

2 提子の名称について

提子 (ひ さげ)は国史大辞典によると、「銚子の一種。注ぎ口があり、微のついた鍋に似た形の金属性の

器。銀・錫などで作る。水・酒などを入れて提げたり、暖めたりするのに用いる。のちにはもっぱら酒を入

れるようになり、宴席で酒を注ぎ勧めるのに使用されるようになった。」とある。このように提子の用途は主

に酒を注ぐ酒器として用いられたのである。

ここで銚子と提子について定義しておく。銚子 (ち ようし)と提子 (ひ さげ)の用語の使い分けはあいま

いである。

片口に長柄が付くもの 。・・・①

片口に銭がつく形態のもの・・②

の二つがあるが、これらの名称使い分けがはつきりしていないのである。

①については「片口銚子」または「銚子」と称される場合が多い。一方②は「提子 (ひ さげ)」 、「提 (ひ

さ
'デ

)」 と称される場合もあるが「銚子」と称される場合もあるのである。よって「銚子」といつた場合に

第246図  銚子と提子
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①を指しているのか、②をさしているのかわからないのである。また②を「提銚子」と称する場合もあるよ

うである。

このようにみると、「銚子」は①、②の両方を指す用語であり、厳密に言え麒③は「長柄の銚子」で、②

が「提子銚子」ということになろう。とりあえずここでは①を「銚子」と称し、②を「提子」と称する。

近世以降これらの名称はますます混同され、現在では陶磁器の爛徳利も「銚子」と呼ばれ、ますます混乱

している。

3 絵巻物 にみ られる提子 。銚子

絵巻に提子・銚子を探 してみる。14世紀前半に描かれた「絵師草紙」の酒宴の場面で女が提子を持つてい

る場面がある。酒宴の場面であるので、この提子は酒を注ぐために用いられているのであろう。博多遺跡群

出土の資料と形態が類似 している。

信貴山縁起は12世紀代に描かれたものと考えられている。山崎長者の赤の場面で銭がはつきりしないが、

第247図  絵巻物にみられる提子、銚子

絵師草紙 信貴山縁起

鳥獣人物戯画

＼
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提子が描かれている。これは加持を頼んだ僧侶へ出す酒肴を描いた部分であり、中には酒が入つていると推

測される。12世紀の「長者」の家では提子を所有しているのである。奥州藤原氏の時代と同時代の提子を描

いた資料である。銭は倒れている状態のようであるが片口がある。器形は博多遺跡群の提子と類似する形態

である。ここでも提子は酒器として用いられているのである。

また (長柄の)銚子は鳥獣人物戯画に兎が担いでいる状態で描かれている。鳥獣人物戯画は12世紀の製作

とされ、12世紀に長柄の銚子が存在していたことが示されている。

また絵巻ではないが枕草紙に「心にくきもの」に、「提子の柄の倒れ伏すも、耳こそとまれ」とあり、10

世紀末に提子が存在していたことを示している。

4 博多遺跡群84次調査の提子

前述のように博多遺跡群第84次調査で3個の提子が出土している。これらについて福岡市教育委員会の大

庭康時氏は「鍋」として報告しており、安易に「提子」とするのには慎重な態度をとっている。それはやは

り「提子」とすると酒器に限定されてしまう怖れがあるからだと思われる。特に3つの内一つは鉄製で、鉄

製を基本とする「爛鍋」との区別が難しい。

しかし、ここでは煩雑を避けるため「提子」としてこれらの資料を指す。

3個の提子は重なった状態で出土しており、 2点が銅製、 1点が鉄製である。銅製のものは容器部、銭、

前金具、後金具からなり、金具と容器部はリベットで留められている。報告書から転載した図を示すが、容

器部、鉱、金具の装着方法が良く分かる図である。鉄製のものは鉱を引っ掛ける部分が容器部と一体になっ

たもので、銭と本体をつなげるための金具は無い。これらの提子は遺構の重層関係から12世紀後半を下るこ

とはない遺物である。その他に博多遺跡群では前金具が単独に出土した事例 (博多62次調査)●)も ある。

博多遺跡群に近接する大学府跡でも提子の金具が出土している律)。 これらは12世紀のみではなく、13世

紀以降の所属と考えられるものもあり、「提子」が12世紀のみではなく、13世紀以降も類似する形態で変遷

することを示している。また大学府では前金具、後金具、銭の鋳型が出土しており、この種の提子の生産が

大学府でもおこなわれていた事を示している。

このような博多遺跡群、大宰府の金具の出土量からみると「提子」は稀な高級品ではなく、不偏的に存在

する生活用品であった可能性が高いと考えられる。

平泉遺跡群出土の金具を持参し博多遺跡群出上の提子と実際に比較したのであるが、博多の容器部に平泉

の金具がサイズ的にぴったり合い、平泉遺跡群の提子は博多のものとサイズがほぼ同じと推定できる。博多

遺跡群の提子のサイズは口径約21cmで ある。

5 平泉の注酒器について

上記のように「提子」の主な用途は注酒器と考えられる。平泉の注酒器について触れた論考には、人重樫

忠郎氏の論考 (0がある。人重樫氏は平泉の注酒器を自磁四耳壺、常滑産三筋壼などの、中国産、国産の陶

磁器の小型壺と想定している。人重樫氏はこれらを「酒の中継容器」と表現しているが、直接にお話を聞く

とかわらけへ酒を注ぐ容器と解釈しているということである。これらの壼には白磁四耳壺→渥美刻画文壷→

常滑三筋壺→須恵器系壺の順でランクが付けられていた可能性があり、宴会でより上物の壺を中継容器に使

用することによって、権威を示すことをおこなったとしている。

このように、重にランク付けがあり、上物の壼を用いることが権威の表象であるということについては異
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第248図 提子と提子の金具

博多遺跡群84次出上の提子 (鉄製)
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論は全 くないが、こから直接かわらけに酒を注ぐのは苦しいものがあるのではないだろうか。

野場喜子氏は12世紀代の文献資料に登場する「瓶子」について論考 に)し ている。これによると瓶子には

「茶碗瓶子」、「青盗瓶子」の 2種類があり、茶碗瓶子は青盗瓶子よりも身分に高い人に用いられていること

を明らかにしている。そして茶碗瓶子を中国産の磁器、青姿瓶子を国産の緑釉陶器であるとしている。「瓶

子」の使われ方として絵巻物の読み説きから、大きな貯蔵器から酒を小分けし一時的に溜めおく容器であつ

たとしている。そしてそれから酒を銚子や提子に移 して、tlL子、提子から盃に酒を注ぐと想定している。

また、瓶子と称 している器の中に、瓶形のものと水注形があることを指摘 し、水注形の瓶子は銚子、提子と

同様に直接盃に酒を注ぐ器種ではないかと推測 している。

12世紀の平泉について、これらの文献、絵巻の資料の内容を適応できると仮定して考えてみる。平泉で「瓶

子」に相当する器種の陶磁器を探 してみたい。12世紀段階では、古瀬戸の締め腰の瓶子ような器形の陶磁器

は存在 していない。また青白磁の梅瓶も12世紀の末になっての出現のようで、その出土量もそれほど多 くな

い。よって12世紀平泉で「瓶子」にふさわしい器種は出土量も考え合わせると、中国産磁器であれば白磁の

四耳壼、国産陶器であれば、渥美の刻画文壼、常滑産三筋壺、須恵器系陶器四耳重があげられる。他に出土

量は少ないが、常滑産長頸壺、水沼産壺なども上げられる。

これらの器種のものが12世紀平泉で「瓶子」とよばれていたとすれば、「茶碗瓶子」、「青餐瓶子」という

ような区別があり、ランク付けが行なわれていたことは当然考えられる。これは人重樫氏の壺のランク付け

の想定にも重ね合わせることができる。即ち中国産磁器の「茶碗瓶子」が白磁四耳壺、「青盗瓶子」が国産

陶器の壺に重ね合わせることができる。「青餐」は本来は緑釉陶器を指す言葉であったのであろうが、12世

紀段階では緑釉陶器は製作されていないので別なものを指 していたのは確かである。考えられるものとして

は東海地方産の常滑、渥美、猿投などの国産陶器が考えられる。これらの陶器の自然釉の緑色は、それを「青

盗」と称しても違和感は少ない。

これらの白磁四耳重、渥美の刻画文壺、常滑産三筋重、須恵器系陶器四耳重が野場氏のいう酒奏から酒を

小分けにして一時的に貯蔵する容器である「瓶子」であつたとすると、盃 (かわらけ)に直接酒を注ぐ提子

または銚子の存在が必要となる。今回、志羅山遺跡で金具のみの出上ではあるが、その「提子」の存在が確

認されたのである。

また論が少しずれるが、野場氏の水注も「瓶子」と呼ばれていたという指摘について考えてみたい。12世

紀平泉で水注型の器種の陶磁器は中国産の白磁水注のみで、国産陶器でこの器種は存在 しない。白磁四耳重

と水注は破片であるとどちらのものであるか分からない場合があり、四耳壺と水注の出土量の正確な比はわ

からないが、水注とはっきり認識できる破片の量は四耳壺に比べるとかなり少ない。この出土量の差からす

ると白磁水注は白磁四耳重よりも希少性があったと考えられる。この希少性のある容器を権威の表象の場で

ある宴会儀礼に使用 した可能性は十分考えられることである。その場合は水注から提子に酒を移すことなく、

直接水注からかわらけに注いだと考えられる。

しかし水注がすべて注酒器であると考えるのは問題があるかもしれない。志羅山遺跡21次調査では井戸の

底面から完形の白磁水注が出土している。この水注の対面には杓が置かれており、明らかに意図があり置い

た状態である。やはりこれは井戸に関する儀礼で、「水」に関わる思惟が感 じられる行為である。これに水

注が用いられているということは、水注が水を入れる容器、という観念も存在 していたことも推察されるの

である。平泉で水注が注酒器として使用された可能性も非常に高いが、全てがそうであったとは言い切れな

い状況である。
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6 平泉の提子の普及率

平泉で実際に提子がどの程度の普及率であったのかは不明であるが、格式と権威、京都風を重んじた藤原

氏が、酒を「瓶子」から注ぐといった見苦 しい行為を行なったとは考えがたい。やはり、公の宴会儀礼にお

いては提子、または銚子は必要欠くべかざる権威を表象する道具立てと考えられる。盛んにおこなわれる宴

会儀礼に使用する多量の提子 (ま たは銚子)が平泉に普及していたと考えられる。平泉では今のところ「銚

子」の出土例は無いが、その存在は提子 と同様に十分推察される。

提子、銚子の出土量が少ないのは、やはりその材質に由来するためと考えられる。平泉遺跡群のみではな

く、どの中世遺跡でも「提子」、「銚子」の出土量は非常に少ない状況である。しかし、絵巻などに登場する

頻度からすれば、その普及率は平泉以外でも割合に高いと考えられる。

7 陸前高田市軍見洞出上の銚子

現在のところ平泉遺跡群では銚子の出土はないが、岩手県陸前高田市軍見洞で長柄の「銚子」が出土 して

いる。この資料は陸前高田市史 (の に写真が掲載されているが実測図はこれまでとられたことはないようで

ある。よってここで実測図を示 し、資料紹介をおこないたい。

この銚子は陸前高田市竹駒町軍見洞で昭和31年に土地所有者が牛舎建築のために裏山斜面を切 り崩した際

に土師器などとともに出土したという。この資料は昭和61年 に奈良国立文化財研究所の土肥孝氏が写真鑑定

をおこない、「この資料は青銅製の「さしなべ」で京都付近で出土した瓦器との比較から11～ 13世紀もの」

と新聞記事にある。「さしなべ」とは銚子の訓読みのようである。

資料は青銅製で丸底の容器に片口が付き、片回の直角部分にあたる側面に4つの子しがある。これは銚子の

柄を装着する金具を固定するための子しと考えられる。この孔と中心をはさんだ背面にも柄を固定ための孔が

あったと考えられるが、この部分は欠損 しているため孔の有無は不明である。

この資料の片回は一つであるが、絵巻物に描かれる銚子はほとんどが片口が二つあるものである。12世紀

の蔦獣人物戯画でも兎が担いでいる銚子には片口が二つある。この点からすればこの資料は「銚子」より「提

子」の容器部分に類似 しているといえる。この容器部の片日の両脇とその反対側に金具を固定する孔があれ

ば銚子ではなく提子として通用 しそうなほどである。だがこの部分には孔がなく、上述のように片口と直角

部分に金具を固定する孔がある。やはりこの子しの位置からすればこの資料は提子ではなく銚子と解釈せぎる

を得ない。

銚子や提子はその材質の性質上、遺跡からの出土例は少ないものである。この資料がほぼ完形の状態で残

存 していたということは、遺構の中に埋納されていた可能性が高いと考えられる。出土地点は斜面で経塚な

どが作られるような地形ではないということである。経塚の埋納物でないのであれば、墓墳の類に埋納され

ていた可能性が考えられる。

この軍見洞の銚子は供伴遺物ははつきりしないため、確実な年代を示すことはできない。つ[子 自体の形態

からも、銚子という器種の形態変化の過程が明らかでないので言うことができない。だが銚子の形態が12世

紀のものである博多遺跡郡84次調査出土の提子の容器部分に非常に似ている点を重視 したい。また出土地で

ある竹駒町には奥州藤原氏に関連する伝承を持つ玉川金山が所在する土地である。また近接する陸前高田市

矢先町の越戸内では12世紀前半代の渥美産陶器壼が出土している。軍見洞付近は奥州藤原氏に関連の深い地

域のようである。この点も合わせてこの銚子が12世紀奥州藤原氏の時代のものであると考えたい。このよう
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に12世紀の銚子が平泉の近辺で出上しているとういうことは、平泉にもつ[子があつたという証明の一つに成

りえる。

第249図 陸前高田市軍見洞出上の割[子

8 まとめ

12世紀平泉では青銅製の「提子」が存在している。現在のところ、それは金具のみの出土であるが、宴会

儀礼が盛んにおこなわれた平泉ではその普及率は割合に高かったと推察される。出土量が少ないのは青銅と

いう材質に由来すると考えられる。

長柄の「銚子」の出土は現在のところ平泉では事例がない。しかし陸前高田市軍見洞出土例から、12世紀

平泉での銚子の存在が推定できる。

「提子」の用途は酒を注ぐ注酒器であつた。12世紀平泉に「瓶子」と称される器種が存在し、それらは酒

奏から酒を移し一時的に酒を貯蔵する容器であつた。それから「提子」、「銚子」に酒を移し、かわらけに酒

を注いだのである。
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志羅山遺跡第66次調査出土の笹塔婆についての考察
-1号池出土の笹塔婆を中心として一

1  :よ じめに

志羅山遺跡第66次調査では2基の池跡から笹塔婆と呼ばれる遺物力M8点出土 した。笹塔婆とは現在のとこ

ろ明確な定義付けはされていないようである。しかし、塔婆に仏名等を記してあるものを笹塔婆と呼ぶ例 も

あり(1)、 当遺跡で出土 した48点 も笹塔婆と呼ばれるものと考える。笹塔婆には仏名や種子、真言等が記 さ

れている場合が多 く、仏教儀礼が背景にあるものと考えられているが、その信仰の内容や笹塔婆の使用目的

については明らかにされていない。

本稿では12世紀末に機能していたと思われる661号池 (以下 1号池と称する)出土の笹塔婆に注目する。

そして、当時の社会に対する仏教の影響を考えながら、笹塔婆に記されている墨書の内容を検討することに

よって、これらの笹塔婆の使用目的やその方法を考察していきたい。

2 笹塔婆の出土状況 について

笹塔婆が出上 した2基の池跡は、ともに埋没沢を整地して造 られている。沢は2本検出されており、調査

区の西から東へ向かって流れ、東側で合流 している。この 2本の沢は12世紀の中頃には既に埋没が進んだ状

態であった。 2基の池跡はそれぞれの沢上に造成されている。 1号池は12世紀の中頃、沢を人為的に整地す

る過程において造成されている。池の底面や側面には沢の埋立に使われた土と同様の土が使用されていた。

南北幅13m、 東西幅 6mが検出されて、この池はさらに西側に広がっている様子である。この池の東側約 3.

5mには道路遺構がある。道路は 1号池と同じ時期に機能していたとみられている。 1号池からは道路側溝

に通じる溝が造られていて、池の水がある一定の水位に達すると溝を通 じて道路側溝に流れていくようにな

っていた。池底には粘土質の土が堆積しており、この層からは多数の遺物が出上 している。笹塔婆もこの層

から出土 したが、他には鉄地銅象嵌の轡、馬骨、陽物、鉄鏃、墨書のあるかわらけなど特異な遺物が多数出

土 している。笹塔婆を含めて、これらの遺物は何 らかの祭祀儀礼との関わりが想像され、 1号池の性格を考

える上で大きな手がかりとなるだろう。しかし、笹塔婆の出土状態からは祭祀の形跡をみることはできなか

った。笹塔婆は池の南側に偏って分布 していたが、いずれも横位でばらばらに散らばった状態で出土 した。

1号池は12世紀中頃に造成され、12世紀末までには廃絶 したとみられる。

662号池 (以下 2号池と称する)は もう一本の沢を整地 した後にそこを掘 り抜いた状態で造成されている。

南北幅5,lm、 東西幅2.9mが検出され、さらに調査区域外の西側に広がっている。この池では笹塔婆のほか

に、漆器皿、曲げ物、ざる、東北地方産の姿器系陶器片が出土 している。その陶器片の帰属年代より13世紀

後半から14世紀前半頃に機能していた池と考えられる。

笹塔婆は 1号池から47点 、 2号池からは 1点のみ出上 した。 1号池の笹塔婆のうち10点 は墨書を確認する

ことができなかった。しかし、形状が類似するために笹塔婆として取 り上げた。 1号池の笹塔婆は頭部が圭

頭状で、頭部に近い左右の両側面に2カ 所ずつ刻みが入っている。脚部は徐々に削られて尖っているものが

多い。笹塔婆の形状に関しては定説がみられないが、頭部が圭頭状で左右 2カ 所に刻みがある形は、中世に

関東地方を中心に盛んに造立された武蔵型板碑に類似 している。武蔵型板碑の形状に関しては五輪塔の形 を

象っているともいわれているが、これについても明確な結論は出ていない。脚部が尖つていることから、何

かに刺 し立てて使用された可能性は高いが、今回の出土状況からそれを観察することはできなかった。
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2号池では4013の 笹塔婆が 1点出土した。頭部は圭頭状に作られているが、 1号池の笹塔婆のような刻み

はない。脚部は徐々に削られているが先端は尖つていない。岩手県における笹塔婆の出土例は少ないが、水

沢市仙人西遺跡の中世城館の堀跡などから出土 した笹塔婆と40131よ 形状等、非常に似ている。本稿において

は4013の 笹塔婆について考察を述べないが、 1号池が12世紀末で、 2号池が13世紀後半から14世紀前半頃の

笹塔婆と考えると、笹塔婆の形状に時間的な変化をみることができるのではないかと推察される。また、40

13と 仙人西遺跡の笹塔婆は墨書の内容 (種子はバン、仏名は大日如来)も 一致 している。岩手県の板碑に大

日如来の種子が多いことも考えて、中世の岩手県南地域における信仰内容を推察する手がかりになるかもし

れない。

3 笹塔婆 と十齋 日信仰

1号池の笹塔婆には大吉祥天女をはじめとして様々な仏名が墨書されていたが、まずはじめに3170と 3171

の笹塔婆の性格について考えていきたい。この 2点 を取 り上 ,デた理由は、 1号池出土の笹塔婆の中では特に

サイズの大きいもので、3170に は「南元十四日普賢菩薩」、3171に は「南元十八日観世音菩薩」と日にちが墨

書されているため、他の笹塔婆とわけて考えらるべきものと思われるからである。この十四日と普賢菩薩、

十八日と観世音菩薩の関係は『拾芥抄』の第十三齋月日部の中にある十齋日の信仰にみられる。『拾芥抄』

のなかで齋日信仰については、十齋日のほかに六齋日や三長齋月の記述 もみられるが、「十四日」と「十人

日」が含まれているのは十齋日の信仰のみである。そして、十齋日の信仰については詳 しく説かれており、

それは以下のようである②。

一日定光仏 不殺生、念此尊除四十劫ノ罪

八日薬師如来 不倫盗、此日念此尊、除五十劫ノ罪

十四日普賢菩薩 不邪姪、件日念此尊、除一百廿劫ノ罪

十五日阿弥陀如来 不妄語、件日念此尊、除十劫ノ罪

十八日観世音菩薩 不清酒、件日念此尊、除九千劫ノ罪

十三日得大勢菩薩 説四衆過、件 日念此尊、除一万劫ノ罪

十四日地蔵菩薩 不自讃毀他、件日念此尊、除五万劫ノ罪

廿八日昆慮舎那仏 不樫性加毀、件日念此尊、除三万劫ノ罪

十九日薬王菩薩 不隕心、不受悔、件日念此尊、除四万劫ノ罪

対日釈迦如来 不謗三宝、件日念此尊、除五万劫ノ罪

十齋日とは十戒 (不殺生、不倫盗など)を わけてこれを持 し、それぞれの日に配された仏を念ずると罪が

除かれるという日である。 F拾芥抄』は鎌倉中期頃の成立と考えられているが、この十齋日の信仰はいつこ

ろから行われていたのだろうか。H世紀前半に成立した F栄花物語』の「うたがひ」において、「十齋の仏

を等身に造らせ給ふ」という一説がみられることから●)、 少なくとも11世紀には十齋日の信仰が行われて

いたと思われる。

次に、中国での十齋日の信仰についてみると、教違出土の未伝古逸仏典をまとめた矢吹慶輝氏編 [鳴沙餘

韻』所収の「大乗四齋日」のなかに十齋日の言葉がみられる。「大乗四齋日」には十齋日の他に、四齋日、

六齋日、三長齋月について日にちが挙
'デ

られているが、十齋日についてのみ持齋の功徳が挙げられている●)。

一日童子下、念定光如来仏除齋除罪四十劫不堕刀槍地獄

八日太子下、念薬師瑠璃光仏除齋除罪三十劫不堕粉草地獄
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十四日察命下、念賢劫千佛除齋除罪一千劫不堕蕩湯地獄

十五日五道大将軍下、念阿弥陀仏除齋除罪二百劫不堕寒氷地獄

十八日間羅王下、念観世音菩薩除齋除罪九十劫不堕父U林地獄

十三日天大将軍下、念慮舎那仏除齋除罪一千劫不堕我鬼地獄

十四日大山府君下、念地蔵菩薩除齋日除罪九十劫不堕続裁地獄

十八日天帝釈下、念阿弥陀仏除齋日除罪一千劫不堕鉄鋸地獄

十九日四天王下、念薬王薬上菩薩除齋日除罪七千劫不堕准磨地獄

汁日大梵天王下、念釈迦牟尼仏除齋除罪八千劫不堕寒氷

この十齋日では、それぞれの日にちに道教的色彩の濃い神将や天王をあて、その下で仏教的な仏を念じるこ

とで罪が除かれ、様々な地獄に堕ちないと説いている。日本における十齋日と比較すると、日にちは『拾芥

抄』のものと一致するが、十四日と二十三日、二十八日において念ずる仏が異なる。矢吹氏はこれについて

「本邦現時の風習と異なれり」という 6)。 おそらく中国から日本へ伝わる過程において変わつたのではな

いかと思われる。また、『鳴沙餘韻』のなかに「地蔵菩薩十齋日」という言葉がみられる。これは先に挙げ

た「大乗四齋日」にある十齋日と、多少の文言の違いはあるが内容に関しては同一であり、十齋日が地蔵信

仰と密接に関係 していることをあらわしていると思われる。そして地蔵菩薩の中心的経典といわれる「地蔵

三経」のひとつ F地蔵菩薩本願経』にも十齋日の言葉がみえる (0。

復次普広。若未来世衆生。推月一日八日十四日十五日十八日二十三日二十四日二十八日二十九日乃至三

十日。是諸日等諸罪結集定其軽重。南閻浮提衆生挙止動念。無不是業無不是罪。何況恣情殺害籍盗邪姪

妄語百千罪状。能於是十齋日。対仏菩薩諸賢聖像前讀是経一遍。東西南北百由旬内無諸災難。当此居家

若長若幼。現在未来百千歳中永離悪趣。能於十齋日毎転一遍。

十齋日は罪が結集しその軽重を決める日だから、仏などの像にむかい『地蔵菩薩本願経』をよむように説い

ている。中国においては10世紀頃、末法思想のもと、地蔵菩薩の地獄抜音の信仰が盛んになっていたようで

ある。

日本でも同じく10世紀に、天台浄土教の源信がその著書『往生要集』で極楽往生について著すとともに、

地獄の恐怖も描いている。このころは摂関政治期に入り、社会情勢が不安定でもあり、また末法思想が広 く

浸透していたことから、貴族社会においても浄土教の来世的信仰が盛んに行われるようになった。民間では

この来世的信仰に伴い、六道 。地獄思想が定着 し、財力などがないために功徳がつめないという苦 しさに民

衆は地獄必定の恐怖 も感 じていた。このため、地獄抜苦の功徳が特にすぐれていると考えられていた地蔵菩

薩の信仰が、平安時代末にかけて民間では急激に発達していたようである。

奥州藤原氏においても中尊寺金色堂や無量光院の建立からみられるように、来世的信仰が盛んであったと

思われる。もし、地獄必定の観念が定着 しつつあつたとすれば、3170と 3171の 笹塔婆も地蔵信仰に基づ く十

齋日に使用された可能性が十分考えられる。

4 笹塔婆 と密教修法 について

1号池出土の笹塔婆に墨書されている仏名でもう一点注目したいのは大吉祥天女をはじめとして天部の仏

が多いことである。天部の仏というのはもともとインドの神であつたものが仏教に取 り入れられたものであ

る。密教においてはこれらの仏を本尊とした修法が多 く行われた。

一般に平安時代の仏教は公的なものから次第に私的で個人的なものに変化するとされている。それは律令
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体制が崩れて摂関政治、院政と移行する社会変動のなかで人々が不安定な状態におかれたためであろう。個

人信仰には先に挙げた来世的浄土教の発生、発達も認められるが、個人の運命を有利に転換させようと呪術

的な密教修法も盛んに行われていた。速水侑氏は平安貴族社会における仏教の主流はむしろ密教にあったと

指摘 している 0)。

先に述べたように、 1号池では天部の仏名が記された笹塔婆が多数出土 している。仏名をみると3153の 大

吉祥天女、3137の 昆沙門天、3148の 歓喜天の3種類にわけられる。これらは現世利益の仏として信仰されて

お り、これらの仏を本尊とした密教4雰法は盛んに行われていたようである。

まずはじめに、「南元大吉祥天女」と墨書された笹塔婆は、推定で判読 したものも含めて15点 と最も多く

出土 している。大吉祥天女とは吉祥天のことである。吉祥天は幸福 と美の女神で、 F金光明経』大吉祥天女

品でその功徳が強調されたため、吉祥天を祀つて天下泰平・五穀豊饒を祈願する吉祥悔過が古 くから行われ

ていた。密教ではこの仏を本尊とした吉祥天法が修された。吉祥天法は「福徳の為にこれを修すべ し」 鱈)

とあり、吉祥天の持つ多 くの功徳をもとに行われた。吉祥天はまた、昆沙門天と夫婦であるとして信仰され

ている。

次に、昆沙門天の名が墨書された笹塔婆は 4点出土した。昆沙門天は財宝富貴をつかさどり、仏法を護持

する神である。昆沙門天法は「福徳の為守護の為これを修す」とあり、「若 しくは災難及び病患に遇ふ、亦

た敬供すべ し」 Φ)と いう。また、先に述べたように昆沙門天は吉祥天と夫婦とされるが、この二天を供養

する1雰法として双身法というものがある。双身法と呼ばれる4雰法には双身昆沙門の供養法と、後述する歓喜

天の供養法がある。双身昆沙門の供養法は特に台密において多 く行われていた。これは息災増益の修法とし

て用いられ、「福徳ならびに愛敬法の為これを修す」 (10る とされる。よって、昆沙門天と大吉祥天女の笹

塔婆を組み合わせてみると双身法が修された可能性も考えられる。

歓喜天が記された笹塔婆は3148の みである。歓喜天もまた、先に述べたように双身で供養される場合が多

い。双身歓喜天の供養法は主に東密で行われたが、台密でも4分 されていた。歓喜天法は障難を除き、または

富貴等を得るために修する法である。歓喜天法は「種種成就。万事の為これを修すべき」 (11)と いわれ、そ

の利益は強力であつたようである。そのためか大法立ての4多法には必ず歓喜天供が行われた。

以上のように、それぞれの仏が密教修法の本尊として供養されるが、本尊としてのみではなく他の修法に

おいて用いられることもある。例えば台密において修される冥道供では除病・延寿・攘災・招福のために多

くの神仏が供養されるが、その中では大吉祥天女や昆沙門天、歓喜天も供養される (12)。 このことから、天

部の仏名が記された笹塔婆が、何の修法に使用されたかということについて言及するにはさらに検討を要す

る。いずれにしても現世利益を得るための密教修法において使用された可能性は高いといえるだろう。

5 おわ りに

1号池の笹塔婆は来世的浄土教に基づ く十齋日信仰に関するものや、現世利益的な密教修法によると考え

られるものなど、様々な仏教儀礼に関わつているのであろう。これまで奥州藤原氏の仏教文化についてみる

とき、どちらかというと中尊寺金色堂を代表として浄土教の影響をうけている面に注目されがちであったと

思う。確かに 1号池の笹塔婆にも極楽往生を願う十齋日信仰がみられた。 しかし、密教修法に関わると思わ

れる笹塔婆が多数出土 し、笹塔婆以外にも多 くの呪術的な遺物が出土 していることを考えると、むしろ密教

の影響が大きいだろうと思われる。そこには、むろん「法師陰陽師」と呼 tゴれる密教・陰陽道の両辺と関わ
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りを持つた者の存在をも想定すべきであろう。

本稿において密教修法に関しては『阿娑縛抄』をはじめとして主に台密の修法を参考にしたが、今後さら

に、密教修法と笹塔婆の関わりを詳しく検討していきたいと思う。また、これまで挙げてきた笹塔婆の他に

も「南元無量寿如来」と「南元如意輪観音」と墨書されている笹塔婆が出土している。これらについては本

稿において特に考察を加えないが、その功徳についてのみ記すと、無量寿如来とは阿弥陀如来の異名で西方

極楽浄土の教主である。また、如意輪観音は六道衆生の苦を救い、宝財を施し願望を成就させる菩薩である。

これらの笹塔婆も含め12世紀の平泉における仏教儀礼を検討し、人々の精神生活を明らかしていきたい。

(高橋 実央)

江
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5 66次 1号池出土かわらけに関する若千の考察

松本建速 (筑波大学博士課程)

1 数量

661号池 3～ 5層から28点 のかわらけが出上 した。完形品17点、残存率90%が 1点、他の10点は残存率70

～25%の破片である。池が作られて最初の段階で埋まった 5層 から出土 したかわらけは20点である。そのう

ち、完形品あるいはそれに準ずると考えられるものは16点 で、その内訳は、大皿が 7点 (ロ クロが 1点、他

は手づ くね製品である)、 小皿が 9点 (ロ クロが 4点、他は手づ くね製品である)である。

2 出土状況

5層から出土した完形品のすべてと、ロクロかわらけ底部破片の3127・ 31281ま 正位の状態で出土した。

池の西端は調査区外にあたり、調査 していないので、池に伴うかわらけがこれらですべてであるとは言え

ないし、池とかわらけの関係を述べることは完全にはできない。だが、かわらけが池底の粘土上に載つた場

合、粘土全体が動かなければ簡単にはかわらけも動かないと考えられる。よって、かわらけの位置はほぼ12

世紀当時のままと考えて推測するならば、これらの完形品のかわらけやそれに準ずるかわらけの中には、31

02・ 3104・ 3126・ 3127・ 3128の ように、池中央を目指 して投げ入れられた場合があったようである。

一方、同じ5層 出土でありながら、笹塔婆の多くは池の南偵1に偏って分布 している。池の水に流れがある

とすれば、池の形態から考えられるのは、22.9m以上の水があった場合には、東に向かう流れである。南に

偏る笹塔婆の位置は、流された結果の位置とは思われない。水の流れを無視できる場合、水に浮き、しかも

軽 くて遠 くに投げづらい木製の笹塔婆は、入れられた位置に近い場所に堆積 したと考えられる。ほとんどの

笹塔婆は池の南側から入れられた可能性がある。それらの笹塔婆の位置がそれらを入れた人々に望まれた位

置であるならば、かわらけの場合は笹塔婆を置きたい場所とは異なる位置が望まれたことになるだろう。

同じ5層 でも馬の歯や轡は池北東隅にある。その付近に手づ くね小皿3103や手づ くね大皿3115がある。

3 形態・ 製作技法・胎土

かわらけが多く出土しそれらの使用年代が推測されている柳之御所遺跡出土品の分類をもとに記述する。

形態・製作技法は、ほとんどが 1段なで技法D2・ D3型である。3120・ 3121,3122の 3点 だけが 2段 なで

技法C4型である。ほとんどのものの外底面に粘土板の両端を寄せて貼 り付けた痕跡が見える。 2段なで技

法のもののうち3121は 非常に特徴的な形をしている。真横から見た形は、左右対称な台形を逆さにした形で

ある。それは、まるで内型に入れて作ったかのようである。柳之御所遺跡では非常に少ないタイプである。

3113は 1段なで技法で、3121に 比べ、器が浅いが、器内面のなで、日縁部のなでの雰囲気や日縁部内面をな

でた時に口唇部の内面側が少し袂れる形状などは3121に似ている。形態・製作技法・胎土 とも3108・ 3111・

3112・ 3114。 3115'3116は 類似する。これらは、日縁部の形状が若干異なるが、3113に も似る。ぞれほど違

わない時に、ほぼ同じ技術で製作されたと思われる。

3104・ 3105'3119は 表面の風化の度合いが低 く、器外底表面には指紋が多 く残されている。

手づ くね製品の多 くは、器を整形 した後、内底面を横に一方向あるいは複数方向に重なるようになで、日

縁部全体をつまみなでている。その際、水をよく含ませた布のような柔らかなものを用いてつまんだと思わ
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れる。指だけでは到底つまめない内面底の平 らな部分にまでなでられた痕跡はおよんでいるのである。

ほとんどのものの外底面に、製品を乾燥させる際に、器自らの重みでついた痕跡が見える。その痕跡は、

平泉町教育委員会1994な どで「スノコ痕」と呼ばれているもので、器を載せた場所にあった物質の形状を写

した痕跡である。池出土の製品に残された痕跡の多 くは、幅 5 11unほ どのヨン、あるいはシノダケの茎と思わ

れるものの凸部が平行 してプリントされたものである。3122の 場合は、器がやわらかいうちに、乾燥させる

際に置いた場所の上で器内面底をなでたので、「スノコ痕」が他の製品に比べて、深 く残っている。

ほとんどの製品の胎土中に海綿状骨針と細かな金雲母が入る。海綿状骨針は、ロクロ製品の3123。 3125・

3127。 3128に は一見して多数が見えるほど多量に入るが、他の製品の場合、少量 しか入つておらず、時間を

かけて探さなくてはならないほどの極少量 しか入つていないものも複数ある。

101 2

く≡≡≡≡≡璽璽三至≡≡
7!104

3107

外面

第251図  1号池かわらけ①

m9

0                    10cal
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第252図  1号池かわらけ②

4 使用状況

くば地である池に、「円いかわらけの完形品」を入れることに意味があった可能性がある。ロクロかわら

け大皿の底部破片3127・ 3128も 、それらの周辺から出土した手づくねかわらけ小皿の完形品 (3102・ 3104)

とほぼ同じ直径であり、円板状なので、かわらけ小皿と同じ役割を与えられたのかもしれない。

「祓い」にかかわるであろう文句が書かれていた3119は 、文句が書かれた内面を上向きにして、正位で出

土した。ただし、文字が器内面に書かれた後、器内面には炭化物が付着しており、器に油が入れられ火が灯

された可能性がある。その後、3119は 池に入れられたのである。これらの行為が、「祓い」に関係があるの

か、器の第一次使用目的から別の使用目的へと転用され、池に入れられたのかは不明である。3102の 内面に

も炭素が吸着しており、二次的に焼けてもいる。3112・ 3115の外面や3110。 3114・ 3122の 内面にも炭素が吸

着している。3115,3122に は二次焼成の痕跡がある。器外底面に文字が書かれた3118の 内面にも炭化物が付

着している。以上の炭化物の多くは器内面で火を焚いた際についた痕跡と思われる。また、3118の 場合、か

わらけは全体の25%ほ どしか残つていない破片として出土した。文字も全体の一部しか残されていない。書

かれた文字の内容は、池にかわらけを入れることとは無関係であると推測できる。
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5 推測 される使用年代

出上したかわらけの形態・製作技法・法量から推測されるその製作 。使用年代について述べる。ロクロか

わらけ大皿は、柳之御所遺跡のものとの対比では、R d02型 にあたり、柳之御所遺跡では I・ H期両期に出

土するものだがⅡ期に多い。 1段なで技法の手づ くねかわらけ小皿もI・ Ⅱ期両期に出土するが I期 に多い。

1段なで技法手づ くねかわらけ大皿もI・ コ期両期に出土するがⅡ期に多い。だが、手づ くねかわらけを真

横から見た場合、 I期のかわらけは底部深さと口縁部幅の割合がほぼ同じくらいであるのに対 し、Ⅱ期のか

わらけは底部深さよりも口縁部幅の方が広 くなる傾向がある。よって、池出土かわらけは I期 に入れられる。

また、池出上の 1段なで技法手づ くねかわらけ大皿は、直径が14,0～ 15,6clnに おさまる。柳之御所遺跡で

は I・ Ⅱ期両期にまたがる形態 。法量の製品が多 くあったが、Ⅱ期の 1段なで技法手づくねかわらけは、 I

期よりも小さくなる傾向があり、複数枚の完形品が出土するような遺構出土品の場合、直径13.5cln以 下の製

品が混じるのが普通である。ただし、池出土品のように、出土手づ くねかわらけのタイプが 4つ ほどにしか

わかれない場合、製作者や製作時の多様性が低いことになり、たまたま小さな製品を作らなかったこともあ

ったかもしれないので、法量にたよつて絶対年代を考えることは難 しい。それでも、あえて言うならば、法

量から考えても、池の出土品は I期 に入ることになる。

しかしながら、 1段なで技法製品が主流であることを考えると、 I期でもⅡ期に近い頃と考えるべきであ

ろう。柳之御所遺跡では、Ⅱ期とは1175年 頃以降と考えられた時期である (岩手埋文1995)。 661号池出土か

わらけは、柳之御所遺跡出土遺構と比較するならば、28S E 4や「人々給絹日記」墨書折敷が出上した28S

E16の 頃、つまりm70年前後のものと推測できるのではなかろうか。

(財)岩手県埋蔵文化財センター 1995 「柳之御所跡」第21・ 23・ 28・ 31・ 36。 41次報告書 第228集
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6 鴛蒼文銅象嵌鏡轡について

一法住寺殿跡出土轡との比較を中心に一

久保智康 (京都国立博物館)

1  は じめに

12世紀半ばに後白河法皇が院御所とした法住寺殿の遺跡 (京都市東山区三十三間堂廻 り)が1978年 に発掘

調査され、W10と 呼ばれる方形土壊から武器・武具・馬具類が出土 した(1)。 これらは、そのものの形式的

特徴と伴出土器から12世紀後半、平安時代末期の遺品とされ、伝世品すらきわめて希少な時期の一括出土品

として重要文化財に指定された。中でも、鬼前面に立てる雲龍文鍬形と馬具の鶴文轡は、鉄地に文様部分を

面的な銅象嵌で表わしその上に鍍金・鍍銀を施すという、前後の時代には見られない特異な技巧を凝らした

もので、金工史上もひじょうに重要な品である9)。

この度の志羅山遺跡の調査で、法住寺殿跡出土品と酷似 した鉄地銅象嵌の轡が出上したとの報にふれ、そ

の遺跡が法住寺殿跡とほぼ同時期に営まれていたことを知つた筆者は、まさしく瞳目を禁じ得なかった。と

同時に、実物を見る以前の段階で、いくつかの明らかにされるべき問題点も早々と思い浮かんだものであっ

た。まず第一に、両遺跡の鍬形は、どの程度近い関係にあるのか、ということ。第二に、もし両者がひじよ

うに近い関係 (例 えば製作工房や工人を同じくする、などといった関係)にある場合、これらが京都と、遠

く離れた平泉に存在することは何を意味するのか、ということ等々である。

幸い、両遺跡の轡を実物同志で比較観察する機会に恵まれたので●)、 小稿ではその検討結果に基づき両

轡の関係について考察し、志羅山遺跡轡が平泉の地域史研究においていかなる意味をもつものか論じたい。

なお以下では、両轡を簡略に「志羅山轡」、「法住寺殿轡」と記述する。

2 志羅山轡 と法住寺殿轡 の比較

(1)轡の本体構造

いずれの轡も、馬の口元両脇に円形の鏡板が備わる「鏡轡」と称される形式である。総体に鉄・鍛造で、

鏡板を中心に、頬の面繋がかかる「立聞」、手綱へと繋がる「引手」、馬が口に含む「喰」などの部位から

なり、これらを遊金 (銀)で連結する構造となる(つ 。

鏡板には冒頭でも触れたように、銅象嵌で文様を表わす。法住寺殿轡は羽根を広げて飛翔する鶴を左右鏡

板に対称の構図で描き、「鶴文銅象嵌鏡轡」という重文の指定名称が与えられている (写真 1)。一方の志羅

山轡 も鴛喬文を同様の対称構図で描いており、前者に対応させ「鴛肴文銅象嵌鏡轡」と呼びたい (図 1・ 写

真 2参照)。 なお、法住寺殿轡の立聞・引手、志羅山轡の引手の側面にも草花 。唐草文を銅象嵌で表わしてい

る。これらの象嵌技法については、後で詳しく検討する。

両轡は、上述のようにほぼ同じ形式と構造を見せている。にもかかわらず、両者を左右に並べて見ると、

全体から受ける印象は相当に異なっている。ひとことで言えば、法住寺殿轡の方が志羅山轡よりも「量感」

の上でまさっているのである。これは細部の造作や法量 (表参照)を比較 してみると、その違いがいっそう

明らかになる。

鏡板は、両者とも鉄板を円形に鍛え整えたもので、表側 (象嵌文様を施す側)をわずかに凸面にする点も

同じである。しかし、板の厚みはわずかながら志羅山轡の方が薄い。また縁辺部の処理を見ると、法住寺殿

轡がしつかりとした断面方形に作るのに対 して、志羅山轡は処理がややあまく、縁端が薄くなったり丸みを
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写真 1 法住寺殿轡

写真 2 志羅山轡

表 法住寺殿轡と志羅山轡の部位ごとの法量比較

法 住 寺 殿 轡 志  羅  山 轡

鏡板

径/立聞方向

厚さ/縁辺部

ク /中 央部

(左)10.10  (右)10.20 左)9。 60  (右 )9.55

(左 )0.30～ 0.35(右 )0。 35～ 0.40 左)0,30～ 0,35(右 )0。 35～ 0.40

(左)0.25   (右 )0.25 左)0.20  (右 )0.20

立聞

幅 /中央部

厚さ/最大

(左)1.40   (右)1.45

(左)0,45   (右)0.50

(左)1.15   (右 )1.65

σこ) ―       (右 )0。 40

引手

幅 /中央部

厚さ/最大

(左)1.35   (右 )1.40

(Zこ )0.60      (右 )0.60

(Σこ)1.45      (ア イ)1.40

(左)0.50   (右 )0.50

喰

幅 /中央部

厚さ/最大

(左)1,10   (右)1.00

(左)0,85   (右)0,95

(左)0.60   (右 )0.50

(左)0.55   (右 )0.60

※左・右は向って見た場合。単位はcmo o 05cm単 位に計測した。 は計沢I不能箇所。
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図 1 志羅山遺跡の轡

帯びた箇所も見られる。この違いは透かし周縁部においていつそう顕者で、法住寺殿轡の鶴文周辺の透かし

の縁がほぼ垂直なのに対 し、志羅山轡の鴛鵞文の喉元付近の透かしは、表裏両側からやや斜め方向に透かし

の藝を打ち込んでいて、縁が尖がり気味になるなど形状が安定していない。後者の打ち透かし技法そのもの

がやや稚拙な印象を与える (写真 3)。

鉄を鍛えて棒状にした立聞・引手・喰についても、造作に同様の違いがある。前二者の場合、幅はそれほ

ど差がないが、喰は志羅山轡の方がかなり細い。厚さはいずれの部位も、志羅山轡の方が薄 く作っている。

断面形は、法住寺殿轡がしつかりとした方形を呈するのに対 して、志羅山轡は、引手が蒲鉾形の断面で、立

聞・喰に至っては著しく偏平になっている。さらに立聞上端の面繋をかけるための重 (輪)と 、引手の先の

手綱を通す壺も、鉄板を鍛え延ばして環状に繋ぐ手法は共通するが、法住寺殿轡が厚さ3～ 4 nlllで しっかり

とした方形に作 り出すのに姑し、志羅山轡は厚さが 2 11ull前 後と薄 く、形状も楕円形を呈する (写真 4)。馬か

ら見て右狽Jの引手重などはきちんと接合 していない (写真 5)。 喰中央の左右の部分を連結する輪違や、鏡板

下端の透かし部で引手と喰を繋ぐ遊金の造作 もまた同様の較差が認められる (写真 6・ 7)。

鏡板と立聞の接合部にも違いが認められる。法住寺殿轡は、鏡板に立聞根元をかしめ留める鋲の頭が、偏

平ながら半球形に近い形状で飛び出しているのであるが、志羅山替の場合は鋲頭の出がほとんど認められな

い (写真 8)。 外面から観察する限りでは、鏡板本体に浅い窪みがあらかじめ設けられ、鋲頭は叩いてこれに

埋め込まれたように見える。

以上のように、志羅山轡は、法住寺殿轡と同様の構造形式を細部まで踏襲しているのであるが、成形の基

本となる鍛造技法の点で相対的に拙さが目につくと言わざるを得ない。このことが、各所をやや薄手に作る

こととあいまって、全体の量感を減じて見せているのである。それでは、両轡の最大の特色であるところの
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写真 3 側面方向から見た鏡板 (左 :法住殿轡 右 :志羅山轡 )

写真 4 立聞重 (左 :法住寺殿轡 右 :志羅山轡)

写真 6 喰中央の輪違 (左 :法住寺殿轡 右 :志羅山轡 )

写真 5 志羅山轡の右側引手壷
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写真 7 引手・喰を繋ぐ遊金 (左 :法住寺殿轡 右 :志羅山轡 )

写真 8 鏡板・立聞接合部の鋲 (左 :法住寺殿轡 右 :志羅山轡)

写真 9 平象嵌の銅脱落箇所 (左

写真10 線象嵌の銅脱落箇所 (左 :法住寺殿轡 右 :志羅山轡 )

:法住寺殿轡 右 :志羅山轡 )
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象嵌装飾については、何 らかの差異を見出せるのであろうか。

(2)轡の鉄地銅象嵌技法

ア、象嵌に伴う鉄地彫 り込み技法

法住寺殿轡 と志羅山轡の鏡板の鉄地上に施された象嵌は、文様部分を線状に彫 り窪めて銅を埋め込む「線

象嵌」と、鶴・鴛鵞の羽根部分に見られるように、面的に彫 り窪めて表現する「平象嵌」の2種の技法を併

用している。冒頭でも述べたが、かかる銅平象嵌技法は遺例 じたいが希少で、時期的にも平安時代後期に限

定される6)こ とから考えて、構造形式を同じくする両轡がほぼ同時期にきわめて強い関係性のもとに製作

されたことは疑いない。

西山要一氏は、法住寺殿跡出土の雲龍文鍬形と鶴文轡の象嵌技法について、理化学機器を用いて詳細に検

討 したに)。 まず鍬形については、「すなわち、鉄地に断面V字形の深い溝で文様の輪郭を刻み、内部を浅

く削 り、別に同大に切 り抜いた銅板文様を嵌め込んで固定、象嵌部分を一旦金鍍金したのちに、龍の角・爪

・雲気・雲文を銀鍍金」 したものと結論づけた。また轡についても、おおむね鍬形と同様の技法とし、とく

に第一段階の鉄地彫 り込み技法について、鶴文の平象嵌部分断面のX線マイクロアナライザー2次電子像に

見える鉄分布の形状から、鍬形で指摘 した “輪郭部を深 くV字状に彫 り込み、その間を浅く鋤き込む"と い

う手法を写真画像として提示することに成功 した (図 2-1)。

この西山氏の分析結果を踏まえつつ、あくまで肉眼観察にとどまるものであるが、法住寺殿轡 と志羅山轡

の象嵌を比較検討した結果、とくに第一段階の技法に関して、両者の間に明確な違いが見出され、また前者

の技法についても若干の新知見が得られた。まず法住寺殿轡について、鏡板表面には平象嵌の銅が脱落し下

の鉄地が露出した箇所が少なからず観察されるが、西山氏のいう輪郭部の「断面V字形の深い溝」を探 して

も、実際に肉限でそれらしく見えるのは 1、 2箇所に過ぎない。多 くは面全体がおおむね一定の深さで彫 り

窪められており、その縁は鉄地上面に向って垂直に近い角度で立ち上がっている (写真 9左、図2-2)。

確かに、幅広の鋤彫 り顛で直接文様輪郭付近をなめらかに彫 り進むのは難 しいであろうから、西山氏の言

うように基で先に線状の縁取 りをしたと考える方が無難ではある。ただ「断面V字形の深い溝」は、文様を

縁取つた際にたまたま深 く彫 り込んだ場合にこう見えるのであって、厳密な意味での “技法"と 見なすこと

には無理があろう。むしろ志羅山轡との比較の上で重要な留意点は、平象嵌部分の縁辺がひじょうになめら

かな連続線をなしていることである。これは彫金技法でいう「毛彫 り」、すなわち先端の尖つた藝で連続的

に線彫 りすることによって文様を縁取ったことを示 しており、この線を目安に文様内部を鋤彫 り藝で幅をも

たせて彫 り下げたものと考えられる (その鋤彫 りは、西山氏のいう浅い彫 りではなく、毛彫 り線が消えるほ

どに十分深 く、しかも文様外縁ぎりぎりまで鋤取るというのが本来二人の目指すところであった)。 かかる毛

彫 り技法は、線象嵌の銅脱落部分でも明瞭で、直線的かつなめらかに連続 した溝の縁に、藝が地を削 り取 り

ながら進んだ痕跡まで観察できる (写真10左 )。

¬

レ ー ー ー ー
丁

二  ~孔
と 一 ― ― ム

「

‐

2 3                       4

図 2 平象嵌の断面模式図

1、 2 法住寺殿轡

3、 4 志羅山替

それでは、志羅山轡象嵌の彫金技法はどうであろうか。平象嵌部分、線象嵌部分のいずれも法住寺殿轡以

上に多くの銅脱落箇所があり、彫金の様子は比較的観察しやすい。平象嵌の縁辺部の各所には縁取りの線が
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見られるが、それはほぼ l Hlmの ピッチで打たれた藝痕の連続で、その内部を鋤彫 りで彫 り下げている。この

場合も鋤彫 りの深さは、縁取 り藝よりも深いところとほぼ同じ深さで縁までフラットに鋤込んでしまうとこ

ろがある (写真 9右、図2-3・ 4)。一方の線象嵌も全 く同様の華痕で、溝というよりも微小な楕円形窪み

の連続、という状況を呈 している (写真10右 )。

このような藝彫 りはいわゆる「蹴彫 り」の範疇に属する技法で、前述の毛彫 りとは全 く異なるものである。

いずれも線描を目的とする彫金技法だが、加工技術の分類から言えば、毛彫 りは素材を削 り取つていく切削

加工であるのに対 して、蹴彫 りは藝を打ち込むことで素材を凹ますだけで、削 り屑の出ない塑性加工に含ま

れる。志羅山轡の藝痕を拡大観察すると、窪みの縁の所々にわずかな地鉄の盛 り上がりが見えるのも、比較

的軟らかい地金に蹴彫 りを加えた時によく見られる特徴である。ただ銅板などに打たれる蹴彫 りは、ほとん

どの場合先の尖った藝によっており、連続する藝痕の一つ一つは楔形を呈するのが常であるが、志羅山轡の

場合はこれと異なり、正楕円形に近い藝痕が連接 して線をなしている。おそらく先のやや九い藝を、通常の

蹴彫りよりも垂直に近い角度で打ち込んだものと思われ、やや特殊な技法といえる。

以上のように、法住寺殿轡 と志羅山轡は、両者を最も特徴づける銅象嵌においても、基本的な技法の相違

が見られた。銅板を嵌めて研 ぎ仕上げた状況を想定すると、輪郭線の整つた法住寺殿轡の方が精緻な印象を

与えるものといえようか。なお鏡板以外の銅象嵌について付言すれば、法住寺殿轡の立聞・引手に比較的図

様のはっきりとした草花 。唐草文が描かれているのに対 して、志羅山轡の立聞には象嵌を施さず、引手の象

嵌にしても、線彫 り技法は鏡板と同一ながら図様がひじょうに不明瞭で、この点でも優劣の差を認めざるを

得ないのである。

イ、鍍金仕上げの有無について

西山要一氏は、法住寺殿跡出土の鍬形と轡について、銅象嵌部分の最終着色仕上げである鍍金・彼銀技法

についてもX線マイクロアナライザーにより元素分析を行っている 0)。 まず雲龍文銅象嵌欽形のうち「金

色」を呈する龍の尻尾付け根部分について、金・銅 。鉄を検出し、鉄地の上に象嵌された銅の表面に鍍金を

したものと確認 した。興味深いのは「銀色」を呈する雲文部分の分析で、「銅の上に金層があり、金層の上

に銀と水銀が重なっている」ことから、銅象嵌の全面を鍍金した後で部分的に鍍銀を行ったものと結論づけ

た。次に西山氏は、鶴文銅象嵌轡の鶴首上半の「やや白っぽい金色を呈する部分」について分析を行い、銅

に重なる金・銀・水銀を検出した。そして「この部分に、銀が相当量含まれかつ水銀も相当量残存すること

から、当初、金銭金上に銀鍍金されていた可能性」を示唆 した。

西山氏が明らかにしたところの鍍金・鍍銀を重ねて施す技法は、伝統的な金工技法や現代工芸においても

しばしば行われるものである。その意味としては、銅胎に直接鍍銀を施すのは難しく、まず薄 く鍍金 してか

ら鍍銀を行うと安定 した鍍銀面を得られるといわれる 俗)。 古代 。中世の遺品の中にも、仏像光背の鏡板や

透彫 り金具の地板などに、「白つぽい金色」あるいは「金色っぽい銀色」を呈する事例がしばしばあり、こ

れらは基本的に上のような工程で「銀」もしくは「金・銀の中間色」を目指 したものと思われる。

以上のように、かなり手の込んだ着色処理がなされた法住寺殿轡に対 して、一方の志羅山轡はいかがであ

ろうか。銅象嵌部分に鍍金・鍍銀面は全 く目視できず、赤沼英男氏の分析によっても金・銀・水銀は確認さ

れなかった (本書、赤沼氏報告参照)。 すなわち志羅山轡には当初から鍍金・鍍銀は行われていなかった可能

性がきわめて高い。さらに言えば、本品が法住寺殿轡 と同じ形式のもので、平安後期の鉄地銅象嵌の遺品の

大半が鍍金・鍍銀を施 していることからみても、志羅山轡の場合は、この種の最終着色仕上げを省略 したも

のと考えぎるを得ないのである。
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3 平泉金エエ房の特質～志羅山轡 の意味するもの～

志羅山轡 と法住寺殿轡をめぐる大方の関心は、仮に法住寺殿轡を平安京周辺の工房品と想定したときに、

志羅山轡が彼の地で製作されたのか、奥州平泉周辺で製作されたのか、という点であろう。前章で行つた比

較作業の結果、これらの轡は同じ形式であるにもかかわらず、鍛造・象嵌の両技法において相当の懸隔があ

ることが半J明 し、少なくとも両轡が同じ工房で製作されたものとは見なし難い。また赤沼氏の分析結果によ

れば、鏡板の鋼の化学組成および非金属介在物組成が、それぞれ柳之御所跡出土銑鉄・鉄滓とほぼ同じであ

ることが指摘されている (本書、赤沼氏報告参照)。

したがつて志羅山轡は、当地、平泉で製作された可能性がきわめて高いと言えよう。ちなみに、この轡を

出上した志羅山遺跡は、東方の柳之御所、伽羅之御所、無量光院、北方の中尊寺、西方の毛越寺、観自在王

院といった御所・寺院群に囲まれ、都市・平泉の中枢にあつて、上記諸施設の需要を満たすべ く、手工業生

産者も居住 していたものと思われる。金工品関係でも、これまでに鏡など小型青銅製品を製作 した銅細工関

連遺跡が見つかっている。鴛肴文銅象嵌鏡轡についても、66次調査区からほど遠からぬ場所に製作工房があ

つた可能性は十分考えられよう。

以上のように、志羅山轡を平泉工房の製作と認めうるならば、逆にその作行から当地における金工品製作

の特質が浮かび上がってこよう。まず第一に、おそらくは平安京周辺工房品と思われる法住寺殿轡と同一形

式であるという点。鏡轡 という同一の構造で、法量もミリ単位の違いしかない。しかも銅象嵌で鳥文の加飾

を行うという点も重要な一致点である。そのような品を平泉工房で製作 し得たということは、かかる鏡轡の

モデルとなる品が当地にもたらされていたか、少なくともこの鏡轡の形式を細部にわたるまで熟知 していた

平安京周辺工房の二人が平泉にやって来ていたという状況 しか考えられまい①何より文様形に鉄地を彫 り窪

めて銅板を埋め込むという当時にあってもきわめて特殊な技法は、モデル品の外見観察からだけで施工する

ことはおよそ不可能で、この技術そのものを理解した工人の介在が確実視されるであろう。

なお平安京周辺で、法住寺殿轡のような金工品を製作 した工房として最も有力視されるのは、左京人条三

坊北半 (現在の」R京都駅前の七条通と塩小路通の間)を 中心に展開していた七条町である。ここは藤原明

衡が11世紀半ばに著 した往来物 F新猿楽記』で、七条保長金集百成の居住地として登場する。彼は鍛冶・鋳

物師ならびに金銀細工を生業とし、武器・武具から日用の品、仏具に至る各種金工品の上手とされ、その中

イこ「鐙、街」などの馬具も含まれている。もちろん一人の工人がこれほどの多品目を担当したとは思われな

いが、最近のこの地区の発掘調査で刀装具や鏡、仏具など各種の鋳型が多数出土していて、ここが実際に傍

造 。鍛冶・鍍金などの金工工人たちによる高密度な協業活動の展開した、中世ヨーロッパ都市の手工業ギル

ドにも擬せる同業者集住地区であつたことが知られるに至った⑬)。 法住寺殿轡のように鍛造・彫金・鍍金

などの技法が複合的に施された金工品の製作候補地としてはまことにふさわしい。

さて志羅山轡の製作工房を考える際の第二の留意点は、鍛造による本体作 り込みにおける技量の較差、象

嵌の第一工程である平象嵌文様の輪郭線および線象嵌文様線の藝彫 り技法の不一致、最終着色処理である鍍

金・鍍銀工程の省略、などといった技術上の相違である。これらの所見のうち前の二点は、志羅山轡の製作

に直接携わつたのが、平安京工房 (七条町工房か?)ではなく地元の二人であつたことを物語つている。す

なわち前段で確認 したことと合わせると、轡を製作 した平泉の金工工房には、平安京工房から来た二人と在

地の工人の両者が存在 したと考えてほぼ間違いないと思われ、おそらく前者が後者への指導的役割を担った

のであろう。なお上記のうち仮金・鍍銀の省略について付言すると、平泉でこれらの技法が全 く行われなか

ったとは考えにくい。たんなる「省略」と見る余地もあるが、工房の中に鍍金に熟達 した工人が含まれてい
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なかった、などという、平泉工房に特有の事情が見え隠れしているようにも思える。

ともあれ、このような工房の編成に奥州藤原氏が直接関わつたことは想像に難 くない。平泉という都市 じ

たいが藤原氏の政治的な意図のもとに形成され盛衰を遂げたことを考えれば、ここに金工工房を置き、平安

京から熟練二人を招聘し、在地工人をも編成して「都ぶり」の品々を製作させたと結論づけても無理はない

であろう。そのような平泉金工工房の特質を窺いうる事例はほかにもある。

例えば志羅山遺跡37次調査で出上した鏡鋳型は、別稿 (10で 詳論 したⅡ類、すなわちスサや礫混 じりの土

質からなる粗型をベースに、きめの細かい良質の鋳物上である真土を一定の厚みで塗って鋳込み面とする三

層構造の鋳型で、前述の平安京左京八条三坊で出土 した多量の鏡鋳型と変 りがない (図 3)(11)。 ところが

ただ一つ、平安京工房の鏡鋳型と異なる点がある。すなわち平安京出土のそれはほぼ例外なく粗型中央に「鳥

目」などと後世呼ばれる円孔が見られる。この孔は、円鏡の外形を真土に挽き回すコンパスの軸を設定する

ことと、鏡中央につく鉦 (紐通 しのつまみ)の高まりの分の窪みを確保するという二つの機能があり、平安

京では粗型製作時に棒状の軸木を通し引き抜 くことで貫通する孔を設けた。これに対 し志羅山遺跡の鋳型は、

中央があたかも指で押さえたような凹みだけで上記の二つの機能を果たしており、貫通する孔は見られない

のである。この場合も轡 と同じように、平安京における鏡製作の基本技術はおそらく招聘された工人により

伝えられていて、結果として鏡鋳造に十分な鋳型となっているのであるが、中央孔という一点でのみ、平安

京では有 りえない手法が発現していて、ここでも在地工人の存在が指摘できるのである。

さらに製品で言えば、柳之御所跡出土の松鶴鏡が留意される (図 4)(1の。真土に箆で押 し描いた流麗な

松や鶴の表現は、平安京工房で製作され全国に流通 した松鶴鏡に通有のものである(131。 しかしこの鏡のよ

うに松と鶴の組み合わせに狐や蝶のモチーフを混在させる図様は、松鶴鏡としてはきわめて異例である。ま

た鶴をこのようにやや高肉に表現するタイプは、幅 2 Hlln前後で直立する断面長方形の周縁を通例とするので

あるが、柳之御所鏡は周縁内側が傾斜をもち断面台形に近 く、この点でも通例と異なる。文様も銅質も一見

平安京の製品に見えるが、あるいは平泉工房における製作になるかも知れない。

このように眺めてくると、志羅山轡に見た製作の在 り方は、平泉における金工工房の特質そのものであっ

たのではないかと思えてくる。そしてそれは、平泉遺跡群で大量に出土する手づくねかわらけの内に平安京

から搬入されたものがわずかに見られ、大半のものは在地ロクロ成形かわらけと技法・形態上融合したもの

であること(14)と も相い通じていて、当地における手工業生産全体の特質であるのかも知れない。もとより

① 粗 型
② 化粧真土
③ 上 真土

0
0          5          10cm

図 4 柳之御所出上の松鶴鏡 (三浦他1994)図 3 志羅山遺跡出上の鏡鋳型 (菅原1995)

-421-



数少ない事例からの推量に過ぎず、全体像の最終的な見極めは将来に委ねなければならないが、志羅山遺跡

出上の轡がこの問題を探る上できわめて重要な位置を占めていることだけは疑いないであろう。

小稿の執筆にあたって、法住寺殿跡出土轡を所有する木下美術館から写真の掲載許可をいただいた。記し

て深甚の謝意を表したい。なお同品の全体写真と鏡板の拡大写真については金井杜男氏が撮影 し京都国立博

物館が管理する原板を使用 した。また志羅山遺跡出土轡の写真のうち、全体写真は岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財センター撮影の原板を使用した。それ以外の両轡の部分拡大写真はすべて筆者の撮影によるもので

ある。
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究会1998)、 同『中 。近世の鏡』(日 本の美術394,至文堂1999)な どを参照。
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第13章 自然科学分析

1 志羅山遺跡46次調査におけるトイレ遺構分析

株式会社 古環境研究所

1  1よ じめに

トイレ遺構等の糞便堆積物は、堆積物中の寄生虫卵密度、花粉組成、種実組成にそれぞれ特異性が認めら

れる。したがって、これらの分析を総合的に行うことによつて、対象となる堆積物が糞便であるか否かがわ

かり、 トイレ遺構を示唆することが可能である。また、寄生虫の特異な生活史や食用とされた花粉や種実を

復元することによつて、それらを排泄した人々の飲食物や食生活の検討を行うことも可能となる。

志羅山遺跡46次調査では、 トイレ跡とみられる土坑が検出された。そこで土坑内堆積物について分析を行

い、 トイレ遺構の検討を行った。

2 資料

分析資料は、12世紀とされる土坑46S K 8(A地 区検出)、 46S K26(C地 区検出)中の堆積物 2点である。

46S K 8は埋土中位の有機質土 (1層 )であり、種実類が多 く含まれている。46 S K26で は埋土下半の有機

質土 (4層 )であり、これも種実類が多 く含まれている。

3 寄生虫卵分析

(1)方法

寄生虫卵の分離、抽出は金原 (1992、 1994)を踏襲し、試料に以下の処置を施して行った。

1)サ ンプルを採集する。

2)脱 イオン水を加えて撹拌する。

3)舗別により大きな砂粒や木片等を除去 し、沈殿法を施す。

4)25%フ ッ化水素酸を加え30分間静置。 (2・ 3度混和)

5)水洗後サンプルを2分する。

6)片方にアセ トリシス処理を施す。

7)両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する。

8)検鏡・計数を行う。

以上の物理・化学の各処理間の水洗は、1500r p m、 2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てるとい

う操作を3回繰 り返 して行った。

(2)結果

結果を表 1、 図 1に表す。46S K 8(1層 )か らは回虫卵、鞭虫卵、日本海裂頭条虫卵、肝吸虫卵が、46

S K26(4層)か らは回虫卵、鞭虫卵がそれぞれ検出された。試料 (堆積物)1郁中に算定して、46S K 8

(1層 )で 1,100個 、46S K26(4層 )で 8,230イ固の密度を示す。46S K 8(1層 )では回虫卵、鞭虫卵、日

本海裂頭条虫卵がやや多 く、肝吸虫卵は少ない。46S K26(4層 )は回虫卵、鞭虫卵のみであり、他の寄生
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虫卵は検出されない。

分類群      (試 料0。 lcc中 )  S K08   S K26
学 名 和名 1層    4層

Hel�nth eggs           寄生虫卵

Adθ″ね                     恒]虫ワロ                    43      434
Trた力″r,d             鞭虫卵             44    389
αttοκ力ぬdttθヵs,s            肝吸虫,日                 2
D力わ肋肋湾′れガカοれ肋たヵd?     日本海裂頭条虫卵        21

TA江              計          110    823
(試料 l cc中 に算定)    1100   8230

表 1 志羅山遺跡46次調査における寄生虫卵分析結果

4 花粉分析

(1)方法

花粉粒の分離抽出は、基本的には中村 (1973)を 参考にし、試料に以下の順で物理化学処理を施 して行っ

た。

1)5%水 酸化カリウム溶液を加え15分間湯煎する。

2)水洗 した後、0.5111111の 師で礫などの大きな粒子を取 り除き、沈殿法を用いて砂粒の除去を行う。

3)25%フ ッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。

4)水洗 した後、氷酢酸によって脱水 し、アセ トリシス処理 (無水酢酸 9:1濃硫酸のエル ドマン氏液を加

え 1分間湯煎)を施す。

5)再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。

6)沈造に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グリセリンゼリーで封入しプレパラー トを作製する。

以下の物理化学の各処理間の水洗は、1500r p m、 2分間の遠′い分離を行った後、上澄みを捨てるという

操作を3回繰 り返して行った。

検鏡はプレパラート作製後直ちに生物顕微鏡によつて300～ 1000倍で行つた。花粉の同定は、島倉 (1973)

および中村 (1980)を アトラスとし、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによつて、科、

亜科、属、亜属、節および種の階級で分類 した。複数の分類群にまたがるものはハイフン (― )で結んで示

した。なお、科・亜科や属の階級の分類群で一部が属や節に細分できる場合はそれらを別の分類群とした。

イネ属に関しては、中村 (1974,1977)を 参考にし、現生標本の表面模様 。大きさ・孔・表面断層の特徴 と

退避 して分類 し、個体変化や類似種があることからイネ属型とした。

(2)結果

1)分類群

出現 した分類群は、樹木花粉17、 樹木花粉と草本花粉を含むもの 2、 草本花粉22、 シダ植物胞子 2形態の

計43である。これらの学名と和名および粒数を表 2に示す。主要な分類群を写真に示す。以下に出現 した分

類群を示す。

〔樹木花粉〕

マツ属複維管束亜属、スギ、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ属―アサダ、クリーシイ属、ブナ属、コ

ナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、エレ属―ケヤキ、ウルシ属、カエデ属、 トチノキ、ブ ドウ属、
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分類群 (試料0.lcc中 ) SI(26

学 名 和名 4層

Arboreal pollen

P滋パ d′う
=¢

ηD″J99わη

C叩ヵ脇¢れ,JcPOη Jω

A肋,s

Bιr″滋

Gα rp肋″d-Od生燿ン?ο力Jω

Cαdぢαη¢αθ′?ηαサ,― C,sttη 9ps,s

πα
=,s

@″¢rCフdS,う
=θ

″陸p″οうα肋ヵ′∫

0′¢rC,dd′ うg♂″.●θわう,ね,9ρdね

1/J胞ンs-2″ Jたοフα sιrra筋

R力′d

Acι′

Attc′ Jフ dサ,力沈α勉

7iぬ

Tiど ,α

OJ¢αθ?,9

αθ力瑠う,ル肋¢″ね           リヨウブ               1

ＳＫ０８
一醒

樹木花粉

マツ属複維管東亜属

スギ

ハンノキ属

カバノキ属

クマシデ属―アサダ

クリーシイ属

ブナ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

ニレ属―ケヤキ

ウルシ属

カエデ属

トチノキ

ブ ドウ属

シナノキ属

モクセイ科

8         2

16         6

2         1

1

3

14         5

2         2

15          6

3

1

1

2

3

4

1

2

Arboreal・ Nonttboreal ponen

Rοs,c♂α¢

樹木・草本花粉

バラ科

陸g″脇,ヵοs,ι              マメ科

2

3

Nonarboreal ponen

T/P力,―.SP,rg,ガフれ

σィ,胞ιヵ¢,9

0り0ウ p¢

Cyp¢′αθ¢rJ¢

Aη¢,ど¢れ,資セねα々

MOヵοε力ο′ια

Ff7翻ヵJヵd

乃 Jygο tt d♂ε′P♂お肋 万α

R′胞傷

F,=9Pノ r″胞

C比¢ηopο ,taccαι

Attαrb聰力αθ印?

C,/y9P/97JJ9cθ α♂

Cr7ε ttrrr♂

77c,α

y胞う孤独筋¢

SOttИ,∝α♂

C,c′れιs

協εサ″cοιr79,¢

As舵 ό″θα¢

Xαヵ滋 J″脇

草本花粉

ガマ属―ミクリ属

イネ科

イネ属型

カヤツリグサ科

イボクサ

ミズアオイ属

カラハナソウ属

タデ属サナエタデ節

ギシギシ属

ソバ属

アカザ科

ヒユ科

ナデシヨ科

アブラナ科

ソラマメ属

セリ科

ナス科

キュウリ属

タンポボ亜科

キク亜科

オナモミ属

212

13

15

2

90

1

2

3

146

13

126

1

2

2

5

8

8

1

253

18

2

1

176

7

966

2

13

1

4

1

2

4

2

4

3

A胞脇ね,α             ヨモギ属            178    59
Fern sPOre

Monolate type spore

T�lateげ pe spOre

シダ植物胞子

単条溝胞子

三条溝胞子

Arboreal po■en

Arboreal'Nonarboreal pollen

Nonarboreal Po■ en

Tatal pollen

Unknown ponen

Fern spore

樹木花粉

樹木・草本花粉

草本花粉

花粉総数

(試料 l ccに 算定)

未同定花粉

シダ植物胞子

74         27

5         0

827       1512

906        1539

14496      55404

7          1

79          7

表 2 志羅山遺跡46次調査における花粉分析結果
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シナノキ属、モクセイ科、リヨウブ

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

バラ科、マメ科

〔草本花粉〕

ガマ属―ミクリ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、イボクサ、ミズアオイ属、カラハナソウ属、タ

デ属サナエタデ節、ギシギシ属、ソバ属、アカザ科―ヒユ科、ヒユ科、ナデシヨ科、アブラナ科、ソラマメ

属、セリ科、ナス科、キュウリ属、タンポポ亜科、キク亜科、オモナミ属、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

2)46S K 8(1層 )

樹木花粉より草本花粉の占める割合が極めて高い。イネ科、ヒユ科、アブラナ科、ヨモギ属、カラハナソ

ウ属の出現率が高い。樹木花粉は極めて少なくスギ、クリーシイ属、コナラ属コナラ亜属などが出現する。

3)46S K26(4層 )

樹木花粉より草本花粉の占める割合が極めて高い。イネ科、ヒユ科、ヨモギ属、カラハナソウ属の出現率

が高 く、他にソバ属、キュウリ属が出現する。樹木花粉は極めて少ない。

5 種 実同定

(1)方法

試料 (堆積物)200ccを 0。 25111nの 舗を用いて水洗選別を行い、その残澄を双眼実体顕微鏡下で観察 した。

同定は形態的特徴および現生標本との対比で行い、結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示 した。

(2)結果

1)分類群

樹木 3、 草本16、 計19が同定された。学名、和名および粒数を表 3に示し、主要な分類群を写真に示す。

以下に同定根拠 となる形態的特徴を記す。

〔樹木〕

a。 キイチゴ属 Rubus核 バラ科

淡褐色でいびつな半円形を呈す。表面には大きな網目模様がある。長さ1.7～ 1,9mull、 幅1.3～ 1.5111111。

b.ブ ドウ属 V�s 種子 ブ ドウ科

茶褐色で卵形を呈 し、先端がとがる。腹面には二つの孔があり、背面には先端が精円形のヘソがある。長

さ4.211ull、 幅3.8肛n。

cマ タタビ属 Actinidia 種子 マタタビ科

茶褐色で楕円形を呈す。表面には規則的に並ぶ孔がある。長さ1,7～ 1,9nm、 幅1,1～ 1.311ull。

〔草本〕

d.イ ネ科 Gramineas 頴

黄褐色で長楕円形を呈す。長さ2.5～ 3.OnMl、 幅0.8～ 0。 911ull。

e.ホ タルイ属 Sc�pus 果実 カヤツリグサ科

黒褐色で、やや光沢がある。広倒卵形を呈し、断面は両凸レンズ形である。表面には横方向の微細な隆起
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がある。長さ2.Ollllll、 幅1.811ull。

f.カ ヤツリグサ属 Cyperus 果実 カヤツリグサ科

黒褐色で挟倒卵形を呈す。表面はやや粗い。断面は三角形である。長さ1,2～ 1,311ull、 幅0.511ull。

g.カ ヤツリグサ科 Cyperaceas 果実

黒褐色で倒卵形を呈す。断面は両凸レンズ形である。長さ2.5nllll、 幅1.211Hl。

h.タ デ属 Polygonum 果実 タデ科

黒褐色でやや光沢があり、卵形を呈す。断面は三角形である。長さ2.211ull、 幅1.5null。

i.ア カザ属 ChenOpodium 種子 アカザ科

黒色で光沢があり、円形を呈する。中央にくぼんだヘソがあり、ヘソから周縁まで浅い溝がはしる。径1.

0～ 1。 lllull。

j.ヒユ属 Amaranthus 種子 ヒユ科

黒色で光沢がある。円形を呈 し、一ヶ所が切れ込みヘソがある。断面は両凸レンズ形である。径1。 1～ 1.3

k。 ナデシヨ科 CaryOphyllaceae 種子

黒色で円形を呈 し、一端がくびれてヘソがある。表面には小突起が蜜に分布する。径0.9tull。

l.ヘ ビイチゴ属―オランダイチゴ属―キジムシロ属 Duchesnea―耐電�a― POten伍 11 種子 バラ科

黄褐色で腎臓形を呈す。表面はやや粗い。長さ1,lllxll、 幅 0。 7 11un。

m.カ タバミ属 Oxalis 種子 カタバミ科

茶褐色で球形を呈 し、上端がとがる。両面には横方向に6～ 8本の隆起が走る。長さ1,4～ 1.511ull、 幅1.0

～ 1.lllun。

n.エ ゴマ  Pe五 1la fmtescens B� tton var.JapOnica Hara 果 実  シ ソ科

茶褐色で球形を呈 し、下端はわずかに突出する。表面に大きい網目模様がある。径2.lllull。

分類群 伽 髄c中) S K08  S K26
学 名              和名             部位    1層     4層

Arbor              樹木

買ヵう″d               キイチゴ属          核     71    27
yJ施                 ブドウ属            種子     1
A税励                 マタタビ属            種子      4

歪肺輛婢Cypを rlvd

Q〃¢聰C印¢

Pο 7Jjgο ,"脇

Chenopodium

Attrtr,力朋

Cりropゅ J力θιαι

D″ c力 es■?―めogari2-PοセηriJJ9

0ttαJね

Perilla fmttscens Britton vΥ japOntcaHara  エゴマ

草本

イネ科

ホタルイ属
カヤツリグサ属
カヤツリグサ科

タデ属

アカザ属
ヒユ属

ナデシヨ属
ヘピイナ襲サランアイナ蠣■ジムンロ属
カタバミ属

穎           7
果実          1
果実          2
果実     1     1
果実          1
疱三月F          5         30

種子          127
種子           1
種子     1
種子     2
果実     1
れヨ月許         85         18

種子           1
種子    12     3
種子    16     6
果実     1

dο′α″Й脇脇¢Jο確
=♂

胞 と

So肋ヵ,c?α¢

S¢ s,脇″れ ,�cン靱と

Cヵθ″脇ιd胞¢わと

S彪 ¢々sbιじたカフ歳 atts/1Jた加ο

ナス

ナス科
ゴマ

ウリ類

メナモ ミ

合計

Uttknown
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o.ナ ス Solanum mclongena L.種 子 ナス科

茶褐色～黄褐色で円形を呈 し、一端にくばみがある。表面には不規則で微細な網目模様がある。断面は扁

平である。径3.1～ 3.4111n。 径が3.On44以 上と大きく、現生ナスの種子を酸処理 したら網目状構造が一致 した

ので、ナスと同定した。

p.ナス科 Solanaceae 種子

黄褐色で円形を呈す。、表面には網目模様がある。長さ2.llllln、 幅1.6nul。

q.ゴマ SeSamum indicum L. 種子 ゴマ科

黄褐色～茶褐色で楕円形を呈 し、一端がややとがる。表面には微細な網目模様がある。長さ2.7～ 2.9nm。

幅1.7～ 1.841m。

r.ウ リ類 Cucu� s mclo L.種 子 ウリ科

淡褐色～黄褐色で長精円形を呈す。上端は「ハ」の字状にくぼむ。

46S K 8出 土で計測可能な種子が15個体あった。6.1～ 8.OHulの 中粒種子 (マ クワウリ・シロウリ型)が10

個体、8,OHlln以 上の大粒種子 (モ モルデイカメロン型)が 5個体であつた。最大粒長は9,8null、 最小粒長は6.

8Hllllであり、平均粒長は8.Onmであつた。

46 S K26出 土は計沢1可能な種子が 2個合であり、6.511mと 7.7Hmであった。

s.メ ナモミ Sicgesbeckia pubesccns Makino 果実 キク科

黒色で倒卵形を呈 し、上端は切形で、下端は細 く曲る。表面は粗 く、断面はひし形である。長さ2,711Ml。

幅1,2mln。

2)46S K 8(1層 )

キイチゴ属、ナスが多 くウリ類、ゴマ、マタタビなどが検出される。食用になる植物が多い特徴を示す。

3)46S K26(4層 )

ヒユ属が多 く、アカザ属、キイチゴ属、ウリ類、ゴマと続 く。ヒユ属とアカザ属が食用になるかどうかは

不明だが、他は食用になる植物ばかりである。

6 考察

1)ト イレ遺構の可能性

寄生虫卵分析において46S K 8(1層 )と 46 S K26(4層 )と も試料 (堆積物)1爾 3中 に1,000個 以上

の寄生虫卵密度を示 し、46S K26(4層 )では8,000個 以上にも達する。花粉分析において46S K 8(1層 )

はイネ科、ヒユ科、アブラナ科、ヨモギ属、カラハナソウ属が優占し、自然堆積物で多い風媒花の樹木花粉

が著しく低率であり、自然堆積物の花粉組成とは異なる。46S K26(4層 )においても、ヒユ属が優占し、

イネ科、カラハナソウ属、ヨモギ属が多 く、同様に特徴的な花粉組成を示す。種実同定において46S K 8(1

層)は キイチゴ属、ナス、ウリ類、ゴマ、マタタビ、ブドウ属の食用になる植物が極めて多い。46S K26(4

層)ではヒユ属が多 く、アカザ属、キイチゴ属、ウリ類、ゴマがやや多 く、食用になる植物が多い。以上の

46S K 8(1層 )と 46S K26(4層 )か ら得られた遺体群集の特徴からみて、試料 となった堆積物が糞便の

累積であると判断される。よって、46S K 8と 46S K26が トイレ遺構である蓋然性は高い。

2)食生活について

46S K 8(1層)は回虫卵、鞭虫卵が多い。回虫、鞭虫は一般的な定住農耕によつて蔓延的に感染する。

花粉ではアブラナ科、ヨモギ属が多いことから、これらの野菜や野草が重要な感染源であつたと考えられる。
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他に、日本海裂頭条虫卵が検出されていることからサケ、マスが摂食されていたとみられる。また肝吸虫卵

も認められることにより、コイ科の淡水魚の摂食も推定される。草本花粉でイネ科、ヒユ科、アブラナ科、

ヨモギ属、カラハナソウ属の出現率が高 く、アブラナ科、ヨモギ属は前述 したように野菜や野草の摂食を反

映していると考えられる。イネ科にはイネ属型も含まれるが、イネ、ヒユ、アワのイネ科の穀類は頴の中に

花粉が多 く残存するため、脱穀 した後でも含まれている可能性が高 く、おそらくそれが反映したのであろう。

ヒユ属は花序が薬用にされた可能性がある。カラハナソウ属はカナムグラの可能性が高 く、北東日本の改変

地に多い人里雑草であり、周辺に繁茂 していたものが反映された可能性が高い。また、ヨモギ属についても

同様の可能性がある。なお、カラハナソウ属も花序を薬用や香幸料に用いられた可能性が残される。種実で

はキイチゴ属、マタタビの木本とナス、ウリ類、ゴマの作物が食べられていたようである。

46S K26(4層 )では回虫卵、鞭虫卵のみであり、魚類の摂食が認められない。ヒユ科の花粉が多 く、ヒ

ユ属の種子も多く、ヒユ属が多 く摂食されている。これは薬用とも考えられるが、ヒユ科ヒユ属のヒユは葉

が野菜としても食べられ、植物全体を野菜 として用いられた可能性がある。他に、花粉からはイネ科から穀

類の摂食がが示唆され、ソバ (ソ バ属)が食べられていたことが推定される。ヨモギ属とカラハナソウ属は

46S K 8(1層 )と 同様に食べられたか、周囲に雑草として多 く生育していたものであったと考えられる。

種実ではキイチゴ属の木本、ウリ類、ゴマの作物が食べられていたと推定される。

3)食生活の相違について

46S K 8と 46 S K26で は寄生虫卵の構成に大きな相違がある。46S K 8で は日本海裂頭条虫卵と肝吸虫卵

が検出されるのに対し、46 S K26か らはまったく検出されない。つまり、46S K26の 堆積物には魚類が摂食

された痕跡が認められないということである。また花粉組成も異なり、両者では食生活が異なることが考え

られる。僧坊である石川県鹿島町の大宮坊跡の厠跡 (金原・金原1995)で は同様の魚類などの肉食を行わな

い食生活が示唆されており、46S K26が 同じ性格をもつ可能性もある。ただし、分析データーがそれぞれの

遺構の食生活全体を反映していないことも考えられ、また、淡水魚以外の海水魚の摂食も考えられる。
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志羅山遺跡第66次 。第74次調査出土材の樹種

高橋 利彦 (木工舎「ゆい」)

1 . 滸式  琴斗

試料は135点で、池跡 (66-1号池・66-2号池)か ら検出された笹塔婆や形代などの祭祀具・椀や皿・

箸・曲物・下駄などの木製品 。加工材103点、 トイレ状土坑 (74S K12)か ら検出された「チュウ木」30点 、

井戸跡 (74S E 3)か ら検出された木製品 2点である (表 1参照)。 試料の大半は平安時代末 (12世紀)の も

のとされているが、66-2号池から出土 した 9点 は13世紀後半～14世紀前半のものとされる。

2.方 法

剃刀の刃を用いて試料の木口・柾目・板目の3面の徒手切片を作製、ガム・クロラール (Gum CHoral)

で封入し、生物顕微鏡で観察 。同定した。同時に顕微鏡写真図版 (図版 1～ 4)も 作製した。なお作製した

プレパラートはすべて木工舎「ゆい」に保管されている。

3.結 果

試料の中には確実な同定ができず類似種としたものもあったが、以下の11分類群 (こ こでは科・亜科・属

・節・種の異なった階級の分類単位を総称 している)に同定された。試料の主な解剖学的特徴や現生種の一

般的な性質は次のようなものである。なお、科名・学名・和名およびその配列は「日本の野生植物 木本 I

・Ⅱ」(佐竹ほか 1989)に したがい、一般的性質などについては「木の事典 第 1巻～第17巻」(平井 1979

～1982)も 参考にした。 ( )のついた試料番号は類似種としたものを示 している。

・スギ (C朝殉η9riα ブリ伽た,) スギ科 No.2501、 2502、 2503、 2504、 2505、 2510、 2519、 2521、 2525、

3131、  3132、  3133、 3136、 3138、 3140、 3143、  3144、  3146、 3148、 3149、 3151、  3152、 3154、  3155、  3158、

3159、 3163、 3164、 3166、 3167、 3168、 3169、 3170、 3171、 3172、 3176、 3178、 3189、 3190、  ●193)、 3198、

3199、  3200、  3204、 3205、 3206、 3217、 3218、  3219、  3220、 3221、 3222、  3223, 3224、  3225、  3226、  3227、

3228、  3229、 3230、 3231、 3232、 3233、 3234、  4010、  4011、  4012b、  4013

早材部から晩材部への移行はやや急で、年輪界は明瞭。樹脂細胞はほぼ晩材部に限つて認められ、樹月旨道

はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑 らか、分野壁孔はスギ型 (TaxOdioid)で 2～ 4個。放射

組織は単列、 1～ 15細胞高。No。 3193は 切片が 1年 に満たないため類似種としたがほぼ確実と思う。

スギは本州・四国 。九州に自生する常緑高木で、また各地で植栽・植林される。国内では現在ヒノキに次

ぐ植林面積をもち、長寿の木としても知られる。材は軽軟で割裂性は大きく、加工は容易、保存性は中程度

である。建築・土木・樽桶類・舟材など各種の用途がある。

・ヒノキ属の一種 (働αれαT〃αrig Sp。 )ヒ ノキ科 No.2573、 3134、 (3137)、 (3141)、 3150、 3153、 (3156)、

(3157)、 (3160)、 3162、 (3165)、 (3173)、 3175、 3185、 3187、 3191、 3194、 3201、 4012a

早材部から晩材部への移行はやや緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞は晩材

部に限つて認められ、樹脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑 らか、分野壁孔はヒノキ型
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(Cuprcssoid)で 1～ 4個。放射組織は単ア1、 1～ 15細胞高。No。 3137・ 3141・ 3157・ 3160,3165・ 3173

は放射柔細胞中に樹脂が詰まっているうえに細胞壁の劣化が進んでいて分野壁孔が十分観察できない。No.

3156は切片が 1年に満たない。

ヒノキ属にはヒノキ (o,胞αT〃αriS οうとフ∫α)と サワラ (GP,d独胞)の 2種がある。ヒノキは本州 (福島

県以南)。 四国 。九州に分布 し、また各地で植栽される常緑高木で、国内では現在植林面積第 1位の重要樹

種である。材はやや軽軟で加工は容易、割裂性は大きいが強度・保存性は高い。建築・器具材など各種の用

途が知られている。サワラは本州 (岩手県以南)。 九州に自生 し、また植栽される高木で多 くの園芸品種が

ある。材は軽軟で害↓裂性は大きく、加工も容易、強度的にはヒノキに劣るが、耐水性が高いため樽や桶にす

るほか各種の用途がある。

・ ア ス ナ ロ ●功嫉ψdね 及滋諺胞勉) ヒ ノ キ科  No.2506、 2507、 2508、 2509、 2511、 2512、 2513、 2514、

2515、 2516, 2517、  2518、 2520、  2522、 2523、 2524、  2526, 2527、  2528、  2529、  2530、 2572、 3139、  (3142)、

3145、 3147、   (3161)、 3124、 (3177)、 3195、 4015

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭 く、年輪界は明瞭。樹脂細胞はあるが村

脂道はない。放射仮道管はなく、放射柔細胞の壁は滑らか、分野壁孔は小型のヒノキ型～スギ型で 1～ 6個。

放射組織は単列、 1～ 5(10)細胞高。No.3142・ 3161,3177は樹脂 と細胞壁の劣化で分野壁孔が十分観

察できなかった。

アスナロは本州・四国 。九州に分布する日本特産の常緑高木で、時に植栽される。北海道 (渡島半島以南 )

。本州北部には変種ヒノキアスナロ (ヒ バ)(Tあ肋う胞勉 var.力ο乃カテ)があるが、解剖学的には区別できない。

材はやや軽軟で気存性は高い。建築・土木・家具・器具材など各種の用途が知られている。

・ヒノキ科の一種 (Cupressaceae sp.)No.3135

上記ヒノキ属やアスナロに似るが、試料の状態が悪 く、良好な切片を作製することができず確定できなか

つた。写真図版は作製していない。

・ブナ属の一種 (胞
=レ

∫sp。 ) ブナ科 No.4008、 4009

散孔材で管孔は単独または放射方向に2～ 3個が複合、横断面では多角形、管壁はやや薄く、分布密度は

高い。道管は単穿孔および段 (bar)数 が10前後の段階穿孔をもつ。放射組織は同性～異性Ⅲ型、単列・数

細胞高のものから複合組織まである。柔組織は短接線状および散在状。年輪界はやや明瞭。

ブナ属にはブナ (脆
=,d cκ

ttα ttθ )と イヌブナ は ヵ即崩εα)の 2種がある。ブナは北海道南西部 (黒松内

低地帯以南)・ 本州・四国 。九州に、イヌブナは本州 (岩手県以南)・ 四国 。九州の主として太平洋側に分

布する。イヌブナのほうがブナより低標高地から生育し、またブナのような大群落をつくることはない。ブ

ナは日本の冷温帯落乗樹林を代表する樹木で、かつては東日本の山地に広 く生育していた。材はやや重硬で、

強度は大きいが加工はそれほど困難ではなく、耐朽性は低い。木地・器具・家具・薪炭材などの用途があつ

たが、最近では各種の用途に用いられている。

・コナラ属コナラ亜属コナラ節の一種 (2,9κヵd subgcn.2,ι κ,S SeCt.Pr力 ″∫sp。 )ブ ナ科 No.3192、 32

02
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環孔材で、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減 しながら火炎状に配列する。大道管は横断面では円形、

小道管は横断面では多角形、ともに単独。単穿孔をもち、壁孔は交互状に配列、放射組織との間では柵状～

網目状 となる。放射組織は同性、単列、 1～ 20細胞高のものと複合組織よりなる。柔組織は同囲状および短

接線状。年輪界は明瞭。

コナラ節はコナラ亜属 (落葉ナラ類)の 中で果実 (い わゆるドングリ)が 1年 目に熟するグループで、カ

シワ (2,ικ,d溌滋 勉)・ ミズナラ (2.cr,ゞ p′肋)。 コナラ (2.d♂ rrp勉 )・ ナラガシワ (2.α J,¢胞 )と いく

つかの変・品種を含む。ミズナラ・カシワ・コナラは北海道 。本州・四国・九州に、ナラガシワは本州 (岩

手・秋田県以南)・ 四国 。九州に分布する。このうち平野部で普通に見られるのはコナラである。コナラは

樹高20mに なる高木で、古 くから薪炭材として利用され、植栽されることも多かった。材は重硬で、加工は

困難、器具・機械・樽材などの用途が知られ、薪炭材 としてはクヌギ (2.,c"施∫加p)イこ次 ぐ優良材である。

・クリ (C♭ dttηθα ε胞々 ,力) ブナ科 No.3196、 3197、 3203

環孔材で孔圏部は 1～多列、孔圏外でやや急激に管径を減じたのち漸減しながら火炎状に配列する。大道

管は単独、横断面では円形～楕円形、小道管は単独および 2～ 3個が斜 (放射)方向に複合、横断面では角

張った楕円形～多角形。道管は単穿孔をもち、壁孔は交互状に配ア1、 放射組織との間では柵状～網目状とな

る。放射組織は同性、単 (～ 2)列、 1～ 15細胞高。柔組織は周囲状および短接線状。年輪界は明瞭。

クリは北海道南西部 。本州 。四国 。九州の山野に自生 し、また植栽される落葉高木である。材はやや重硬

で、強度は大きく、加工はやや困難であるが耐朽性が高い。土木・建築・器具・家具・薪炭材、猾木や海苔

粗柔などの用途が知られている。

・ケヤキ (Z,たοッ¢∫ιrrp勉 ) ニレ科 No。 3181、 3182、 3183、 3184、 3243

環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減、塊状に複合 し接線～斜方向の文様を

なす。大道管は横断面では円形～楕円形、単独、小道管は横断面では多角形で複合管孔をなす。道管は単穿

孔をもち、壁子しは交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異性Ⅲ型、 1～ 10細

胞幅、 1～ 60細胞高。しばしば結晶を含む。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ケヤキは本州・四国 。九州の谷沿いの肥沃地などに自生 し、また屋敷林や並木として植栽される落葉高木

で、時に樹高50mに も達する。材はやや重硬で、強度は大きいが加工は困難でなく、耐朽性が高 く、本理が

美 しい。建築・造作・器具・家具・機械・彫刻・薪炭材などの各種の用途が知られ、国産広葉樹の中で最良

のものの一つに上げられる。

・イスノキ (D汚ヴ,,れ 胞θ♂脇ο∫,脇)マ ンサク科 No.3188

散孔材で、ほとんど単独、横断面では多角形。道管は階段穿孔をもち、段数は10前後。放射組織は異性Ⅱ

型、 1～ 3細胞幅、 1～ 10細胞高。柔組織は独立帯状または短接線状で日だつ。年輪界は不明瞭。

イスノキは本州 (関東南都以西)。 四国・九州・琉球の常緑樹林内に生育する常緑高木である。イスノキ

属には他に小笠原に分布するシマイスノキ (Do J,等 ,tF9サ′胞)がある。材は重硬で加工困難、強度・耐朽性は

大きい。家具・器具・建築材として用いられるほか、櫛 としてはツゲに次ぐ良材とされている。

ウコギ科 No.4014ハ リギリ (胞妙 伽餌 Pたすヵ∫)

-435-



表 1 志羅山遺跡第66次 。第74次調査出土材の樹種

試料番号 検出遺構 用 途 種 試料番号  検出遺構 用 途

2501 馳 S K12 5層

2502 74S K12 5層

2503 74S K12 5層

2404 馳 S K12 5層

2505 74S K12 5層

2506 馳 S K12 5層

2507 74S K12 5層

2508 74S K12 5層

2509 74S K12 5層

2510 74S K12 5層

2511 74S K12 5層

2512 馳 S K12 5層

2513 74S K12 5層

2514 74S K12 5層

2515 74S K12 5層

2516 74S K12 5層

2517 74S K12 5層

2518 74S K12 5層

2519 74S K12 5層

2520 74S K12 5層

2521 74S K12 5層

2522 74S K12 5層

2523 74S K12 5層

2524 74S K12 5層

2525 馳 S K12 5層

2526 74S K12 5層

2527 74S K12 5層

2528 74S K12 5層

2529 74S K12 5層

2530 ZS K12 5層

2572  74S E3 埋土

2573  74S E3 速≧」ヒ

3131 661号池 5層

3132 66-1号 池 5層

3133 66-1号 池 5層

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チユウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

チュウ木

曲物側板 ?

不明 (漆塗)

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

スギ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

スギ

アスナロ

スギ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

スギ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

アスナロ

ヒノキ属の一種

スギ

スギ

スギ

3134 661号 池 5層

3135 661号 池 5層

3136 661号池 5層

3137 661号池 5層

3138 66-1号 池 5層

3139 661号 池 5層

3140 661号 池 5層

3141 66■ 号池 5層

3142 661号池 5層

3143 661号池 5層

3144 66-1号 池 5層

3145 66-1号池 5層

3146 661号池 5層

3147 66■号池 5層

3148 661号池 5層

3149 661号池 5層

3150 66-1号 池 5層

3151 66-1号 池 5層

3152 66-1号池 5層

3153 66-1号 池 5層

3154 661号池 5層

3155 661号池 5層

3156 661号池 5層

3157 661号池 5層

3158 661号池 5層

3159 661号 池 5層

3160 661号 池 〕習

3161 66-1号 池 5層

3162 661号池 5層

3163 66-1号 池 5層

3164 66-1号 池 5層

3165 66-1号 池 5層

3166 66-1号 池 5層

3167 661号池 5層

3168 661号池 5層

ヒノキ属の一種

ヒノキ科の一種

スギ

ヒノキ属類似種

スギ

アスナロ

スギ

ヒノキ属類似種

アスナロ類似種

スギ

スギ

アスナロ

スギ

アスナロ

スギ

スギ

ヒノキ属の一種

スギ

スギ

ヒノキ属の一種

スギ

スギ

ヒノキ属類似種

ヒノキ属類似種

スギ

スギ

ヒノキ属類似種

アスナロ類似種

ヒノキ属の一種

スギ

スギ

ヒノキ属類似種

スギ

スギ

スギ

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆
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試料番号 検出遺構 用 途 試料番号 検出遺構   用 途

3169 66-1号 池 5層

3170 661号池 5層

3171 661号池 5層

3172 66-1号 池 5層

3173 66-1号 池 5層

31“  66■号池 5層

3175 661号池 5層

3176 661号池 5層

3177 661号池 5層

3178 66-1号 池 5層

3181 66-1号 池 4層

3182 661号池 3層

3183 661号池 4層

3184 661号池 4層

3185 66-1号 池 3層

3186 66-1号 池 5層

3187 661号池 4層

3188 66-1号 池 5層

3189 661号池 4層

3190 661号池 5層

3191 66■号池 5層

3192 66-1号 池 5層

3193 66-1号 池 5層

3194 66-1号 池 4層

3195 66-1号 池 5層

3196 66■号池 5層

3197 661号池 5層

3198 661号池 5層

3199 661号池 5層

3200 661号池 3層

3201 661号池 3層

3202 661号池 3層

3203 661号池 5層

3204 661号池 5層

3205 661号池 5層

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

笹塔婆

墨書棒状品

漆紙入 り皿

皿

椀

底部

漆塗板状品

町尋り金商?

不明漆器

櫛

形代 ?

形代

形代 ?

陽物

形代

刀子柄

刀子柄

連歯下駄

連歯下駄

笹塔婆状品

ものさし

曲物底板

蓋/底板

不明加工材

不明加工材

不明加工材

不明加工材

スギ

スギ

スギ

スギ

ヒノキ属類似種

アスナロ

ヒノキ属の一種

スギ

アスナロ類似種

スギ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ケヤキ

ヒノキ属の一種

不明 (非木材)

ヒノキ属の一種

イスノキ

スギ

スギ

ヒノキ属の一種

コナラ属コナラ亜属コ

ナラ節の一種

スギ類似種

ヒノキ属の一種

アスナロ

クリ

クリ

スギ

スギ

スギ

ヒノキ属の一種

ヨナラ亜属コナラ亜属
コナラ節の一種

クリ

スギ

スギ

3206 661号池 3層

3217 66-1号 池 5層

3218 66‐ 1号池 4層

3219 661号池 5層

3220 661号池 3層

3221 661号池 5層

3222 661号池 5層

3223 66-1号 池 5層

3224 66-1号 池 5層

3225 661号池 4層

3226 661号 池 5層

3227 661号池 5層

3228 66‐ 1号池 5層

3229 66‐ 1号池 5層

3230 661号池 4層

3231 661号池 5層

3232 661号池 5層

3233 661号池 5層

3234 661号池 5層

3243 66-1号 池 3層

4008   66-2手テ引と

4009 66-2号 池

4010 66-2号 池

40■  662号池

4012a662号 池

4012b662号池

4013 662号池

4014 662号池

4015   66-21許引と

4016 662号 池

不明加工材

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

箸

漆器

皿 ?

椀

蓋/底板

蓋 ?

曲物側板

同上底板

笹塔婆

椀

笹塔婆状品

ザル

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

スギ

ケヤキ

ブナ属の一種

ブナ属の一種

スギ

スギ

ヒノキ属の一種

スギ

スギ

ハリギリ

アスナロ

イネ科タケ亜科の一種
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環孔材で孔圏部は 1～ 2列、孔圏外で急激に管径を減 じたのち漸減、塊状に複合 し接線～斜方向の文様を

なす。大道管は横断面では楕円形、ほぼ単独、小道管は横断面では多角形で複合管子しをなす。道管は単穿孔

をもち、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性Ⅲ (～ Ⅱ)型、 1～ 8細胞幅、 1～ 40細胞高で時に鞘状

の細胞が認められる。柔組織は周囲状。年輪界は明瞭。

ハリギリ (セ ンノキ)は本州から九州の山地林内に自生する落葉高木である。材の重さ・硬さは中程度で、

加工は容易、耐朽性はあまり高 くない。家具材のほか建築内装 。器具・機械・彫刻材など各種の用途が知ら

れる。

・イネ科タケ亜科の一種 (Gramincac subfam.Barnbusoidcac sp.)No.4016

維管束が基本組織の中に散在する不斉中心柱をもつ。

タケ亜科 (タ ケ・ササ類)に は多数の種が含まれるが、解剖学的には区別できない。

No.3186は 鳴り鏑か ?と されていたものであるが、材ではなかった。このため種類は明らかにできなか

った。

以上の同定結果を検出遺構や推定されている用途とともに一覧表で示す (表 1)。

4.考 察

今回同定対象とした試料を通覧すると、スギが半数 (68点 )を 、 (変種ヒバを含む広義の)アスナロ (類

似種を含む、以下同様)(31点 )と ヒノキ属 (類似種を含む、以下同様)(19点 )がそれぞれ 2割程を占め、こ

の他の分類群ではケヤキが 5点、クリが 3点認められた以外はいずれも1ま たは2点にとどまっている (表

2)。 これは推定されている用途のほとんどが笹塔婆や「チュウ木」・箸など、薄板やその加工品とみられる

もので占められているためで、割裂性に優れ加工のしやすいスギやヒノキ属・アスナロが選ばれたものであ

ろう。この点は柳之御所跡出土試料で得られている傾向 (能城 1995、 高橋 1995)と 類似するものである。

笹塔婆48点の用材は過半数をスギ (28点 )が占め、ヒノキ属 (H点 )、 アスナロ (8点 )、 このどちらかと思

われるヒノキ科 (1点 )のいずれも針葉樹であった。また笹塔婆状木製品とされている2点 もスギとヒノキ

属に同定された。これらはいずれも厚さ 2 mHl前後の薄板を切削加工したもので、加工性に優れる材質が選択

理由となったものと思う。平泉地域でこれほど多数の笹塔婆が検出・検討された例はこれまでないが、スギ

の多用は隣接する柳之御所跡出土試料でも認められ (高橋 前出、能城 前出)、 当時の平泉地区では入手 し

やすい樹種でもあったものと思う。

笹塔婆ほど薄くはないが、形代 (た だしNo.3192を 除く)・ 山物・蓋または底板などの薄板にもスギと

ヒノキ属が用いられており、同じく加工性を選択理由にしているものと思う。

「チュウ木」は30点が検討され、アスナロ (21点 )と スギ (9点)に同定された。 7対 3でアスナロが多

く、割裂性に富む針葉樹が多用されている点では一致するもののスギが890/Oを 占めている柳之御所出土試料

(能城 前出)と は異なった組成を示している。

近代的な動力製材が行われるまでは、一枚の板を得るために費やした労力は多大なものであり、そうして

得られた板材は、材料の入手 しやすさとは無関係に貴重なものであった。そのため、一度製材 。加工 して用

いた材料を二次・三次加工 したり、他の用途に転用することはごく普通に行われていたはずである1)。 そう
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表 2 志羅山遺跡第66次・第74次調査出土材の主な用途別樹種構成

?のついたものも各用途に含めた

分類群/用途  笹塔婆  チユウ木 椀・皿 形代 蓋/底 漆 器 合計その他下駄曲物

スギ

ヒノキ属

アスナロ

ヒノキ科

ブナ属

コナラ節

クリ

ケヤキ

イスノキ

ハリギリ

タケ亜科

28

11*

8*

1

6

4

1

ユ

1

1

1

68

19

31

1

2

2

3

5

1

1

1

合計

*:類
似種を含む

した再利用・転用の中でも最終的な利用の形態が、燃材と「チュウ木」であろう。他の用途のために加工さ

れた痕跡 (No.2501～ 2505な ど)の有無にかかわらず、「チュウ木」への転用 ,再加工が行われていた可

能性は高いと考えるべきであろうの。

今回の試料は幅 l cm前後 。厚さ数nlHlの 材片であり、これを薄板を転用・再加工するのではなく板材から作

り出すとすれば、厚さ l cm程度の板材を数mln幅で小割にすることになる。例えば片手で持てる程度の幅 (10

～15cm)の板 1枚からは、数10本の「チュウ木」が作れるはずである。したがって今回対象とした試料はも

ちろん、柳之御所跡試料でも元の板材の数で見ればそれほど多 くはない可能性 もあり、両者の組成の違いは

元の材料の大きさ (板幅)を反映しているのかも知れない。

一方、「チュウ木」は一定数量を常備 しておかなければならなかったであろうから、他用途材の転用 。再

利用だけではまかないきれなかったことも考えられる。原木から「チュウ木」用の木取 りが行われた場合に

は、他の用途にも多用されていることから当時入手しやすいかったと思えるスギが多 く見だされることにな

るのかも知れない。

ただ、「トイレ状」土坑が認識されるようになったのは最近のことで、「チュウ木」の樹種が検討された

例はまだ少ない。今後とも注目していきたいと考えている。

箸は対象とした18点全てがスギ製であつた。柳之御所跡試料ではスギカW5%を 占め最多ではあるものの、

アスナロやヒノキも多 く (能城 前出)、 その組成はやや異なっている。

ところで、試料の中で完形品とみられるものの大半 (No.3217、 3223、 3228、 3233な ど)は、中央部が

最も太 く、両端に向かつて細 くなる「両国箸」である。「両口箸」には “神人共食"の意味があり、素木 (し

らき)0の もの (主 としてヤナギ製であるがスギ・ヒノキの白太4)も 用いられる)は「晴れの箸」として、

原則として使い捨てにされる (一色 1993)と いう。試料の加工は現在のものからみるとかなり粗い印象を

受けるが、素木の両口箸であることと、多数の笹塔婆が出土した66-1号池跡遺構から検出されていること

から、祭祀に用いられたものかもしれない。箸の製作も、「チュウ木」と同様に薄板を小割にした材料を削
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るのが効率的で、かつまとまった量を一度に作ることもできる。祭祀に備えて量産したとすれば、全てがス

ギであったことも納得できる。

椀や皿とされているものは6点検討され、ケヤキ (3点 )。 ブナ属 (2点 )・ ハリギリに同定された。ケ

ヤキとブナ属製の椀・皿 (漆器)は柳之御所跡試料にも認められるが、ハリギリの報告はない (高橋 前出、

能城 前出)。 いずれも、現在でも漆器木地として用いられている樹種である。

下駄は 2点 とも連歯下駄であるが、ともにクリ製であった。柳之御所試料ではケヤキを筆頭にいくつかの

種が認められているが、クリも用いられている (高橋 前出、能城 前出)。 また、志羅山遺跡第14次調査で

も12世紀後半のものとされるクリとケヤキ製の下駄 4点が認められている。

櫛 (No.3188)も柳之御所跡試料 と同様にイスノキ製であつた。これは製品が移入されたものであろう。

<注 >

1)同様の視点で、「(中世の桶の発掘品は小型のタイプに限られているが)鎌倉後期以降の図像資料、室町

期の文献資料から推定すると、高さ二尺以上の桶が使用されているはずであるが、これらの実態は発掘資料

として目にすることは今後も期待できない。その理由は大型の桶は使用不可能になったとしても、その原型

をとどめて投棄されることはないということである。仮に側板や底板がリサイクル可能であるならば、削 り

直 して小型の桶用材に使用されたことであろう。 (略)良質の材量は通常限界まで使用され、最後は薪とし

てその利用価値を閉じるのである (石村 1997)」 とする指摘もある。

2)た だし、折敷底板 と使用樹種が似ていることが転用のあらわれとする議論 (能城 前出)は拙速にすぎ

るように思う。

3)原典には白木と表記され、塗り箸に対 して白木箸とあることから無塗装のものを指 しているが、木工関

係では時にクリアー (透明)塗装を施 したものを白木仕上げと呼ぶ場合があり、混乱を招 くことがある。こ

のため本稿では素木の表記を用いている。

4)辺材とも呼び、樹皮に近い部分を指す。樹心に近い部分 (心材、赤身とも呼ぶ)が着色 していることが

多いのに対 して淡色であるためそう呼ばれる。
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図版 1 1.ス ギ No.3199
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図版 2 1.ブ ナ属の一種 No.4008
2.コ ナラ属コナラ亜属コナラ節の一種

3. クリ  No.3196

a:木 口 x40b:柾目 x100 ci板目 x100

樹木の肥大生長方向は木国では画面下から上へ、

柾目では左から右。
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図版 4 10. イネ科タケ亜科の一種 No.4016 a:木 口 x40
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3 志羅山遺跡出土轡の金属考古学的調査結果

赤沼 英男 (岩手県立博物館 )

1  は じめに

岩手県平泉町志羅山遺跡における1997年 の第66次発掘調査において、沢をせき止め粘土を貼つて造つた池

と推定される遺構から鏡板に鴛喬が象嵌された轡が検出された。周辺から馬骨、墨書土器、笹塔婆、鳴舗が

見いだされ、祭儀に用いられた可能性も想定できるという (1)。 類似資料 として国重要文化財「鶴文銅象故

鏡轡」が知られておりり)、 後白河法王院政時代における京都 と平泉藤原氏の関係を検討するうえでの重要

な資料として、関係者の注目を集めている。

このたび、その製作技法を解明することを目的として、複数箇所から摘出された微小試料片を用いて、金

属考古学的調査を行った。その結果、鏡板、立聞、引手はいずれも亜共析銅 (炭素含有量0.8%未満の鋼)

によつて製作されており、鴛喬は銅象嵌により描き出されていることがわかった。同時に、鏡板と引手、立

聞の製作に使用された鋼には、非金属介在物組成および化学組成の点で差異がみられた。轡は全体として、

加工はもとより象嵌をはじめとする様々な細工が容易な鋼を素材としているが、鏡板、引手の製造には組成

の異なる鋼が用いられた可能性が高いと推定された。京都国立博物館久保智康氏による型式学的研究結果 (本

誌第12章  6鴛喬文銅象嵌鏡轡について)を もふまえると、轡は平泉藤原氏に関係する工房跡で、素材流通

に依拠 し、製作技術の複合によつて造 り出されたものとみることができた。以下では、金属考古学的調査結

果によって得られた知見について述べる。

2 調査資料

調査資料は、12世紀代に比定される志羅山遺跡出土の轡で、鏡板には鴛喬の象嵌が施されている。金属考

古学的調査には、図 1の実測図に示すA～ E、 5ケ 所から摘出した微小試料片を用いた。摘出した 5点の試

料片のうち、Aお よびCの試料片についてはさらに2分 し、大きいものを組織観察に、小さいものを化学成

分分析に供 した。 B、 D、 Eの試料片については摘出できた試料量がわずかであったため、組織観察のみを

実施 した。なお、Eか ら摘出した試料片には象嵌の一部が含まれていたため、エレクトロン・プローブ・マ

イクロアナライザー (EPMA)に より象嵌部分の構造を詳しく調べた。

3 調査方法

組織観察用試料片はエポキシ樹脂に埋め込み、ダイヤモンドペース トを使って研磨 し、その表面を金属顕

微鏡で観察した。さらに、地金の製造法を推定するうえで重要と判断された非金属介在物については、EP

MAでその組成を分析 した。Eか ら摘出した試料片を除く4点 については、EPMAに よる分析後、ナイタ

ール (エチルアルコール97.5配 と硝酸2.5配 の混合溶液)で腐食 し、金属顕微鏡で観察 した。一方、E部か

ら摘出した試料片には象嵌が残存していたため非金属介在物の分析 と併行 して、象嵌部分の組成と構造も調

査をした。

化学分析用試料片は表面に付着する錆をハンドドリルで除去 した後さらに2分 し、それぞれをエチルアル

コール、アセ トンで超音波洗浄 し、130℃ で2時間乾燥 した。大きい方の試料片についてはテフロン分解容

器に直接秤量し、王水で加熱、溶解、蒸発乾固した。そして、容器内の残物を塩酸とぶっ化水素酸混合液で
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再溶解 し、蒸留水で定溶とした。このようにして調整した溶波中のT.Fe、 Cu、 Mn、 P、 Ni、 CO、

Ti、 Si、 Ca、 Al、 Mg、 Vの 12成分を誘導結合プラズマ発光分光分析法 (ICP一 AES法 )で分

析した。一方、小さい方の試料片については、含有されるC、 Sを燃焼―赤外線吸収法で求めた。

図 1 轡の実測図と試料片摘出位置

実測は財団法人岩手県文化振興事業団
埋蔵文化財センター 羽柴 直人氏による。

4 金属考古学的調査結果

4-1 摘出した試料片の組織観察結果

A部から摘出した試料片 (以下試料片Aと いう)には相当量の健全なメタルが残存 していたので、ナイタ

ールにより腐食 した (図 2a2)o黒 く腐食されたパーライ ト [フ ェライ ト (α Fe)と セメンタイ ト (F e3

C)の共析組織]がところどころに観察され、炭素含有量0.2～ 0。 3%の銅と推定された。同様の組織は試料

片Bに も見いだされている (図 2b3)oただし、試料片Bにはそのほとんどがフェライ トによって構成され

る組織も残存 しており (図 2b2)、 炭素濃度分布にばらつきのある鋼が使用されていた可能性がある。

試料片 Cに はフェライトが針状に析出したウィッドマンステッテン状組織が認められた (図 3b)。 オース

テナイト域から比較的速い速度で空冷されたものと推定される●)。 試料片Dの健全なメタルはわずかにフ

ェライトが観察されるものの、その全域がほぼパーライトによって構成されていた。隣接する黒錆層も、金

属光沢を呈する線状物質 (Cm)が層状に析出することによって形成された島状組織がそのほとんどを占め

る。これまでに行われた出土鉄器の組織観察結果徽)に 基づ くと、線状物質Cmはセメンタイ トの可能性が

高く、島状組織は元の健全な鋼におけるパーライトとみることができる。上述の健全なメタルと隣接する錆

の組織観察結果によって、試料片Dは炭素含有量力地.5～ 0。 8%未満の銅と推定される (図 4b、 c)。

上述の組織観察によって、轡は基本的に亜共析鋼 (炭素含有量約0。 8%未満の鋼)を素材 として製作され

0             10cm
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ていることが判明 した。そして、鏡板の製作に使用された銅には、立聞や引手の製作に使用 された鋼に比べ、

炭素濃度分布にばらつきがみられた。鏡板の製作に使用された銅の炭素濃度分布が不均―であったか、ある

いは人為的に炭素含有量に差異がある銅を合わせ鍛えて製作 されたもののいずれかと思われるが、摘出した

試料片があまりにも微小であるためその特定は困難であつた。この点については、広領域にわたつて試料片

を摘出 しその組織を調べ確かめる必要がある。

a3

COMP

al

図 2

ai・

a2・

a3・

轡

bi
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b9

b4

A・ Bか ら摘出した試料片の組織観察結果

それぞれA・ B部から摘出した試料片のマクロエッチング組織

それぞれ aド blの枠で囲んだ内部のミクロエッチング組織

blの二重枠で囲んだ内部のミクロエッチング組織

残存ずる非金属介在物のEPMAに よる組成像 (COMP)

o        lmm
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図 3 轡 C部から摘出した試料片の組織観察結果

a,マ クロエッチング組織

b;aの枠で囲んだ内部のミクロエッチング組織
c;残存する非金属介在物のEPMAに よる組成像 (COMP)

M

COMP

0       1 mm
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4-2 メタル中に残存する非金属介在物組成

試料片Aに は灰色の結晶Fと 黒色のガラス質けい酸塩 (S)か らなる非金属介在物が観察され、EPMA
による分析によって結晶Fは FeO― S i 02系の化合物 (鉄かんらん石 ;2FeOoSi02と 推定される)

であり、ガラス質けい酸塩はFeO― A1203~SiOワ系であることがわかった (図 2の 3)。 試料片Dに

は長さ数ミクロンの微細な非金属介在物がみられ、同様にして微量に酸化チタンを含むFeO― CaO―A
lつ 03~K20~N a20~S i 02系 のガラス系けい酸塩 (S)か らなることが確かめられた (図 4d)。一方、

試料片Eには灰色粒状をしたウスタイト (W;化学理論組成FeO)と 微細な結晶が析出したガラス質けい

酸塩 (S)か らなる非金属介在物が確認された (図 5)。

試料片Cには、やや暗灰色をした角状の結晶XTと マ トリックス (M)か らなる非金属介在物が見いださ

れ (図 3c)、 の試料片Bにはそれに灰色の粒状結晶Wが加わった非金属介在物がいたるところにみられた

(図 2b4)。 EPMAに よる分析によって、結晶XTは Fe― Ti― Al― O系の鉄チタン酸化物、結晶

Wは ウスタイトと判定された。轡の鏡板から摘出した試料片には明確な鉄チタン酸化物が見いだされなかっ

たが、立聞および引手の試料片には2点 とも鉄チタン酸化物の残存が確認された。

4-3 摘出した試料片の化学組成

試料片A・ Cの T.Feは ともに97%以上にあり、ほぼ健全なメタルが分析されている (表 1)。 化学成

分分析値への埋蔵環境からの富化の影響はほとんどないものと判断される。炭素 (C)は ともにO.30/O未 満

にあり、亜共析鋼で製作されているとした組成観察結果ともよく整合する。試料片Cか らは0,061%の Ni、

0.087%の Co、 0.076%の Tiが検出された。いずれも試料片Aの 4倍を越える含有量である。試料片 Cに

合有されるTiの相当量は、残存する非金属介在物中の鉄チタン酸化物に起因するものと推測される。

表 1 志羅山遺跡出土轡の分析結果

部

位

化 学 成 分 (%)

T,Fe  C   S   Cu  Iヽn Ni CaTiCo Al Mg  V  n.m.i

A   97.30  0.24  0,006  0.007  0.001

C    97.57  0.29  0.010  0,009  0.006

0.001  0.017  0.021

0.010  0.061  0.087

0.010  0.183  0,007  0.008

0.076  0.178  0.036  0.031

0.002 〈0,001  Fo S

O.004 0.009 XT,h/1

注 1)C,Sは燃焼赤外線吸収法、他は ICP― AES法 による。 n.m.Hよ 非金属介在物組成、Sはガラス質けい酸塩、XT
注 2)B、 D、 Eについては化学成分分析が実施されなかったが、非金属介在物組成は B〔W(ウ スタイ ト;化学理論組成 FeO)、

XT、 M〕 、D(S)、 E(W、 M)で あった。

4-4 象嵌部の構造

試料片Eのマクロ組織は、銅色を呈する金属が鋼の中に埋め込まれている様子をよく示している (写真図

版 8)。 鉄地金を最も深いところで約400μ m、 浅いところで約200μ m彫 り込み、W形の溝を造った後、その

中に象嵌をはめ込んだものと推定される。EPMAに よる元素濃度分布のカラーマップおよび定性分析によ

って、象嵌は銅象嵌であり、ところどころに砒素化合物が残存 していることがわかった。金や銀、あるいは

水銀の分布はみられない。銅象嵌と接する鋼は錆化が進んでいる。一方、銅象嵌の表面には硫化銅(CuS)
の薄い層が認められた。肉眼観察において象嵌表面のところどころに黒色物質の付着が観察されているが、
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硫化銅であることが確かめられたわけである。

5 考察

図 5 轡 E部から摘出した試料片の E Aによる組成像と定性分析結果

5-1 轡地金の組成

鉄器は鋼を素材とする鋼製鉄器と、銑鉄を鋳造して製作される鋳造鉄器の 2つ に分類される。組織観察結

果に基づ くと、轡は銅製鉄器であり、炭素含有量が0.8%未 満の亜共析鋼を用いて製作されていることがわ

かった。立聞や引手には、炭素含有量が0.3%程 度、もしくはそれ以下の銅が配されていたが、鏡板から摘

出した試料には、0.5%以 上もしくは、0。 2～0,3%Cの銅が確認され、立聞や引手に比べ炭素含有量にばら

つきがみられた。この点については、 (イ )鏡板の製作にあたって、炭素含有量が不均一な銅が使用された、

(口 )炭素含有量に差異のある銅を合わせ鍛えて製作された、 (ハ )相当量の炭素を含む鋼を加熱・鍛打 し

造形する過程で部分的に脱炭が進んだ、のいずれかによるものと判断される。今後、類似資料から広領域に

わたつて試料片を摘出し調査することによつて、明確にすることができるものと思われる。

轡の引手から摘出した試料片には鏡板に比べ、 4倍 を越えるNi、 Coが含有されていた。Ni、 Coの

両成分は鋼製造法のいかんにかかわらず一度鉄中に取 り込まれた後は、そのほとんどが鉄中にとどまること

を考慮すると、轡の鏡板と引手の素材になった銅の製造に使用された製鉄原料が異なっていた可能性がある。

師
　
ＭＰ

W
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加えて、立聞、引手に残存する非金属介在物には鉄チタン酸化物の残存が確認されたものの、鏡板には鉄チ

タン酸化物が見いだされなかった。後述するように現在考えられている鋼製造法に従うと、引手の製作に使

用された鋼の製造にはNi、 Co、 Tiを 含む特殊な鉄鉱石 (お そらくは磁鉄鉱)が用いられたか、あるい

は相当量のNi、 Coを含む銑鉄を少量の鉄チタン酸化物を内包するスラグと接触 した状態とし、空気を送

風しながら、脱炭することによって製造された鋼が使われたかのいずれかが考えられる。

5-2 推定される中世の鋼の製造法

古代・中世の鋼製造法は未解明にあり、いくつかの方法が提案されている。その一つとして、製錬により

得られた鉄塊 [銑鉄と銅が混在 し相当量の不純物 (鉄津)を含む鉄と考えられている]に含有されている不

純物を除去 し、炭素量の増減を行って目的とする鋼を製造する。その鋼を使つて製品鉄器が製作されたとす

る見解がある 6)。 製錬炉で直接に鋼が造 り出されるという意味で、この方法は直接製鋼法 (近世たたら吹

製鉄法による鋼押方 ⑭))|こ 位置づけることができる。得られた鉄を精製 し目的とする鋼に変えるという上

述の操作は、精錬鍛冶 6)と 呼ばれている。

ところで、柳之御所跡出土遺物にみられるように、11～ 12世紀には内耳鉄鍋に代表される鋳造鉄器の出土

が顕著になる。特に北海道では、その普及に伴い生活様式が大きく変わるため、擦文文化期からアイヌ文化

期への変遷を考えるうえでの重要な資料に位置づけられている 0)。 このような鉄鍋に代表される鋳造鉄器

の普及は、当時、銑鉄を安定的に生産する方法が出来上がっていた可能性が高いことを示している。生産さ

れた銑鉄を溶解し、鋳型に注ぎ込むことによって鋳造鉄器が造 り出されるわけであるが、銑鉄中の炭素を低

減する、すなわち銑鉄を精錬 して鋼を製造するという、間接製鋼法の想定も可能となる。

志羅山遺跡に近接する柳之御所跡では、主として鉄かんらん石とウスタイト、それらを取 り囲むガラス質

けい酸塩からなり、ところどころにFe― Al― O系化合物の残存 した塊状の鉄滓や椀形滓が見いだされて

いる。ほぼ溶融もしくは部分溶融したスラグが固化 した資料である。直接製鋼法の立場に立てば、金属考古

学的調査に付 した上述の椀形津や塊状津は、その組成上から、製錬または精錬鍛冶に伴うつ「出物とみること

ができる。そして、製錬に不可欠な気密性を有する炉跡はもとより、相当量の木炭が生産されていたことを

示す遺構も未確認にあるという発掘調査結果を加味すると、御所内において製錬が行われていた可能性は乏

しく、精錬鍛冶の実施が有力となる。同時に、出発物質となる銑鉄や鋼が混在 し炭素濃度分布が不均―で、

相当量の鉄津を含む鉄の入手方法を検討しなければならない。すなわち、当時そのような組成の鉄の広域流

通があったか、あるいはその流通がなかったとすると、御所の近傍で製錬が行われ、そこでそのような組成

の鉄が生産されていてはじめて精錬鍛冶の実施が可能となるからである。

柳之御所跡では上述の塊状滓や椀形津とともに、0.113%近 くのPを含む銑鉄塊 (表 2)が見いだされて

いる●)。 鋳型は未検出にあり、検出された銑鉄塊が鋳造鉄器の素材 として使用された可能性は乏しい。塊

状津や椀形津とほぼ同じ操作に伴つて排出されたものとみることができる。この銑鉄塊の発見によって、柳

之御所内ではあらかじめ準備された銑鉄を精錬 (脱炭)して銅が製造されていたとする見方をとることがで

きるようになったわけである。

展近、日本中世史の研究者である福田豊彦氏は、近世の文献資料を詳細に検討することによって、近世に

1よ 「荒鉄」もしくは「生鉄」(いずれも銑鉄)と 熟鉄 (α Feま たは亜共析鋼に近い組成の銅と推定される)

が流通しており、その状況は平安末まで遡れる可能性のあることを指摘されている①)。 また東大に収蔵さ

れている「鐵山必要記事」を研究されたわが国の製鉄分野の大家である館充氏も、近世の中国地方では、銑
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鉄を精錬 して鉄を造る、間接製鉄法が主流であつた可能性が高いことを報告されている(10。 このような文

献資料の研究結果は上述とよく整合するものであり、筆者は柳之御所跡でも精錬がおこなわれていた可能性

が高いと考える (11)。

5-3 遺物の組成からみた轡の製作形態

表 2 平安期出上鉄塊の自然科学的調査結果

出土地 推定年代 T Fe C Cu  Mn Co Si  ミクロ組織

l 柳之御所跡 12世紀第三四半期 塊状銑鉄  90.0 3.550.0320.008く0.001 0.1180.0190.0340.0070.176G

2 別所遺跡  10世紀代 塊状銑鉄 - 0.076 - 0.27 ― (0.001 一 G

3 別所遺跡  10世紀代 板状銑鉄  91.3 4.160,0550.0310,0090.1950,0220.045 tr 0 064 G,L

注 1)C、 Sは燃焼赤外線吸収法、他は iCP― AES法による。―は分析せず。 trは痕跡。

注2)Lは レーデプライト、Gは片状黒鉛。

轡の鏡板から摘出した試料片の非金属介在物には鉄チタン酸化物が見いだされなかったが、立聞や引手か

ら摘出した試料片にはその残存が確認された。また引手と鏡板、それぞれに含有されるNi、 Co、 および

Cuの 3成分比も異なっていた。これらの事実は、鏡板の製作に使用された銅と、引手、立聞の製作に使用

された銅の製鉄原料や網製造法が異なっていた可能性が高いことを示している。

一方、EPMAに よる分析によって、轡の鏡板にある得肴は、相当量の砒素を含む銅を素材 とした象嵌に

より描 きだされていることが明らかになった。まず、鏡板の形に加工された鋼に、約200～ 400μ mの深さで

W状に彫 り込みを入れ、そこに銅象嵌を埋め込んだものと推定される。なお、銅象嵌の鉄地金 と接触する部

分に厚さ50～ 100μ mの錆層が残存 していたが、これは異種金属が接触によりその部分から鉄の腐食が進ん

だためと考えられる。また、銅象嵌の表面には厚さ100μ m程度の硫化銅の層がみられたが、これは人為的

な操作によるものではなく、埋蔵中に周辺物質との反応により生成したものと思われる。

既述のとお り、柳之御所跡から出土 した塊状滓、椀形滓にはともに鉄チタン酸化物の残存は未確認にあ

る●)(1う 。したがって轡の引手や立聞の製造に使用された鋼を、ただちに平泉において製造されたと解釈す

ることは難しい。他地域において製造された銅が平泉にもたらされ、そこで、引手や立聞に加工された、ま

たは引手、立聞に加工・整形されたものが運び込まれた、あるいは別途製品として供給された鉄器の再利用

がはかられたという3つのうちのいずれかと推定される。

平泉藤原氏関連の工房に、銑鉄もしくは鋼素材にみられる原料鉄や銅素材が複数の地域から持ち込まれる。

工房跡ではそれらを使つてまず必要な形状に加工を施 し、次にそれらを組み合わせて最終製品にするという

生産形態の中で、轡が生まれたものと思われる。素材の複雑な流通と生産技術の複合という要素を入れて、

平泉藤原氏に関係する生産工房を研究することにより、製作の実態が一層みえてくるにちがいない。今後の

研究の進展に期待 したい。
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(註 )

(1) (財 )岩手県埋文センター羽柴直人氏からのご教示による。

(2) 『法住寺殿跡』 (財)古代学協含 1984年

(3) F鉄鋼の顕微鏡写真と解説』 九善株式会社 1968年

(4)佐々木稔、村田朋美  「古墳出土鉄器の材質と地金の製法」 F季刊考古学』第8号 雄山閣出版

1984年  p.27-33

(5)大澤正巳 「古墳共献鉄津から見た製鉄の開始」 『季刊考古学』第8号 雄山閣出版 1984年

p.36--46

(6)河瀬正利「中国地方におけるたたら製鉄の展開」Fた たらから近代製鉄へ』平凡社、1990年 、p.11。

(7)越田賢一郎  「北日本における鉄鍋」 F季刊考古学』第57号 雄山閣出版 1996年 p.61-65

(8) F柳之御所遺跡調査報告書』 平泉町教育委員会 1994年  p.363-384

(9)福田豊彦  「前近代の百科事典にみる鉄素材と製鉄方法」たたら研究、39、 1999年、p.15-24。

(10)館充  「鐵山必要記事について」 ふえらむv01.4,No.3 1999年  p.22-30

(11)ほ ぼ同じ組成の銑鉄塊は10世紀代に比定される東京都多摩市別所遺跡でも見いだされている (表 2)。

銑鉄の流通に伴う精練が広域的実施されていた可能性について検討する必要があろう。

(12) 『柳之御所跡』 (財)岩手県文化振興事業団坦蔵文化財センター 1994 p.526-542
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志羅山遺跡 (第66次)か ら出土 したウマ遺存骨

小林和彦 (人戸市縄文学習館 )

66S D 6の 溝跡からウマの歯や骨が出土 した。

①から⑨まで 9地′点から検出された。とくに⑨の地点からは基本的に同一桐体とみなすことのできる多くの

骨が出土した。骨の保存状態は必ずしも良くはないが、発掘調査の際に発砲ウレタンで固定してまとめて取

り上げられていたので、個々の部位の出土状況、相互の位置関係を観察することができた。ほかの地点から

は、下顎骨や遊離した臼歯などが散在した状態で検出された。

①、②、③、④、⑦の各地点からはそれぞれ1個の遊離したウマの臼歯が出土した。いずれもセメント質

や象牙質の部分はほとんど腐朽して、エナメル質だけが保存されていた。⑤では同一個体のものと考えられ

る左上顎前臼歯が3個 出土した。⑥からはウマの上顎臼歯右 5個、左 2個が上顎骨の歯槽に植立した状態の

位置関係を保つたまま検出された。臼歯列にわずかに付着するように歯槽骨が残存している。③ではウマの

下顎骨臼歯部が左右本来の位置関係を保った状態で出土した。臼歯が左は6個全て、右は3個植立している。

下顎体の槽間縁から切歯部にかけて、及び下顎枝は残っていない。また、この下顎骨の歯槽から脱落したと

考えられる、右の臼歯 2個が別に検出されている。

③の地点では90× 90cmの 範囲にウマの骨の集積があった。最も南側に、頭骨が右を下にしてある。保存さ

れていたのは、右顔面骨の外恨Jの部分で、日蓋底を形作る骨は失われている。後部は眼寓前縁、類骨側頭突

起まで残されており、後頭部は欠損している。右切歯 2個および臼歯 6個植立している。臼歯列は歯槽の保

存状態が悪く乱れており、臼歯相互にすき間が開いている。槽間縁の保存は不良で、大歯の萌出の有無を確

認できない。この上顎に関節した状態で、右下顎骨が検出された。この下顎骨は、臼歯部の第三前臼歯の位

置から下顎枝にかけての破片で、槽間縁から切歯部にかけて欠損している。頭骨の最先にあたる位置から、

軸椎が検出された。頭骨の北狽1に四肢骨が 3個一列に並んでいた。一見、長骨が互いに関節で結合した状態

を思わせるが、実際には東から順にそれぞれ右上腕骨、左睡骨、右前腕骨であった。かなり乱された状況で

あることが分かる。左睡骨の下から、これに骨幹部の位置で交叉して左大腿骨が見つかった。これらの四肢

骨の北側には椎骨と肋骨がまとまってある。中央部に胸椎が 8個検出された。ほぼ上下 2段 になっており、

下段では4個の胸椎が相互に結合して並んだ状態が保存されている。少し離れて東よりに環椎がある。この

胸椎のまとまりの周囲に、椎骨の棘突起や肋骨の破片が散在してる。この北側に左中足骨が、さらに北に右

中手骨が検出されている。中足骨には第四中足骨が付随していた。ほかに保存が悪く、部位が同定できない

骨片がいくつかある。また、発砲ウレタンで固定されることなく取り上げられた骨には、左下顎第一切歯 1

個、左上顎臼歯 2個、胸椎破片 2個、腰椎破片 1個 がある。以上が⑨の地点から出土した、同一個体のもの

と考えられるウマの遺存骨である。この地点からはほかに、別個体の左上顎臼歯 2個 と、別に取り上げられ

ていたことから、別個体の可能性がある左肩甲骨破片 1個が採集されている。

③から検出されたウマは、 1個体分としてはかなり欠損部がある。左前肢、右後肢およびすべての手根骨、

足根骨、指骨が検出されていない。検出された遺存骨の位置関係は、頭骨と下顎骨、胸椎 4個の配列など、

一部を除けばかなり乱されている。胸椎 8個が 2段に重なり合つていた様子にも不自然さがある。しかし骨

の集積は、まとまりが良く大きく流された形跡もない。やはり欠損部の多くは、ウマが死後人の手によつて

処理にされる過程で、脱落したものと考えられる。解体痕は確認できないが、かなり細く解体処理されたこ
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とによつて、「欠損」や「乱れ」が生 じたのであろう。

今回検出されたウマの歯には、乳歯や萌出中の永久歯は含まれていない。骨にも幼齢のものは含まれてい

ない。したがってすべて壮齢以上と判断できる。

③には、同一個体と考えられる、臼歯列を残した右の上 。下顎骨および遊離した左下顎第一切歯 1個 と左

上顎臼歯 2個がある。この左下顎第一切歯は、咬合面がほぼ三角形で、歯冠幅は歯冠長の1,02倍 である。こ

れによれば年齢は、18歳から20歳初期と推定される (註 1)。 臼歯は上・下顎ともかなり咬合面の摩滅が進

行している。下顎前臼歯では歯根の分岐部付近まで達し、エナメル装の形状は単純化している。上顎前臼歯

は咬合面内部のエナメル質がほとんど消失している。これらの臼歯の摩滅状況からは、20歳 を越えていると

判断できる。③のウマは老齢である。

①の下顎骨やその他の地点の臼歯および③の別個体の臼歯の資料は、壮齢期のウマのもである。

③から出土したウマの中手骨と中足骨の最大長から「馬における骨長より体高の推定公式」を用いて推定

体高を算出すると、それぞれ136.3cm、 129。 lcmと なる (註 2)。 いずれにしても中形在来馬の範囲に収まる。

同時に出土した上腕骨体最少幅、機骨中央部幅、睡骨中央部幅などの計測値もほぼその範囲にある。中手骨

中央部幅35。 141mは 中形在来馬の最大値付近にある (註 3)。

③の左下顎骨の臼歯列長 (咬合面)は 184.4mlIである。根城跡岡前舘SE6出土のウマの計測値は164.541m

であるから、在来馬としてはかなり大きな馬であつた可能性がある。⑤の第三前臼歯は、根城ウマに対して

歯冠長は113%、 歯冠幅は■5%あ る。やはりかなり大きい (註 4)。

まとめ

溝跡の埋土中、①から③の各地点からウマの遺存骨が出土した。③からは同一個体の骨を中心にまとまっ

て検出された。一個体分の3分の 1程度ある。それぞれの骨の配置はかなり乱れており、解体されて捨てら

れた状況である。肉が食糧として利用された結果と考えられる。

遺存骨の計測値から推定されるウマの体格は、中形在来馬の範囲に収まる。中でも③のように比較的大き

な資料があることが注目される。青森県前川遺跡、李平下安原遺跡では、平安時代の小形馬が出土している

(註 5)。 一般的には大きい馬は乗用に、小さい馬は役用に使用される。やや新しい資料であるが、鎌倉材木

座遺跡では西暦1333年の戦闘で死亡したとみなされるウマの骨が多数出土した。これらは軍馬であつたと考

えられ、ほとんど中形馬であつたという (註 6)。 遺跡の性格によつて、出土するウマの体格の組成に違いが

認められる。

今回調査の志羅山遺跡の発掘調査では、奥州藤原氏の拠点平泉におけるウマの、体格についても興味深い

資料が得られた。

(註 1)ウ マの下顎第一切歯の咬合面の形状は、年齢によって変化する。摩減が始まる時は、歯冠長は歯冠幅の約 2倍ある。15歳

位では交合面の形状は円形になって、歯冠長と歯冠幅は等しい。20歳代の初期には歯冠幅は歯冠長のほぼ 1か ら1.5倍あり、

咬合面の形状は三角形、そして30歳代では咬合面は四角形で横方向は狭く、歯冠幅と歯冠長の比率は2:1である (Gctty,

R.1975 sissOn and Grossmall's The Anatomy of he Domestic Animals.Fifh cdttion)。

(註 2)林田重幸・山内忠平 1957 馬における骨長より体高の推定法 鹿児島大学農学部学術報告 6

(註 3)日 本の在来馬には、徳高108～ 122cmの 小型馬と、体高127～ 137cmと 推定される中形馬がある (林田重幸 1978 日本在来

馬の系統に関する研究 日本中央競馬会)。

(註 4)根城跡岡前舘SE6ウ マは、四肢骨等の計測値から算出した体高が131,8cmで ある (小林和彦。1986 史跡根城跡から出土

したウマの遺存骨 人戸市博物館研究紀要 2)。

(註 5)田舎館村教育委員会 1991 前川遺跡発掘調査報告書、青森県教育委員会 1988 李平下安原遺跡

(註 6)(註 3)の文献
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志羅山遺跡 (第66次 )か ら出上したウマの遺存骨

番号 地区 遺構・創位 部位 ・数量 備考

①

②

③

④

⑤

⑥

　

⑦

③

⑨

VB2
VB2
VB2

溝 ? 埋土

溝  埋土

66S D 6埋土

66S D 6埋土

66S D 6埋土

66S D 6埋土

66S D 6埋土

66S D 6埋土

66S D 6埋土

右上顎第二前臼歯 (P2)1個
左上顎第三後臼歯 (M3)1個
右下顎第二後臼歯 (M2)1個
右上顎臼歯破片     1個
左上顎前臼歯      3個
左上顎後臼歯      2個
右上顎臼歯       5個
右上顎第三後臼歯 (M3)1個
左下顎骨臼歯部破片   1個

右下顎骨臼歯破片    1個
右下顎第二前臼歯 (P2)1個
右下顎第一後臼歯 (Ml)1個
※頭骨破片 右顔面骨部分 1個

※右下顎骨破片

※左下顎第一切歯 (11)1個
※左上顎前臼歯破片   1個
※左上顎第一後臼歯 (Ml)1個
※椎骨破片 環椎破片  1個

軸椎破片  1個
胸椎破片  10個

腰椎破片  1個
※肋骨破片       3個
※右上腕骨破片     1個

※右前腕骨

※右中手骨

とイ固

イ固

※左大腿骨破片

※左匹骨破片

※左中足骨

※左第四中足骨

左上顎臼歯破片

左肩甲骨破片

1個

1個

1イ固

2イ固

1個

P4

�生l

P2、  P3
�[1、 A/12

P2、 P3 同一個体

3烈 ゴ計〈ぎ指 立 1同 ―IM体

鼻骨、涙骨、上顎骨、切歯骨、

頬骨、 11、 13、 P2～ M3植立

臼歯部～下顎枝、

P3～ M31直立

両端破損、残存長250411n、 骨体

最小幅33.9111111

携骨両端破損、撓骨残存長305

4ull、 中央部幅36.6mln、 中央部径

29.3nm

近位端破損

最大長 (推 定)225nllll、 中央部

幅35。 lllun、 中央部28,041n、 遠位

部幅43.411m、 遠位部径31.2mll

遠位端破片、残存長44611un

両端破損、残存長3224m、 中央

部幅40。 3null、 中央部径33.41ndl

最大長258.Omal、 近位部幅46.7

nun、 近位部径37.61nm

最大長11.411ull

前臼歯 1、 後臼歯 1

近位端破損、頸部長63.Ollul

酪
‐―
嘲

一
　

　

　

　

２

、

同
　
　
Ｍ
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※同一個体と推定される。



●⑦

③の拡大
馬骨・馬歯出土位置

ウマの上顎歯計測値 (単位 :Hull)

上顎 歯冠長 歯冠幅 現全歯高

①

②

⑤

⑦

⑨

右 P2

左M3

左 P2

P3

P4

右M3

右 11

13

P2

P3

P4

1ヽ1

v12

�[3

左Ml

29,0

27.4

30。 9

15,9

15,8

38,9

27.7

26.7

24.2

22.7

27.8

23,9

28.8

23.4

29,2

13.6

23.5

25,4

27.1

27.3

24.2

24.8

26.2

64.4

71.0

52.0

65,0

60,0

72.0

歯槽植立

ク

ク

ク

ク

ク

ク

ク

43.0

ウマの下顎歯計測値 (単位 :m14)

下顎 歯冠長 歯冠幅 現全歯高

③

③

右M2

左 P2

P3

P4

V11

�[2

�[3

右 P3

P4

�[1

�12

W[3

左 11

③

86.1

30。 6

30,0

26。 7

27.2

33.4

27.3

27.3

22.3

26。 7

36。 2

12,3

15。 5

15,6

18,1

17.7

15.7

15。 1

13.5

15,0

15。 8

14.1

14.0

13.0

12.6

66.0

歯槽植立

ク

ク

ク

ク

ク

歯槽植立

ク

ク

ク

ク

38.0
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雄錢魔“写真 ウマの遺存骨 (1)

l ①右上顎前臼歯P2 2 ②左上顎後臼歯M3
3 ③右下顎後臼歯M2 4 ④右上顎臼歯
5、 6、 7 ⑤左上顎前臼歯P2、 P3、 P4

8 右上顎後臼歯M3 9、 lo ③右下顎前臼歯P2、

下顎後臼歯Ml ll、 12 ③左上顎臼歯
13 ③下顎骨臼歯部
14、 15、 16 ⑨左下顎切歯 11、 上顎前臼歯、

19 上顎後臼歯Ml
17 ⑨腰椎 18、 19 ⑨胸椎

20 ③左肩甲骨
it'|十

1 1 til｀ 十・十(|!.=,|.II十 ‐

療鱗
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２７

写真 ウマの遺存骨 (2)

21 ③右上腕骨 22 ⑨右前腕骨
23 ③右中手骨 24 ③左大腿骨
25 ③左睡骨  26 ⑨左中足骨
27 ⑨左第四中足骨
28 ③頭骨 (右顔面骨)

29 ⑨右下顎骨
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Ⅶ国煮宣





写真図版 1 鴛鴛文轡 (3246)
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写真図版 2 墨書 かわ らけ

161-



３． ４‐

３‐３６

３． ３４

３． ３２

3154

3152

３． ５０

３‐４９

３‐４７

３． ４６

３． ４５

写真図版3 笹塔婆①
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3166
３． ６２

３． ６０

３‐５７

４０‐３

３． ７５幽
躙

３‐７２

Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
Ｆ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
」
Ｆ
Ｔ
，

日
齢
罐
触
饉
盟
蘊
園
圏
園
囲
ロ
マ
ー

躙

ａ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
Ｆ
■
日
円

１６７

3177

写真図版4 笹塔婆②

-466-

3169



３．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

３． ９０

３． ９９
３‐９４

661号池出土木製品

韓|

常滑産奏 (2231)

写真図版 5 木製品・常滑産楚
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2415

2403 2404                 2405

2413

写真図版 6 B地 区出上の中国産陶磁器
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46次調査区

74次調査区

写真図版 7 航空写真
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写真図版 8 轡 E部から摘出した試料片のマクロ組織と含有する元素濃度分布のカラーマップ(13章 3 図 5)

|
L
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島 府

．

一

一

一

一

写真図版 9 昭和30年代の調査区付近

(写真提供国土地理院日本地図センター)
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志羅山追跡航空写真

46次調査 (A地区・C地区)航空写真

写真図版10 航空写真①
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66次調査 (D地区・G地区)航空写真

馳次調査 (B地区)航空写真

写真図版 11 航空写真②
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A地区道路状遺構 (南→
)

B地区道路状遺構 (南→
)

写真図版12 道路状遺構①
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B地区・ C地区道路状遺構 (南→
)

D地区道路状遺構 (南→
)

写真図版13 道路状遺構②
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C地区66次 1号池完掘

D地区埋没沢整地面

写真図版14 66次 1号池・ D地区沢整地層
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世薫
す

66次 1号池轡、馬歯、かわらけ出土状況

4

台.:

66次 1号池墨菩かわらけ (3119)出 土状況

写真図版15 66次 1号池遺物出土状況①
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轡 (3246)出 土状況

馬歯出土状況

写真図版16 66次 1号池遺物出土状況②
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66S D 6馬 骨出土状況

攣 鱒 戦詢 善 鱗 導 群 I・
・ ・ ‐・・

●F■‐ 学ⅢI■
=

エ ト|  |■■翌紳鸞  :

|― 毯:遂:

66S D10・ 66S D 17完掘 (東→
)

写真図版17 馬骨出土状況、66S D10と 66S D17
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46S B 2完掘

46S B 3完掘 46S B 4完 掘

一
一一

46S B 6完掘

46S B 7完掘

写真図版18 A地区の遺構①

-480-

46S B 8完掘



46S B 9完掘

46S E 2断面

46S E 3断面 46S E 3完掘

写真図版19 A地区の遺構②
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46S E 4断面



将 よ

46S E 5,こ IPB

:te

静
，
　
、■
↑

46S E 7完掘

46S E 8断面
46S E 8完掘

写真図版20 A地区の遺構③
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―

ユ

46S E 9断面上位

46S E 9断面下位

工
≡
イ

オ
一
・

一

■

46S E 9完掘

写真図版21 A地 区の遺構④

46S E 9断面中位

46S K l完掘

46S K 2完掘46S K 21新 面
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46S K 3完掘

46S K 4完掘

46S K 6テこ」己

46S K 6断面

ぎ:喜:す|

46S K 6完掘

写真図版22 A地 区の遺構⑤
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46S K 7断面

46S K 8断面

|■●I=|

46S K 8完掘

写真図版23 A地区の遺構⑥

46S K 7完掘

46S K 9断面

:|デ肇モ格粋

|=″

鵞
46S K 9完掘

暉
一誤

与

・

卜

ご一
メ ■菅

■|■ |卜宮‐ヽ!オ

46S K10完掘

工 .■

野||||IⅢ

子市 . I

46S K10断面
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46S Kll断面

響                     

「

た
　
　
■

／ !―  ́'■二t

41
一
　

ｈ
輪

寸

46S K12完 掘

写真図版24 A地区の遺構①

46S Kll完掘

ど

46S K12断面

46S K14断面
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46S K14完掘



46S K16断面

|1督
|^1卜く、

1要や

46S K17完掘

二至鍵蚤   .

■ 1

写真図版25 A地 区の遺構①

46S K15断面

46S K16完掘

46S K18断面

46S K18完掘 46S K18完掘 (板除去 )
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46S D l完掘

46S D 2(左 )・ 46S D 3(右 )断面

46S D 3断面

46S D 4断面

46S D 4完掘 46S D 5断面

写真図版26 A地区の遺構③
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46S D 6断面

46S D 5完掘

46S D 6完掘

46S D 7完掘

46S D 7完掘
46S D 7断面

写真図版27 A地 区の遺橋⑩
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46S D 8完掘

46S D 9断面

す 名

46S D 9完掘 46S D 9完掘 46S D10完掘

46S D10断面

拶

写真図版28 A地区の遺構①

干車鍵持

46S Dll(左 ) 46S D12(右 )断面
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本fr i r.I■
~ ,‐

i_
46S D14(左 )46S D l (中 )

46S D12(右 )断面

46S D15(右 )・ 46S D13(右 )断面

46S D13断面

46S Dl1 46S D13・ 46S D15完掘

t“
{

写真図版29 A地 区の遺構⑫

46S D14断面

46S D12完掘

46S D14完掘
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74S B l完 JFB 馳 SB2完掘

74S B 3完 掘 74S B 4完 掘

74S B 5完 掘 Й SB6完掘

雅 SB7完掘 74S B 8完 掘

写真図版30 B地区の遺構①
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74S B 9完掘 雅 S B10完掘

秘 S Bll完掘 馳 S B12完掘

秘 S B14完掘

74 S B 15完 掘 74 S B 16完 掘

写真図版31 B地 区の遺構②
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雅 S B18完掘

74 S B 17完 掘

＼/

74S E 2断面

写真図版32 B地区の遺構③
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74S E 2断面 74S E 2完 IFH

74S E 3追 物出土状況

馳 SE4上 部断面

74S E 3完 掘

写真図版33 B地区の遺構④

74S E 4下部断面
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74 S E 5 LIT面 (中位 )

66S K 3断面

ォ
=rtt.|=i_、

、

密 S E 5 Ltr面 (上位 )

66S K 3完 掘

(左)断面

写真図版34 B地 区の遺構⑤

74S E 5完 掘
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デ‐     _′

ヽ‐一∵t_=´´́
＼

66S K 5断面 66S K 5完掘

74S K土 完掘

彰漂

馳 SK2完掘

，

ユ

74S K 3断面

写真図版35 B地 区の遺構⑥

74S K 3完 掘
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輩
馳 SK4断 面 74S K 4完 掘

74S K 5断面 密 SK5完掘

ヽ，
´
ν
！二二

,(

74S K 6完 掘

写真図版36 B地区の遺構⑦

74S K 7完 掘

“

S K 7 LII面
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一一一，・一一一，
・．

．

「
Ｆ
ｉ

　

一

―

■
一／

．

一
一
　

一″

″

74S K 8断 面

=「

:二
i  !  

二

74S K 9断 面

74S K 8完 掘

74S K 8遣 物出土状況

74S K 9遺 物出土状況 74S K 9テこ」邑

馳 S K10断 面

11■li― :i

すi

i幹111Ⅲ∵
十イ

ー
ンl、

|■子ヽ
|ヽ  エ

74 S K10完掘

B地区の遺構①
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写真図版37



・
一　
．誠

lilる|イ

ィ主itr章全|

74S Kl」断面

74 S K12山〒面 74 S K12ち ゅう木出土状況

Ｓ

　

　

　

一一

７４

　

一■

F韓:i
義:警

'11■ li
1      1'

|:t:

写真図版38 B地区の遺構③

74S K12ち ゅう木出土状況

士、■

74 S K 13LtFr面 74 S K 13完 掘
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馳 S K14断面

74S K15断面

密 S K14完掘

74S K15完掘

秘 S K16断面 74 S K21断面

74 S K16・ 74 S K21完掘 馳 S K17断面

写真図版39 B地区の遺構⑩
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74 S K17完掘

秘 S K18断面 74 S K19断面

74 S K19完掘 74 S K20門〒面

写真図版40 B地区の遺構①

‐＝
・」

74 S K20完掘
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馳 S K22断面



74 S K23完掘

||||:|IIi t

74 S K24断面

“

S K24完掘 秘 S K25断面

74 S K26断面

写真図版41 B地区の遺構⑫
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雅 S K27断面 74 S K27完掘

7■ !

,オ |

、i/歩
/「

秘 S K29断面 2 S K29完 掘

74 S K30断面

穏
鶏

鴬

74 S K30完掘

写真図版42 B地区の遺構〇
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74 S K32LIFT面 74 S K32完掘

74 S K33完掘

“

S K33断面

74 S K34断面 74S K35断 面

写真図版43 B地区の遺構⑭
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74S K36断面 (溝部分)
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附図3 A地区遺構配置図②
















